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序鴛 研究の動緩、 目的及び意義

を背祭とするプロフェッショナルの君臨、そして、これらを~I症とずるでぶ白

見る者とやる者とのヲ宅金な分敵が考えられよう。スポーツを見るという

行為は、 7ス ・メディアー特に、同時進行的にゲームを伝えるのに尖

きな役闘を果たすテ レ ビーとの密綾な関係によ勺て益々強化され、~

代スポーッは、見世物（スペクタクJレ｝だといってもよいだろう．この

ようなスポーツの見世物化現象の中で、人々は、続技場のスタンドやテ

レピの前で、選手の F 拶手一役足をどのように解釈し、愈味付与してい

るのか？ なぜパフォ ーマンスに熱狂し、感動を覚えるのか？ といっ

た問題が尚てこよう。日常生活の決まりきった行動の中では考えられな

い要素を、身体を用い、非言搭化された状懇でパフォーマンスを通して

コミ aニケートしているスポーツを他人個人が内的にいかに解釈l,てい

るのか、個人のトータルな惚磁の枠組の中で、どのように愈味づけられ

ているのか。この問題は、スポーツの社会的イメ四ジと個人の解釈との

関係、すはわちスポーツを嫁介として社会と個人とのかかわりを考える

ことにつはがるだろう ．

J.J.MacAloonは、スポーツ・イベントを、 「単なる娯楽や教訓｜ないじ、

説得の形式やまた放縦な獲さ晴らしなどを結えるもので、一個の文化あ

るいは、 一個の社会として我々が自らを鏡に映し出し、自らを定義し、

その集合的紳話と歴史を』81イヒし、さまざまな代替〈オルタナティヴ〉案

を自らに鑓示し、結局ある面では、同じ姿のまま留まりながら、ある萄

、

では、変身を遂げる窃となるJ I）文化的パフォーマンスのひとつと・してA : •• 

捉えた。そして、 V.Turner は、この文化的パフォーマンスを、 中日、字詰6・·~ 



ii異な勺た時空間と秩序のもとで、通常の恩Z君、

づかなかった隠れた愈味を引き出し、表現することで、

これらの言税i;t、スポーツ・イベントが文イt；的パフォーマンスとして、

集会約締籍、隠れた意味を我々に伝逮し、解釈させている ことを示す．

イマ＿，，

本論文では、このような神路を、 「像やストーリーの策から構築され

た、我々の君主総の表筋を決定するための思考の持組ーモデルであって、

ひとつの共同体においてその集合意識の中で、 『固定化j したコノテー

ションとして、共通の解釈を呼ぴ包こす作用を持つものJとした上で、

、 スポーツ・イベントの中で、 甲子趨野1*の紳緒作用について限定して分

析する。 毎年、夏ffわれる全国高等学校野湾選手権大会は、朝 8＆寺市、ら

夕方 6時まで、全試合テレビ中継され、新聞もEま児たちの記事であふれ、

どこの燥がE寄ったか、負けたかが、 Z舌題になる。今やIの風物鈴となっ

た甲子園野Eまが、人々を魁了するメカニズムは一体何か、 甲子鴎聖子隊の

社会的神話を作り上げていくプロセス、及びそれが解釈されていく背策

を分析することで、明らかにする。

具体的には、 1 ）歴史的に形成されてきた甲子邸聖子様の神話の追求

一成史的に生成され、伝達されてきた甲子園野琢の神話は、我々が甲

子園野磁を観て解釈する像、無意識のうちにその~－となるような続伸

的古届ともいえる。 このような歴史的に作られてきた神話は、日本にお

げる野線の歴史においてどのような鍛念のもとに野線を考え、行われて

きたのかということから明ら力、にする． 一高時代→早If時代の精神的側

iiiから会圏中苦手是非綬11ll争野E事大会が主主まれたプロセス及び開始後の歴史

の中から生成された神紹について分析する． 2 ）マス・メディアの生む

神活作用の分肝一以上の康史を絡まえ、現代社会における神話を生成
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する箆大なファクターとしてのテ レビ中継を12号学を方法として庖旬、＇）~＂

3）文化的コンテクストの地平における神話作用の実証ーー
ロヤム，

川・ ~ffA~＼＇ 
フィ ーJレドワーヲ ド

分析する．

甲子国野殺の神話を解釈するコ ンテクストに注目し、

する ことで、我々にとって甲子鴎野ぼは、どのようなシンボリックな作｛

周及び愈事長を持つのか調議する。

といった 3側面から甲子園野疎の社会的神話の生成プロセス及び解釈 ． 、

『男らしく』そうすることで、なぜ f純真でJのメ カニズムを祭る。

『青少年Jが fスポーツマンシップ』とrすべてに正しく、 僕範的なJ

「続紳Jで『地方の代表』として『滋測たる妙妓J「7 :s.アプレイ」の

を甲子底堅手放が見せてくれるといった神話が歴史的に形成されたのか。

そして、現代社会においてどのようにメディアにより伝逃され、また、

その神話をどう解釈しているのかを明らかに裁々が生活している中で、

できるに途いな い．

スポーツがシンボリズム研究として、スポーツ ・このようは研究は、

~々がどうそれを解釈して生きているどのような窓味を銭身に伝迭し、議：
のかを、広い鏡野の中で、具体的に明らかにすることができょう．

・．

－
h
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第 l軍 先行研究の検討

本研究は、甲子翻野1車が我々日本人にどのようなシンポリッ空な窓除、~w·~

をもたらし、それをどう解釈するかという点にスポットを当てるもので

ある。ここでは、シンボル、.味の探究についての研究の系絡を述べな
‘
 ．．
 

がら、自らの研究上の立場を示しつつ、シンボリズム、パフォ ーマ ンス、

見t世物と神話についての先行研究を級鋭する．

I .本治文の視点ー その思想の系譜 ー

我々人間が、行動を起こす要因となるものは何かについて、物質的な

欲求を合理的に充足するのが人間であり、社会における制度 ・組織の機

能を重視する従来の見方から、重R味と象徴作用こそ人間的特徴であると

いう人間鍛に変化 してきた流れは、 18世紀ロマ ン主畿運動期における

Raymond Firth に縦を発するとみてよいだろう。そこにおいて、純鈴理

絵に対し、感情を重んじ、外ii'ii的な秩序そ内面的な－~まから見直す志向

性がはっきりと打ち出される．これは、深層の意味への希求といってよ

く、詩的表現・夢・紳錨に関心モ呼び起こし、現実のjJIJの次元を想起さ

ト号｝峰
せる自然の全体性、輿世界への憧債をもたらすものといえるo II 

初期の人類学者においては、 Ja白esG. Frazer ”にみられるように、自

然鍛存、王殺し、トーテミズム、タブーなどのテーマで、宗教や呪術の

象徴性が研究された。しかしながら、今日の象徴研究へのE互依約影容を

与えたのは、 E田iI e Durk he i・とSig11und Freudとみてよい.B. Durkhe i・
は、｛国人と社会とのかかわりを集合義裁の観念を用い、集団のシンボリ

ズム、つま り、象徴による社会統合を宇宙論的枠組を通して考ゑる方向。a

-5-



ゅ ー

織の務神レベルという新しい鎖野を聞いた。“深層という隠は、 このisi：~tも｛

Freudが心（精神〉をと意識（！（庖）と無意識（深層lIこ分けたことに生

録している．人間の真の動闘を、 自覚できない無意織にみてとる理鎗が、

C. L~v i =Straussを初めとする社会、文化における深脳機造という概念形

店主にひとつのm要な修響を与・えた。

この深層への注目という新たな見方を繍界として、 1920年代の文化人

Z買学のフィールド ・ワークでもふたつの傾向が見られる。 B.K. Ila l i nowsk i 

は、 トロブリアント諸島における51:~ （クラ）において、経済上の.幾

と呪術的儀礼が、緊密に結び合い、互いに影響し合っていることを明確

にしながら、 それらをらっと織り下げて分傍、比較してみると漫論的考

繁にとって、ある興味深い材料が得られる可能性を示唆した．日 『更に、

犯が磁信をもって繰りjgしたことは、本当の問題は符細な点や事実には

なくて、我々がどうそれを学問的に使うかということだった． したがっ

て、 タラの詳細な技術的問題は、原住民のある中心的な心の態度を表し

ていて、 その総巣、我々の知織とm野を広め、人則性の理解を深める限

りにおいてのみ窓味を持つのである。……原住民に関する研究で、本当

に私の関心をひくものは、彼らの事物に対する見方、世界銀、原住民が

呼吸してそれによゥて生きていく生活と現実の息吹である．あらゆる人

聞の文化は、 その文化を作る者たちに、一定の世界像を与え、はゥきり

とした意味を示す。 JIIし、 クラが、釆閑人の価値の全体像的援念を示

すものと意味づけ H 、そこから、人間にとって交易（経渓〉が線本的に

何を愈味するのかを考える継起となった。 '" 

このように文化の自に見えない隠れた論草遣を抱り飽こそうとする8.~. 

-6-
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Mal i『1owskiと対！照的おのが、

更に、 B.K.Mal inowsk iが交換の問題が、単に経済関係だけでなく、！広

〈、綬族組織、社会銀総、呪術｛パフ才一マンスといえる）、神話、 fl

式、そして、人聞の世界観までをも説明するものとしたのに修響され、

日.Mauss I主、ポトラッチ〈アメリカ北西leK11akl1』tl；族インディアンの首

長悶志の紛与交換）の研究から、人間のコミュニケーションの中で、 II

与交換が、非常に重~な役割lを祭たしており、人間の社会的関係の~縫

l:l、このよ うな総苦手の中で、贈り物をする行為にあることを強調した...

このように、社会組織や緩iiiなどの表面的なあり方を研究するよりも、

現実では見えないB終局を捉えようとする文化研究、すなわち、シンポリ

ズムそして愈味と解釈を研究する学問的系譜に本研究も位置づけられる。 ,, 

象徴と解釈の側面から文化を定義するにあたって、 C.Geer lzは、文化

は＼解釈できる記号の絡み合った体系であり、脈絡（コンテクスト！）で

あるとした．・1つまり文化は、シ ンボJレとその愈味の体系であって、 l

lit形式を通して表現される意味のパターンを入々が世代から世代へと継

承していくのだという．またB.Leachは、文化を｛云途形式の体系とみな

し、文化事自民が伝速するメッセークを人闘の文化的営為とする o I t l 

現実の多続性と象徴への関心、更に深層を理解しようとする研究の傾

向lま、 M.ldaus sの後に、 C.L~v i •Straus Sが鋪象的なシステムとしての締

量生モデルをII示し、 トーテミズムなどは人間の無理R織の思考体系（分煩 • ・1

体系）が象徴的に表れたものだとする．こ こから、社会を網目立している

いろいろな総分Ii、ぱらぱらではなくて、ひとつの基本的なモデル（c. 、白，－， 

Levi =Strauss は、これを構造という〉の役射したものだという考え方が

-1-



li1立する。

また、 V.Turne rは、象徴が、入者を動かし、

シズムに焦点を当てる。そして、

マンスについて、

いうことは、 回常生活の伺じ土俵の上では恩解することは図録でありU

古くから儀礼や物語としての縛話によゥて（メタ言語あるいは、非雷箆

的なものが媒介とな り〉シンボリックに表現されてきた．そうすること

で我.qIま、自分が一体何者であるのかということを知る以上に共同体の

文脈をmiり、目前の可視的なものを規定 し、 微々な可能性を場き出す不

可視の機迭を週解するのである。それは日常と異なった時 ・空間と秩序

のもとで、通常の思考、体の動きにおいては気づかなかった隠れた愈味

をパフォーマンスによって引き出し、表現することで、人間の多機位、

可能性を忽識することができる。この不可筏の織造を理解する言語以外

のもの、つまりパフォーマンスに、儀礼、舞台劇、カーニパル、人類学

のそノグラ 7、絵闘の展示、映画といった様荷な文化の象徴的行動や形

目撃があるo J I”と述べている。

更に、 V.Turner一派のJ.J.MacA loon！立、文｛t約パフォーマンスについ

て次のように建議している。文化的パフォーマンスf;l、 f単なる綴楽や

数&illないし、説得の定式やまた放縦な憂き町寄らしなどを越えるもので、

一個の・文化あるいは、ー伺の紘会として貌々が自らを鎖に映し出し、自

らを定義し、その集合的神結と歴史を'11化し、さまざまな代容（オルタ

ナティプ〉祭を自らに提示し、結局ある菌では、同じ祭のまま留まりな

がら、ある面で変身を遂げる嶋となるものであるo J II I このことは、

文化的パフかーマンスが、自分途が自らの現実を見、通常認しているこ

と自体．について語ること を可能にする言語i（言絡あるいは非曾語）を生

-8-

。己

、‘J.. 
t’ 

、



; 

． 

み出そうと努める時期〈・0回enIs ) 

がreflex iv ity 〈再帰性） を積忽し、進んでreflection （内省）

かわせてくれる時 ・空間である I2)ことを示唆している。

スポーツ・イベントとしてここで甲子図野嫁を取り上げ、文化的パフ

ォーマンスとしてどのようにシンボリックな意味を持っているのかを研

究していくよで、このV.Turnerと、 J.J. MacAloonの総説に依拠しながら、

C. J,~v i=S traussのい う深層の構造を垣間見ょうとするのが、本研究の:it

場並びに観点である．この点について、 V.Turnerが、 f儀礼、祝宴、カ

ーニパJレ、祝祭、ゲーム、見世物、パレード、スポーツ ・イベン トが様

々なレベルでしかも検有な言箆的、非雪1量的コードの中で、 －i阜のメタ

言絡を構成し、このメタ言穏を)inじて、集団ないし、共同体は、自分自

身を君主えていくために自分自身を理解しようとする活動を活発に行って

きた。簡単に述べれば、こうしたジャンルは、スポーツのようにそこに

生ずる穏互のぶつかり合いが苦痛を伴うものであるにせよ、番書加者がひ

とつの統一的体験へと E流れ』ていく機会を与えることになり、同時に

内省的なtiiiiをも合わせ持つものだo J I H と述べているように、スポ

ーツ・ イベントは、文化的パフォ ーマンスとして個人が共肉体において

どのように生きるべき1J、を3忍織できるものといえるのである。

この文化的パフォー マンスの綴念、lま、山口昌男のいう見世物の概念を

含むものであるが、それが、パフォーマンスをするものと、見る者との

はっきりした分援であることを考えると、 f競伎の当事者のをま芸、智カ、

フォルムがIt貨の対象となることに加えて、人生の再織成として、日ti・

空間で起こることの強度に圧縮された嶋崎量 （metaphor）であるもの。 j I I l 

と見也物を定畿できる．すなわち、見る者は、パフォーマンスを自分の

人生に沿って解釈していることになるわけである．

-9-



本研究は、象徴と意味、符話、文化的パフ ォーマンス、

を2草鐙とする以上のような系議のもとに位置づけられる．

研究のキー綴念となる文化的パフォーマンス、スペクタクル（見世物。〉《

と締結について詳しく述べていく。

＇~ 

' 

3、

-I 0 -



2 .神話とパフォーマンス、見世物の理論

前節のよう俗学問的系譜を踏まえ、

見世物そして縛話を定義する。まず、神路のlll'l念を見ると以下のような

観点と定義がある．

( l ）紳鉱の統念 一 社会心迎学・心理学の1.ll.点 一

①Roger Cai !lo i sから II I 

R.Cailloisは、神話とは、他人の内的世界と外的t世界との.藤を表現

するものであり、個人の心の最も内奥の、怒ら激しい要求と、社会生活

の最も強圧的で乱暴な圧力との衝突を巧みに控室心で把鑓できるものであ

ると考えた。彼にとって神話＇~、人間の本骨量的伝欲望Rによって作られる

もので、心理の潜在的性質、 m臓やそれによる衝償作用を特殊世界で兵

体化するものである。

i•.' ②Sigm~nd Freud, Br ich fro1111から川

S. Freud Ii、神話と夢のどちらもが伺じ象徴雪Ill一心の中の経験や

感情や患t裂があたかも感情上の経験、外界の穆件であるかのように表務

される言絡であり、日常の言葉と遣って漣想に支配されるもの。また、

それは、人績が発展させた唯一の普通約な曹語であり、すべての文化に

ついて、あらゆる時代に同じものーで『密かれてJいることから、神

2言も参も鱗縛の最も~味深い表現であるとした．どちらにおいても、人

間の内面的な不安定性つまり、名声と威信への激しい潟皇自のうちに持者償

を求める妥JRが働いているとする。

S. Freud及びB.Fr om11にとゥて神路とは、夢における場合と問じく、特

El<な曾王室すなわち象徴の宮家で表現された過去の時代の知恵というより

ーll -



の疲れであるというわけだ。

V. Turnerは、神話の~fl として、 文化的側函、心理学的側面、

（フロ側面から述べており、特に、心lJ.ll学的側面について、 Freudians

〈ネオ ・フロイト派）及びC.G. Jungを挙げてイト派）とNeo-Preudians 

いるのでこ こに心理的側面からの神話の定義について付記する。彼はc.

”集合的無意織”G. Jun gが 「神話は文化的なおIJal'.の街擦や図表ではなく て
a
E
O
 

、

｝

⑤

一，
e

－d

，

a

，、
rの表現“原初的イメージ”もしくは、C arc he types) “犯童話”4こ関する

としていること地、ら、1 ll である。 J“心理学的 リアリティー”としての

神路は、 C.G.Jungにとって 「人聞が本滅的に持ち、総毒まされていく 心漣

とまとめている。更に、 V.Turnerは、{ft
，．， 

的形悠やパターンの ことJ

式や神話が吟・空間的にリミナルな場で行われ、そのことについて議ら

れたりするという考え方から、以下のよ うに説明している。すなわち、

『……リミナリ ティが普通約に探張を与え、 特有の文化的線道の配列を

解体させるので章普段なら規範に支配されるか、実用的（プラグマティッ

ク〉な行為における先入綴で表れることが抑えられている心理的内容が

フロイト派、 ネオ・ フロイト派の人々 のと述べ、f皇官に重量れる。 J’0)

神路の定義を 『生命の危機が “抑圧の事事発” として再び儀礼、神話に袋

れることからリミナルなシンボリズムの無意識的な愈味治的織成要紫に、

更に、 Jungのと評価している。多くの光を当てることになった。 Jt l) 

．．集会的無｝成人の危機の抑圧における神絡のE霊祭について 『｛伸径は、

窓織”（collectiveunconscious）から噴出したシンボルの解釈に益づき

……自然の由来著書の役II&によって、 人聞の怠践にまEづきやすくなる内的、

とする。無!lr.tな心理的ドラマのシンボリッ クな袋漢である.J i !) 

1‘ 

v. しかしながら、以上は、心理学的要因からの神話の定後である。

-I 2 -
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：州崎容~f}
Turner））＜いうように、導JJ.を社会的 ・文化的コンテクストに注目じて議引

析していく必袋性がある．すなわち、 『似がそこで起きる生きたが；，れ：時九川
、 い合事晶f

テクストの中でそれを研究する必婆佳がある。……このコンテクストば、 一
・＇＇.｝）~議議礼

金士会的な｛立雷、一途の文化的制度、文化的メカニズムといったすべての "" ：＇~唱え：p•:i~，：·：~

’B由lにある、ひとつの社会的フィールドのことである。そして、加入儀
式と神話は、総合的な宗欲的システムの織成要素として取り汲われなけ

ばならない。意味（signifrcata）、 舞台（stage）、雪量産、センテンス、

モチーフ、主主溺人物（personae〕、対象そして関係主らにはそれらの底

にある原理やテーマといったユニットに綿分化されるシンボルと者世話は、

総合的な宗教的システムの他の部分に見い出されるものと関係させなけ

ればならない。 J..》という。更に、 「宗教的なシステムの特質と構造

は、親篠システム、経演システム、法律 ・政治システムといった、他の

文化的サブシステムの特質と構造に比較され、対照されなければならな

い。つまり、我有はひとつの神話のII分的な意味を、その文化的コンテ

クストの特異性、コンテクストの多次元栓において錬究しなければなら

ない。』’‘》というのである。

ここに、神話について、定義し、研究していくときに文化・社会的コ

ンテクスト に注目することの重要性が生じる．次ページからの（2）では、

この側面からま主殺していく。

( 2）神話の綴念一文化人絹学・民族学の視点ー

①B. K. Ila Ii nows k iから

B. K. Mal inow.sk iは、4村吉（myth）・伝銭（legend）・民話（folk-ta!d を

比絞して神話を以下のように定畿している．紳絡は、 「飽自然的.絡の

！：怠行動を解釈し、そしてまた、錨写しようとする心的悠度をもとに、

-I 3 -
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単に真実としてではなく、畏敬すべきものとして、

て考えられる物経である．

則がその正当な後背Eや伝統性の保証を要求したり、

の要求をするときはじめて表出する。 Ji" 

そして、機能主義の1tJI;}から神話俗、 『道徳的な価値や、社会的な秩

1亨や、呪術的ts.信仰の回Z員約な典型を鑓供する J 2引と述べ、神話はそ

のIll能として、 f伝統を強化し、それを辿って太初の事件のより高い、

t
 
．，
 

より後れた、より超自然的な現実に立ち帰ることによって、それに－II

徳大な価値と威信とを付与するJ’”としている．このように神話を織

能主袋の側面から考えるB.K. Ma I i nows』《iは、 トロブリアント島震の神話

と地~上の性質そしてクランの分領、親自主のパターンや社会的階層の関

係性を明らかにしながら、 f ~事絡が環存している社会制度の図袋である

ことを示し、神話l;lっくり絡ではあるけれども、それらの細部は、社会

的、文化的な配夢ljと相互に関係しているJ.”と結紛づけている．

②ff}村武総から.ti 

神話とは、非開化的な心意をもっ民衆が、おのれと共生11!1係を有すと

思惟した超自然的存在悠の状態・行動、またはそれらの存在悠の意志活

動に基づくものとしての自然界・人文界の絡事象を叙述し、または娩明

する民族発生的な変性的もしくは｛谷性的談話である。総村の場合、 8.K. 

!lalinowsk iと異なり神宮古を未聞社会の人々に限定している．

③C laude L~vi=S traussから

ここまでの神話は、米関民族における物絡としての神話を定殺してき

たのであるが、 C.L~vi =Strauss は、人聞に普通の構造を追求する視角か

‘＝ 、
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ら、神話的思考、認識蛤としての方向性に注目した。

f二項対立による鎗E型的傑作は、象徴主畿の愈初のl:HもM

，＼た：r.湖、＼；i：恥f
そしてトーテミズムというシ 、と沼町 綱

教的現象において

ことをみつけた．現と合致している JS引

＂、r f世論的思考の原初的形l!!lJ ンボリックな考え方は、

f対立と組問、銀除と包含、調和と非拘さらにY.Turnerがいうように、

手目といったi滋絡な4構造の論理が神話約また儀礼的シンボリズムとディス

シことにC.Levi=St rauss は注目し、クーJレにおいて存在しているJ• ll 

ンボリックなおおいの後ろにあるようなこの総理の厳絡な構造をあらわ

にしようとした。

C. L~vi=Straussは、物言喜としての神話の締t塩分析から、このように、

人1聞のいつの時代にも存在する章者適約な神話的思考の鋳造に箸目した。

のそして、 Saussureが、記号を、心像（fti2号表現）と概念〈意味内容）

!2考古4、具体的総体であると定義したのを受けて、 C.Levi=Straussは、

江存在である心像と限りない指示の能力たる続念の結合であると考えた．

そして、神経的思考の隙には、続念を用いる近代科学と異なって、記号

を使うと述べ、神話的思考をする人が閉じた総体の湾組織化を、記号の

泌在的なt旨示能力によ弓て行うことを鋭明している。.3) 

物語としての神話の分析から、思考、 m織の』構造の普通性を追求した

このC.Levi•Straussの神話の考え方の延長上に現代の神話の存在理由と

その記号論的モデJレの適用が可能になるわけである。現代において、 IC

たくさんあるとはいってもやはり限度号の限りはい指示~カ（人類は、

しかしながらばかに何もなくそれを使わねばならない材料を周があり、

により、〈器用仕事） するのだという考え方） . ., fbricolage J いて

微々芯穫量是について神 g~約に思考しているのであ っ て、本諭文でもこの

一

考えを~t症に、神話及び神話作用を考えていく．

F

、dl
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’対＂＂＇玄

＠山口昌男から

以下の3つに類型化している.i ) 

定の儀礼で鰭られるか、 llil典に記されるかしてみだりに口にしない物路－

ii ）毎日の生活の中で世俗化されて語られるか、昔話という形で繕られ

るかする物館。泌〉時代のパラダイム（知の枠組、思考の線総としてい

るが）として、人間の非合理性への欲求を満たす思考の潜在的枠組の

ようなもの 0 • U そしてこれらから以下のように神話を定畿している。

内申話とは、君主々の心の底に説：澱して、我々の怠織の表層を決定するエ

ピステーメ（認識）の膜のようなものである。”・…（すなわち〉……愈

織の表燭で悶果関係、説明体系のモデルが存在しない時、世界を認織す
＜•・，.. . . . . . . . . . . . 

るために人間が潜在的にもつ、像やス トーリーの3震をたよりにして織豊富

されたモデルである。 JS削

このように考えれば紳話は 、 C.Levi •Straussの定裳問機、未開主士会の

人にだけあるものでないことが明らかで、現代において神話に焦点を当

τることで、人間の深層的、泌在的な思考の枠組が理解できることにな

る．

⑤吉田敏彦から.I) 

吉田敏彦は、神級と はそれが属する文化の中で人々が共通して合理的

理解を鐙えた絶対的つまり神的な真実と信じてそれに従って生きている

ものの世界観を体系的に表現した話であるとする。

そして『過去の文化の中では、人聞の実存の銀本に関して〈ひとつの

共通の）答をあたえていたようだが、現代人はそれぞれが t異なる答』

を持勺て~なる答を『主主きている S ように少なくとも表面的には見える。

-1 6 -
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'" . ; J議十円照； ：.~~~ 
しかければ、ただ怠織のレベルでだけそうであると恩いこんぜい以内会戸内

すぎないのであって、突は自分でははっきりと怠殺していないけれども4段、日司会j

深いところで何か共通する く神~＞ を f主主き ているt のではないか. J 三、町内需滋

と述べ、縛uが世界観を表示する文化の深層に潜んでいるものと考えで し・

いる．

以上、神話の概念It多く、様々に考えられている．しかしながら、 c.

L~vi = St raussの人聞に普遍的な神絡的思肴が存在するという主張は、神

話が織に超自然的なものを畏敏するために神霊な物踏の形で確立されて

いるという鈴翠だけでなく、浴在的にある世界認織のための恩考の絡組

ー モデルが、文化において伝遣されていると考えることを可能にする

ものである．

( 3）文化的パフォーマンス、見世物と神話

C. L~vi •Strauss及び山口昌男の神話的思考への注目により、 神話は、
4・＿，，
像やストーリーの束から稽築された我々の意織の！！趨を決定するための

思考の枠組ーモデルであることが理解できょう．このような思考の枠

線、意味の体系をシンボりックに伝澄し、表現してきたのが、人間の文

化的営為としての儀式や見世物などであるということは、本意の I.;$.: 

論文の視点 ー その思想の系議 ー でふれたとおりである。

ここにおいて、 V.Turnerが r~ 々が日常生活でどう生きはげればなら

ないのかということは、日常生活の同じ土俵の上では理解することは図

鍵であり、古〈から儀礼や物語としての伸話によって（メタ嘗語あるい

は、非害賠的なものが線介となり）シンボリックに袋現されてきたるそ

うすることで~々は、自分が一体何者であるのかということを知る以上

ーI7 -
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航 機‘ j(¥( ,,;, ~／，~ゐ慾r!··i:'-,.
に共悶体の文脈を深り、自紛の可続的なものを規定し、線々な可能生tを

導き出す不可視の鱗追を理解するのである。それは日常と異なった時、

笠間と秩序のもとで、通常の思考、体のilJきにおいては気づかなか事允

隠れた愈味をパフォーマンスによって引き出し、 表現することで、人間

の多織性、 可能性を忽議すること）＇）＜できる． この不可視の4書道を理解す

る宮絡以外のもの、 つまりパフォ ーマンスに儀礼、舞台制、カーニパル、

’ 

. "・' ' . :, '"' 

人類学のモノグラフ、絵画の展示、映画といった続々な文化の象徴的行

動や形態がある。 J• U と述べているように、思考の潜在的な枠組を形

成するための神話を象徴的に伝達するものがパフォーマンスであるとい

える。さ らに、V.Turner一派のJ.J. MacA loonは、 「文化的パフォーマン
． 
スIi、単なるId!楽や数制！ないし、 E量得の定式やまた放縦な憂さ晴らしな

どを餓えるもので、一個の文化あるいは、 ー伺の社会としてきを々が自ら

を鏡に映し出し、自らを定緩し、その集合的神話と歴史を劇化し……』.t) 

とい っているように、共同体における紳絡を文化的パフォーマンスがシ

ンポリックに表現し、我々の神話的思考の基盤となゥていることがわか

る．

このように文化的パフォーマンスがシンボリックに神話・を伝速すると

いう符え方は、見世物についてもあてはまる。

山口昌男は、見世物について以下のように述べている。 r見世物とか、

娯楽はそれ以外の空間で起こることの極めて強度に圧縮された暗喰（メ

タファー〉としての性絡をもっている。~際に携わっている人には、.

剣な闘いであっても、鋭校が見世物としての性絡を持つのは鏡設の当事

者の伎芸、知力、 フォJレムが鑑賞の対象になる外に、 援設が人生の鈍い

の湾機成だからである. J・・3 すなわち、演じる側と見る側の分般の中
で、見る者は、日常’の人生の再ltlllili:、メタフ 7ーとして餓技を見るとい

-I 8 -
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うのである。
．． 

~る者は自分の人生に沿って解釈するというわけだ。

ら、中沢新ーは、見世物芸を特異な f言語活動』としてとらえその分宣告

精進、統毒事法、意味論、修辞法などを吟味しつつ、見t宝物芸が演じられ
・・． ．．

る場は、観客が下位コード番手をIll雑に緩み会わせた芸のメッセージを、。
．．． ・・・・・・．

観客と芸人が共有するコードを使って、解援している fコミ zニケーシ
．．．． 

ョン行動』であるとするo l I）中沢は、メッセーヅを構成する蓄を、視

覚、 ~ttl 、 q臭覚などと共に、 i ｝言語メッセーツ（チラシ、看板に密か

れたもの、呼び込み、ロよ）jj ｝演者のを士会的行動〈舞台に上がづてく

る時、彼伎の最中、退場の際に見せる会釈や笑いのようなしぐさ〉泌〉

演者の着る家裟 iv）小道具類v）露首者が慈の最中に行う後術的行動〈ア

クロパ ットや軽裁） vi）伴奏音楽Yi）照明効果の締成要素、から慎貨に

選択し総み合わせたものであるという. . 2）そして見世物芸は、一般に
－．．． 

rテクストj とよばれているもの一口頭や文字が伝達する自然言絡に

よるメヲセ－ :Jが織成するものーと問ーの形式的特性を備えており、

メッセージの~R量的構造の背後に、その一貫性と理解の可能性を支えて

いる深績の関係システムが存夜し、この深層のシステムが、具体的な事

物によヲて織成される表層師事進よりも鏑象的な絵絡をもうているとす

る。・u
－・ ．．．．．．． ．

この点 『サーカス演芸lot、大費量がいだいている世界銀の体系をまるご
．． ．．． ・・・・・・・・ ・．．

と表現する傾向があり、私たちがそれを巡して世界を有意味な体系とし． 
て了解するすべてのまま本的カテゴリーを、さまざまな方法で具体化して

みせるのです．サーカスを字箇給的にみれば、主主の織成要，~＇ま基本的カ
－－－．  

テゴリーのクラスの象徴または記号であり、観客がそれを惚めること自
・． ．．．．．

体、既にコード解読過程の重要な線分をになっているのです．サーカス
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の淡芸芸は即座に理解できます。というのも、

の方法で反復表現しているからです。

の中で、文化の全体像の犯胞をと可能にしているために、

与えることができるのです。j “3 とP.Bouissacが述べているのは重要

である。見世物芸は、 綬~にどんな意味を伝途しているのか． それはな

ぜ観客に衝毒症や快楽を与えることができ るのか。と いう問いに対して見

世物が、富裕の象徴システムと同じようにそのコンテクストをつくる社

会・文化システムを支えている愈昧論一統辞法ーとしての総理の諸

関係を自在に操作し、 tlls量的な変形を加える記号治的テクストであり、

社会 ・文化システムに対して『二次的システム』を形づくると考えられ

るとする。 そして見世物芸が注目 されるのは、このように人 の々『 リア

リティ Jを1$礎づけている文化的精進に組織的な変形を加えることによ

ゥて『観客と文化との安定した関係を危機に陥れるJような侵犯牲を秘

めているからだJと結んでいることは、見世物芸の位置づけと共に、そ

の分4庁筏点安明確にしている点で＃考になる。“’

Robertto Da Mattaなどは、見世物、演劇性をもったものとしてスポ

ーツを分析しているが、それについては次節 3.スポーツ ・シンボリズ

ム1命にゆずる．しかしながら、文化的パフ ォーマンスとしてスポーツを

捉え、ここから思考の枠組を供与すべく神絡を抱慢できることはこのR.

Da MattaそしてV.Turner 川’から明らかである。

( 4 ）現代社会における神話研究一 方法としての記号学を含めて考

えるー

儀式や物経としての神話・が未開民族の中で営まれ、育まれる中で、人

間が生きるべき基噂や思考の枠組を学習してきたことは、文化人類学の

-2 0 -



；松ぷ義
研究から明らかである。 この銃れの中で、本研究が依鈍する立場はjc. 

.. ,.・:.i'i ＇＂：湾~＇.1:; '.i t; 
Lt!vi=St山 SSIこ始まる神話的思考として、物語の神話に限らず思考の伶 時；ぺ：＼務

組、意味の体系を形作るべく神話が、文化的パフォーマンスや見世物に

よ勺て、 シンボリックに伝泌されてきているというところにある。

ここにおいて、神話は常に物語として米関民族の中に存在するだけで

なく、現代社会の人聞においても管ii的な思考としてとらえることがで

こうした点で、神話を分析する際、山口昌男は記号学の有効性をきる。

次のように述べている．

山口昌男は、文化におljる中心部分ではない周縁総分すなわち、社会

的焼事Eに反し、混沌とした行為をヤン ・ムカジョフスキー （チ zコ機造

奨学の理論的指導者〉 の雪滋をかりて、策的機筋といった． ")  そして

「神路はより恨滅的に美約機能が表面化しているために神話的思考を分

訴することは、社会及び文化の深勉を震解できることになる。……この

システムの中では、社会的効用のレベルや倫理一貫性といった閉じた紀

号系列の中の.合伎を圧倒しているため、 日常生活の中では結びつかな

いような、 2つのかけ総れたもの、対立している項が結びっくことが可

骨量になるのであって、人間はき庭的機能のそうした働きを想像力というの

である.J・剖 とした上で、 f行為の主体が、特定の現象の線々な特性

どを明らかにし、利用するために、環境をどのように婆紫に還元して、

のような枠紛で忍解するのかというモデルの構成を行うのが、 〈美的〉

相豊能であり、それは行為の主体に対して織々な形で、浴在的に存在す

る。 J 't l といっている．つまり策的機能を持つ神話が重居住を持って

様々に表茨されるというのである． そして一方、紀号の治理において、

『ラングとして主導的な立崎、秩序、 ヒエラルキーを機成する構造（デ

-2 I -

、

' 
’雪4

0 ‘. ' ．． 



州機
ィスクール）の持軍成単位である 記号を考えるとき、人1)＜~織的にZ己号を

;re;,，；，ぷん ........ ..... ~＿，， 

利用する際に与える定義による怠味作用だけでなく、形態そのもの。め ：＇！l~執がねばr
快不快を含めた滋沢の廊践を恥主体の意識とのかかわり合い方とし 明治験
ての意味作用のあることに注意を喚起しよう としている0 J st I と述べ、

このようなレベルでの意味作用が表層的な意識よりも、下意訟の反応に

よって生じる場合が多いことを指鏑している。山口畠男は怠らに、ムカ

ヅョ フスキーの絡を引用して『儲人の愈織の基礎はその級も内奥の諸趨

に至るまで、集団窓織に属する鎗内容の重TjEIJを受けていることがますま

す明E車になっτきている。それゆえ記号と意味の縫問題がますます緊急

とな今てくる。なぜなら倒人の窓訟の限界を詰まえている精神内容はすべ

て、それが伝達可憐であるという厳なる務実によってもう既に、記号と

いう性格を獲得する 0 J H’という.~民団愈訟に属する路内容の刻印を

受けた個人の意識を総えたものが記号によって波現されているというの

である。

以上のような美約機能の多重位と記号の潜在的なレベルをも表茨する

働きは、美的機能 （神話｝と記号の省翠を結びつける． r~費約 llfr:が作

動しう るのは、記号の持っそ うした重層的現実への関係性の放である。

記号は、それが本来持つ多犠牲の受容可能の性質において、 多ll:的機能

の但い手たり得るのである．それはとりもなおさず記号が綾範に対する

外的な侵犯の受It入れの媒体になり得る条件にもなる.!i!号は、その多

義性によゥて記号を使用するま体が、本来愈図していない意味作用をちt

澱させる。 一定の意味作用が滋夜的に形成された結果、潜在的t.i:l陸軍農作

用が関連し合って、更に明確な記号を求めるに至る。 J・u と迩ぺ、人
悶の愈畿以前の感情のレペJレをも含めて、潜在的な意味作用としての祭

的機能（神筋）を記号が君主出することを言明している．

-2 2 -

， 
“ 



この記号学によって神銘をi足えるアプローチから、

者であるRolandBarthesは現代における待話を記号学から次のように定

後している。
e、

0・ひ、仁
ょ、

R.Barthes は、記号学のデノテーション／コノテーション図式から、
・．． ．．．．．．． ．．．

神話を、 「自然化されたコノ テー ションJとし、人聞の共同体において
・・・ ・．．．．．．．

言語的意表を同じやり方で解釈し、反復され、固ま って存在する意味議
．．． ．．． ．．． 
度のある雷説、取物であると定後している。...すなわち、ある事物の

窓Eまを、箇定化し、限定されたコードで怠味解釈することによって、.

事長の複数性に般を向けないで、その意味が「自然のものだJとして解釈

されるものを縛絡と呼ぶのである。 （詳しくは、第2宣言 l . ＊研究の

方法論的根拠一方法としてのRoland Bar I hesで述べる）
~，ーゴ

こうしたことから、神話は、 像やストーリーの~から憐成された、我

々の愈織の£磨を決定するための思考の持組ーモデルであって、 ひと

つの尖間体においてその集団怠識の中で、 f固定化Jしたコノテーショ

ンとして、共通の解釈を呼び飽こす作用そ持つものであるといえる。

本研究では、これらから以下のように経を定絡して、神話の概念を明

確にする。

・シンボリズム；機々なイメ ージ、心情、価値、ステレオタイプモ内

包したある事欲・事物tJ<811の穆象・事物で表現されていることをい

い、人々の共通の関心と価値を体現しているもの。社会の1直後約秩

序を個人に理解させるための媒介物と考えられる。$, , 

・文化的パフォ ーマンス；日常と異はった時・笠間と秩序のもとで、

一個の文化あるいは、 一個の社会としてき主身が自らを鏡に映し出し、

自らを定穫し、その集合的神話と歴史を劇イヒし、 織布な代書， （オJレ

。．u
の
2

－

・．



タナティヴ｝則自らに鎚示するもの。$$）通常の思考、体め動さなw·~~：＇lc
においては気づかなかった隠れた意味を引き出し、表現するもので

ある。“’待に、 V.Turnerは、 『儀礼、続安、カーニパル、祝祭で

のゲーム、見世物、パレード、スポーツ ・イベントが感情移入、共

感、友情、愛といったものを人間に岩盤現させ、そこから世界留、畿を

可能にする0 J UI と途べている。

・見世物； 鍛伎の当事者の伎芸、智カ、フ ォルムが鑑賞の対Itとなる

ことに加えて、人伎の湾総成として日常空間で起こることの強度に

圧縮された階喰（メタフ 7ー）であるもの。従弓て見る者は、自分

の人生に沿って行為を解釈していることになり、世界観がそこから

認識できる.... 

4・ーゴ

・ 神話；像やストーリ ーの東から構成された、我々の愈畿の~膚を決

定するための思考の枠組 ー モデルであって、ひとつの共同体にお

いてその集団窓織の中で、 『固定化Jしたコノテーシ ョンとして、

共通の解釈を呼び起こす作用を持つものである．

以上から伸話は、文化的パフォーマンス、見世物の文化的営為を通し

て、シンボリックに我々人聞に伝途され、思考の枠組を相聖書Eする媒体で

あるといえる。文化的パフォ ーマンスとしてスポーツ ・イベント｛甲子

園野Z事〉 も考えられ、それらに多くの人々が釘付けにされるのは、練話

が伝述されているからだという仮説がここに成立するわけである．

次miでは、このような視点からスポーツをひとつの文化的パフォーマ

ンスま たは見世物と考え、シンボリックに締結を伝遣させるという認識
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に立つ先行研究を考察する。

． ． ・．
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「

3 . 

ーマンス、見世物、神話鈴ー
.,, 

ほとんどの研究ば、なぜそのスポーツがその図や地域で行われており、

人々を熱狂させるのかという根本的な問題に基づいている。そこでは、

基本的にスポーツをシンボjレとしてとらえ、社会務巡とのかかわりの上

でコスモロツーを表現した見世物、儀礼、文イヒ約パフォーマンスとして

スポーツを考えることが支配的である。どれも、スポーツが社会的 ・文

化的な価値毒事の愈味の｛長途と解釈の過程を含んでおり、儀礼の特徴をふ

まえて検討しているもの、 または語黄島JI生〈ドラマテ ィゼーシaン｝から

考察しているものである。

( l) CI if ford Geertz: Deep Play: Notes on the Balinese Cock‘ 

．
 

’
 
t
 

h
u
 
ms 
－
l
 
f
 

'" Geertzは、パ リa誌の剣晃自がを士会において中心的な感情の爆発、階級闘

争、哲学的ドラマを象徴的に遣を渡し、パ リ人が何なのかを明 らかにでき

るものであるという見地にたって、 闘員島各分析した．通常動物をさらい、

残虐にさえ倣うパリ人が、間麹においてその飼い主の象徴的表現が驚で

ある と考えていることから、Geert zは側~が、神ー人間一動物といった

コスモロヅーの転倒であり、パリ社会を象徴的に照らし出すとする。そ

して、賭けの締造が社会締途の反映であり、コスモスの湾秩序イヒが開局

によ ってなされると述べている．波 1) 

( 2) Robert to Da Malla；祉会の〈内なる〉スポーツ 国民fl］・箇

民祭としてのフットボール・・3

制 ← -2 6 -
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Robert to Da Matt aは、Vi ct or Turner, Max Gluckman 

ルーティンでは明6iIこ嫡出されii'!ない関係性、価値、恩忽ほどに注意を

向けさせる性質をもっドラマティゼーシ ョン （演劇形式化）の概念を周

いて、演劇的形態としてフットボール及びスポーツ一般を研究し、さら

にCliffordGeert zの（ll に I~ げた鈴文を話番考にして、フットボールがブ

ラグル在士会の独特な社会制度を成員に感知させるための特別の嫁体であ

るとしている。仮本問題としてスポーツを実践したり、スポーツについ

て窓いをめぐらせているときに袋々は一体何を語っているのかを考える

ことで、スポ ーツと社会との関係性と意味を見い出すことができるとす

る．具体的には、フヲトボールの質量t査で何故これほどまでに一体感を我

々は持つことができるのか、という疑問を皇している。結捻としては、

ブラジルにおけるフットボールは、社会的宇宙のー速のドラマティゼー

ション（演劇形式化）の績を縫供するものであって、我々の注意を魅き

つけ特定の社会制度の中に滞在し、通常自に見えない一定の価値2基準J

理念といったものを顕在化させ、繰り返し提示し、その発見を容易なら

しめる機能をもち、フットボールがブラジルの社会的字衝における生の

愈味、速命処世術の役illといった ことに関するメッセージを運ぶ有愈義

な媒体であるとする．そして、非日常的な時 ・空間での①フットボール

における迎と偶然性から運命を、＠即興住と個人技から自己表出、個人

的に傑出しようとする志向を、③国緩や国歌のもとに集結する集団志向

性、＠固定的かっ不可侵のルールの平等性から、プラジル社会の階層や

個人簡の差異を隙磁するという愈味がコ ミュニケートされていると述べ

ている。

( 3 ）山口昌男；栂撲の宇宙給・t’

-2 7 -
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山口問i1..、械の儀礼、記号給的側、問、近代化以前崎川汽蕊
？肘繋訟

レベルでの儀礼、 コスモロ グー、ある いは民俗儀礼、歌舞伎における演

伎と共通のルーツにたどりつける婆紫の組み合わせではないかという問 ，

題2霊園良から絡撲を記号論的に分析し、そのコスモロジーを明らかにして

いる．へ7・スタイルとしての俗、徳及び化経廻し、横綱などは近代の

均質的時間の減れを止める作用を果た していると し、 また土俵は能と尖

通点をもつある怠味で、演劇の舞台の延長であると言言及しながら、屋板

から下がった四つの房の意味を考察している．そして、結祭が日本の艮

俗レベルでの想像力において河篤という幻想的動物と深〈結びついてい

るところか ら河賞の民俗的字箇における位鐙を山地（冬）ー水界｛巷）、

出産 ー 破績という対立織選で説明した後に、相.のもつ対立の構造

（東 一西、山 － Jll、天 一 地など）は、民俗的想像力の中の有効な
・・ ・・・．．．．．．

停車Eとして、文化の中の現実の様々なレベルで潜在的に存在する嫌々の
－－．． ．．． ．．．．．． ．． 

対立する要素を記号化 し、表面イtし、遊戯の世界に組み込むための絡組

を提供していると絡んでいる。

( 4) Victor Turner; li111inal to Lil'linoid, in Play, Flow and 

Ritual: An Essay in Comparal ive Sy面bology・2’
V. Turner Ii、vanGennepによる通過儀礼における三つの局葡 （分間E、

過渡、統合）への分緩から、過昔Eの儀礼がどっちつかずの期間と地続性

をもち、前後の社会的地位や文化的属性が乏しいある積の社会的中筒状

態（social1 imbo）であると犯簸した．そしてこのリ ミナリティの状態

は、個人が社会的に獲得した役割や地位や位置のひとつのシステムから

構成される社会秩序の枠組であるところの『織途J 一 日常的江主士会秩

序ーに対する 「反省作用』をもち、社会 f犠造Jに対する 「反術進J

-2 8 -
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、:・:i:,,,t長打泳
の世界（社会的伝棚、狗東から解放され、全体が開化し、掛削除峨！

滅するt世界） であり、本質的な入間のきずなが確mされるコミュニタス、三主婦

ーコスモログーの阪剣が鋤くところ ー であるとする． このコスモロ

ヅーの原則jこそが社会の 「持軍法』に影響~及ぼす原機造システム（proto司

structural syst e岨）であるという。 このようなコスモログーは産業革命

以llilの宇士会において儀礼、神話、民話といったもので把握できたが、 Jj!

業革命以後の社会では、演劇、 鈴、小段、バレエ、映画、 スポーツ、--= 
神宮、ポップアート、 クラッシックミュージックなどレジャーの領域（リ

ミノイド） で体現きれていると述べている．現代社会におけるスポーツ

の位債をリミノイドにおき、世俗的な現実の逆転や社会的 ・文化的モー

レスや政治的秩序の支持 ・強化などの働きをなすといったどっちつかず

のものと言及している点（i、シンボルとしてのスポーツを考える上でも

重主考になる．

( 5 ) Susan Bi r『E11 ; Sp r o t as R i tu a I : I n t er pre tat ions fr om 

Durkhe i田 toGo ff man・.) 
S. Birrell lま、 スポーツが社会的に盟主Ji!な現象であるのは、それが儀

干しとしての付格的な書控除をもっているからだとし、以下のように儀礼と

してスポーツを考える箆由を上げている．①今日のスポーツが、~闘をの

まつりや宗教的セレモニーに起源をおき、宗教的:m味は失われているが、

その形態が残勺て新しい意味を管びていること。＠スポーツの儀礼的な

カは、 スポーツを通じて得られる個人の満足とコミュニティーの役会的

ニードの筒方に注目することから強調されること．③役会学、人類学、

社会心理学における儀礼の性質と意味の研究の適用ができること。

そして儀礼としてのスポーツが、

-2 9 -
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②社会的セレモニーとして耳障造的にシンボリックリーダーの創造、英雄

的な行為のディスプレイのための場と して袋供されることで、スポーツ

が宗教的セレモニーの社会的機能を満たすこと．

の2つの側面から検討される必要性を示す。そして、①については、

Go ff manのふるまい（demeanor）と服従（deference）の概念から社会的

役測を演じる自己と他者との相互作用が道徳的秩序の重要な価値を再硲

認する視点で、②についてはDurkhe i聞のコミュニティーの道徳的秩序と

そのメンパーとしての個人を燦介するものとしてのシンボルの概念で、

それぞれ理治づけしている。そして日常の相互作用における観念化され

た役割パフォーマンスの代表として、 又セレモニーにおける~なる人物

として、ヒーロー（＂＇アスリート）が表出し、社会の重要な価値である

弱気、~軽量不屈の繍;r11 、 鍛言葉さ、そして洛ちつきを機示する t軍事まのある

社会的人物であるとした。

スポーツを社会の滋徳的秩序と個人を媒介するシンボルとしての儀礼

ととらえ、社会的役割の代表であるヒーロ』が重要な価舗を縫示すると

いうこのふれrrellの考え方は、Y.Turnerのリミノイド状況に位慣づけ

られるスポーツの位鐙と異なるが、重要な価値をシンボリックに示すと

いう点で参考になる．

( 6) Alyce Taylor Cheska; Sports Spectacular: The Social 

Ritual of Power • 0 

A. T. Cheskal主、現代における見世物としてのスポーツ｛伊！として元旦

-3 0 -
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・－ －－織に物的な媒介物（objectivevehicle）によって人間の力を表現し、l
・・・・ ・・・． ．
コミ ュニケートする織であるとと らえ、儀礼のメッセーツが個人的、主

観的に個人によって理解され、共有されると考える。そして①見世物と

してのスポーツを儀礼と考・え られるか？②イベントが伝遣するシンボリ

ズムとしてのメッセーヅは向か？③見世物としてのスポーツの形態は現

代人にとって神聖なる儀礼としてのコュミニタスか？という問題を提起

している．そして、以下のように語の定携をしながらまとめている．

儀礼としてのスポーツ：スポーツの要素である fアゴンJが儀礼のル

ーツとしてあり、不均衡な関係 一重量異 ー を生み出す点は、儀礼とス

ポーツどちらにも共通する．また、スポーツイベントはカを表現し、プ

レーヤーの身体的性質や録作、そして他者の抑制をすること、さらに誓

ー感、秩序ー無秩序、男一女というこ項対立が表現会れるという

点でも儀礼と共通する。

見世物（Spectacular）もしくは、スベクタル（Spectacle) ：：大線機

な公的ショーもしくはディスアレイであり 、ドラマチックな大飽きとス

リルがあること。多くの人の感情的な伝染は、スペク テイターとしての

群集の肉体的な伝栄 （bodilycontagion）である．

見世物としてのスポーツ：スペクタクルやスペクテイ ターは、スポー

ツ・イベントで考えられるとき、ファン Cran）として用いられ、それ

はローマ時代、神殿＜rane〕で神自民を受けたことでその人々が『狂信約

になった（fanatic}Jことに由来する。すえ正わち、周期的なスポーツ・
・・．． ．． ．． ．．． ．．．．． ．．．．． ．．

イペントは、大規模な感動的な公約ショーもしくはディスプレイと考え

られ、見世物そして社会約儀礼と呼ぶにふさわしいものだ。

-3 I -
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そして、次に儀礼の特性をBJ!Eまにしたよで、

トとの特徴の綴似点を指織する。

儀礼の特性（Klappから｝ ：渡契約な儀礼もしくは儀礼の形態は、言

Jiで言い表せない社会的価値の傍緒的な経験を縫定し、伝遣する搬に:I:

裂な機絡をもっ．つまり、 i筏礼はそれらに含まれている通常の解釈され

ている慾味をコミュニケートするシンボリックなメッセ－~~運ぶので

ある。この点シンボリックはメ ヲセーツを運ぶ見t!t物としてのスポーツ

は、儀礼の要素をもっとする．そして、儀礼の要素は①反復位②綬則正

しさ③情緒的であること＠ドラマ③シンボリズムであり、スポーツイペ

ントはこれらの妥紫をも弓ていることを具体的事例を穆げて説明してい

る。

伝途されるメッセージとしては、消＂カ、性的差異、ヒエラルキー約
社会、そして総合的な人間のカをあげており、特にマス ・メディア〈テ

レピ〉の影響によ・ってその見世物性がますます顕著に示され、シ ンポリ

ックなメッセージや文化的コードが強調されてコミュニケートされると

いう。さらに、 V.Turnerが鹿業革命後の社会において芸術、スポーツ、

ゲーム、余般の時間に儀礼的な統合の感情〈コミュニタス｝が経験でき

るとい勺ていることを股りよげ、儀礼とスポーツイベントとの類似性を

述べている。

見世物としての現代のスポーツが、儀礼として考えられ、社会的価値

をシンボリックに伝述するといっている点は、彼のmの1主義共々重要で

ある。

( 7) Mary Jo Deegan, Mi cha el Stein; A圃Erican Dr a田aand Ritual: 

Nebraska Pootbal I ••> 
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M. J. Deeganとll.Steinは、 なぜネプラスカ州の入々がフッ
議：：，；，；＇：；~1動

トボールに 主：

熱狂するのかを考える崎、 フッ

して、 ll.Go Cf man のドラマツルギーのパースペクティプを結合すること

から理解しようとしている．

後らは、 E. Goffman のE里治を、社会における人簡の繍互作用は常に自

己と他者との対立の関係と解し、人々の相互作用1'1絶えず強いキゃラク

タ目とそれに犠牲になるキャラクターが存在し、差異ができるとする．

しかしこれに対してV.Tu roe rは日常とは≫11の人聞の結合された部分がリ

ミナリティ状況においてみられるとし、人間の本質的なつながりが表現

されるコミュニタスがスポーツにおいて存在するという。

II. J. DeeganとM.Stein ~t、社会のシンボルとしてのフットボールは、

上記のふたつの望聖書命が結合して人間の本質的なきずなの回復の側面と、

得互作用において遊興がみられるという側面の筒方のシンボル性がある

としている．そして、フットボールがアメリカの価値 一 勝利、バイオ

レンス、官僚主義、性差別、商業主義、 fR.留心ーをもたらすという．

ここでも、 儀礼としてのスポーツイベントが特別テレビによ勺て傑作

されている点を強調している。

( 8) Margaret Car Ii sl e Duncan ; The Sy阻』olicDement i o白sof 

Spectator Sport・＂
II. C. Duncan！ま、 スペクテイター ・スポーツが以下の6つのことをシン

ボリックに雪量現しており、 このことからスペクテイター ・ス ポーツ tJ~

人々にとゥてどのような愈味をもたらすかをさぐろうとしており、以下

の6つの特徴を穆げている。①人生、 生活の投射であり 、 ドラマチック

-3 3 -
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競技者と自己との同一視。③産業化社会への抵抗 ー 現代の非人間的な 、や！.（
γ＼『：！謀：）；・' 

社会の回附するシンボリけな制。＠美的経験の象徴的アピール 子会州知？

なモデJレであること．②人間の限界性の超鎗ー

宗教的な付務的意味．＠政治的要素一政治的なイデオロギー、宣伝の

’e、a
. ；，，~；~＇J 
！‘、・.・.¥: 
fもどf
''!;• 、

こオ1らについての具体例、方法についてはいっさしかしながら、手段。

い触れられていない．

( 9) Richard Ripsky; Toward a Pol it ical Theory of American 

Sports Symbo I is1 •11 

スポーツが政治的、社会的環境における価値のシンボリR.J,ipskyは、

ックなa!(現であり、現代絵会において資本主義のエトス一般争、協同、

スポーツマンシップ、民平等主義ーがスポーツにおける 7ェアプレイ、

スポーツは、理想また反面、主的ルーJレ、勝負に反映しているとする．

的領域であり、現実世界とはかけ磁れているが、人々は現代社会の合理

化、機嫌化の披にのまれ、人間聞の鮮が次々と切られていく中で、それ

スポーツイと対照的で審美的 ・道徳的なスポーツの世界に理怨を求め、

ヂオロギーの中のチームワークや飽同の価値に逃避し、より人間的で共

肉体としての鉾を深められる世界としてのスポーツを求めると言う。従

ってスポーツの世界は非日常的l!t界において本質的な価値を見い出すこ

シンボリックな表現の場であるというのである．

(10) Scotto Ki l副er;Sport As Ritual: A Theoretical Approach・・3
． 

①重自にはまった鍛停であり、②神童Eな祭典で、S. Ki I me rlま、儀礼を、

' ， 

一 他の綴織で欠如している突しさ、正確さ、調和への欲求の充足。⑤

とができ、

そして③儀礼的なイペ偉大なる不思援なカをもった神鐙な行為である。

aa 

合
‘
d

w
 



f説：噂！

上で、

き放たれ、 心の奥底の要求や苦しみ、

びついて適当な言策できい表せないE思考を行為によって表現するJ ( E. 

0. James, 193 3）としている。すむわち儀礼は、＠通常的、 日常生活のシ

ンボリックな思考としての行為から成り立つという佐賀を帯びているこ

とになる． 一方、神絡は、①文化的な信念や経験の確認と疋当化を行い、

それ故②人間の信念体系にとってま基本的なものとして重要な文化的経験

を確隠するものである．そしてさらに③恩考の無愈織的な側面のもので

ある。と定後されている。次に、他事Lと神話について、神絡の本質的な

真実は感情的な意味としての伏況、そしてそれ以上に、繰り返される位

貨としての状況を具体化 L、その状況を縫示する儀礼の反復を要求する

と述べ、神話と儀礼が分隠されないことを言及している。 その上で、儀

礼Ii、神話的はテーマとして彼われ、集団の形態を表現するもので、干申

1舌に~~見されている多くの思考を、社会的イベン卜 として提示するとい

つ．

これらのことより、大規模なスポーツイベン トが儀礼の装いをもち神

話のテーマを表現しており、 ドラマチ ックで感情的な状況で行われる

としている．Huizingaは、 スポーツの世界を霊なる世界として“四agi c 

c ire I e”と呼んだが儀礼；が非日常の時 ・空間で織式化され、反復するも

のであるのと向援の性質をスポーツがもっていることは確認できる． そ

メタファーやシンボルに変わる具体化

アリ ーナでのすべてのff；（＼はシンボリックな意味をも

っととらえた上で、 f見世物としてのスポーツは、神話の精巧なベー：；；

ェントであり、基本的な文化的倫患を示し、国家的、共同体的な無宗教

してアリーナlま、パラダイ ムカ4、

した状況であり 、
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者の儀礼として強織され、昇恕されたものであるJという．

以上、 スポーツにおけ るコスモロジ目、

ての先行研究を概観したわけであるが、 (ftl-1. 

め 重~.Ill{ ) スポーツをどのようにとらえるかに ついて若干の相違がみ

られる。すなわちV.Turnerのリミノイド状況ー現実とは異なる 『反申書

進』を提示し、現実告逆転し、グロテスクで実験的な組み合せをする反

面、社会的文化的モーレスや政治的規制の支持、強化、正当化をすると

いう両義的怯貨をもつもの ーでどっちつかずの怯絡をもった過程とと

らえること． もうひとつU、まったくの社会徳造のドラマチックな反映

〈もちろん役会構造をここから批判的にとらえられる｝として、深層的、

詩書在的メッセージが表現されている ことである。しかしながら、このど

ちらもが、 スポーツは非日常的な持 ・空間でドラマとして、儀礼として、

社会の シンボリックなメッセ－"' z神話そ伝途するものであるといえよ

う． そして、 この非日常的な時 ・笠間としてのスポーツ・イベントにお

ける神話の伝迎にとって、特別、テレビの影著書カが大きなものであるこ

とが明確であり、 スポーツのテレビ中継におげる締結の側面からのアプ

ローチは怠緩あるものと考えられる。また、 C.Geertzが闘uの象徴的愈

味をフ ィールドワークから r J!1-い£［！述Jを行い、それによって明らかに

したことは、 シンボルの意味解釈の実証方法として貴重なものであり 、

また、 山口島男が、相燃について記号学と歴史からその意味作用を述ぺ

たことは、被点及び方法鎗として有効と湾・えられる．
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l対戸干h理・・・－••＜~ － 川町一・-－ 
H… :?t~懸窓

ぞ建区一う士，，.1;－ 
きて、 以上の先行研究の問題点をあげてみれば、 ひとつは、

干しとしてのスポーツから見い出されるとしているにもかかわらずどのよ

る． そして、実験にスポーツ ・イベントを見ている入がどのようなコン

テクス トにおいて解釈をしているのかについての実証研究がC.Geer t. zの

他に行われていない点があげられる． そして、 そのスポーツ ・イベント

が歴史的に形成してきたものをふまえて解釈されることも考織すると、

これらの先行研究には、 そのスポーツ・イベントについての歴史的考察

も欠けていることになる。

以上の先行研究をふまえて、 スポーツ・イベントの神話について分若干

する際、 その神話の生成・解釈のメカニズムを探究することを目的とし

て、 まず歴史的な神話住を絡まえた上で、 神話生成に重大な彫響を及If

すところのテレピ・スポーツについて分析し、さらに、神話の解釈を締

まえてコンテクストにおいて人間とそのスポーツ ・イベントとのかかわ

りを~E霊的に行うといった 3つの側面からのアプローチが必奏であると

いえる。 そこで、3つの側面の中で、 スポーツ研究の中でこれまで行わ

れてきた、 テレピ ・スポーツとf申~~につい ての先行研究を次節で、検討

してみることにする．

, .. 、ι．’t
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4 .テレビ・スポーツと神話

R.H. Pri su ta 、A.ClarhとJ.Clarkeは神話の概念を用いていないが、文

化的規範として税車患者に認められているテーマをマス・メディアが選択

的に提供し、繍強するという主張にもとづくものである。

・4宮本純一・・・…スポーツ紙、テレビによって搬送されるスポーツの窓味

と構造を分析し、支配的な価値やイデオロギーが伝途されるとする..・》

• R. H.Prisuta……テレピ ・スポーツへの銭触が保守主義・復威主豊島・

ナシ gナリズム君事の政治的価値を伝途、繍強しているということを調

査で明 らかに している。 7., 

• A.Clarke, J.Clark t・・…テレビ ・スポーツへの後触が鮫争を伴う個人

主義、能率 ・生産性、社会的アイデンティティ、佐役割といった価値

そ織強するという 0 Ill 

• M. R. Real ……アメリカン・フットボールのス－.1－（ーボウルをテレビ中

継することは、神宮古をつくり上げるとし、スーパーボウルの内的機進

からも分析している0 f i J 

• II. H i1mel stein……なぜ、テレピ・スポーツが価値システムを後すの

かについて現代ア メリカの神路から考察している。 r.,

この中から以下で、橋本純一、 M.R. Rea lそしてH.llimmelsteinの研

究を取り上げて検討することで神話研究の動向と問題点を明らかにし、

本鎗文の分析枠組儀袋のための一助とする．

( I ）緩本純一；メディア ・スポーツに関する研究n-ta号鎗的研

-39-
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究視角とその適用－ ,., 

7・スポーツへの適用をかかげている．そして、 BC!号論の特性と現代に

おける重要性を①文化科学（Clutura I Science）として、 1量的分析の限

界から必然的相互機先的に妥請される質的分析であること。②本来境

界不明E療な文化的社会的現象に対 して、学問領岐を越えた科学（lieta-

disciplinary Science）として全体的統合的な分析が必要なこと。③Jl

的にillil定不能な文化的社会的現象の深層的究極的次元の怠味を、窓際分

l斤（SemanticAnalysis）として質的な分析が可能になること。と述ぺ

ている。

実際には、大相療のテレピ中継を図 l-I .のような表現業分類で検

討した後、 RolandBarthesの意味作用の徳造モデルにあてはめている．

吋.. ~1：~－r= 

!IL音声
入声

入声以外

クローズ・アップ
ワイドレンズによる映像
分割薗面

インスタン ト再生
スロー・ピヂオ
ストロボ・アクションf…ザー解？者境内アナウンス
選手・コーチ
.(t;f!者・ゲストその他fプト競技…宮
地手・歓声
応援者の出す音
BG Mその他

図 I-I .テレビ ・スポーツにおける援現業分類

結果として、大相績のテレビ中畿は臼本における支配的価値やイデオ

ロギー、 「ストイックな鍛練J 「絶線的アイヂンティティ』 r ~－耐 ・ 根
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性」

以上のような橋本の研究は、

関する具体的な分析、考察がないこと。などの問題点が絡絡できょうι

(2) Michael R. Real: The Super Bowl: Mythic Spectacle iu 

この給文は、①なぜ、スーパーボウルは、 8500万人のアメリカ人に見

られ、 もっとも人気のあるスポーツなのか？②メディア・スポーツはど

のような点で古代の神話的鍛ネしと似ているのか？③ス『パーボウルは、

どのように現代の神話的儀礼の機能を果たすのか？④アメリカン ・フャ

トボーJレの内的構造はどのようなものであり 、どのようにアメリカ社会

の事費遺と対応するのか？⑤どのようにして、 スーノ｛－ボウルがアメリカ

に特有の支配的な価値を｛云途するのか？といった点を明らかにするため

のものである。 これらのうち、最終的に①の問題を解明しようとしてい

る。メディアとアメリカの文化そして締話的儀礼の関係をみようという

のである。

方法としては、 19 7 4年スーパーボウル四のテレビ放送のビデオテープ

を分昔干している。

結果としてはまずメディア・スポーツの神話的機絡を以下のように述

ぺる。

～ ~if, ーツをメディアで媒介することで、現実世界では重要性のないt世

俗的なイベントを強力で、疑似神霊的な神話と儀礼的な性質を待つスペ

クタクJレの地位へ上昇させ、生活よりも大きなドラマの感じを与えると

． 

・． ． ． 
、．・ 2



する。

って r'1l Jと f俗Jに分離し、 4英範的なヒーローと同一視怠せるとじた

cRoy Rappapo rl 

主主きるために、 規則的、直t量的t,i.メカニズムとして神話の生態学的機能

が明らかにされたこと。以上の理論から、 スーパーボウルの経験は、

f口頭での経験Jである神話から生まれる儀礼的行為に診加することで

集合的なエネルギーの解放を見、関き、そして感じるという原始民族の

織りの稔と同織、集合的、神話的そしてより深扇に存在する部族的な愈

識を解き放つものであるとする。 そしてさらに、何百万人ものメンバー

の伴う神話のスペクタク Iレu人間のより大きな生態系にとって重要な機

能を果たすと述ぺる。また、個人的なストレスや不安を解消し、支配的

な成功の価舗を正当化し強化するといった f社会的鎮痛剤』 の効果を又

ポーツがもっという。カラフルな映像、 同時的な弁舌と音響の効果を~

trにして筋寄きのない、予測のつかないドラマチックなものとして放送

されるスーパーボウルは神話的儀礼としての特徴をもつのである。

次にスーパーボウノむの神話的儀礼の機能について①個人的な同一化②

ヒーロー的祖型（HeroicArchelypes）③共同体の中心ースーパーボ

ゆルに集団的に参加しているのだという感情、 スーパーボウルの諸を様

々な場所ですること、新聞や広告にスーパーボウルに関する記事が多く

掲載されることなどスーパーボウルですべての人が微々な渇所で結びつ

いていることを自覚する。 E.Cassirerなどが指嫡するように、神話的信 ー．二：

-4 2 -



めること

スポーツによって硲認する。また ft世俗的J

スーパーボウルという 「!rlなるj イベントを必要とし、そこで聖なる世

界を感じる。⑤生態学的な規則的メカニズム（EcologicallyRegulatory 

Meehan isms） ー 神話的な儀礼のサイクルは、紛作、狩書誌の分割、人口、

戦争、取り引き、審事族の人々の療境とのかかわりをすべて規定するが、

スーパーボウルは現代社会の経済システムでの商品の売買を規定する．

｛織々なコマーシャル、広告が資本主義の経済パターンを支持する。）

といった 5つのことを上げている。スーパーボウルは儀礼〈神話的〉と

して考えられた上に、以上のような機能をもっというのである。

そして、アメリカン ・フットボールの特徴を挙げつつ、スーパーボウ

ルがアメリカの技会や文化についての制度的、イデオロギカルな構造に

相当するという。すなわち、アメリカン・フットボールは倒人の経済的

な綴進のための財産つまり金を独占するために、高島カとテクノロジーの

両方を用いた男性の関で戦われる攻撃的で、厳しい線員ljをもったチーム

ゲームであり、性的差別、人種差別、権威主義を含むまさに社会の機造

と対応したものなのである。

U. R. Realは、以上のことをふまえて社会の精進と対応した内的構造を

もっアメリカン・フットポールのゲームが神 I~的なスペクタクルのレぺ

. ~L i'~ ＇.上昇することで、倒人の生活意識を集団的な感情に転化し、 支削 ’；： 
な価値を務布し、強化されるとしている。フットボールの内的機造、そ 三い’

こiご含まれる栓会や文化の支配的価値、締結的似しとしての機能、メデ : ;: f~？ 

-4 3 -



円.！；＼ '}''7~！税容器
・.，，.，官協羽毛

~風．ヲI""f巳
：辛抱＂＇

仁一事務
ィア ・スポーツの神路約織能から説明できると論じており、スーパーポ.. ｝~.，， 

ウル1立、文化的なそしてシンボリ ックな意q棄を持つ、コミ zニケーシヨ ，，

ンのイベントであるから何万人もの人持めることができるというので ：総
ある。

この研究については、①神括的儀礼の機能を言及し、その類似性から

スーパーボウJレが神括的儀礼の特徴をもっとするが、儀礼と深く関係す

る神話の定義がなされていないこと。②テレビの内容分続〈映像・音声〉

をせず、具体的なデータな しにテレビの神話的儀礼を演出する効果を諭

じていること．③視軍事者が実際にスーパーボウルをどのように意味解釈

したのかについて論じていないこと。 などが問題点としてあげられよう。

( 3 ) Ha I H i・四eIs tein; Live TV Sport and the TV Even t’Gt 

H. Hi田副elstei聞は、 支配的なメディアを通して表現される日常の不公

平な社会関係の根本的な事実（資本主義者と労働者との階級問絡差など）

をおおい隠し、 支配的な資本主義制度固有のき基本的価値を流布する紳話

を暴露することを目的とする． そのために、 テレピが微々なジャンルで

どのような意味を送っているのかをつきとめ分析し、我々が現実だと思

い込む（思い込まされる）現笑の描写について締造化された性貨をあば

こうとしている．

この論文では、イデオロギーと神話との関係を述べ、また人類学での

神話の研究を使級した上でそれをもとに、表代の神話（といっても資本

主義的イデオロギーを存続させるためのものだと言ゥているのだが｝に

ついて論じていること、さらにはテレビが作り出す神話についての分析

視点を提示している点で参符になる。 スポーツのテレビ中継における神

Z舌伝途を考察しているので、以下に概要を述べ検討したい．

-4 4 -

． 
J ．、．
r ‘白' ; .、L

司＇i:
・," t" • 

.-.. 



ひとつの 支

つくられた信念体系であるとし、神話はイデオロギー的な常織を文化的

. 'i；•寄誌·；.. 

なプロセスにおける盟なる級紙すなわち永遠の真実に変化させるもので ·； ~~~J~~i 
あると言う・従勺てMi絡は、現実としての社会関係をありのままに見守 、々えi
ようとする反対のイ ヂオロギーの効果を弱め、安定した世界を存続させ "";f,¥*; 

H.Himmelstei nは、

集団〈支配e句集団〉の集図的自爆を確立する、説明し、階級、

（資本主義イデオロギー維持のためのるために綴能すると給じている．

効S慎重俊など〉利益 I金〉第一主義、

次に人類学の視点から、神話はある社会の文化遺産のアウトライ ンを

長量供するいくつかのものごとを錨いた歴史的あるいはたぶん歴史的なで

きごとから生じたものであって、繰り返されるテーマをもっ物絡の形式

として、また儀礼的パ7才一マンスを表す文学作品やビジュアルアート

『たいての形で示されたものであるとした．そしてこれまでの神隠が、

そして自然もしく は皮

史的な現象についての一般的な考えを具体化しているまった＜ ~寝室の謡 J

と定義されてきたことを批判し、 神話は社会の飽車買を説明し、現実社会

の輩ljlf、秩序などすなわち人間の行動モデルを提供する、生活に対する

意味と価値を与えるま さし くその社会を袋す現実だという．そして日常

生活を切り隆された時｜聞の伶紐にある儀礼や儀式を通して体験されるも

い鐙自然的な人々、行おもしく は出来事を含み、

のだと途べる．

H. Him1elstein は、現代の神話が支配的イデオロギーを「自然なものJ

として人身に受け入れさせる働きをもっているとして、神話告と暴露する

この視角から、ことで役会的な現実の本当の星きを明らかにしようとする。 、

＇＂、、
‘。・0 、、・．
1、

テレビ ・スポーツについても分析されており、そこでのヒーローの創出、

名声の賛美は、社会において支配的な価値である餓争、勝利、永久的な

F
E
 

a
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． 

－・・．． ．．
進歩そして成功のみを取り級い、諮らがスター選手にな勺て~と権力を ，~；.ξ 

得られるということは縛·~だという． 〈給与を上げるよう現実に選手が ；~＇：－， 毛

組合を作り、交渉していることなどを伊lにあげる〕そして、これらの・神’＇：；：＇：三好

t苦がスポーツ ジャーナリスト、スポーツキャスターによって大げさに言

われることで益々 .!J~災をおおい隠すという。また、オリンピックが政治、

と大企業のマーケッティング駿略に用いられていることで、 t{や成功を

得られるアメリカン・ドリームと大企業のカが特にテレビで賛美され、

主主調されているとする．

神話の暴露のためには①テレビのメッセージの携遣を考えること。②

メッセージの中に隠れている社会的、政治的、経務的な特貨を検討する

こと。③視総者の立織を＝骨えること。④利潤追求と政治的な策略をItる

特徴をもっ制度としてのテレビ局について考察すること．といった問題

の解決tJ＜必要と言うが、これは鍵宗するにとどまっている．

この研究については、 ①テレビ ・スポーツがどのような内容で放送さ

れており、どんな神話が作り出されているのか、具体的なデータを用い

た爽鉦がないこと。②神Xlimiiのための課題は提示されているが、立高E

されていないこと。といった問題点がある。

-4 6 -
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以上のような先行研究の検討から本研究の視点がえられる。

先行IUf究にみられる観点と諮問題5 • 

スポーツ・イベントを文化的パフォーマンスとして捉えるる考え方は、

という V.Turner及びJ.J. MacAI oonの理論である。パフォーマンスの定義

一｛閣の文日常・とは契なった時 ・笠間と秩序のもとで、iこもあるように、

自らを定義し、化あるいは一個の社会として裁々が自ら銭に映し出し、

その集合的神話と茂史を』側代し、様々な代管｛オJレタナティプ）祭を自

そして、山口らにIii示するものとしてスポーツ・イベン卜をとらえる。

昌男がいうような治在的にある世界認織のための恩考の枠組みーモデ

これらから、文そこから解釈されるのである。ルーをそこで表現し、

化的パフォーマンスとして考えられるスポーツ・イベントが紳話を伝途

するメカニズムを分析しようという本研究の理論的糠拠が得られる。

スポーツ・イベントの神話伝途機能については、先行研究からテレピ

の影響が強いことがわかる。テレビ局が神u;を｛乍り、それを見て神話と

この点について具体的な内容のしてのメッセージを解釈するのである。

そして、質的、量的分断はなされておらず、その必要性が認識できる。

この最的分併を踏まえて、甲子園野Eまのテレピ中継を橋本純一の記号沿

的分析の理論とその枠Jllに沿いながら質的に分析していく必要があろう。

スポーツにおける神話のシンボリックな伝達と意味の解釈につまた、

いてコンテクストに滋づいた分析がなされておらず、解釈の渇へのアプ

，
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フィールド・ワークの理輪、解釈人類学ローチすることが議委である。

からのアプローチが~、要だろう。

これまでそして、 これらに力口えて、スポーツ ・イベ ントそのものが、

神話を歴史的に生成し、我々に解釈の纂銘となるような枠組を作ってき
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たことを踏まえると、歴史的な分析が必基！？になる。

の神a：古伝逮ー解釈の一巡のメカニズムがあるからだという研究の前提

としての仮説のもとに、

l ）日本人がこれまで野旅とどのようにかかわり合い、それをどのよ

うに享受してきたかといづたような歴史的怠統れを踏まえること

で、現代の甲子箇野旅の神話の古層ともいえるような歴史的な神

緒形成に注目する。この野球 一 特別、 18糊中等学校、高等学校

の妻子球ーと日本人との歴史的なかかわりを考えることは、大正

4年（1915）に創始した全国中等学綬優勝野Eま大会｛後の金包田町

等学校野路選手権大会）開催にいたるプロセスそしてそこで神話

' ·~ 
を生成した人々たちについての分析をすることになり、甲子園野

球の歴史的な神話伎について考察することになる。
弘、

2）現代社会において、全国高等学絞野Eま選手権大会のテレピ中継は、

どのような伸話作用を持つのか．

3 ）テレビによる神話作用を滋まえながら実際、生活の織で生活者が

甲子箇野~をどのように解釈しつつ、ひとつの「思考の枠総J と

して深庖において甲子聞とどうつながっているのか。まさにL文

化的な脈絡（cu1 tural context）において甲子園野Eまというひと
． 
． つの文化的パフォーマンスとその地域の人間、生活者のつながり

を考える． . 

以上のように、甲子顕野隊に我々が魅了されるメカニズムについでJ本 ~！：·n ，.わ

論文では、以上の3つの側葡から分街していく．歴史的に形戚されてき

た日本における皇軍隊についての解釈の古局、それを基豊富にしながら現代

におけるテレピの神話作用に彫暑されつつ、 コンテクストで甲子鹿野琢

-4 8 -
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学、文化人煩学における フィールドワークを方法徐にしながら明らかにふ

する．

文化的パフォーマンス としてのスポーツ・イベントにおいて以上の点

から、細かに笑Ji£されたものは今までのスポーツ研究の中にはなく、事Z

実に直面しながら、具体的にデータ を収集し、分肝していく点が本総文

の独自性にはろう。

注［）Geertz は、 B~l島の踏 ，7の椛iぎ を以下のように示している。 〈図は著

者に よる．〉

熔け企が多＼＇ ・

コミュニティーの重要で

格鴻なメンバーすなわち・

村の中心的で信事民のおける

人が大きな叙のフ7イトで

自分の鶏を’!lbせたり、勝

けることができる．

ここで浪合をし．鰭l:tる
けることができる

．剣士、 主士会を支配する

人々のみで．名誉ある

ことである．

→Status gamble 

ともいわれる所以

toh Ketrenget 

セン!Jーペット

場外では‘

に事参加していない人が、

)It・・レットやダイスで非常に

小さな額で賭けをする．

-4 9 -

経済的利客にかかわらず

間後的に下される侮辱、

苦痛古川リ人を縦し~せ

deepにさせる． 

． 

中または少線復の額を

賭けて行う人々 ．

自分の鶏~出せるー が
大きなI{のフ7イトには

賭ける資格がない．

・11、さな$lの賭けをする人々

自分の鈴は、戦わせない

→Honey gamble 
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告書 2童話 研究の方法及び分析怜級の提示

本研究の方法論的事民側一方法としてのRolandBarlhesー ρ、

前~の先行研究から 、 甲子闘野球が、 人々を魅了するのは、 文化的パ

フォーマンスとして何らかの神絡を伝逮しているからだという理鎗的前

t是が導き出せる。 そして、その11~結がどのように作られ、どんなメカニ

ズムで伝遣され、実際、主主々がそれをどう解釈しているのかについて具

体的に笑Mしていくことが必要であることが明らかになった。 そして、

このような命題について、先行研究の検証から、 1 ）甲子園野1*の神活

を形成するように歪づた歴史2）現代におけるテレビの締結作用 3）実

際の文化的脈絡 （コンテクス ト〉 での解釈といった3つの側節からアプ

ローチすることが不可欠であるという認織を得た。

この節では、 まず 2) テレビの神話作用分街一方法と しての記号学

から一 3 ）実際の文化的脈絡（コンテクスト〉での解釈一方法とし

てのコンテクスト分析から ー についての方法鈴的機拠をRolandBarlhes 

の聖霊倫から示す．

R.Barthesは、it!号学のデノテー ショ ン／コノテーショ ン図式（図2

3 . 
2 • 

Sa 

Sa Se 

コノ テーショ ン

デノテーショ ン
：メ タ言縫

I .実際の体系

Se 

Sa：レトリック

Sa Se 

Sa Se 

Sa Se 

Sa Se 

Se：イデオロギー

Sa: 
Se: 
己号車ミ現
~号内容

図2ー I.デノテーション／コノテーション図式
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...... fl犠弘 之

ーI. ) ＂から締結を f 自然化~れたコノテ ーシ ョンJ とし、

肉体において言終的言袋をl司じやり方で解釈し、反彼され、固まって存

t£する意味濃度のある言説、事物を神話と定義している。”ある事物の

2伝味を国主主化し、限定されたコードで主意味解釈することによって、愈味

の復数牲に般を向けないで、その~味が f 自然のものだj として解釈さ

せるものを「待筏Jと呼ぶのである。 「自然化されJ固定化された高佼

野球＝務理華＝汗と涙……やスポーγ置すがすがしさ・・・…といった滋味解

釈の図式がR.Barthesのいう『神3!Jといえる。そして、彼は図2-1 . 

記号学の図式から神話のモデルを穫祭し、それによって千華街を暴露した

のであるが、実際に生きている人聞が、共同体の織でその神絡をどう解

釈し、日常生活でどうそれと関わり、窓味づけているのかについて、神

Z蓄のモデルにあてはめるだljでは分針できないことがわかる．ここに、

~2号学ではとらえきれない神話分柄の方法が必要になるわけだが、 R .

Bar thesが記号学からテクスト分続へと転位していったことことを踏ま

え、本研究でも記号学そしτテクスト分桁を方法論としてとる。

以下、 R.Barthesのt¢t苦学から1己号室字、テクスト分析、道徳位、ロマ

ネスクといった転位をみながら、本研究の方法の依悔する立織を明確に

する．

( 1 ）コノテーションによる神話学

R.Barthesの著述除、表 2-1 .のBart he sの分類をみてわかるように

社会的紳1古学から、将学的記号学の時代、そしてテクストの時代、さら

にそラリテ、ロマネスク時代へと転位していく。
a、；．

得

f
R
J
W
 

‘ ． 



表 2-l .パJレトの分類
（花絵光；ロラン ・ バルト．みすず•E号. 1985, p. p. 42-4 3.) 

テクストとして ジャンル 作 回白目

サルトル 話封榊2祥 得l!!lのエクリチューJ凶（1953)
マルクス 榊舘作用』（ゆ57,1970) 

ブレヒト

ソシュール 記号 学 f記号学の原理』 (1965)

fモードの体系』 (1967)

ソレルス テクスト性 rstz1 0910> 
ヅaリヤ・クリステヴァ 昭E号の積雪』(1970)

デリダ，ラカン fサド，フーリエ．ロヨラJ0971) 

噌”テ

｛ニーチ＆〉 道 自車 t生 『テクストの快楽』 (1973)
『ロランりそルトJ(!975) 

（プJトスト｝ ロマネスク r~変のディスクール・断抱（1977)

明るい舗屋』 (1980)

R.Barthesは fあらゆる社会関係Jを君繕関係としてとらえた。“す

なわち rある事実がそこに導入されなければならないo J SJ f lJ ~J と

『窓味JIi同時に与えられたものだ。事実なるものは存在しない。ある

のはただ解釈だけである。“として、人間が夢物を解釈する雪露の意味

に絶対的価値をお く。このき絡至上主義といえる発惣は、 R.Bart hes n< 

権力について怒る時でも徹底している。Barthesにとゥて『権力Jとは、

何より も 「宮路Jの 「権カJであった．宮絡に君子生す るものとしての

『織力＝奴隷性』であった．書籍〈文法｝と言説 （修録）のレベルの結

遣を問わず、いたるところに見い出される『緩数の織力J、 r ~ ft1Jや初

来や強制や抑圧であり、社会関係のあらゆるレベル、きわめて隻舗な機

続のうちにも潜んでいる r支配欲Jである。”だから、彼は文学や誘幾

の形式でさえ、あるー定の1量味が固まってしまう、秩序化されてしま う

ことに極織に嫌悪感を抱いた。たえず、意味線釈が 『固まらずj 『国ま
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ったものを紛砕することJ、怠味を 『はぐらかすことJが『快楽Jだ今 川 k

たのだ。言活の規ft1H生や愈嚇の拘束性にいつも疑問の目を向けていたと！

L、える。

従って、 f神話作用』においてプチブルヅョワソーの神話の告発、イ

デオロギ－!It判を記号学〈コノテーション）で展開 したのも当然である．

Bart hesにとっては、 rイデオロギーJとは、少なくとも『ステレオタ

イプJである．それは「反復される」ものであり、 f固まって存在するJ

ものである• ., ( rイデオロギーの体系j は、後によればすべて「異常

に固まった言語活動Jである。”｝そして、神話を以下のように定義し、

社会、文化を曾楽すたまわち意味の世界ととらえながら、社会的？材置と縫

カについて述ぺていく。

彼によれば、 『神話Jとは、 r自然化さ れたコノテーションj と見る

ことがで きる． I神括的言説j とは「綾！！！＇.のある 哲緩活動Jのことであ

って、 「償習、反復、ステレオタイプJ等々でおりなされた渡密な言語

活動である。 〈「ある言露共同体、つまりあらゆる言語的言表を同じゃ

り方で解釈するある人間集団の言語活動』といえる f集団富鐙Jiま、最

も紳括的なJ言語活動t引なのである。）Barthesは、 「神路JIi、人為

的に生み出された「ステレオタイプJが社会の欺織によって r自然化さ

れJ 『本来的態味Jとなったものであって、それは窓意的（人為的〉 で

ありなが ら、強制されていく lI’と ころに織力を見、その神績を明るみ

に出し、破織するこ とに白根をおいたのだ。そして、 『イ デオロギー的

なものJを、 『自然なもの』と して しまう、つま り「言表のまヲ たく偶

発的な彼拠Jが『良滋J、 r規範』、 rt控除』として適用するこ とにな

うてしまう「自然化作用』を 「縛話作用』と呼んだ0 I Z I 

それでは、 この神話作用はどのような方様で分析が可能になるのか。
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R.Barlhes は記号学から総じている。以下に諒しくみてみよう。

C. Ltvi=Slrauss及びSaussureの影響を受けて、 RolandBarthesは、記

号S量的視点から以下の~鎮で神話を定袋している．

L. HJelmslevは、すべての記号体系は 「外形（Expression)Jと「内

~ (Conte nu）』を持ち、これらふたつの問の f関係（Relation）』が愈

味作用に相当するとし、それぞれを E. C, Rとあらわした。そしてこ

のεCR という体系が今度はもうひとつの体系の単 f~ る要素となり、第

iの体系が第2の体系にはめこまれる溺合を考えると、ふたつの完全に

5翼な。た形で起こるふたつの対立した集合体が生じる’”これらふたつ

の体系が『入れ子』体系である． （図2-2 . 重量照〉

l 占斗..£.， l ＆ふ£：，；
2 E R  C 2 E R  C 

コノテーション的 メタ書llf
記号集合．

図2-2. Hjelms levの入れ子体系
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ア

コ

デノテーション Sa I I Se 1 

メタ宮 Hf Sa 2 Se 2 

図 2-3 • R. Bar I hesの意味作用のモデル

そして、 R.Barthesは、 Saussureの記号滋現と記号内容の続念をこれ

に適用して図2-3 .のように意味作用の締迭をモデルイ七した．コノテ

ーション的記号集合とは、外形の面がひとつの意味作用の体系によゥて

作られた体系であり、メタ言語は内容の商がひとつの意味作用の体系で

ある• I • I 

すなわち、神隠とは、図2-4.で示すように第2の意味の体系、す

-6 0 -
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なわちコノテーションである。

的意思告を、書籍企Fー雷m体系のレベルを総体化して、その最終要素が第

2 の体系の~I~ となり、第 2の意味作用が形成されるレベルのことであ

る IU． 
そして、神笛作用とは、神話をっくり出し、それを伝達する総体の働

きなのである．

Sa 1 Se I 

Sa 2 Se 2 

Sa 3 レトリック ・修紳 Se 3 イデオロギー・観念形態

図 2-4. 神話のモデル

. ( 2 ）コノテーシ言ンからテクスト分肝へ

デノテーション／コノテ 四シaンの図式を用いて、プルジョワジーの

イデオ ロギー批判を行い、権力化への抵抗そIC号学的に分析し、 暴露し

てきたBarihesは、 1968年5月議命以後、あらゆる『メタ言綴』に疑問

を畏し、雪諸学の支配下にある「停車善的なJ.，進主義Jから抜け出して、

いわゆる fテクスト理論Jのほうに向かう.68年前後の f知的社会Jで

は、イデオロギー批判そのものが、ひとつの f神話Jとなり「イデオロ

ギー』とな・ってしまったことが第一の要因である。 「ある（生活の、思

考の、治資の）形式がもっプルジョワ的ないし、プチプルジ aワ的性絡

を告発しない学生は今やひとりもい低いJ I II という状況になり、 f縦

カは、権力にBillをpgえようとする解放の動きのゆにさえ存在するJI JJ 

といった危機感が現実のものとだってしまったのである。第二の要因と

しては、コノテーシ ョン／デノテーションの図式において、曾鋭をモデ

ル化し、その繊泡にはめこんでしまうことが、解釈を固定化してしまう

-6 1 -
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ることは、書館の規則に従うことになるというのである。 III 
p、

Bart hesは、 C.Le vi = St r au s sに氾号学が物穏という l側の文学的対象

に本俗的に適用できる可能Itを見、 J.Krlslevaに記号学におけるパラダ

イム性とテクスト相互i盟関性という新しい慨念を見い出す。 l・3 そこか
ら、構造化した枠組においてひとつの固定化した意味を生み出すコノテ

ーショ ンの記号学を越えて、 f無限の（循環的な〉《寄き替え可能性》.0) 

を保持でき、各辞項の果てしない相互関述と相互弓Ifflを主体が実践して

いく．世主界は、後々な営繕活動が変遷回帰し、様4な愈味体系の戦いが

繰り広げられる l倒のテクスト以外のものとしては考えられないJ.け

というようになる．すなわち、 Iあらゆる記号表現lま他の記号表現に送

り返す、記号の過程｛セミオーシス）が無限に綾＜ • I ＇”というので

ある．ひとつの司王象・事物をデノテーシ E ン／コノテーション図式を構

進化したモデルにあてはめ、~味を固定化してしまう記号学から、.象

· •物をひとつのテクス卜（ Barthes は、テクストを非常に重量網な出来

事にも注目し、見えないようなネットワークから編み出されたような、

集てしない相玄関連と相互~IIllの結果、舵号袋現の織物として、 Alも表

局のところにあるものと定後した。そして、様々な主体が、様々な愈味

をそこから解釈し、テクストを無限に震情策していく爽伎を fテクスト

81鎗Jとして示したのである．〉からとらえ、主体によって意味がいく

つにも複数生成されるその織へ焦点告を当てることになったのである．

以上のことは、潟水が全国高等学校野湾i握手権大会のテレピ中継をコ

ノテ』ションの相骨造化されたモデルの中で意味解釈したものが、静的で、

固定化してしまう限界性を持つということを館、裁させる． （テレピの薗

-6 2 -



iiiや音声の内若手からモデル（図2-4 . 

f努力J f友情』 『郷土怠裁Jという愈味を理解できても、そのように

解釈が生成する婆図を深く祭れずに終わってしまう．〉従ゥて、 f意味

生成の場Jといえるような主体・自身の解釈の祭殿の可能性とその現場に

アプローチしなければならないのである．

( 3 ）社会をテタストとして捉える こと ーコンテク スチュ7リズム

の可能性一

テクストは、古典的愈味において、ただひとつの安定した慾味を縫み

とらせる よう配列 した、 窓の織物、文学作品の現象的な表面と定義され

てきた．テクストは、作品の中にあって①記敏されたものの安定性と永

続性が、 Ii!憶のも ろさと不明硲きを補う役目を持ち、②他方では、作品

の作者が意図的に作品にこめた意味の否定しえない、消しえない鍍跡と

考えれる合法性を持つ文章なのである 0 • u すなわち、この愈味でテク

ストは、時間や忘却に対する武宮古として、また皮史的に無数の制度つま

り法律、 『教会』、 文学、教育などと密綾に結びついて、 211 ひとつの

歴史的事実と出来事が、記号（字句、パラグラフ、軍｝の嫁介によって

分析、解明された唯一真実と考えられるものなのである。

しかし、R.Barthesは、 B.A.IV. Russe 11, t,.官ittgensteinの論盟学が、

真実はひとつではなく個々人で災なるという個人の心的把握〈現象学）

に注目したこと、そ してプラハ学派、 R.Jakobsonの仕事から、 言説の伝

統的分奴区分が修正され、文学が詩学の名のもとにそっくり雪話学に移

行したこと 、さらにP.Saussureが記号学を確立していく上で、文を4構成

する緒豊若葉〈迫持、形態索、背潔）から、文すなわ乞パラグラフをと鎗え

て、 一術の本ともいえるような会体と してのイメーツにまで解釈の範囲

-6 3 -
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を鉱大したことに影轡を受it、祈たな

った．文のひとつひとつを取り上げて解釈することよりもその文線、物

S蓄のa遥から~味解釈をE考えるものである．

ここで震裂なのは、以上のBarthesのテクスト理鎗を、文学、言繕学

でのみ適用するのではなく、社会をひとつのテクストとして総み取って

いくことである． この続点1こよればテクスト理輸は、 ひとつの文化的、

社会的自衆電匹、事実（人間の営ゐ｝を直後的、表層的な情報のみで考え

るのではなく、 それ以前または同時期の倹々な人聞のネットワークや出

来事に関係づけながら、 それまで提えられていなかうた人間の営みを浮

かび上がらせ、文化、社会、盟主史の定鋭的、固定的解釈を再編成する爽

践である。といってよいだろう。 テクストはその搭源をtextureすなわ

ち織物という怠味があるように、 2士会の微々な人聞の営為、常識、共同

幻組、締結を編み上げたものと考えられる。 テクスト分析は、社会にお

けるこの緩み園、 ネットワ ークを文脈から杷援するものといゥてよい．

Barthes は、 J.Kr』stev aのテタスト理論告怠考にしながら、その主要続

念を以下のように途べている。 ①1己号差是1!的実E主ー テクストは記号表

意的実践であること．主体と f他者J との葛藤、社会的コンテクストが

同時に－~に投入されたある労働によ勺て愈味作用が生産される実践で

ある．②生産性 一 テクストは、テクスト生産者と鋭み手による生産行

為である。阪に響かれている （回定されている）雪隠に働きかけ、新fこ

な言活を再締~する．③.I!;味形店主主主〈シ二フィアンス｝ ー テク ストは、

いくつもの可能低窓味が交錯する多義的空間と見なすことができる。 ー、．，

の意味形成性（シニフィアンス〉においてテクスト《主体》は、 エゴ＝

コギト〈われ＝恩う）の理論を逃れ、 t直のE歯塁塁に港き込まれ、 ：＠：味と絡

闘し、自己を解体しτいく〈《自己を見失ってゆく》｝ ひとつの過程で

-6 4 -



言塁走の精進の中に出現するとおりの言語現政》であるのに対し、深層テ

クストは、 《!t届テクスト を締法化する、言~行為を表出する人間の営

為における主体の織成に固有の1命現的操作の示される場である。 （表膚

テクストの意味形成を行う績なのだ。〉｝ ⑤テクスト栂互関逮健一テ

クストはすべてそのテクストの周りに既に存在したかまたは現に存在し、 。、＂

最終的にはそのテクストの中に存在する他のテクストやテク ストの断片

をj免位する相互関迫性を持つ。 l0 I 

これらのことから、社会をテクストとして見る場合、我々は主体によ

ってテクストの意味解釈は複数あり、絶えず新たな懲味がさ住民主され、ま

た既に存在する他のテクストとの納豆関逃性を考えなければならないこ

とを示唆きれる．そして、表層テクストでは見えない、深層テクストに

おける梅進化の論理を考えることが必要だということがわかる．

R. Bart hesがコノテーションの神話学からテクストへとその焦点が転

位していづたこと を見ると 、先にも述べたように甲子関野球の神話分桁

としてテレピ中継された映像と音声の内容をコノテーション・モデルに

そって記号論的に分析、考察するこ とが、勝的で閲定化した.味解釈し

かできない限界を持つという認織が得られよう。また、意味解釈は、ま

さにテクスト理治で示したように、主体によって械々であり、その社会

的テクストの相互関遊性によって異なることから、愈味解釈の現場へア

ブローチする必要性が出て〈る。

そこ＜：＇、甲子閤野 Eまのテレビによる f神路J生成の紀号学的考察の限

界伎を踏まえ、甲子留とつながりの深い地織に経き、その地織の深層の

コスロジーを~えなが ら、 生活者の甲子図聖子球の愈味解釈を分析すると

い勺た方法をとるに至る．

d滋緬ゐら！ -6 5 -
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こうしたことから、 持需の記号学的分肝と テクストとしての フィ ール

ドワークー 解釈の王車場への注目 ー との両方にスポ ットモ当てること

が神話作用後分析する際必婆であることの綴拠が理解で8ょう． .,. ••• ,. 

これらを9踏まえたよで、 IX節でIt＇事紛文の方法について述ぺる．

-6 6 -
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2. 本研究の方法

本節では、甲子悶野JJRの紳絡がどのように作られ、どんなメカニズぷ

で伝達され、実際我々がそれをどう解釈しているのかについて具体的に

実証していくに際して、先行研究の検討ならびにR.Barthesの恩給から

i尋ら れた 3つの側面でのアプローチ、すなわち、 I）甲子個野湾の神話

を形成するに至った庇史2）現代におけるテレビの神路作用 3）文化的

コンテクストの地平における伸活作用の実証のそれぞれについての方法

論をと述べる．

( I ）印子飽野燃の歴史的~1•15形成について

甲子園野！）！＜の漢をある神話を分析するに際し、その神話の繊維となる

歴史に般を向けなければならないことは先行研究の検討からも明らかで

ヨ川，・ー，砂
ある．この点について、 C.L!v l• Straussl;t 、 f伸話的思考は器用人であ

って、出来事革、いやむしろ自主総務の菱重片を級み合わせて織造を作り上If

るJ＂）とし、通時悠を踏まえて尖時態 － ~造が作られることを述べ

ている。これは、現在の神話的思考あるいは神話解釈の~鐙として、通

特性に眼を向けることの必悠性を言及しているものといえる。

このように考えると、甲子鰯野燥の共時的に持つ神絡を形成する歪っ

た歴史については、過去において日本人が野球（特に、中等学校｛高等

学校）の野~）をどのような思考と観念のらとに行っていたのかに焦点

を当てることが、現在、我々が甲子園野放の集合意識、尖通の解釈とい

った思考の枠組としての神話分析にとって有効であるといえる．

その点、調署長ーは、特定個人の待つ f信念』 、特定集団の持つ『信条J

を踏まえて、 『ある程度理念的にI!:序されているところの鍛念の形態及

-6 1 -

• ! ! .、！



引マ~一一一一 ー

びその体系j をイデオロギーと1.6!え、

について綬史区分を行い、歴史総会学的に分析しでいる。 111 本研究Ii、

この菊の歴史社会学的分析を踏まえて、以下のような方法と枠組で分析 ♂i~l~u~1￥持勢
する。

1 ）金E雪中等学校優勝野玉事大会開催4こ至るまで、待別、 中等学校野球界

において中心となった学校の野疎に対する観念を分析しながら、移

入期からの野嫁銀各考察すること。

2 ）全国大会を主催するようになヲ た粉日新聞社及び全国中等学校野球

連盟の理念を明らかにすること．

3 ）さ らに、その漫念をめぐゥて、今日まで行われてきた全国中等学校

優勝E軍隊大会~及び会園高等学校野球選手織大会史における得議生

成のプロセスについての分訴すること．

甲子国野BJ(の神話について、このような分析枠組で通時的に分析する

ことで、神話形成のプロセスが湿解できょう．

( 2 ）テレビによる神話作用の分析について

ここ では、マス ・メディ 7の恕翁を視線した後、具体的な分析梓総を

提示しながら方法論を述べる。

①マス ・メディア型鎗と神話分析

マス ・メディ 7の理諭は、今日Oenis llcQuai lがメディア理鎗マップ

で示している2引ような観点から倫じられ、 ｛図 2-5 . 番手照）メデ

ィアと社会（政治、経済、法得、数育、宗教、文（tなど）、メディアの

制度と組織、メディ 7の内容、メディ7の受げ手と効果といった側面で

研究がなされている。
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そしてD.llcQuailは、アプローチの仕方として、

l ) f会体的j 、 「トップダウンJといわれるアプローチ．メディアの .,,.,;,fo 
日

/11;｛.~！0" 
fシステムJとしての一貫性ないし統一位を前提とするもの。綴々 J’J九

な知識を生ii.組織する制度としてのメディアの源泉や決定因とし

ての『社会Jに対して回を向けるもの．これは、マクロ・アプロー

チと考ーえられ i）大衆社会論 il）経済学的メディアE望論面） fヘゲ
0

・1川
句
、

e

u

’
is 

モニーJ痩諸iv）フランクフルト学派の理論などが示される。

2）メディアの内容すなわちメディアによって典型的に、あるいは最も

~繁』こ世E示されるテクストと~味の世界に焦点を当てたアプローチ。

一単なる内容分併に とどまらず、提覚的あるいは視聴覚的な委集

を含むメディアの「テクストJを分好し、解釈するための手段とし

て急迭に発展している。メ ッセ ージの内容も重要であるが、内容の

持つ意味は、その受容と利用の社会的・文化的な背景に基づいて解

釈される場合が多いため f社会文化的』研究として重要であるとす

る。

3）メディア理詰マップに表された相互関係と絡事堅調tの緩合体としての

メディアに対して、公衆の逃沢、選仔、動機づけ、事l周について注

目するアプローチ．
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の3つを上げている．本論文でl;i、社会的 ・文化的な背景に基づく j

ディ 7内容の意味作用 ー 神話 ー について考祭するため特にメディ 7

内容の分析とその手法について更に鮮しく D.McQua i lの理論を検討する．

メッセーツすなわち内容に焦点を合わせた理論は、その中心テーマと

．、0
t
、

して、・メッセージそれ自体を明らかにすること。 ・メッセージの内告B

締法と窓味作用の手段を明らかにすること．・文化全体に対するメッセ

- ；.？の関係を明§かにすること。を持ち、マス ・コミュニケーションの

一要業だけに関係するものではな〈、災際にはメッセージの源泉とな勺

た社会に関する或有の知践を明らかにするため3つのアプローチの中で

般も·~であると D.&tcQu a i lは述べている。傘”そして、マス ・コミュニ

ケーショ ン過程における最も呉体的かっ明快で、また級も研究に対して

関かれている要素は『テクストJそれ自体であるとし、 『テクスト」を

用いたメディア研究のiii量となる記号学の理詰について、 RolandBar thes 

とUmbertoEcoを上げて言及している．その理論の基礎は、 fある雪経

の規則は、そのもとには勺ている文化の内部構造により決定され、制約

されるから、任意の与えられたテクストは、 それなりの『好ましい読み

方』を提供している。従ゥて、我々がその文化についてよく知ることが

できるならば、設々はその意味を箆解することができる 0 J i 0）という

考え方であり、 以下4こ毒事げる3つの特徴がある。

1 ）メディアの fテクスト』についての細心の研究から鋭み取れる r~

味J は、必ずしも創作者によって想図された、あるいは受付手から

引き出されたものとは、 一致しない． それは、 シンボル体系の治理

から導き出される、所与の客観的態味だと仮定されていること。

2）このアプロ由チは、テクストの持つ顕在的、表面的、あるいは字豊島

どおりの意味を扱うものではなく、主として意図された、あるいは

-7 I -
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意図されなかった潜在的、内包的な！味をl1kうものである。

3 ）このアプローチは、普かれた宮殺の分析だけに限定されるものでは

なく、写真、音声、身振りなど、 ~＇＊を選ぶために愈滋約に利用さ

れるすぺての手段にまで鉱張される 0 S I) 

本lfi文でl主、テレビ中継における神話を分析するが、その際記号論を

用いることは、潜在的な主主防やシンボJレそして奮かれた言語Eだけでなく

写真や音声、 身綴り まで~味線釈できるという上記の特徴からしても妥

当性、有効性を持つといえよう。

では、次に具体的なメディアの内容分析の手法について触れよう．メ

ディ 7の内若手分訴は、大きく分けτふたつの手法があり、ひとつは、凪

Be re Ison~代表とする伝統的な内容分析といわれもので、もうひとつは、

R. Ba『thes を代表とする先ほどから述べている記号鎗的分併である• D. 

UcQua I lのこれについての記述をまとめると以下のようになる。

伝統的な内容分析は、コミュニケーシaンの明示的内容を、客観的・

体系的及び量的に記述する犬めの研究伎法であり、基本的なアプローチ

の仕方は以下のとおりである。

l ）内容の母集団やサンプル号長選ぷ。

2 ）研究目的に適合した外的指示者のカテゴリー枠鑓を政定する。

3）内容から『分析単位Jを選ぶ． ($ut、文、項目、 le耳玉、 lfi~、シ

ークエンスなど〉

4 ）選んだ内容の単位ごとに、カテゴリー枠組の諸項目への言及の頻度

を計量生し、それによって内容とカテゴリーの枠組とを対応させる．

5）逸求対象である指示物の出現頻度が、母集団やサンプル全体でどう

分布しているかという形で結集を提示する。

しかしながら、このアプローチにはいくつかの限界が示されている．

-7 2 -
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ひとつは、

ではなく、自分自身の意味システムをあてはめてしまう危険性があるこ

と。第こには、出現鎖度が顕出能や憲章農の唯一の傍観ではないこと． 言

及の文脈の側面もかなり霊祭であること．第三に、 信頼性及び明示灼な

重R味が本当に明示的なものであるという仮定に関する問題が数多くある

ことである。 ..) 

吏にD.McQuai I は続けて、このような問題点をR:!iすべく、！~号論的

分析は、伝統的な内容分析と比校すれば以下のような特徴を持つという。

それは、
・・・・・．

1 ）記号鎗約分析は、量的ではない。数える という方法で、窓昧に華日Ji童

I,, iiるという考え方には批判的ですらある。 ~味 と は、関係や対比

や文脈に由来するものであり、言及I:とi;t関係のないものと考えら

れるからである．
－－ －－ －－ ．．． ．．．． 

2 ）記号論的分析は、顕在的な内容より も滋在的な内容に注重量が向けら
－・・・
れており、治在的な意味の方が、実質的お援要度は高いと見なされ

ていること。

3 ）記号紛的分析は、サンプルの手続きに重きを置かず、また伝統的な

内容分相干の場合のよ うに、すべて内容『縛UlJを同等に扱うべきだ

という考えや、同一の手続きが異なる テクス卜 にも悶じよ うに適用

可能だという考えはとらな~＇.

4 > ra号鎗的分析は、社会的・文化的「混災Jの世界、メッセージ、受

lj'手が持つ基本的伝重量味システ ムがすべて同一であるという仮定は

とらない。社会的現実は、数の多少から互いに独立した意味作用よ

り成り立ゥており、各々は別館に解明する必要がある．

-1 3 -
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ぞ持r-
という 点である o 3 H 

ている。 『原理的には、聴覚映像（記号表現〉と記号内容とを持ってい

るものはすべて記号として作用する。側々の記号lま、その意味をひとつ

には、 言語学や記号システムのコ ードで綬定された体系的な差異、比校、

週E択から、またふたつには、文化と記号システムの規則が与えるところ

の（正や負の）価値づけから、 それぞれ得ている．記号ま告は、これまで

文法や統語の~則を超えて、テクストの縫合的 ・ 潜在的 ・ 文化依存的な

態味を規定している記号システムの性質を篠究してきた。そのため、

直示的意味（denot at i ve圃eani ng）と同様、内包的愈味（connotative

meaning ） ー 記号の符·~の用法や組み合わせによってI喚起され、表現

される連想やイメーツーにも焦点を当でなければならない．こうした

ことは、文化に起因し、コミュニケーションにより伝琢されてきた、古

来からの何らかの価織を帯びた銭念集会である神話の段、織にも応用され

る.J s・》

以上のような記号論的分析を、マス ・コミュニケーションの研究領野

で行うことで、その多くは、僚準化し、反復的なものであり、かつある

稲の慣例やコードに蕊づいて組み立てら札る隠れた神絡をあばき出すこ

とができるのである。

テレピにおいて潜在的な意味作用をもたらす神話が記号論によって促

えられることは以上から恕紛できょう。それでは、次に、テレピにおい

て神話を取り依った研究を検討する。

②副ytes Breen, Par re I Corcoran ; J!yth In The Te lev is ion 

Discourse 3" 



!I. BreenとF.Corcoran ii、神話についての多くの分析が、文化とコミ

ュニケーションのnnの附係を明らかにするとした上で、神話の役割に注

目することで、現代社会でイデオロギーが生まれそして消滅する方法を

明らかにすることができるという．神話については、 『信念を表し、儀

礼を定機し、そして社会的な規制のチャートとして働くひとつの文化と

してまとめられた叙述体である. Jと定議した後、その機能を以下のよ

うに仮定し、テレビと関係づけて述べている。

I ）知覚システムを｛乍ること

社会的相互作用を組織する基本的な信念、価値、行動における関係金

つくるのを助けるため、神宮古は新しい社会的状況に関する共通の社会的

辺解を生み出す。そこにおいてテレビは、その高い緩衝性と真実伎の両

方を持つひとつの似体である放に、知覚に関する文化の支配的なモード

をすべてのメッセージの中に作り上げる．

2）典型的なモデルの確立

社会にとっての典型的なモデルを作りj二げ、織造化するためのパター

ンをIt立する。映像メディアは、ヒーロー、ヒロインを創出し、そうす

ることで権力を待った人間のイメージに織点を合わせる。テレビは新し

いヒーロー的人物が登協することを攻められながら、視聴者が同一視で

きるような、分有された大衆のイメージとしてヒーローを作り上げる．

3）争いの提示と仲綴

神経は、文化の中での又俗文化問の争いを抑えるカを与える。神S昔の

原則的なキャラクターや比自量的鏑写が大ほお互いの主たる対立約関係の

代役をし、そしてこの対立が一連の仲織的キャラクターにより解決され

るという精進を紳話は持つ。テレビf骨組も問機の構造を持つ。

4 ）文化の具象化
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継続的で自由な歴史的経験を、 明器提なパターンに矧日IJさせること。重

要な出来事についての意味作用を伝達し、文化における現実を自信分的に

機成したも のが神~である ．

Id. Breenらは、テレビが以上 4つの神路の綬能を持つことで、現代の

社会・経済システムを維持する特定のイ デオロギーが広められると言う。

それは、テレ ビが現実に起こ 勺たことを支配的な階級の一連の叙述約償

智Iこl.!i般を鐙いたt吾り方で、人工的に再構成されたフィク ショ ンである

という事実を隠して、 111批判的な視聴者に鑓供さ れるから である． 神~

4と一般化させる隠れた文化的メカニズムを解明する ことが現代社会にお

いてイデオロギカルなカの袋1iになるというのである．

まとめると、テレビが権力目Ifの政治的イデオロギーを視聴者が無意識

のうちに伝達し、強化されていることを暴くために神話研究が必要であ

るとして、神話の綴絡を挙げながらテレ ビの特徴を述べているといえる。

以土、テレビが生成する神I~作用についての先行研究を絡まえて、 3事

項では、 具体的に埼＞；llf突におけるテレピ・スポーツの分析枠組を提示す

る。

＠甲子岡野獄のテレ ビ中継におけるテレビの神31!作用についての分

祈枠組

第 I：稼第4節で縫示したテレ ビ・スポーツの伸話作用に関する研究に

ついての枠組から、テレピの内容分析と視聴者の神絡の解釈に焦点会当

てる分析持組を考える と~ 2 -6.のようになる．

、：
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＠分析枠組に伴う方法
‘ 

1 ）観聴者の特徴 ー 甲子箇スタンドでの鋭戦者との比般から

関して

視聴者のen~ 分析を仔う前に、 機聴者が甲子園スタンドで笑際に宛て

いるのとどのように異なり、どんな特徴告と持っているのかについて明ら

かにしておく必裂がある．

この点について、軍事68回会図高等学校野E事選手権大会（1986. 8. 8・8. 21) 

において以下の綜合についてスタンドでの観戦者（ 3塁側特別l自白庶）

と、 テレビ視聴者各2名もしくは 3名の表情、しごさなどを紋合開始か

ら終了までビデオカメラで織彫し、比絞した．

袋 2-2. 被験者としての俊聴者と甲子図スタン ドでの観客者数

甲子園スタンド

銭 ぷc、 名 観庫事者 数
での銀銭者数

決 勝 戦〈第14臼） 2 2 

司自決勝戦 第13日第 2＇式会） 2 2 

2 回 戦（!4l 9日第3！式会） 3 

2 回 戦 〈第108第 l賦合） 2 

時間的に同じ場面で比校せねばならないため、甲子関スタンドでは軍基

者が紙合の言葉況を録音させながら段影した．

2）テレビ中継における咲像・音声の内容分析に関して

第68回全国高等学校野球選手持軍大会において、 準決勝戦第2試合及び

決勝戦の洲Kによるテレビ中継をビデオで収録し、図 2-6. テレピ中

継の内容分析の奏家にそって、映像の内容そして音声の内容をそれぞれ

時間から量的に分断する。
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向、 映像の内容については、 醤面の切。管え、
創 1

ヲプ等においてその中心的な 事象を、t式合展開にそってカテゴリーに分

けfこ。

また、音声の内容については、アナウンサー、解税者、リポーターな

ど中心的な人物もしくはその他の資資を室町己し、試合展開にそってその

愈妹からカテゴリーに分額した。

時間については、映像 ・音声iとも各磁函もしくは括していることがら

の内容ごとにストップウォッチで測定した．

3 ）視総者の印象分析に関して

視聴者が、テレピ中継を見てどのような印象を持ゥたかについて、 2再

68国会館高等学校野~選手儲大会の総決勝第2！式会＆び決.畿のHHKに

よるテレビ中継を視聴してもらいアンケート絢査を行った．

試合前にあらかじめ l~:i迭し、準決勝戦については、 73名、決勝般につ

いては78名が回収され分4斤した。

また、視援者に仔ったのと向後の調査を同じ試合、甲子儲スタンドで

観戦していた人（3 ~側特別自由席）にも行い、これについてこのデー

タと比絞しながら、テレビの/Ill3fi作用について検討していく。

質問紙は、次ベーヅ以降に示すとおりである．

-7 9 -
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下記の質問はお~!61~をスタン ドからどのように見ているのかについて

調査するためのものです．回答についてはすべて銃計処理されますので御

自分の思われるままのととを、テレビ．ラジオ、書耳目Bなどを御輿にならず

に総答えください．お答えになられ悲したら、お手数ではございますが9

月5目までに御般商店舗い＊す．何卒御協力くださいますようよろし〈お願

い申し上げます．

筑波大学スポーツ社会学研究室

粂野受教授

院生清水諭

・必葺E事項について紀入もしくは丸印をして〈ださい．

年申告 性別男女 職嫌

府県 市区

住所一ー 都道 郁

<1 ＞あなたはなぜこの総合を甲子図書R•にJtlこ来たのですか？次のうち

ひとつに丸印をつげて〈ださい．

1どちらかのチームのファンである Zチームのフ7シというより

も高校野球が野きだから 3ただなんとなく

4その他（

くz＞この試合を.I'!.る目的は何でしたか？lXのうちひとつに丸印をつけて
〈ださも、

1 勝敗 2高校生のプレー Sスター選手を見る

4その他 ) 5 4骨になし

<a＞これまでに何回高校野球を見に甲子関球舗に来ましたか？
1 1 0回以上 2 4-9悶 3 1-3聞

く4＞今年の大会期間中はこれまでに何回来ましたか？

1 4回以上 2 1-3回 3 はじめて

-8 0 -
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遂事h
く5＞スタンドから見ていて、紙合の内容に闘して印象に残っている織孤ふ 必

はどんなところですか？い〈っかお脅さ〈ださい． （例：ホームラン） 。 市． 
． 
． 
－・

く6＞スタンドから見ていて、需式合の内容以外で印象に祭っているのはど

んなこ主ですか？〈例 ：応援の織やかさ、球舗の広さなど）． 
・．

喝臨

く7＞テレビで丸ていた時のイメージとスタンドで笑僚に銭脱したイメー

ジとではどのような点が違うと瓜いますか？． 
． 
． 
く8＞あなたは高校野球が好きですか？

1はい 2いいえ

’．白（

御協力ありがとうございました． 

－・臥
． 

8 0 -
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全自衛校野球選手械大会決勝観戦者に関するアンケート

筑波大学 スポーツ社会学研究室

粂野景教授

民生清水諸島

・必要事項について記入もし〈は丸印をしてください．

年飴 伎別男女 離農業

府県 市区

住所一一一一都道一一ーム郡

くl＞あなたはなぜこの獄合を甲子関球織に見に来たのですか？次のうち

ひとつに丸印をつけて〈ださい．

1どちらかのチームのフ 7ンである 2チームのフ7ンというより

も高校野球が好きだから 3ただなんとなく

4その｛也〈 ） 

<2＞この民合を見る目的は何でしたか？次のうちひとつに丸印をつけて
ください．

1勝敗 2瀦校生のプレー

4その他〈

3スター遣手を見る

5特になし

く3＞これまでに何厨高校野球を見に甲子関重量舗に来ましたか？

1 10回以上 2 4-9回 3 1-3回 4 

く4＞今年の大会期間中はこれまでに何回来ましたか？

1 4図以上 2 1-3聞 3 はじめて

-8 1 -
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く5＞スタンドから凡ていて、試合の内容に関して印象に残っている場簡

はどんなところですか？い〈っかお祷きください． （例：ホームラン）

－． 

官民

場院

． 
く6＞スタンドから見ていて、試合の内容以外で印象に残っているのはど

んなことですか？｛例：応援の務やかさ、~舗の広さなど）． 
． 
－・

<7＞テレビで見ていた時のイメージとスタンドで笑際に観戦したイメー
ジとではどのような点が遭うと思いますか？． 
． 
． 
くB＞あなたは高校野球が好きですか？

11まい 2いいえ

羽白（

御協力ありがとうございました．

－． 



全国高校野球選手権大会テレ ピ観戦者に関するアンケニ；＇~！~：＼1（常
下記の質問は高敏野蝶をテレビで丸てどのように思ったかを調査するた .：：（~
めのものです・回答についてはすべて統計処刻されますので糊分の思h；持
れるままのことをテレビのニュースや新聞などを御覧にならずにお答え。〈。戸，／l'.'.

ださい．お答えになられましたら．主主手数ではございますが9M5日まで

に御投繭鰍います．何事御協力くださりますようよろしくお願い取し上げ 、‘

ます． 。

筑波大学スポーツ社会学研祭主主

教授 粂E’:ti
院当i f背水翰 d

・必要噂1項について記入もしくは;;It印をしてください．

年除 性別男女 職業

府県 市区

住所 都道 郡

く1＞あなたはテレピで会国高枝野球選手術大会をどの繍度見ますか？

li証書式合見る 2ほとんど毎試合見る 3時々見る

4あまり11..ない 5まったく見ない

<2＞あなたは高校野総が好きですか？
litぃ 2いいえ

理由〈 〉

く3＞司自決勝第211式合のテレピ中継をどのチャンネルでみましたか？

lNH K総合 2NH K数W Sその他（放送局名： ） 

<4＞準決腸第Z獄合の書式合内容に闘して印象に残っているシーンはどん

なとこるですか？その時のアナウンサー、商事総省の声が印象に残っている

勘合はそれについてもお害容さください． （例：ホームラン、スライディン

グ アナウンサー I若さあふれるプレーです.J ) 

－・

． 

-8 2 -
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． ‘ 

<s ＞準決勝第2~合テレピ中継で試合内容以外で印象に費量っているシー

ンはどこですか？その時の7ナウンサー、解説者のFfが印象に吸っている

錨合はそれについてもお袋きください． （例：学生肢の応後図、アナウン

サー『高校生らしい鮒命な応援です.J ) ． 
• 

‘’ 

． 
<G＞決勝のテレピ中継をどのチャンネルで見ましたか？
!NH K総合 2NHKl!c育 3その他（放送局4!i: ) 

く7＞決勝のZ式会内容に関して印象に残っているシーンはどんなところで

すか？その時のアナウンサ一、解税者の芦まが印象に残っている織合はそれ

についてもお書きください． ． 
’B 

． 
司邑

く8＞決勝のテレピ巾織でlit合内容以外で印級に残っているシーンはどこ

ですか？その時のアナウンサー．解説者のF告が印象に9.!lっている槍合はそ

" • 

-8 2 -
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、

れについてもお書き〈ださい． ． 
． 
． 
． 
<9＞あなたは、甲子園様相骨に笑阪行って高校野球をみたことがあり注す
か？

1 ある 2 ない

く10> <9＞で1 あると理事えたかたにお聞きします．蛾織で見るの

とテレビでみるのとではどこが遣いますか？

．． 

． 
． 

． 

-8 3 -
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( 3 ）文化的コンテクストの地平における神話作用の爽liEについて

甲子鴎野JJ1の神話が、現実の社会、

シンボリックに解釈されているのかにつ生きている人間に彫泌を与え、

先行研究の検討から、現t由でフィールドワークし、民族いて、第 l：寧
・2

誌を響くことでパリ邸の閥豊島が社会をシンボリックに映ι出しているこ

ここでは、そのC.Geert zの手とを備いたC.Geerti有効であるといえる．

法について述ぺた後、本研究の課題そ実征する具体的な方法について妃

f意味の象後的体系としての文化がコンテクスト（脈絡｝

していく。

C. Geer tzlま、

とした後、民族誌的記述ににおいて民族総によ司て記述される。 J~·） 

ついて以下のように述べている。

しかも、「長期の主として質的な、また現~の生活によく参与した．

といったしつこいほどに線密な現地謁査J• 1l 限られた地獄における、

特殊性と脈絡倹において広範関lこ嫌々なことを解釈し、~~述することを

数多く積み重量ねていくことが民銀誌的記述であるとしたよで、良書主総学

（民族t志学者〉自身（二次的、三次

『現地の人びとやその仲間が行づていることについての絞ら自ら

の解釈（彼らの文化〉に関する我々

者i立、

f民族鈴：そして、がlJl:裂であるとする．
,., 

的）解釈を記述する こと J

ひとつの人類学的解釈がどこにあるかを示す掌省にとって重要なのは、

それを吟味のでそれは社会的対話の流れをi怠跡すること、ことにある。

民族総学者i；社会的対絡を「脅さしるすJ• 

こうする ことによって、ある時点において

。

孟

V

る

あ

あ

で
に

の

と
・
る

こ

・
め

く
・
と

お

・
き

に

・

書

形

を

る

れ

き

そ

のみ起こ勺た一つのできごとを、記録の中で見ることのできる妃事にす

という．It) るので．ある。 J

フィールドワ ークは、民放総学者が共同体と一貫してかか

-8 4 -
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わり、検hな人々にインタビューし、 f荷殺を体系的に集める 「参与観察』

であり、民族誌家自身が、現地の尖肉体iこ巻き込まれ、~き込まれるこ

とで現地の人々の価値や観念や縫製を「共有しJ、行為の愈味を解釈す

るのである．

本研究のコンテクストにおける神話fi;周について、このようなC.Gecrtz

の手法をもとに、民鉄総家が現地の入荷の生活の液れの中に入り込み、

社会的派れを遺跡し、書きしるし、自らの経験によゥて解釈するこの民

族総的記述によって爽征することができょう。そして、甲子鴎に出箱詰し、

歴史的に神活を作り上げて きたと思やれる徳島県立池四日高校野琢脅Bとそ

れを取り込む池間町をフィールドとして選定する．そこでは、昭和46年

( 1971）に初めて全国高等学校野球選手織大会に出場 して以来、選後大

会あるいは、選手織で優勝するやで、醸成されてき た池回高校野琢部の

神績を明らかに しながら、池田町の入荷がどのようにそれを解釈し、生

きているのかについて、油田町に赴き、波書写し、対話をしながら、民自主

誌をIIみよげ、それによって甲子留郵涼がコンテクストにおいて入荷と

どうシンボリックに関われるのかを明らかにすることができるだろうか

らである。

そして、 以下のよ うに 2自の調査から民銀誌的犯述を行う。 第 l＠）潟

査は、昭和63年（1988) 1月28日～ 8月15日に行い、徳島県立池図高等

学佼が、第70回全国高等学校野球選手織大会tこ出場を決定した予選大会

から全国大会で敗退するまで、池田町に滞在しながら診与観察し、記述

する．さらに、第 2回肉筆 ｛平成元年 （1989)11月188～11月25日〉で

は、第 l因調査を踏まえて、より深く池田町民と甲子園との関わりにつ

いて純査する．これ らの方法によって、甲子慰霊子球の神話と共同体に

生活する入唱との関わりが錯き出せよう． 〈第 5！！童 文化的コンテクス

-8 5 -



ーに、方法論を含め民族銘として記述している。 〉
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3 .本研究の分針枠組の提示

かを分析しながら、実際の脈絡（コンテクスト）で人間がいかに締結と

関わって生きているのかを明らかにするものである。

第 l：意 先行研究の検討及び青if節の方法給から、以下のように本研究

の分析枠組が精錬できる。

( I ）甲子園野球の歴史的神話形成

次のような点に焦点を当てることで、甲子隠野Eまの神話が歴史的に形

成されてきたプロセスを解明する．

①明治~7)Jlllに野球が臼本に伝備されてか ら全国中等学校優勝野嫁大会

開催に至るまでの8本人の野獄鎖。

②全国中等学校優勝野湾大会開俗に向砂てのプロセスー特に、朝日

新聞社が当初より緩いていた理念．

⑤会圏中等学校優勝野猿大会史及び会図高等学校野隊選手権大会史に

おける神話集成．

( 2）現代においてテレビが生成する甲子園野球の神話

①量的分Iii"

②質的分好 一紀号学

( 3 ）コンテクス トの地平における甲子悶野球神I~の解釈

一池田町でのフィーJレドワークによる民族誌的犯述

①泡田町におljる生活者のコスモロツー

②池図町民と甲子園野球

③i督、コ ーチと神話

＠テレピの紳Z！作用

-8 7 -



⑤甲子園野線のシンボリックな解釈

以上のようは枠組の中で、

‘ 

甲子鴎野涼のシンボリックな愈味作用を明らかにする。

‘ 

‘.， 

。“、i
 
・6、 、。
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29）向上書＇ p. 56-58. 

30）同上容，p.68・69.

31）向上司J,p.68・69.

32）向上容， p.p.145・146.

33）同上容， p.150.

34）同上書， p.148. 

35) Myles Breen, Farrel Corcoran; ltyth In The Television Dis-

course, in Com曲unical io由 Monographs,Vol. 49-2, 1982, p. p.127-

136. 

36) C.Greerl z，吉回？貞吾ら訳；文化の解釈学［ I ］，岩波野店.1987, 
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37) 

38) 

39) 

p. 24. 

向上容， p. 4 0. 

向上書． p. 14及びp.26. 

向上..p. 32. 
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2賢3意 甲子園野稼の歴史的神話形成

一場としての『甲子園』の歴史伎町

＊’Eでは、甲子園野草震が歴史的に~々日本人にどのような神話的解釈

の通事慾を築いてきたかを明ちかにしていく．すなわち、 1 .日本に野E震

が移入されてから全国中等学校優勝野稼大会が開催されるに喜lJるまで、

野球はどの織な観念のもとで行われてきたのか、 2. 金留中等学校優勝

野球大会傷僚にあたって、その当初から神絡が生成されるプロセスを珍

重轄すること、 3.会問中等学校優勝野まま大会及び全国高等学校野球選手

線大会といった甲子関野球がその大会史においてどのような神話佐を持

つに歪ったかの3つの点から歴史的に分析していく．

1. 日本人と野球一移入期から全国中等学校優勝野球大会開催前："t'

本畿の百的は、日本において野球がその移入期から全国中等学校優勝

野球大会開催まで‘どのような紛争事的基獲を持って行われてきたかを鐙

史的に明らかにすることである．そこにおいて、特別、中等学伎、高等

学殺で野球がどのように行われ、全国大会にまでJ£臆していったかを分

析することを主眼とする．

( 1 ）移入期｛明治5年（1872）～明治14年（ 1881 ）頃｝ 日本人が初

めて野様（注1重量照｝を始めたのは明治6年とされている．お雇い外人敏

卸が、学校で生徒を相手に野球をプレイしたのがはじまりである．その

当時、どんな人間が、どのような観念を持って野球をしたのであろ うか．

野稼車約時代について、昭和6年（ 191 7 ） に出版~tl.ている『大大学野琢

全.，は以下のようにその綾子を表している． fアブナ・ダブルデーに
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って東京一ツ僑外、高等簡素前にあった頃、 開校教師にウィルYン及び

同校予備門の教師にマヂエツトといふこ米人があって、初めてペースポ

ールなるものを同校の学生に教へた． これが恐らく我聞の空中にペース

ボールのままが飛んだ最初であらう．…省時のウィルソン及びマヂヱツト

の笹博

の弟子は、理媛博士災貿信を｛前京都大泉総長｝、中湾工場博士｛前京

都高等工著書象校長｝、エ築博士青木元五郎（内務省技宮）、 石！工場博

土｛元字治火家製造所に型車線）、織図書軍次珂t（前京都大場理工科教綬）、

理犠士高須説話等で、尖、為熱を上げかけてゐる時分に、 アメリカカ‘ら鯵

朝した（嘗時奮姓議官氏を名乗ってゐた）木戸孝正候や現内大臣（蛍吟

奮姓大久保氏を名乗ってゐた〉牧野祐嶺伯等が同校に入象し、 大いに通

ぞを

を単語したので、丁度燃えさかる畿に泊を灘いだ如く野球熱は炎々たる

害事ひで勃興して来たのである． J I＞この開成校は後、明治10年（1877) 

4月に東京大学予備門に改称され、さらに明治19年（1886) 4月に工科予

俄門と法科予備門のベースボール会が合併してまさしく野ll1!節を創透す

る． そして、明治23年（ 1890）には寄翁舎の制度を設けて『一高時代J

を築いていく葉集となるものである．

さて、 r バットでポーlレを叩き、打球を学生にとらせるのが最大の楽

しみであったJ2＞とするその当時の野球は、この関It校の他に、明治6年

にプレイをしていた学校として東京乏の僧上守域内に校合のあった開街

f吏鍛学校（：札幌農学校の前身）があり、 A.ぺーツ教師が熱心に野縁を符

っているだ付であった．

この当時のプレイは、 すべて型軽手で行われ、数少ない道具に対する震

着心も次のような史実が示すとおり並々ならないものだったようだ．
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『アメリカから日本にポールを待って来たのは、木戸零正であるが、6ぞ；..~i:-: 
の一つの大切なポ一ルが破れ始めた．綾度となく髭むて4ま縫ひ綾ぴては /:i~，；芯
縫ひしたものだ．試合中など若し綻ぴで：＆唱．ると rおい 1ちよつと宇寺つ 二，．．．

l"A.t 

た』で試合を膏嶋中止して、 丹念に修絡を したものであった． しかし大

切なポールが、話誠｛閥均f利かなくなったので開成綬チームでは会く途

方に暮れ、 一向合畿の上中を切開してみることになった．…（中時｝…

ボールの繍遣は分かったが、さあ、これを作る段になるとー仕事だ．嘗
vε ，、i，，，、・..1 1『之.，

時消しゴムは頗る高害事者涜が使用するものであって頗る高価な貴重品と

して取掻4まれた時代なので、とてもこれを実求めることは出来ない．そ

こでいろいろ考えた末、友人の古い譲謀総を貰ってきて、その護隷布の

中からー々ゴムの絡を皇賞奴号、それを丸めて中心女は出来た．所がこれ

に巻く毛紛がまた頗る望号くないので又一忠実の末、管んなの捨てた続下、

。’‘， ，，・‘ゐ
を姶t井集めて毛総を解~、これを巻き付けて漸く内味だ付は出来た．し

かし素人の悲しき、此後はどうにもすることが応策ず、結局母是枝に出入

りする靴屋と相緩し、読みも、皮を傑しだして、これを殺を縫ふのと同じ

方法で維はせ、まあ曲がりなりにもー備のボールが製造された．しかし
.,,. 

そのボールたるや、ままはii'!んで、It自li凹凸だらけで、.に理署争の人に

見せると量髭を抜かす代物であるが、これも省略t立大得意であった.J 

引と貴重なボーJレを製途することに費生を入札たことがよくわかる．また、

開拓使懐学校においてペーツ教師秘蔵のボール3伺とパット 1本があっ

たとされ、 fそのうち2個のボーIレが破れたため、残る I｛習が非需に大

切なものになって来た．ところが或日の練宮中に米国帰りの一人が大飛

車宮を打ち上げ、 ff球は柵を超え場外ヘヲ提出してしまった．きあ大変であ

る． 「唯一のボールを失つては Jというわけで、打った当人は勿論、全

員が情くなっての大娘査である．やっと領し当てたときの郷しさ、一同

・94-
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トキの声をあげたことはいうまでもない． 』“とアメリカからもたらさ

れた貴重なボールを残失する事なく大切に使おうとい う気綴が理解でき

る．

そして、明治10年頃になると開成枝にF.W.ストレンジというアメリカ

人敏郎が現れ、 r E書道ぴ』から、 Jレールを適用した野E震を伝えるにいた

る．当時の学生たちの野J;J!に対する考え方こそ、アメリカのぺースボー

ル文化そのものではなく、日本独特の文化受容といえるもので、 r r野

線 Jlま『スポーツ」とか「鍵育運動Jの量軍慰ではなく、またさう去はれ

る時役でもなく、貨に「西洋の武藤十八審Jだと思iまれてゐた．弓ゃ雇

~＇ "" 砲と同じ種類のもので、ポールをぶつ〉ける事や狙ひを遣えぬ事が特に

主眼だとさへ云lまれてゐた．』引と述べら九ているように、野球は西洋

の武望書十八番だと考えられ、さらに、 ra時の練習は現今とは到底比絞

にならないほど猛烈で、風が吹かうが、雨が降らうが、更に領着な〈、

臼が暮れて夜になっても月明りや昆明りで見省をつけてやったといふか

ら鎗くの外はない．さらに大暴風雨の日などは、一同嫌って蓑笠を着け

て討齢営量るきで、爾風と載いつつポーIレを設げたに歪つては現在か

ら考へれtままに狂気の沙汰である. J 61と練習風景もアメリカ係りのぺ
,,. ＇二も＠ら

ース;f{ールを知っている者とちがってfl武者濯で随分乱畿であったよう

だ．

開Jilt綬、開拓使骸学校において、お雇い外人数店時さらには、米国帰り

のき学生によって日本での野裁が始まったわけだが、阪に後の蕃風のはし

りともいうべき、日本の野1*文化の受容に対する特徴的な点、がみられる．

その中で、明治10~事アメリカから帰国した平将殿とその周辺の人々の妻子

宮まに対する考え方は、 2つの学絞とIi.l分異なっている．

平岡照は、帰爾後、明治11年（1878 lに新緩鉄道局に就任し、すぐさ
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ま’陸員を集めてその名も新僑タ ラブ（ニヲク 3事一ム4まアスレチツクスと j句‘4

する）というチ－ムを綴織した．そして我が国において鍛初の野球グラ

ウンド、ユニフォーム、マスクを作った．これについて rIOち明治十五

年（ 1882）新提言倶幾舗は線近く｛品JI!八つ山車隊）にグラウンド

を新践し、これを r保健場』と名附けたが、 その名前が謡ってゐるでは

ないか．従祭が終わると主主で練習をし、 f保健Jの遂を務ずる忌邑で

あった らしい．一自覚には、米国によくある「 レクリエーシ冒 ン・パーク J

にヒントを得たともいはれてゐる．これこそ 日本に於 ~t る録初の野球グ

ラウンドであった．また鑑時ユニフォームなどといふものはなく、 こ丸

までは気の利いた虜で福葬地、議長一枚、 ひどいのになると、 暑い時には

謀議hに六尺徳一本、2よるの下駄といふ挙集類のti援もあれば、集いと
きには、羽織符に下駄を苦手いて平気なものであ・った．かうした時代は新

a，々、；，，.－lら
橋倶楽部が決然1とユニフ芳一ムを作ったのである．上下同情のフラン

ネルの話砲で、上衣は頭からスツポリと詰るもので、パンツは品！、僧の

遥か上までしかない極端に短いむのであった． 現今の人が見れlfD貴き出

すやうな珍無績のスタイルであったが、それでも省時は非常なハイカラ

で一向得意満面たるものであった．マスクは、 a時機粛の外入団と試合
·－~ をしてみると、みんな捕手がお商を鴛ってゐる．よしこっちも負けては

!('f" 

なるものかと、日本全国燦したがそんなもの‘ある答がない．いろいろ

思案の末、策を案じて、芝の日篠町にあった撃剣道具屡へ走った．

・｛中略）まあ、これで型こそ変だが、外人の使用してゐるマスクに磁

~ l，たものが出来た．さあ、ー悶大得窓、これをもって積減の外入国と

試合をすると、外人退宣告いて『一組どうして作りました Jと質問を連発

する始末． 「なアに、野球の道具なら日本の1iが以前から進歩していた

んですよ．ただ若い者lま使はなかったばかりさ…Jと伝どとと吹之とL J 
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刊とある．グラウンド、そしてその名称としての f保健幼（recrea-

ti on park ）』、 ユユフォーム、

を先取りしよ うとする気慨すなわち、ハイカラの鼠を好んでとり入れよ

うとする当時の人々の考え方が理解できる． 白、：。

この車両僑倶楽郡に還れて（明治13年U880））三国にヘリクレス ・クラ

プカ＇I誕生した．その漉主である徳JII 途孝イ削立、平岡照との関係から野球

にこり出し、ついには邸の築山や＆水をこわし、数千坪の運動場を設け

た引のをはじめ数勾のエピソードは彼が将当の凝り伎で．ハイカラ好み

であったことを浪付ける．例えば．チーム名をつける際、先の新鶴アス

レチ ックス・クラプの fアスレチックス』というニックネームを窓殺し

て、これよりはるかに高級なニ ックネームとして『ヘリク レス』と命名

させたり、パットに凝ってftと杯の木をない交ぜたパットや征闘の美し

い網の軽いパットをわざわざ作らせたりという呉合である．引

この織に明治初期に野葺震を受It入れた人々は、学生であれ主士会人であ

れ、その当時の形慾的西E欧化の風潮i:背景に、ものめずらしさや西欧の

ものなら何でもやってみようという進取の続怖から野E震を行っていたよ

うである．後らにとって野球を行っているという事爽は、彼らの見栄や

誇りを高め、ハイカラを好む気風を助長 したと考えられるのである.10) 

しかし、この移ス矧から開成授などを中心と した学校での野Ill(Ii、 『商

1¥の武草書十）＼.；書』とされ、練習もその服装も rf聖武者履き』や「乱暴さJ

が特徴として表れていたようである．このような特徴は、 この後の時代

であ る癖il!IJ拠時代になるにつれ徐々に明石置になる．

て2） 続雄容lj~時代 ｛明治15年（1882）～明治22年（ 1889 ）頃｝

移入期には、閲覧覧授やその予備門、そして開街使俄学校さらに、新傭

・ 97• 
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2事－~高等中学校が校舎を本郷 1111 が岡に移して．

を中心に創設され、S平I童fl!処時代が訪れる。

以下そのx.なチームをまとめる．
く明治15、16年以前から〉

－開成後チーム －開固定佼予鎗門チーム

・新橋アスレチックス・ 7ラプ

－機浜や築地の外人チーム

. t1i Jllへリクレス ・クラプ

く明治15年頃〉

．駒場農学校チーム

く明治16若手＞

－工書事大学ベースボール会

く明治18年＞
.i: -a 

・8金クラプ（ t去の明治学院大学の前身である波誠大学の肉務会1

・資山英首書学校（t去の狩L1J学院の悶好会）チーム

－旧東京大学法学部ペースボール会

・セントポール・ク ラプ（：立教大学の同好会）

・語：i也クラブ｛明治20年赤奴クラブと東京クラプに分illl 
く明治19年＞

・第一高等中学校ベースポール会｛工館大学と旧東京法学舗の併合の際、

法学部に勤務していたF.W.スト レンジによりペースボール会を組織｝

＜明治21年頃〉

．東京商業学絞チーム
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この時代に結いても当初は、

むだけ、誌を自民えていえば．心のそこにマークをa掘っていたとでもいう
か、ボーJレを過していつしか勿搬の交わり J川を深めていくというよ‘じ；：認申

うな、量暗殺好き問士の問書干の志が燦しんでプレイしていたようである．

その中で明治18年（ 1885）に創設された沼地クラブは、次第にその勢力 、ヂ‘：·；1~
≪・/・ 

を伸ばした．その練習ぷりは f忽ち管がその人象によって爺容について

ノックのE震を取ったり、叉代り代り打つ．そしてーi震りやると手摘の側

へ来て物約から一事事づっ水を飲んで諮り合ふ．ぞれが何度も繰返され℃

水がなくなると…〈中略｝多いときには手桶の水を＋fl:も取倹へて欽ん

だ~である．そして集まれば毎日貨昏る‘頃まで熱心にやった J I 2 l と

さh..ている．

そして、明治15年（188 2）に新橋クラブと駒場農学綬チームが日本最初

の対銃獄合をして以来、各学校、クラプチーム同士の対鉱窓織が芽生え

てくると、野球をする姿~もかわり、明治18年誕生以来カをもったj留地

倶楽諺に対して、他のチームが銚験するようになる． 「全帯、各象綬チ

句、．
、

ームと溜池クラブは、暫く梅街崎して舷窓穎りに動いた． r戦lまん銭線

型車する尖sさうした言葉が音量云いとなく起こる．練習は猛烈になり人員

は加はる． f好敵手来れよ』溜漣｛拠型民主S生ま九て半餓後にlit盤貴唱の第一

場面が贋開さ札んとした Jl 3＇のである．こうなると、次第にハイカラ

の中でも乱暴で、バンカラ風という意味での蛮嵐が目立ってくる．当時

f銭僑があって戦闘約締縛が横議してゐたJ’4) g相場農学校には、町国
一平がいたが、彼はそのころ、 f剛f育設俊の士で繁簡素小手でデレクト

キャッチをやって鴛かしたJといわれている＇ I引又、 東京の明治学院

｛波II大学｝か ら東北学院に転任した事pJll ~事浪によってできた東北学院

の野綾子ームなどはまさに蛮鼠が東京から織方に伝婚した形をみせてい
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＠号、e；、んみ；！ザュ
、＇＇－＇•＇－＇！りず
ー計九＇l~；誌
次冷長照費量
.,,. w可＂＇＂＂:SK•！）勾：わ均！Pi
川主主‘：

早稲田大学問都創設織に活躍する押川｜消の兄が べ鍵

白ヨ与野線界において後々野ままについての神話を形成するぺくスポーーッ子、γケ、

ジャーナリズムの一員としての文士の位置を占める人物である..彼4ま‘g

る．抑Jll零i良は、後、

『明治学践においては野E京協員として活援し通事「て二年違告書して落第す

るの名誉をにない、厳父が管理していた東北学院に田舎洛ちしたのであ

こりずに野球続を創設した．厳父は膝下において厳震監

そそこは侠男子のことだから、野良犬を殺し、

った．

督するつもりだったが、

漸次生徒聞に磁の肉を教~て’食べて教師や阿級生をヨ韓併させたりして、

J 16》と東京のfl関たる勢カを篠えつけながら野球郵をつくりあげた．

野ij!をやる際の風体をも伝鎗したと考えられる．B誌を東北i：持ち込み、

「投手押111... aシャツに猿股、捕手某…ヲラジ＇:r
三塁手吉村.＇：・，二塁手石塚…猿般にヘコ宇野、

そのチームの服装は、

一塁手系…裸体に猿綬、き、

自シャツにま表股；遊費量手矢部門・保体にハカマを箸期、外野手莱…Z買に白

僻巻、腰4こ越中フンドシ．下半身はま寝殿一枚にせよ、上に白シャツを着

周していたのは押Jllと吉村だけであった。 f甲川君事浪は明治学院、吉村41

他の途中は、＇aj£刻中学出身とそれぞれ東京の空気をかいで来ていた．

とんどが上半身’裸体であり、なかんずく外野手某lま越中アンドシ一枚で

遊.手矢野がJ、外野狭しと走りまわって、相手チームを唖然とさせた．

カマを着粛していたことは、チーム随一の礼儀正しい選手と相手チーム

これはゴロを後逸するのを防ぐた何ぞ図らん、

と示されるとおり、パンカラをよく署長L》7
 
1
 
J
 

？でいるィこのような蛮風は、学校聞の対銃試合になると一段とその気綴ー

プレイに熱を入れるようになを高め、学校のプライドをかけて応緩に、

明治23年からの r一高時代iである． 。ζるJこれが、激しくなるのが、

rまさに妓量があって戦闘的事青神が倹溢していた時
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から評価されていたが、

めの自衛療裟でそあった．

そして、



代であった． また‘

自分たちの社会的地位 意駅
( :;:rfJ糊

上Vli階腐に所属するもの ＇ :' ＼＇’／1:/.1 

て、 安fj'jまを行うことは彼らのプライドでもあり、

をti!徴する という意味をもっていた． つまり、

として、あるいはその子%として． またiYIま九た空宇土として野猿を行う

こと、 そしてその妓最に努でることは、 f皮らの身体的能力の車総性を紡

示する と岡崎に、時代を先限りしている という窓線、 すなわち後進国日

本の中で彼らだけが欧米先進諸国の文化を担っている存花であるという

g：織を満足させたに違いないのである．J I 8 > とその符微をいえるだろ

う． しかし、この時期において、移入剣のハイカラ風から徐有に蛮風が

野 r~ 文化の中で芽生え、 さらに、 学校rmや古学校対クラプの対銃試合にお

いてその鋭争心が高織することで、さらにその夜風の気が広がったと秒

えられる． しかしながら、 当時大学に入学できる、もし くは商船、JflJ王代

を払ってクラブで野r;R ができる~は． i'I: 2 ）でもわかるよ うにエリート

中のエリートであって、 日本の望~~ま I！.ょtit~ISのを士会的地位とその身

体的自Eカを誇示し、 欧米文化を先取りしているという非常においプライ

ド＇.！議の中で鹿内に広ま っていったといえる． そしてその中で、蛮E員、

バンカラ風が、 他のチームとの対抗愈織と絡自宅ゥて浅透していっ たので

ある．

( 3 ）一高時代（明治23年（ 1890）～明治36年（ 1903）頃｝

明治6年（ 187 3 ）関街£1!俄学校と 共に聖子球が初めて毘本で行われたと き

れる開成t創立、明治10年4,IJ東京大学予備門に改称され、さらに明治19年

。（18 86 ) 4月にエ利予備門と法科予備門が合併し、第一商事F中学校に改め

られていく中で、 ベースボール会すなわち野l'J?ti! （，他の学校やクラ ブ共

有プレイを続けた． しかしながら、 明治20年頃制維を纏っ ていたのは、
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：み・＼減縄
平附県の新績アスレテyク クラプ｛明治Z3年解散｝ 、溜池クラブ｛吻応対

治 20年赤lfi クラブと東京クラブに分派｝ 、 駒 Ii農学校チーム、青山~If

学~チーム、白金ク ラブ〈後の明治学院大学の前身である波.大学の岡

野会）であった. 19）当時の第一高等中学校について、 その郵誌には以下

のように記してある。 r…当時畜舗のま主たる、朱だt量目を号iくに足らず、

特にノッタを催し、 E創立紙合を挙行するも、運動を愛する士は大Jf&lf{ー

トに勉め、ことに商業綬との費量漕Ii益 4佳療に入り．又ストレンヂ氏の

紹介によりて、型電S民の外人と重量漕し、或iまヨE く 3臣家事車内の周~を読み、

我tt.11.の幾分は巳に此毒事隠士の閤に発生し、鍾水は畿に校旗の1現行をS干
"c 

せり、然tl.ども、野E曜は糸だ校友の普知ずる所とならず二十一年前めて
Lつ

新入金を悉めて入舎せしめ、舎庭に於て官官に絡を以て球を打ちしとll.'

素より練習と称すべきにあらず、 きれば此年始めて波媛大学とft合の事

あるや、 一中的勉買 向不見を ~り方に用いて、 見事跨を脅却しが、 業後に

いたりては未だしかりしなり、…J2。》というように学内のスポーツとし

ては、ボート会に押され気味でかつ技術的にも朱熱なものであったので

ある．しかしながら、明治22年（ 1889）に本郷肉が岡仁枝舎を移し、明

治23年3月から害事稽舎が完成して、学生が皆、入費量するようになると大

毒症して野波留に加入するようになる．この嘆のことについて第一高等学

~・
校野球部受は、 r…二十三年三月に至りて開策せしを以て、会員は皆奮

って入療し、策寮の論議を以て話すノック場とし、球場を条食後のノツ

ク及び試合場とし、土手下を以て投げ合の場所と定め、球鯵の§、日夕

また金銭を単語ヤるに足らざりしも：e.に寄宿舎内を
" （も・《h4こ

ついに拍手歎呼の一癖

ず、ぇ絶
’
』場

し

晶
脚

”
ν耐
帽

遮

H
風 毎夕のノックを傍観するもの頗る多く、

を生ずるに至れり．この－＂こそ後家試合に活気を添へし f帯電次隊」の

鰻淑なれ．… J21l l:~寄宿舎における野球熱の荷揚と試合に対しての猛

-102 -



.，、
、

幻滅d
！叫l' 場町I

綬習、さらにそれを応緩する応俗図の前身ともいうべき 「湖次隊』が宛

生し、

たことをあらわしている．そして、

点の大差をつけて筋った後．阿5月17臼向が問＆庭において明治学際を ふと

r ...一中（..,.. ',¥ff;{ '・' 迎えて試合をする．その当日の燃織について!ITfr,R都史は、

高｝の鍛容巡だ奮はずして、第六前rこ鈴てet：こ六鈷をゐせり．この臼校
桜の柔道部も亦た大曾を俄し．品・；，終りしを以て議マぽ助に来曾し、織

が鰍の敗勢をみて｛；）域mmしっ、総へ館けるに、たまたまー狩人あり♂
¥.' t •4‘－，、‘．校庭の痘t員を悠えて場内に侵入し来る．衆~~要望組を怒りて l!.tYtせんとし．

柔道部の誕h九づこれに）I.:り．採集之につづいて将に柳川んと し‘封

白・
8

・
、

d
B

．、
。、、．

iiの際に曲線の者或l左右りRIますものありて．外人の間部に負傷せ しめ
たり．…（中略｝ この洋人は北米の神与問士インプリー氏にして、指

。ν
illのぬに派）f1されたる人なっし．鋭、彼!J1!l'.£殴lの往復4こて．ヲ担も？首相の

‘’‘... ~に派遣されたる人なりし．後. t境事lltt図の往復にて‘ f世も1書自の，f11! 
’ζ 勺 ？を制 し、 彼よりも尽を~えたる if.1訟をお｛し、 lJf むなくして局を統ぺしが、

之AらA

官？日の試合はこの'ifl骨Lのためにー的事事いを失ひ、

2
 、，

の出来事にt¥を失ひ．

間
関
り

教

ょ
の

し

家

せ

自

鈎
企守。‘
E
・、

金

に
a
n移
つ
ゐ
右

凶

且

ヂ

、
し豊中不た亦氏村手滋’E軒、

崎
』
7

巡に、中止することに決し、倒的なら~るに罰虫色tせり. J ？？》 とある..

一中堅守Eまが.ff 1*舗のみならずここにでてくる虫色道舗を例として、~内

の多くの学生の.ffiIllをz』？に戦うようになっていたこと‘ :tた、勝つとい

うことに対して災常なくらいの執念をむつよ うに玄っていたことをこの

『インプリー郁件Jの記述は物話 勺ている．また．これはー寓のい

わゆる縫城主線（詳しくは後述｝による繁斜の腐を総み悠し巾はした

者に対してー窓生のプライドが許さなかったということにもなろう．

そして、このインブリー事事件をきっかけにして打倒明治学院、 また、
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今

ヲ』三 ー’

学校挙げての応織と盆練習が行われていくのである． r It夜会員11、今

自の試合は全敗に作品も．務敗.illに類せりとなし、怒〈舗似し、予85,,,,: 1l~！＇， 

悪事をなさんことを緩ひけり、Jlt欺!tl以後のペースボーlレ会は、 最も主示 ・？；；；：，，·~・

るが為に非ずして．
,.,.,.,. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
if理事たる働中一片の気を.11.RにtEして外に.示する

ゐJi1: ~h. ；， 、而して綬船主大挙して是れが後錫となり 、 ベースポール

は巴仁枝設に進み． 告か位Bl.it~二え主二んを ii-?-t ： 共お気き色bλ

とせるの時な りしを以て． fiが舗の寛告は袋自の比にあらず、後勺て其

責任亦2亘書を致し、 練習頗る狗猛を緩めたり・... J 2釦と野望聖書官能に記さ

れているように1寄るべ怠学校の名誉を傷つけたことや敗北の屈辱に対す

る臥軍iiW胞の1念が明砲に~れている ．

その後、 問23年11月 8臼向が同校庭に明治学院を迎いて試合を行い26

対 2で大野、 f習時使拍手帳声の裡に、 我選手11初めて二十四点の大野な

るを知り、盗事相持 して相自泣ぜり、 ・J2‘’ と猛篠宮Fが，Eわh.、E書利し
たことを大変喜ぴ．抱き合って涙した．そして、このl&J院はすぐにむ毎

下の他の野球チームにも伝わり‘ 11月23日lこは、各学綬の有志を集め、

考練な選手の多いii?ti!クラブと対駿、そして32対 5で大勝する．一中の

選手、J応援箇は練¥Wにつく’線磁の激しさ、 それを進8Jlf flし、全校あげ

ての見学をしてきた ことを思い、 ~3駐して抱き合って泣いたとされる．

25》ー中は、これで郷下の名門明治学院とii:泡倶幾舗の阿1iを車買ったので

あるが、治まらない商チーム俗、その透合チームを作今て一中に銚撃す

るに至る． 一中は、銚般を受け、 『是に於て袋告書1ま死カを費量して耳障を争

はんとし、軍事習制よ りタに及ぶ…J26》と猛練習を録 。返した．そして、

明治24年 4R2目、一中l;t明治学院."i@i色倶楽部逮合チームを10対 4で

豊島るい ここにおいて一中の『覇業が疎立』 したのである．
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このような『刻重量の礎立J、

中学校という名称だったときの、明治23年3月に寄繍舎叡ljl置ができ、寄宿

ずる学生が大挙して野猿部に加スすると共に、綿織主議による竿生の設 • :t''.:ji 

JI.発織のために野~など運動に学校すべてがカを注~、 対外試合やa：.：習

を声mし、応怨したことが基怒となっている．対外統合に学生が大常心
て押しかけ膨利するや選手と抱き合って割高をllして感激したり、選手も

対外紙合で恥をみせんがために日々努カ符進して猛練習を繰り返したの

である．こttらの締神の背景は、どこにあったのだろうか． ． 
1弘

明治21年（1888）第一高等中学絞教頭に就任した木下広次l主、その斌

任の語~ill.で次のよ う に述べた． 『現時我日本Ii詩人自重自敬の締神に乏

しく卑懇無作法の風習言者君の身近を間総せる世の中なれば此聞に在て諸

君が心を正しく身を修むると云うこと Ii！既に図書量な原案にして諸君の昔奇

心も被療さるるなり、怠てlま'if＇こ諸君 の狭心肝要なり、夫れは他にすドtず
綬外一歩管敵高等中学創立鰭績をりとの党倦を詰た元宣するなり 」山

つまり、木下は、高等中学校学生を取り繕く日本がra重自敬の紛樽に

乏しく卑猿無作法Jの世の中であって、 r心を正しく身を修むる J為に

学生は f校外ーさ辞皆敵 J との ~i置をもっ必嬰あり k したのである．そし

て、鎚械主務を掲げて、明治23~手より全然瀞j を実施したのでめったL 木

下は、これら高等中学祭給、 『…上流の人にして、管支なれば、高等官、

商業者なれば理事者、学者なれば学術専攻者の掬lき社会多数の人々の思

想を左右するに足るべきものを養成する所なり』 28＞という滋有事しのき

え方を路践して、主士会の中のエリートを養成するために、徳予寺中心の教

事管を前面4こ出し、割安生活もまさにその敬脊の一環として考えたのであっ

た．このような、エリート養成のために優秀な学生を書軍事官させ敏育する

療は、 f…必ずや鶴子が地位と責任とを思い自ら治めんとする鯵遂を奮
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‘J山 $l.
療は学生々「ぢ：：＇k~~患なり J ~9＞と学生たちの自治主資径の上に成り立つもので、

教育の一環として重大な場であると考えにとって将鮪修養の渇であり、

・ 4

'?D~－ ・る

「本校生、：この金泉市jの基盤の上に、明治23キ.9月には、たのであづた．

後聞に運動官官弁論錦絵tま郷軍事を銅線せる t2~会なるものを組織せよとの
e

－a
E・時の綬長木下広次先生の賛成を~ J 3。》各部ばら蓄量鐙こり、 23年 9丹、

ばらに活動していたものを『佼友会』の名のもと仁会学生の活動が組織

、
『全校の図餓と文武にそしてこの校友会の目的は、化されたのである．

つまり学科諸課程の学習以外に会人間的｛車線わたる諸武三蓄を鍵Illする．

そしてひいては佼風を築きあげるに役立てようということ』を志すこと、

31＞であ り、 会人間的修織を志すという回棋のもとに全校が一丸となって

ひいては校風を策きあげることを主眼としたのであヴた．各錦を応拐し、
‘． 、
・・2一中の籾業建立は、木下広次教頭｛後、綬長）をイデオロ

ーグとして後々エリートになるべき学生が 『心を正しく身を修むる Jと

以上から、

に

・を
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’風

文
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会
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場

J

の
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醐
培

養
・
艦
隊

修
・
を

神
・
受

精
・
武

た

・諮

っ

る

い

滋
』ひいては、

主きみ存主』ために野総という遥動に全校あげてカ を注いだ状況の下に

成り立ったのである．そして、インブリー事件後に野球が、 r J!震を奔す

るが為に非ずして、お勃た与晶ゐニたら免仁義と主L1:-~山長ネ争与

ゐ主となれり』といわhたように、 単なる遊びでなく、 元気の精神たる

殺Jlの発拾の湯として野球を行い、猛練習による勝剰によってそれが顕

司王イtすることを一中の術締約中後にすえて いたといえよう．

どのような練習を符っていたのであろさてこのような一中の街ままは、

明治23年11月8日対明治学践との雪辱駿で一番打者だゥた中馬E貨は

『夜祭四方ニ謡ヵリ時二飛被ノ逃Jレヲ見ルニ鐙

うか．

，一

τ 

'・ 
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クレパ絡然．

子、是ヲ受クレパ商修二ー種ノ軍事味ヲ主主ス痔鎌ヲ益三スレハ鉢溢己ニ上リ

ヨ主身己ニ傾然セIレノ徴ナリ何ヲ著書シテカ成ラザン受ケテハ返シ返シテハ

受クJレニ随ツテ丙搬ffデ主主シ吐息蒸気ノ如ク初メエハ上ヨ史ヲ脱シ終リニ

ノ、…（中略｝…人ハ管外套ヲ線ヘルニ殺’E湾人ノ担曜休二シテ満身ノ量Eif 

;rニ似タリ相重苦スルコト一時間…（中園高｝一投ケ合ニモ復タ仕合ト覇軍ス

ル者アリ 1ll 2）すなわち、どんな冬の寒いときでも業手で役げ合い、石

を打つような痛みや奇書簡をま塁て、ー穫の司E味を覚えるようになり、体も

緩まって、 r佐倉』ともいえるような投げ合いを1時間続けるというの

である．

こうした練習は、その後－i!i~練習として後，qまで伝えられるのであ

る．校風の発織のために何としても麗つという勝利支上主穏とそのため

の銭煉主義が脈々と滋れていることがわかる．これらの精神性＇~、その

後の一中.-aの野球史において厳戒されていった． ． 

明治24年（1891 ) 4月 2日に明治学院・沼港倶楽偲遥合チームを絞っ

て「萌集を萄立』して後、ー中聖子~昔＇＇孟、 24年 2戦 21書、 25年 1職 11 、

26年 1勝 1敗と少ない試合数の中でひたすら練習に励んだ.27年 5月に

は、 『年々 1回行』まれて今に及ぺる府下際会大会の理illなり、・・・ J3 ll》

とされる混合E式会を慶応義塾、高検倶楽部‘正則予備校、赤絞倶楽錦、

脅山英和学枝、学習院から計10名の参加者を待て行って はいるものの、

同年 7月の高等学校令により第一高等学校に改称された後も外績とのlt
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合はあ まり行われなかった．

~らくはかかる者しきトレーニングはあらざ 1 主説、
．仁ヘ~（）；1，：：路島

まこ とにこの特典なるー・1 刊、＇tt)if＃、

練習は、しかしながら、
34》

く『天下広しといえども、

これ何の飲ぞ．るべし． いわく資任これなり．

またわが都また一刻も進歩

、い仇，，
q
，、

JF

｛‘ー‘
A
E
t
 

．、．
』 35’とあるように鍛錬と改替を練·~の伴侶とするを忘るるべからず．

に鍛錬を1重ねて、必ずや勝利しようという精神がみらわれている． これ

は、 明治29年5月に行われた布1の国際総合に llt 手として活~i した 11井鍛91
、、．，

「｛外人使用の;f.-1レは）白木人の；Ftこは:ruの練習にもいえるこ とで、

それを克服する方法として彼l;t特に返さ5.すぎるし大きすぎると考え、

156グラム｝ 、m倒9.5インチ｛約24センチ｝のボールを途5オンス（約

腐ならしと問的に鵬やmのカをつけるこれを自信の鎌湾問とし、らせ‘

ことを考えて毎日このポールを役げ、t阿が降れI!Ii下にネットを張勺τ

またパットは獲さおtげつづけた． 35オンス（約992グラム｝以内とい う

I. 134グラム ｝乃ヨ［45オンス（約l.当時の規定のところを ~oオ ンス｛約

J 36>とい276グラム｝のものを透らせて毎晩ねる前に千本織りをやる．

った練習をしたのである．i主3) 

このような勝利至上主務、 鍛錬主殺の一高野総の 紛争布は． 明治Z9~事（ I

896) 5月23日に繊浜公聞にて織浜外人チームと一高野E長官怖が初めて悶餅

4で－il!iが大勝すると日本のナショナリ ズムの'i$錫と

日本の武士道紛神の延長上4こ野球の精神が位叡

29対試合を行い、

崎町浜外人チームそのことについて．説会当日、

いった窓嫌が付加され、

づけられるよ うになる．

「今日の勝

と

また、豊野eRl;iS -It松関｛， r凶名を鵬

iWi式修練はその奇襲勝史の図をなすものなり．

に勝利して
も.，，，" 

備校した選手＆.ぴ応t翼団に対して き宇佐総 ft の~MPa 間目別立‘

単に殺綬の勝ならず、話むって郷人の勝と称するを得ぺし．…J37 l 

日本人としての勝利を強翻しており、

-108・
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すること突に守健氏の言の如し、而して我不肖館長の任に当たり、憂慮，＞’
”“霊 山：ゾ愉λ（，

寝食を忘る、者数日、 幸ひに諸子の手に潟りて以て書事名を毒事訴ざるをi4f二；~~.... :I. 

たり、話革手の労を謝す J 38> と－11;’F~告容の名誉をIiつけることなぐ・

勝利したことを紛えている． そして．織多の悠般の中で木下広次前牧長88・＇.・ ＂＞：・”； 

の手簡が続まれ、 『部員たる者'.iIしく心肝に銘して、 n; i置にilllまんこと

を勉む可きなり、J刊〉と官官誌に表されているように飾tJlたちはその旬。

績を11*く心に刻んだ．その時2級の内容は、 『ー‘ B奇襲尚不失礼．勝而不

後敗而不後l立、 日本武士道の本2まにして、第一国i等学校の夙に特色とすで

る処なることを、 1、g:人少:tt:1寺第者は、 独 0妓衡の点のみあらず、

智識の点に於ても、 向く光鰍ある全勝を侍するの資務あるを記憶されん

ことを、 Jというもので． 日本の重完全道の精神のよに野献を捉え．学生

の志賀＼fl，錫、綬鳳の作興、 そして、 会人間的な成長をするill王手像を!111~ 

及び野球選手に廷していたことが理解できる． ょのような武士道の粉鱒

は、 その後一廟強化され、 -It野球郊の特徴となるものになった． その

ことは、 明治35年の野球部~に f我部の抱徽』としてまとめらh.ている．

「（ー｝修養と4ll古事

｛略）然るに人多くは野球を解してlilに妓巧の妙を説書猛£！（l.l!l球を学
いきを．，

日く、西t草伝来の総伎の如きIt0も続伸修重量にftせざぶものなりとし、

るものなりと． 果して然るか、 然らI！野球の効何れにあるや．野f:j(l;i勿

論我国古有の殺に有らずして．:it西洋奥曜まを＊ぷるは事実なりと峰、然

れども此敏一度郷人の手に~Ifれんか、 ~第一高等学校の~技とならん

か、 fti書ゐ晶画主たLをしを俗おき主：：i: L~霊祭た会 LJ古住をおとゐht 
なるなり．

洋人の型車聖震の利をま見くを！聞くに、 日｛ー｝判断を明夜敏活ならしむ、

｛こ） JJ(脳を明1属候明ならしむ、 ｛三）身射を強健ならしむ、 （四｝炎
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同の鼠にならしむ云々と、

を以て満足す可きに非ず、

れなり、側鍵勇武の気これなり、 i≪往遜巡の僚、これなり、

放に事史書官は絞原発揚の大径を負ひ、

なり、ニ者相事事けて甘S誌を草寺んとす、突に我第一高等学校野~舗は精神

修養を以て標携するものなり. J 4。》すなわち、西洋の野裁も日本にお

いては、続4事修重量と品伎を0くものであること．さらに野E震が、日本に

おいては、①質繁倹約の風があること、＠際健易食の気のあること、③

it往遁遂の慌のあることが利点としてあげられ、このためにー高野球衡

が校風発揚のため自治集をYi！！に締神修差是を中核にして活動しなければ

ならないというのである．さらにつづItて、その野綾部史は、

f…｛二）我都と対外仕合

…キLl訟は我部のもっとも震んずる所なり、正々たり1t容、盆qたり笑

儀、事いをバットの間に変へ、 勝負をポーIレに争ふと fl、;Jt心や即ち光

風明月酒々落々たらぎる可からず、主hそi£if. , iL ~..l －（白ヤこれfi郵

の面白たり．

－｛五） 4支部の主義

‘＂.＇主幹止fl震にして外見F事務なるは吾部の業にあらず、型車球威を起し疾

理主砂を倦くも、鉢を以て之れが隊となし、健続伸べて之を緩ま~！、何ぞ

巧者Eを論ずるの余地あらんと、・・・（中嶋）…巳にtit怠あり加ふるに練習

方鍛の事ーに長；tゐ主主を待つ、…｛中略）…番人は脅るが為に一高的
総司，s

と呼ひ健男児と云ふに~~ず、依て以て 自ら恥るなきの修聖書を加へ、重量く

ぽ延て他を化するの突を荷量げん.を是期するものなり、…J・1》と、ヰL
の綿神、，＼体を張る武士約，慎重量、耳るを知る精縛など武士通E的’骨格が一高野

球部，の中心、にtiえられていることを表している．

ー110-



円 ＇＇！NW＇＇駒≪＇11'被怒綴喜皇宮刷、 «i:if1,x~~~，いい綾織m.• " 

Rヴ弘品川襲撃審ゲ
d 又＇·νベ需ム：17~'.1,,

J号間！1''.:'.
‘主ミ

以上のように一高時代は、その前時代である軍事t盤側拠時代に比決定い一

学校の運動古都がその名答を儲けて日々務進努力し、試合において絶対勝ャ；

とうとフ・レイし、 それを全校診げて応緩するようになった時代であるお え

後の、 早慶時代l立大学にその務権が移っていくのであるが、この－~め

精神は、 以後、 一高対三高のま定期載をはじめとして、地方における中等

学校野球とその進合大会、 ひいては、 大正4年（ 1915）にはじまる全国

中等学校優鹿野E重大会にお付る試合の精神といったものの基態となるも

のである．

ここにまとめておくと、 -;i蓄の野球の特徴は、①「－ii範式練習』とわ

われる日々の猛烈なる線留、鍛錬主畿、②試合は、元気の締神たる校風

発揚の埼きであり、 母校の名誉を賂けて必ずや勝利すべきものであるとす

ること、 ③全校骨量げて応媛し、熱狂すること、 といえる．その思想的基

震は、 明治21年に敏搬に就任した木下広次の狭妙にわかるように、 r阜

獲無作法なJt壁の中に査をてエリートたる一中生が r心を正しく身を修む

る』ために 「綬外一歩管敵Jとの認識のもとに隠滅主重量を錫げたことーに

ある． そして、明治23年3Jlに始まる寄宿舎は、 『自治と 責任J、 『精神

修養』の場であり、まさに中学生らしく心身を修畿するために生活する

と之ろなのである． こうした中で、 同年9月には、 f全校の図績と文武に

わたる諸武芸書を’liftする． 会人間的修練を活まざす、そ してひいては、 f宣
、，
』Jといった目的のもとに『校友会Jが創設される．民を量産きあげる．

こにおいて、 2式会は、元気の精神たる校風~錫の婦であり、母校の名誉

を蹄けて必勝するものであるとの考えが確かなものとなる．これは；日

本男子~た野ま車線員として f 負けたら恥J という紛糾至上主議精神やJ

事官縛修豊島、s錬主総といった日本武士道を派層にもつものであり正木;f
司区次・カ~ ，、 積浜での初の凶際試合に勝利した際電線で記してあったように、

5・
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佼~で尊師タノ ヲクしているこうした紛神u、たことのあらわれてナある．

る応鍛図の然心なPI鑓にもあらわれている．

l
e
a

・

包一
λ

’U比

一、、，、．

e

－川、，

明治Z3年の 『インプリ一事

Z9年繍浜外人チームと の試合に400余人カ｛II.ま勺たり，、

試合に出発する際の壮行会そして、 t長の一高対三高の定鰍峨での.や太

．‘
 

室主を持参しての応援が現在の応媛風祭の原型として：存在していたのであ

早.時代に入り大学に~絡が移今た後も、 中

注4) 

この一高時代の絡神l;l.

宅事~綬宮野球脅~にほ！醤し、全盛I<f:l等学校優勝野球大会の体訴を形成するこ

とに多大な~響を及4ましたのである．

( 4 ）早慶時代以隊（ I引 i白 37~1'- ( 1904）以降）

①当時の中等学校野1*界

一高が、京都事＇fJ)ま界の紡織を縫っていた明治2S年（L890）から明治37

~年6月 2自に慶応大学に破れるまでの問、 野年6月i自に早稲回大学に、

会問に広まった．Eまは－ii草野草震の紛神と共に中等学校や倶楽衡を中心に、

、明治Z7年に行われた浪合試合｛策京府下の野alチーh<・がif!東京では、

成チームをつくり一斉に銚増置する形式をとっていた）が発laとなって、

毎年連合大会が、府下の型fllJ(チームを集めて(ii）ケ問。）－iiJjグラウンドで

-i富の胸を借 り、野球を教示して もらうという形での

事責維を縫っているという硲問たるプライ ドから横浜

行われたことや、

練習総合（-il!i l;t、

外人チームなどとの国際試合以外は正選手によって対抗試合を符わなか

繕欠の革ま手選手に主要守備位置を数名の互選手で箇

一塁手というようにポ

件 Jでの熱狂や、

る．

キャッチャー‘
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ジションmlで編成されていた．

至った．特に、術文脈中学綬、正刻中学綬、

協会中学校は、学習院‘明治学院、慶応護軍E、世f山学税の伝統ある古学校

チームと共に野球をさかんにf干っていた．まさに、 r二十九年以来、ー否

郊の野球界や気巡一時にかl~し、世をして、野般の銭たる気鋭11}往なる

臼本人に好漉せるもの．談に男子の後たる可きを知らしむるに奈ちしめ

たり…」 42. といわれる時代になったのである．そして．明治30年（l 8 

97）に術文鰍中学チームljーおに対し. 2駁してZ勝するなどカをつけて

L、った．

東京府下以外の側双II!!1iや東北地方そしてIJll源地方などにも一高野球

告書の選手が、出身中学に帰省した際、指穆するなどして.－？.草野緩め紛

紳と共に聖fel( Iま広まった．少し長くなるが、明治30~干の一高野＇＊ •t.11 裁か

ら号IJ脅すると．

r鑑みれば野球のSi＼難問けしよ り、各後進~の仮巡回:Vl Lきものあ・り、

野線倶楽僚の設立鰍4として.mれ又fl:学綬聖母総務の臼に.起するを見

る、銭面闘にヨEては＊だ全然首j.~ーす可らずと 娘、 Pll 々 u:憾の i置を有し久 世量

進時に老士を泡遂し、交りて矧掬するに玄りし曜まなきに11'ず、然り而し

てE員男性巴に四方に｛去備し、関東最盛にして漸次1陶磁にJlLく、獄中栃木、

茨鰍街中学の如きは最盛況を塁し、栃木中学l;tfft 1智弁を郎とし、袋線中

学は我台おに学び、昨秋己に対筑仕合を行ひ、今歳十月、再び七対八の

活酬を演ぜり、4黄浜商業学校事下静岡中学と争ひ、f奇弁を拘して大に殺を

修むれば、静岡はf去年怠＃を師として之に当り． 関係今に及び尚絶えず、

関西の商管領として允を交へしは、山口高等学校、第五誕百等学校なり、

互に福陶県術開に出で、稲戦ひ．自制政る、ゃ、 f宣告b、井白描長島等

JC;郷里の散を以て、続々山口に重り大にt毒液する処ありき、而して北銭

-113鴨
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の撚名高き第二高等学校に支りてl:l、近来頓に矧flJを袋はし、近く苔$ らえ4
> .ヲ

を織はんと告白すと！日！く、 野球il4の氾法は突にdtI崎に筏りとす、… 』， •~I ，；.：；；；~f(l議
1、，：.：Yi宏、担’z

森脇らが、ζをi、.:'(t~~~rw#. とある． -7.留の滋王手である哲I井、戸村、 総 41：、~口 、 弁殿、

1ti議者として．また郷.Ill.の先鋭として地方の4’学倹に出向志野球に対す

るヨ号えアi.練習iii去、戦術などを伝授したことはこのことから明らかで

あろう． 上記にあるように、栃木中学校、 茨城中学校、 第五百E等学1車、

第二高高等学校のほか、 l凋衝では、神戸第一中学校． 神戸商漢字枚、 開！；事

柱、 第三高等学校などが、 神戸の在留外人やキリスト理主主主役飾によゥて、

！野mlを行うようになった．

そのようなゆで、 ~知県立第一小学校は 1~1if:l261匹（ 1893) II月の秋撃

巡！励会にすでにクラス対抗の野総試合を行今ており、中等学校野球大会

の略語矢である'!Ui陣玉県途合中学，＇ffl大会を開俄した東海地方の穫でみ今

司F、～． この愛知一中l:l、i!I!動家であり、マラゾン王の名を待つ日比野n：を、
明治32~i;に迎えて絞備が充実し ． 1~1 i~l例年にはアメリカ、 ミシ:I.／ン大学

で鋪手をしていた D. レーマン｛名古悠災事1学般に赴任） をコーチにし

て活況を呈していたのて’ある． 明治3(i手（ 1901)4月30日仁、関西il!征中

の慶応大学に 11対 6で勝って以来明治4Z~II月14自の対岐阜師範学校峨

までに108戦して78勝22）肱 8引き分けの好成績を放している。その.，.で．

明治39年 4.flの東京遠征では、i位秒．中:1!F.. 空チームにして凹自主チームと対

殿、早大、E慶大． 一粛に敗れたが学習院にm利している． ‘4 ) また、’t 
鈎I一中校友会1;1.明治38i手に当時選手であった安fflft之軍事を中心に rff 

fJ(使用aという御物を出版しているが、 その中で「一枚ヲ代表シテ選手

タルモノ熱心ト忍紛トヲ以子、S克愈校名ヲ.グル持品メ二、lSC々 トシテ銀

習セJ官、 征テ鈎＆仕合ニ勝利ヲ得ル耳I多ク… （申書骨｝・・・2包手タルモノハ、

聞ヨリ自己一人ノ；：望書ヲ貧リ害事ノ事ナク． 亦決シテ倦怠ιノ風ヲ示ス勿レ．
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且議議ノ美徳ヲをシテ、決シテ、

熱心と忍耐のもとでの猛練習によって試合で勝つことが校名を場げるこ ー二

とになるのだという『鋼管縛 Jの定要性を強調している．また、後知ー中 -::' !,; :. "' 
？

2
2

・’T高
には、一高系のコーチがいて、日々の練習も『締神的にJ行われ、一高

精神が実際の織箇においても伝調書されていたという．付2 このように一

処方中学絞め野総務においても一高の緩持たる武士約な勝京j至上主畿志

向と武士道的な修業・鍛錬の精神が明確に伝織されているのである．

これまででわかるとおり明治末鋼、各中学校、高校4まその処方、地緩

で適当な1苦手をみつけ試合を命し込み、負けたチームij復讐壊を申し入

れるといったような挑戦形式の総合を不定織かつ偲月！J自切に符っていたの

である．こうした中で早慶尚代になると学校野線舗そして学校関での組

織化が進み出し、定期的な試合を行うための取り決めや協定が結ばれる

ようになる. 4？’そ して、明治39年（1906) 4月第三高等学校から第一高

等学校への銚戦に始まった一高対三高め定期織を皮切りに各高等学佼及

び中学校や大学で定期戦を行うようになった． ( -j1高対三高の定期総は

以後昭和23年（ 1948)8.RS日の級終耳慣まで37図. 18& 18歎1引分の記録が

残されている．時》）以下に犯すと、

目玉直面対七商戦（明治39年）

検浜高綬対検浜商工戦｛明治後期、 lfi警な王手次不詳｝

早慶磁 ｛明治36年｝

三回・稲門峨〈明治42fl三）

東京高節開店E中学対学習院中理事郷

市問中学対北野中学

仙台一中対仙台二中〈明治33年｝

が代表的’な定期戦としてあげられる．特別、 一高対三重Eの定期唱置は、
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「弊衣破縮、キト衝の高下駁という当時の高校生風俗は夢多い中学生4ミ ：；｛琴~j

とってはあこがれの約となっていた』のであって全国の中学生の野成熟 主主；ぉ

を極度にあおったとされている． 49》

そして、 このような定期臓は徐々に漣渥（リーグ戦）や大会を運営す

るようなものに規侠や書道凶を鉱大していった．新聞社や上級のナンバー

・スクールによる主催、 f愛媛で中等学校の野E重大会はより活発化するの

である． 表 3-1. をみればわかるとおり各処方ごとに徴綬ずつではあ

るが、 大会が骨量さ九ている． 当然ながらこれちの定期較は、 母校Q)名誉

を賂＇t必ずや勝利すべしと猛烈な練習を積み、全役場長げて応彼し、熱狂

したことはいうまでもない．応鎌田の編成も含めて－~精神といわれて

いるものがこの定期戦や野球大会で広がっていったのである．

このような、定期峨、野球大会を通じて中学校野君主界に一高締神が伝

浴したのであるが、明治37年（ 1904）以来、 -i.耳にかわって続権を患っ

た早稲図、慶応の野君R.には、 線神.望書をふまえた厳錬としての猛練習

はあったものの、 -i9i時代からあった f負けたら恥』 f絶対鱒たねばな

らぬ Jといった勝利玄土主iiの武士約締得よりも「正々堂々、男らしく

ぺストを尽くす』ことを11視する野~観が芸FI！えてくる．従来の線神修

重量、勝利玄上主重量の締神性の上に、 『フェアプレイ J fスポーツマンシ

ツプ Jといった倫理観が形成されていくのである．こtlは早稲岡大学野

球古都を創古事から支えた安官官磯uの観念が早稲田野＇＊続が覇権を鍾るに従

って支配的になっていったためである．従来のー禽締神に加えて、 フェ

アプレイやスポーツマンシッ アといヲた観念は早 ・慶の両大学が望号線界

の中心的な位置を占め、中学・高校野球績に、 コーチとして指導 したり、

早慶織の寄華やかなる !I~の中で中等学校野球に彫饗した． そして、大正

4年に始まる全国中等学校優勝野球大会において、その神話的イメージを
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形成していくメディアの側に早稲回大学野球部卒業生あるいはその関係

州側の神訟を形成する会う が｝議:t't'がいて、新聞や総誌などを通して、

まず早福田大学の望号軍事務を歴史的に途いながなるのである．次節では、

。，
、，
、’

モ・1

,,, 

、

‘ 

ら現役選手、安部車種ttそしてその関係者の野球般をみていく．

盟治却における中等生芋後箪愛広念~ 3 -1. 

地方 年 大会

関策他方 明治37年 2売総県内中学野E事迎合大会（ 5校絞）
明治43年 東京での中学祭主京大会 ( 8 ) 

東海地方 明治35年 東海結五燥大会 ( 5校｝
明治35年 三 主俗、関西野線大会 ( 3 t空）

中国他方 明治40年 六高主催、近県遂合野王ま大会

山陰他方 明if;l39年 山陰野球大会 ( 5綬｝

北援絶1i 明治44年 凶ii;主催、北韓関西野波大会
明治例年 新糧事燥大会 ( 4綬｝

長野県大会

九州地方 明治36年 .li荷主傷、中等野球大会 ( 4絞）
明治専門主催の大会

東北地方 明治33年 数岡県下中寄宇野球大会
明治44年 二百革主催の大会 ( 7綬）

｛ ｝内は著書加校の裁である
［ 荷車幸一 ；近代日本におけるプロフェ •y ショナル・スポーツの成立~

態とその社会的条件に関する研究
ープロ野放の成立を中心にして一敏背学際士鎗コ:c.
学、 1988.P.55より］

筑波大
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②早稲田大学野球郷の略史と野雪量観
も

慶応喜重量盛大学が、明治18年 （1885) r度応倶楽部」として野E震を始め

たのに対し、早稲田大学で野制開始されたのは明治例年（州）佐きg：：紛
れる．①当時の中等学絞野球界 に途ぺてあるように明治29年以降、東

京府下及び関東、東北さらに関西の中学校において野球は盛んに行われ

るようになり、ー高対三高の定期戦をはじめとして学絞閉での組織化が

進み、定期的な試合やIt校による大会が催されるようになっていった．

東京府下でも締文錦、正則、東京高郷附属、独乙協会、明治学院、 a!Ji5

理主豊島、青山学院の各中学校は一高をその頂点と した野fJ1界でしのぎを貯

ずっていたのである．そのような状況下、明治34年、東京専門学校を翌

年に、早稲田大学と改称する骨量備として高等予科の新入生を募集したと

ころ、重野ス生の中にすでに郁文館中学佼野録音事で名を殿せていた大僻武

太郎がいた．このほか、丸山二郎（麻布中） 、西尾牧太郎｛背山学院）、

康問好毒事 ｛府立一中）、遠藤市次（水戸中｝ 、鈴木霊（水戸中｝、河渇

広益（城北中）、清水拳緩（抑戸一中｝などいずれも中学で野球をやづ

ていた選手がおり、大総武太郎を中心にして『ヂャッフJレ倶楽部』とい

う集まりをつくって野E誌をやりだしたのがはじめである. 50’当初、

f早稲回中畿の少年たちと電車t人侮度＋総勲重量で敗北する所から、中星募

金lま『専門a絞の弱助弱l!IJJと冷型産した J51) くちいの野fまの銭術であ
ったものの明治34年の秋10月にははじめて中竿綬以上の学校との対抗霊式

会として ri宮崎ー高を徐いては扱も寅カをもった強チームマあった』 S2>

学習院と対戦、 7対6で勝利する．この結果をふまえ当初からヂ守 γフル

倶楽部の練習や試合をよく見に行ったり、会合にも参加し、事実上世話

役のような立場であった安部機1ltは、マネージャー役の弓館芳夫｛号を

小郷）、 と :Itに明治 35年 8月に早織田大学野 ~ft§を事IJl耳、安綴磯雄l立野軍事
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告書書事長にまZ任したのである．安織は．

仰をした後、剛山教会での牧師を綬て．

に学び、ロンドンでは祉会制度を研究、

を縫て、同志社大学の教師に復帰、

t置の誘飾にf!I＂＇されていた資年教授で νあった．

熱中していたため、野妹都宮苦笑：に就任する前にl止、 ?.f<l盤、剣道J弓遇、

庭援の各僚を統括する運動術祭に捻さ札てもいた. ~l》

学審践を絞り、早硲関大学として．野球部の強化にとりかかる うとし

た安部耳慣縫は、大徳島総長に滋米して邸韓民鋭校として野球の試合をしたい

筒・と、巡動場創設について大関総長に依頼している． 「…明治三十四年

の秋、学轡説を破って大いに気炎をあげた野1*a容には、まだこれという

運動渇がなかった.'1. Ii、いろいろ考悠の末、大隅総長のl脚力をこう外

はないと考えたi当時、総長はIll!it;の付近にある所有の悶憎を初めたて

ておられたので、訟は一日総長を鋭うて J;f!の－~習を重野総運動織として

貸与されんことを申し込んだ．それと同時に抵は外国における国際競教

の有織を狩述し、もし早稲回野flt 聞が将来羽織~tt語る日来たらば米邸溜

征を試みて年来のF現惣を笑減したいという希却のあることを罪事心に説明

した．総長は大いに喜んで、必ずその目的進宥のために助力すべきこと

と運動場の新践についても学校当局者と協議すべきことを快諾された．

これがため、私Ii軍書館をもって溢手たちに米凶遠征を約殺すること、がで

きたのである．… J~.） と、運動場を悠殺して、真に野~にカを入れて

いこうと決意ましたこと 、 さらに野~t婦が務復を縫った後．海外巡査Eをし

て国際試合を行う計画を持っていることを明らかにしている．このよう

に野妹都強化に本肢を入れはじめた安錦織t症は、明治例年の冬休みを利

用して、鎌倉飾箆の綬庭を借りて4聞のスプリング・キャンプを行った．
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部；t肘
万銅線、朝日新聞に入社して金銅中等学校優勝野球大会を』まじめ、学生 併。

回大学に入学し野球部にス郵するよう話をしている.55）そしてこのふ

たりが創部聞もない早稲聞大学野主意書官の繍神的支柱となり、また.戸は

野娘、社会人野球さらにはプロ野ままに到るまで野線についてメディアの

また押川祖母の兄は武侠小E従軍芝、冒険小銭家側から雲.＆した人物である．

，
 

‘‘ 、
この後、野球について多くの言誌で野である押JI(：方存 ｛号を傘浪｝でヘ

、産量界に鯵響を及ぼした人物である．矯戸倍、持Ill？青のほか、明治35王手に

水戸中学卒業の紬信次さらに早稲岡中学ti!文館中学卒業の戸塚葉、i立、

からの太田保などそれぞれ各中学校で盛んにおこなってきた者たちがλ

56l 

早硲回大学聖子波留が創部したばかりのこのk抑止、手本と Lて－11iをお

いていた．例えば、明治35年10月にJf{京専門学佼から早福岡大学に改称

する際、磯崎な記念行事が繍かれ、重野球俸は新しいグラウンドの創Hと

名実ともに安毒事破穫を~長として費減都が創移したことを記念して野聖書

大会を行った際、紅白試合の審判4こ一声高から小林弥之助を錨則するなど

野~観む鮫似するものが多かづー高式の努2J!を見習っていたのであり、

学習院との言式会でも一高出身の.山信またこのf炎、たと惣像できょう．

太郎に審判をまかせるなどー高涜の望号線を手本としていたのである. .5, 7l 

早稲図大学は、この学習院署員後、 I1月に独乙協会中学般を行い、鎌倉師

9l学校校庭での冬期練習さらに明治36年に入り夏祭休暇には浜松中学校

校庭で合詞練習をし、そこで浜絞中若手や東海玉県連合中学大会に出喝し

勝利するなど着荷とカをつけていった．ていた強豪雪E知一中と対戦L、

さら4之、’10月10自の機浜アマチュア倶楽節に 9対 7で勝刺するなど制額

そして、 11月zo日第1殴の早慶般が行わ

学した．
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れるに至るのである．

次のよ うに惑いてある．少し＇＊いがヲ IJ脅する．上巻』には、集
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．、「戦鎌黙すると共に、官＠一高が厳然とJfi界Lこ;g・・E島することtt：、＇~,w. 

放して崩白いことではないという不泌が、私製の後進のため、のため、

入荷の聞に貨を絡んできた．野球を私。の手に移し、 ． もっと民衆的なも

もっと大衆的なものにしたいといふ野望が、新く議者のl却に燃えて

きた.f幸に自由を.ぶことに厚かった早稲聞に於いて、 これが甚だしか

しかしさうするには線、与のiflitt・慶応と鑑三f.し、った． 機いを交へるに掬l

くはない．乏しこの税窃の二大様成が利得つに玄ら』王、天下の興味と然
e、. ~.. 

~！は翁然としてこつにま島まり、 5奇跡tは大衆と共に閏lt骨なる泌渉媛逮を巡

か、る見地の下に、げるであらう． • 
ここにその使者として総戸偲．押JIJmの

二人が三悶Ill上め前F帳台へ度目Eの主将Z草原治をま由ねたのであった．－術的

総戸信は芝に忌往して．休日などには三聞のグラウンドでノヲクバット

この歴史的曹見は少しなどしてゐた関係者から個人的にも税交があり、

!I悠1iでもtPJj!に快言着した．場Zろ総絞的に進められ、も四角張らずに、

第一同戦を慶！＇！方のグラウ ンドに於て＠行し、 ;It後はグラウYドを交代

毎年緑秋二悶に1111し、審判はー務若しくは俗習院などの第三者

j’ン，4・
からillぷ規定の下に、ヨド邦野球有史以来の意書Eある緩手は絡ばれた. "' 
?, 

者を除いたものであるから、 まづ者H下第二涜同窓の試合であ今たとはい

にして、

後年S晴天下の好球~を早慶いづれかに訴半する然狂的野球般の叙＇＊

J S8》ここにみられるように、

へ、

”にこの時に植ゑられたのである．

11i'苦手一高のもとにある続縦に対し私学の早慶尚大学特に阜穏回大生存は、

大衆と共に野1*の進歩、発達を遂げることを目指して早が定期般をし、

稲回大学が慶応に自主載するという形で早慶戦を｛置すにいたったのである．

の、

早大野老Efil の主主父安部織~氏は、

IIに銚載すること を快諾され、

l主、
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この一線は11対 9で慶応にiLZ:があがったが、

ていった．そして翌明治37年5月27日に学習院に14対 7で勝利した後、

6月 1自には一高に 9対 6で勝ち、その3日後の 8月 4自の第 2回早慶戦

で13対 7の勝測を得ていよいよ早稲田は球界の靭鎗を鐙ったのである．

｛その後の学習院との後棒較は、 7月初日に行われたが、 3対 2で早稲

田が勝ち、又、歌、！（）月30臼の第3回早慶戦も12対 8で早稲田が勝利し、

その瓢維をii倒たるものにした.J ~9 り

このような早稲田大学野E史観の頼書Eli玄の底に渓れていた締神4止、何

だったのだろううか．ひとつには、一高野線にaeをとった一高情神であ
る．マネージ守ーの弓館小郷l止、明治37年8月いっぱいJi象キャンプを行

った茨城県竜宇崎中学校校庭での練留を次のように記している． rx気

事干昂たる選手はますます練習に努カし、室長天の下に自ら運動窃の.をむ

しり、土をならすほどの熱心、さをもって奮励した．もちろん夏休みにら

大紙郷黒に帰らず、 fl:ごろからテクテク運動場に出かけ、時々土手の上

にこしらえたよしず張りの日選所に入っては休み休み、驚くべき練習を

したー J60）ここにあるように早稲図大学野京自由発展の中心には、猛練

習があったことがわかる．そしてこのような猛練留を支えた中心的な支

往はやはり、 ー商事情神にみられる修豊島・鍛錬の精神と、勝利のための猿
ザA

平野E朝｛明治38～42年） I立、 「野球を以勺て玩練習の望号波書見である．

語的一遊戯とせず、またこ九に積象的傾注を与えず、常にむ主ゐ食品き

動~－ ~lもら危訟を計るの具となし、 以って純粋なる包キ品缶詰を祖述

せざるべからずJ6 1》と述べているし、伊勢田剛｛明治40～44年） Ii、

r健全なる務神は健全なる鍾躯に宿る…｛中間島｝…耳葬祭的佐賀の殆んど

会績を覆ふものは鱗t史的佐賀にほかならないのである．…｛中時｝…野

球の生命は男らしさの外に求めることはできない．…｛中時〉…要する
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園田

（中略）…一切の男らしさ真菌自さは元より、長剥た与告キゐ先晶、キ

m~告ら主主、苔寄宇の品＆に祭殴の光輝を放た しむべき…｛中略｝…知

可なる場合に於ても器等が4寄与であること、而も匙長ゐ主とある台与で
あることを忘却してはならぬJ62）と述べている．ここには、修養途中

の青年が、男らしく、元気と不銭不鹿の意志で野聖書を行うことをIt復す

る考え方がみてとれよ う． 早鶴田大学野波書事にあって、特に現役選手途

は、省時代の一斉王者野援の 『精神J－元気の鱗縛たる綬鼠発揚のtiとし

て野戒を行い、事帯林［彦!fを踏まえた鍛錬としての猛練習をするーを引き

総書「、球界での羽織獲得のため猛練習していたといえるのである．しか

しながら、 『何が何でも勝つj あるいは、 「負けたら恥』といった宮艇

は、現役選手にあっても見あたらない．これは次にあげる安郷軍tttの思

想に由来するものと思われる．

では、早積極大学野球留を創部時から郵長として支えてきた安務磯縫

はどのような野線鋭、スポーツ綴をもっていたのて’あろうか．安部磯総

は明治例年（ 1901 ）創部したiまかりの野球部が古学習微を破ったとき即座

に大震総長に国内で頭指を縫ったら渡米して国際書量殺を笑現したい旨を

打ち明けていることは前に述べたとちりだが、これは前時代の－!iM神

における f必ず餓たねばならない』とか『負けたらおJといった勝利至

上主務の観念からでてこない発想である．アメリカ、イギリス、ドイツ

で留学をしていた穣この限際鏡抜について感じたことを次のように述べ

ている． 『余がう転閣の滞在を終りて英国に控室りロンドンに主導者したのは

明治廿七年七月十二日であった．…（中略）…其の年に於てはエール大

祭が合衆国東部に於ける諸大事Eの中のチ守ンピオンとなったので終に大
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西洋を越えてオックスフォード大祭と試合をなすに至ったのである．余
E、
/I 

は~く英語士1患に感動されて何時かは日本に於いても斯の如きことをやっ

て見たいと恵、ふに…｛司羽田自｝・・・先ず西洋人と競技の出来i寄るものは野球

・｛中略 ）…主主~で余は早くも野線に自主って翁外試合の目的を透したい

と思ふた．… （中略） …金丸鼠色i:t島伝与らもゐk~ L最長主面Jti;:か
なからぬ恨値があると余はf重じている． 今日は何事でも薦問的に経営し

ていかねばならぬ．…｛中略｝…若し早稲田の選手の渡米が、線分でも

会の目的は透した新の如き膨張約締1唱の~揚に資する所があるならば、

合衆凶のエール大学と英国オックスフォのである…J63》ここからは、

ード大学との対抗試合に$11く感動したことで自分も野球により国際鷲妓

さらに安績が野総の試合において鯵敗大会を開催したいと思ったこと、

そのものよりも競技それ自身に価値をおいていたことがわかる． この

という考え方は、彼

がクリスチャンであり、国際平和主猿思想をもっていたことに起因して

『国際競技会の意義aとmして雑誌 S運動界』で次のよ ういる．彼は、

最も ~ft潔き図際的鍍触である．世「l翠際運動競技は、に述べている．

運動銭銭に

於いては完全に共遜z誌を見出すことができる．音楽は或程度人類共通の

言語であると雷ひ待るかも知れぬ．然しこれを運動競技に比すれば何日

『勝敗そのものよりも続投それ自身に価値をおく J

界の各国民は今日尚ほ曾語や習慣を異にして居るけれども、

運動競教はその共通伎に於て殆どエスペラント諸に比す

野球にしても庭球にしてら兎に角其競技の規則を呑み

の給ではない．

べきものである．

それが岡磁人たると賓とを関わず充分にこれを享受す

Z
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人
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人種を異にして雪おを爽とすれば必ず両者の隠に多少

込みさえすれば、

日常の交際に於ては充分解けている如くに見

尚tま其の聞に打破ることの出来ぬ障壁があることは何人もこれ

“ 124 -



民
滅
的
ハ

パ
ザ
川
町
礼
感

げ
ふ
た
。
組

、
a
R
d
y
 

A
りわ関少多dU

 
民間のれ何にるす

画
京を綬むわけにはいくまい．

を有しているのであるから．他の図震を縫分か侮蔑する傾向を有しでわ

これらはiiかに国際平和の実現を妨害事する大きな原因ではないかとる．

思う．然るに国際鏡抜は此偏見を符破するのに厳も有力である…J6~ ） 

国際鋭校が共通の言語として各国間の偏見を打破し、国僚帯ここに4立、

和の実現のために非常なる貢献をするという安”の総識がみられる．早

米包遠征しようと考えたまi:f~の思懇稲田大学野球錫が耳目絡を燦ゥた後、

人情に祭＝『国際、銃後というものには外人の技術を学ぶ、外留め風光、

する、人種的偏見をなくし、調I白感情を般廃し世界平和に役立つといっ

すでに明治41年（ 19 という国際平和主義の思想は、たこ利益カfある J6 5) 

「務し世界各殴が武力の餓φを止めて進動買高校4こ力調書を08）からあり、

入札るようになれぽ入綴の幸認は如何に促進されることであろう J66》

と倒際平和に貢献する運動銭授に大きな期待をもっていたのである．

こういった掴際平和を希求する運動費量授の災現といった思想の上には、

「必ずや鯵たねばならないJというた勝手11釜上主義の考え方は生まれえ

野~における勝歎観について次のように述べている．なかった．安宅pは、

勿論競技運動の要素ならんとtitも、選l動の面白味は技術の巧

妙にありて、みヤLi島歎にあらヤJ67> とした上で『図録的に生ずる
「l機数は‘

と一議時代1 6 a> ところの勝負の観念を少しi事からしむるの震がある．

以除勝負にとらわれすぎる野球の試合に対する級念を戒めようとしてい

むしろ審判への不般とか．

げたあと負け備しみをいうといったことの方が長年の恥与である．

歎

この考え：れま、安宅fがえ ;r.ーツ全体についても抱いているものであ

f運動家は敗けても不名誉ではない．

る．

選手

り、

またそれを応仮する学生もあまりに勝敗にこだわりすぎる.1支術の

さらにと述ぺていること、

も、

巧妙を3見て楽しむという余絡がないJ6?) 
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f 選手制度という ι のは自然にr~ う L のであるが． 段~巡動l;I:11!嫌が大

切であり． 勝敗にばかり心を1tしてはならぬ． 会カを尽くしてIt.litを争

うべきであるが． 日本では総巣はどうでもよいという道徳J思忽が欠怒し

ている． J，。， といった曾説にも勝敗にこだわりすぎる日本の息惣に対
するj抵抗がある． 安srは‘ 勝敗に聞紙すること以上に、スオfーツにおい
てフェアプレイの倫理と巡動家としての品性や人間伎を＃mした．伎は、
『公乎なる.妓Jと題して縫tir速鋤!JI.J上で『何人bスポーツに測し

て第 1に気付くことはフェア ・プレイということがその中心思忽になう

ているということである． 弘ばかりにこれを公平なる鏡伐と11(してみた

が、 まだなんとなく物足りないよ うな気がする。炎聞の 7:r.アーは、 S匹

劣とか下11l1とかいうことと正反対である．長与を込仇lkという嶋合には．
mれ晴れしい ｛晴天というがごとき｝とか上品とかいう:I嚇をも併せ含
んでいるものと解して ιらいたい． 公平なる策技ということは皐に続後

者信人の一司書一動のみではなく． S完妓鴎体はらちろん.Itt翼団にまでら及

ぷ問題である．

スポーツの原1111は実力の綴q.ということにあらねばならぬ．故に実力

以外の手段によりて勝敗をq，うがごときは全然公平なる怨般の締神に浪

運動家の中には＋日なお応m図の必要を信じている
もののあることは爽に≫くべき ことではないかと思う.:nけた:ltl:t更に

ニ厄ゐお元をヤhitl 与し：、ゐセあ~ -(: S暗訟を~·mふたおミ必長f孟を

ただ自ずから金~tL1:" 公平なる鏡抜をやらたかおb き今i.h i;c j: 

反するものである．

い．

ろしいのである． シ~7 ·.ケ~~ゐ信待 ij;i士長主おゐ金旬たamキユえき
きものであるから、運動家はまず8らよれを体験し．これを金生涯に実

現しなければならぬ． 』7I’ と述べ． 7ェア・アレイの締拘．盆々と公
平なる餓設をすることが勝敗以上にIt婆であり、かつ．海動家l:l:品行方
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正であり、不術指11をせず．

とをm観するのである． 『医者の不安全と いうこと があるが、

~んで巡動主主の不aom11 と いう こと がある ． 病気を治療する I! 翁が不豊島芝生？

をやり、 鍵.El!I曽JI!を目的のーとして居るべき答の運動家が暴飲暴食を平

気である と言うのは、あたかも然教や~re：をおt く 者が不品行をやるのとミ

悶じく非常な矛盾である…』 ？引 と述べたり、また、 r tl, 1；：：野球選手が

優秀なる技量を修練するためには1ji.に，f／，行方正であるのみにならず、、禁

酒霊祭慾の実行者たらんことを勧告する．』 73’とt!lべているように続投

している際のフェア・プレイの紛神と侭II量スポーツマンは生活全般．生

涯にわたり品伎をもたなければならないとする． このような安~~の修敗

鋭、 f古里E視について 当の安~ri'ltt 自身lま．日本の武士遂の締神と閉じも

のだと考えていた． 安 ~~l;t 、 r ti:士遂のtl'i怖から震えIf.~れたる武士

が起き上がるのを見て鈴めて仕合を総統すべきである．フ 三7・プレイ

の精神む之に他ならぬ J74’とし． 『災米人の所i開7ェアアレイなる誌

も錫容する所は銭武士泡と災なる所はない J7~’とするのである． 従っ

て、 『必ずしも勝敗にあらずJというBff*Illを持っていたのであるが、

フェア・アレイや運動家としての品伎や人倍を日本武士道とのアナロジ

ーで均之、それらをllf.与すべくli'I神修司聾のために野.fJtがある とま減した

のである．この点について安幸~l:l: r野球の三箆』として次のように述べ

ている． 『 飽宵が締神｛事餐に大いなる~·II~を及ぼすこ とは維 LZ誕ふこと

は出来まい・・｛中日告 ｝…飽育の鐙款を意へば必ず知育及び徳育と~立す

べきもので慰問に鈍きものや品符の修らぬものが第一滅の巡動2まになれ

る答がない．…（中略｝…運動に忠賓なるむのが品性の修望書に注2まずべ

きことは勿論のこと である．…｛中崎｝…野£11備の三億といふことに就

いて少し詳しく陳べて見たい．幸吉し支耳目的にいえば野震は善人に智仁勇
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・｛中時）・・身憾の作用が少々鈍ぐ芝も制 斗川区

・｛中略）…身をftし 吋寸る来出
J
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敏
の

が

てにを為すといふことが級品ましき蹴であるとすれば野球切れ： ：11~＇.efiri~
に仁を教ゆるものと言ふべきである．…｛中国書〉…野穏に勇気を聖書する

ことは非常である．遜銭中に負傷することは度々あるがこ札はさほど恐

るるには足らない．…｛中略｝…余ttI生年来野線選手4こ情神修重要の大切

第一は鏡抜中級後になることを言語して担いだ．其要給はこつであって、

玄るまで同ーの熱心を持って署捜ふべきこと旗雲すれば形勢f廷に不利なる

場合にも決してヤケにならぬこと．第二は勝敗に鈍1り蛍きを誼かぬこと

/IP ち敗北したる場合に悔し涙を流すとか非常に婆~込むとかいうことを

しないことであった． 一｛中略｝・要するに平符の心錨hが託しけ丸I!

野~は精神修養に非常なる効力がある．

"'' て1lft;J毛糸技にのみ取る人があらlまその人は決して野殺の妙手となること

若し此遜訟のiJi錦繍を祭』まずし

J’6》

自分の海外留学の経

人舗を第ーにヨ替える

5提訴磯ttI！、勝手IJ至上主義の思想にとらわれず、

験などからフェア・プレイや運動家としての品位‘

に!f:ったが、この精神を武士道とのアナロジーで考え、修業の坊として

早稲図大学野St怒の現役野球をとらえているのである．

選手だちにも見てとれるし、 f去に記述する慶応議畿大学野E京都の選手た

この考え方t主、

fベストを尽くす』といゥた言葉が見ら九るちの言説にも『正 。々堂々 J

初期の頃から早稲田野線鶴の世絡をしていたこの安

全国中等学綬優勝野

ようになる.：；また、

さ？の思想は、その野琢観を骸とした選手が卒索後、

．一、

、

が出来ないのみならず或1:1:劣等なる品位の人となるかも知h.ぬ．

という．

中等学校、後の高等学校野~大会の大会運営、

~界のあるべき姿等を記事に L新聞や雑誌に掲鍍して、 a;綬野＇＊につい

競銭方法、試合の批評、
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ての神話形成の中核的存在を担うようになるのである．僑戸信｛号4立療

鉄）は、 「早大を卒業するとそのまま北米の加州サンノーゼに飛ぴ、そ

こから、アメリカの掌闘の庶務やら、

どを送って、当時スポーツ紙の色のらった霞倹世界や武侠世界などにの

せたり、スポーツ通信の草分けともいうべき人である. J 77）とされ、

その後も方朝線、そして朝日新聞が全血中等学校俊勝野媛大会を計濁す

ると招かれて朝臼の記者となって大会運営や中等野毒素について神話を形

成する存在となっている．このように．スポーツ記者としてスポーツ・

ジャーナリズムの側に位置し、まさに、 B本における野Eまの神話を形成

したといえる者には、上記の橋戸の他、マネージャー役の弓飽芳夫（号

を11、鰐）（明治38～大正7年まで芳朗報記者で、あり社会部の編集に従事

しながら運動官官記事を担当、その後、東京臼日新聞運動課長〉や、明治

40年から42年まで早稲田野球部に腐を置いた飛田.~順〈号を穂洲といい、

博文館の f中学世界s、 f語E動世界aさらに綴知新聞社でスポーツ館事

を書き、その後押川清の兄許IIJll i憲法が主幹していた U'~侠世界』の編集

長を経て、大正7年（ 1918）読売新開設に入社し、日本の野球界の中心

的人物として、野球及びスポーツのを士会的イメージをメディアの側から

形成した）などがいた．これらは大正4年（ 1915）に始まる全国中等学

校優勝野球大会の神話をメディアの側から形成していったのである．さ

てそれでは、鹿応緩盛大学野君主都の聖子It銀はどのよ うなものであうたか、

若干の震突を踏まえながら記していこう．

e 
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③慶応義塾大学ffE草創の&If史と野球観

' t・%1.i川内議
早稲田大学よりかな り前の明治18£1::( 1885） 頃、慶応~塾大学はよ：付

日.~｝. ¥'fi:訴がi
尾次郎氏らの熱心は終旋と努力で新総倶楽部の傷導を｛尋つつ、溜池倶楽 竺 ぷ

議4 }:§.!j：~）·ぷ警
官官に出入りしながら何人かの悶好の士が三回山上の稲荷山グラウンドで 一

野L事を始めている。この 『慶応倶楽郎JI~ 、明治26年（1893) ＆！応機訟

に初めてti!応体育費Bが生まれるや、ボート郷、柔道錦、絵剣織はどと共

に学校に公認され、 1を周も多少ではあるが（一ヶ月僚か4円〉慶応義塾

大学野深昔日として正式に策定した。例代の選手は、石川安吉、厳岡敏夫、

三上敬長、 平沼英三らであり、その後宮内多ー館、古車川I＊太線、石町1司

太/lBらの新人を加えて、正則中学、独泳協会、明治学院、青山学院など

と後験し、当時鞠織をと綴勺ていた－j碕をと明治26年に一度絞ったが、すぐ

Itの一戦であえなくi反響されてしまったとある．？・’だが、当時の状況

・4’舎
は「その頃からさしも文化的であった三回 も、漸〈泥まみれのシャツで

いぜた‘

猛練習を捌始し、ねぢり~~皇、側斜t j'~~の扮裁で13{Ir.タ1人聞とE式会をす

るやうな有線であった． ーかくてチーム Ii 宥I~ と~カモ備へ、－ illi に

こそ勝てなか勺たが、 1&&/jの弘祭野I草闘を牛耳り、阪々たる勃!I!!の車li車

を抑へつ、あ令た。 JT・1 というようは私学中学、防校の好感締を摘手

にしてその猛練習の成果を見せ、一日号に次いで、ー践を頂点とする野珠

界に存在していたといえるのである．こうした中、明治34年（ 190 I) に

は、東海滋遠征を行い、自崎j兵外人7マチュア供自経費II、静岡や名古屋の各

中学チーム、そして扱後iこ愛知一中とも対戦している。 一高Ii~当時その

.織を鐘勺ていた自信のためあまり対抗紙合をせず、Ii!!の学佼舟＜ •• r練習

• •I<( (I<・..( 
lit合終結線下BlJ という歎願書を縫出し、野~を教えてくれる先生に対

toるS精子の本t；をもって対以しなければその篠宮試合容えできなか弓た状

況にあった．・引こうした中で、一高を倒さんとする府下の中学4商佼
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に混じり、また野I表の盛んで一高の精神を受け縫いでいた愛知一中など

川川内7謀議
のある東海地方にら違征した慶応義塾も、｛也佼と問機、猛練留のf湾稿。百円師 、

神とその底に武士道の精神地制していたのである。慶大の名選手間議

事自｝郎（上田中学出身、明治35～391手）は、野Eまは『体智徳の三者のfl.,.:c;，期
い守ぜ：%

9症に大いに貢献する。ー数回S吉の徳、自己を織牲にして｛由を利する徳、

公衆の前に立ってU 堂々の様皮を隻成する大和良線の絡奉ともいうよ ti:E:h 

き武士道を具備している。図家の綴興、磁民の元気、校風の振興がその .,r : ' 

運動*Iよりくる。対筑I式会といえば校風と絞風の貴重争であるから選手た

るものは技術以前にもまた掌々たるところがなくてははらぬ．通量手はj!

に自校の名のために嘗載するもので、－Ill'.草野ある時4こ当たっては全校を

傾けて選手のために後援せねば訟らぬ．地方の中学では滋手に対して冷

々たる、態度をとる教!liiが往々見られるが、なぜ学業と同時に体育を錐

奨し、金授の志気を産主9撃し、校風を阪興することに努めぬのだろうかー

試合に臨んだら勝つ、負けるものかの慨をもって戦わねばならぬ．而し

て統合を;mじて.も必要なるは執織と冷静である．これらをもゥて自分

のペストを尽くして戦わねばならぬ.W!Jえ技量の上、得点の上で敗れた

りするも正々堂々自己の取るべきところを取り、 Aすべきところを録し

たとすれば即ち、もっと価値ある何物かを得たものといわねばならぬ、

諸君これが真正の勝利であるまいか。平常の練習をなす時の心憎けには、

魚心ということが最も必憂条件である。真面白にせねばならぬ.J・I) 
と述ぺているし、背木恭ー ｛大塩中学出身、明治35～39年）や神宮英三

（慶応普逃部出身、明治38～42年〉も次のように日本固有の武士通産の繍

神や精神修袋としての野嫁を強調している． f勝敗を考えてはいけぬと

いうのは偽答者の•·っ赤な唱である。ゃれパントだサクリフ 7 イスだと .＼ .；，~：・

研究する、ピッチング、パッチングと頭をひねる．これ皆、野疎術のた ＼~持

-I 3 I -
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m憾I~隣人
めだ、修4のためだというものの、その実民会して勝ちたいためである.~＇ 

もしこれが日一一一一ムム；ιー；ムよい5；議；戦
ず敗ればますますその武を練り、 ・・ （オックスフォードやケンッサ.＼~JI'＇.~.融｝

少のように）学校を代表して紳士らしく綜合をしたならば、 〈学教の） ＇会｛ 1
十申立書iti）忠

良好な気風を養うにいかにカあるかJ •• ，と青木袋ーは、 日本の武道に ’ 
見られる正々堂々男らしく戦い、 Eえを繰ることで精進し、気風を餐うこ ::y~；＞！·＇＇ 

との重要性を強調している． また神吉英三も、 r ...…はなはだ型車心すぺ

きことは、 （野L1が）驚くほど望書焚になって、プレーヤーが事~~i手薄に

なゥたことである． （野E事l立）精神教育が主であるので技術が末で気が

本である．ペースポールで本当に遊』ξという心f掛けとそれ治、ら自分の学

佼の責任をも恩わなければならぬ。ft<.にどこまでも正々堂々と食後まで、

即ちもう負けるということはわかゥていても、男らしくベストを尽くし

て〈学校を傷つけ恥ずかしめないよう）行わなげればな らない． 審判官

は怖にして犯すべからず。 日本人の鮮として、 ナニそんなのは少し負け

てやれなどと間違いがあ っても妙なところに侠気を出しがちであるが、

それは武士道でも懇いところであろうし、またかえづて先方に対し失事L

に当たることである. J・8》 と車脅神修4症の場として野球を捉え、 lit士道
のごとく男らしくペス トを尽くして敏うこと、気持ちがlfi:婆であると説

いている。

以上のように、慶応袋盛大学においても早稲図大学と問機、 ー高の

精神野Eまを下敷きにして、 r IE々 堂々』 『男らしく J f元気』に戦う

f ’~J 、『精神jを「修餐Jする I武士道」 として野琢を行うという鍛

念がみられる． ここには、一高時代にあ今大 f負けたら恥1 『何がなん

でも目撃うjという勝利至よ主袋よりも『ペストを尽くすJ 「紳士らしくJ

気男らし。〈」 。r正々堂々 Jと戦う ことが、 『真正の勝利Jであるとする
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~~i~＜ このようは、仰向大学問州、地方の中学校へもコーチ抗議主品川
llfi(ム、 、；川崎語感染
遺品長時、：：ることで広ま ったと考えられる・淡 3-2 は附4凶（l附 句 、典 的 n

ιν＇・ .かLザパ

南大学の地方中学への野嫁コーチ書I）であるが、 各大学l1t手のltJ.郷にある

{i鐙娘にmきが鐙かれている．

中学などを中心にかなり広い範問で大学チームの選手が指線を行ゥてい

．・
4
1）

明治42年Fr!／.＆！阿大是非の地方中学への！野球コ戸チ書IJ

新発田、総ヶ崎中学 飛郎、大~~
札様、総本、会倫中学 伊勢創

会総、盛岡中学 Ji子内
係俗、山陰中学 山陽、松倒

.!fl. t市聞大学 三Ill:第二中学 1l.!@ 

岐』主中学 小川、役邸

豊島問中学 街路、 !!f々 村
：＼？：免J- cf:! cJ:t盟｝

長紛中学 三神

柳川中学 石犠

安積、下奏中学 高級、 他 IU 、 大~
jjij t語、庄内中：学 亀山

億総方前 高浜

大館、秋問、小1博中学 佼々木、w揃
腹応大学 松江、飯Efl 、 1胤紡中~~ lfiil昔日

減、上田中学 小山、 Eηff
木翼線、依願、~刻i、間的、広島中学 一 村上、 筑姶
野沢、飯山中学 1;i J主ft!、沢J.iii
浜悶中学 神宮、肥後

久留米中学、久留米織然、 tli潟、~問中学一肥後

主主 3 -2 . 

p. p. 126-128.〕1932, El本館院，〔H向井il1聖子；日本野球戦史，

＠早稲回大学野減税の周縁

これまでに見たように、早稲田大学、 俊足5義塾大学野E事告IIの現役選手

., 

~びに恩稲田大学野球部を当初lより支えた安郵磁畿のtn神は中等学佼野

球界に~唱揮を与え、金聞大会側l他にあたってその大会のイメージ、神話

を作り上げる重姿なフ 7クターとな勺た．しかしながら以上のほか、早

ラ
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春浪）

て聖子~界のあり方を 2泣いて い ったものもある ．

(1905）に出版された橋戸俗箸の 『最近野~i術B の序文で、

日本iま武の闘也、古旅武を以て簡を建つ、今日柔弱なる似非文明の風吹

きすさぶとも、 駕んぞ建箆の精神を~却すベけんや． …・・・ ｛ 中略） ・

世界に比無き日本武士滋It、一面に於いては精神修養の産物也、 一面に

於いては練武鍛勇の産物也.'.Illに鋭敏鍛狗の業は、 i!t!!の賞金銭係者流

の眼にlま、如何とも馬鹿らしく見ゆるならんも、武~絞って而して種カ

を鍛え、銭カを鍛えて而して符停を修餐す、之れに智カを加へば、天下

又た何者をか恐れん、日本武士道の由来するSi滋に在り。徒らに練武鍛

湧の撲を轡ふは、日本武士巡の宙飛を峨ふ所以と知らずや．…・・〈中略〉

一…此技ーたび日本に来る、主主害事Iiに日本武士的f青神を以てi比伎に重苦

せば、其鐙カを事長り事費神を鍛ふるの舗に於いて、日本古来の武主主に多く

；；小

、g

、
' 

. •. 

遜色あるを見ず． 特にベースボーJレに~つては、之れ貨に文明的武伎に

して、又た武士約緩妓也．側猪にして果敢、 t君主章にして敏後、線智を婆

し、望号線を要し、逮践を委し、鎗勇を要す．技主主の奥妙に主主れば、恰も

錫客、歯医光~－春風を斬る に ftならず。 J I< l と述ぺ、野AAが日本武士

道の繍tilt修業や練武鍛湧の心紛けで行うものだと考えていたことがわか

る。そして f月刊ぺースボール』創刊号には、 f大日本的ペースボールJ

、・‘・

.. 
、

－〈中略〉…・・・一旦その

c .. •< ~うち・令
自家躍Eii中のものと録し、

iii'. び之を外界に示すに、金然~の量Eを..にせる、 PJTIW 日本人式なるもの
...・I<(c 

として現し得る、……。我量置は斯く して期修ならず、表河野Eま衡が全然

嘗態を脱し、純日本武士道的野軍事術が、遂に世界の務者たらんことを期

、
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・市政t意義
f寺するのである. • ＂・・・J •& l と、日本武士道を~s;にした日本独自の野

.. ，，＆~；i~1.：山、
琢の創迎、実際を期している。更に、得川容後は、 『野隊を武道と’甚之返事~；；1 ，~；~ν

Ml: 

とuし、 「維は抑制なる酬をばー遊戯と目する能iまずよ畑 州 i縁
於いては如何に取鎌ふかは匁lらねど、日本にZ駆りし以上は、 日本武士的

繍神を以て之れを向化しーの銭遣として見ざる可からずと思考す。…一

（中略）……里子球を潟すは何んの銭か、強壮なる身包と勇健なる李首絡を
...ド

Iわんが鎗に外ならざるべし。何んの篤に自主投なる身慢と~健はる精神

を著書ふか、外なし、終来図書~Iこ量貢献せんが貫主なる事を思 l;lざる可からず。

・・・…J・引 と主主べており、ここでも自主主の野裁が独自の武士約精神で行

われ、強い身体と勇健むる精神を型軽ヲて、将来国家に業献すべきである

のだと主張している。押JII琴線は、東京等門学校を卒業後、武｛型小m家

や冒険小脱家として活録していたが、野球を主としたスポーツに多大な

る関心を与せ、 『冒険也界』 （明治41年、1908、i’文館発干11)や f武侠

世界S （明治45年、 1912、武侠世界社発刊、 JtllIIド容量員自らが主幹し、飛

因縁洲のほか早稲田大学庭減却で飛困が水戸から出てきたとき下宿で悶

~だった針i敬司書、中沢~川らもスポーツについて執筆していた〉の雑

2主において多くのスポーツ記事を掲蔵していた．彼はまた中沢臨川I（工

学縛士、評鎗~）と共 4こ f早稲田系のスポーツマンを中心とした緩めて

.放t央潟、楽天家ぞろいの自由でロマンチックな集まり J・”とされた

「天狩倶楽IIj を組織し、早稲図大学IfE李総を卒業した押JII i費や編戸信

ほかOB たちが車置をWI ぇ、野~部を中心とした早稲回運動部 0 B金のよ

うな＃図気を持った集団を形成する．そして、同倶楽傍は、 『〈早慶戦

が応銀団の造腐な応援と行動で社会的に問周となり〉明治三十九年の早

.験中止から四十三、周年ごろの野放界というものは、突に一大危機に

瀕也ていた..平主主応援図問題に手こずっていた各地方の中学校長などは、

ー、． 
ーI3 5 -
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早慶戦中止をいい口実にして盛んに野放抑圧をやり凶し、対抗E式追i'.~ii祭

止、迎合大会の廃止など至るところにこれを見るありさまとな汽相対

そのまま学生野Eまの兄祖たる一両の佼長新波郎福逃が、野Eま反対鈴を

唱えたのもその前後である。…” J・”という時期に様々な野Eまを中心

としたスポーツ界活性化の計画を次々に打ち出していゥたのである．以

後、飛回議洲の f野E求生活の思い出Sから抜粋していくと、.•> fiーに、

早鹿島主会の復活の前縄に、これに織ずべき大銭合を行って野惨熱を昂進

せしめんとした．これが東京倶楽部対慶応大学〈早慶戦中止後、夫狩倶

楽部を中心とした早稲岡、慶応の野~~総O Bが東京倶楽音eを組織し、様

々なチームと対抗2式合を企てており、この対慶応般lま往年の早稲岡の選

手をずらりと揃えていて、 fともかくも早慶戦を息わせるようなゲーム

を仕組んだのであるから人気も潟き、場内b殺気立った。 J..’｝の統合

となって現れ、明治42年（ 1909) 4 }j 25日a首都の人気を羽困に吸収する
． 

に至ったこと。第二は、頑遂な中学校長の魯3置を策しiiiに口に野原反対

校長を筋．鳴し、中学野E事大会の範を示すペ〈東京府下迎合大会を開催し

たこと． 〔~侠世界社主催で明治43年（ 1910）凍京府下中学野湾大会を

開催じている〉この大会を契機に、天狩倶楽部の大村花和尚の尽力で東

京中学連盟が創設され、昭和 3年（1928) 4月19日にはリーグ 5周年記

念会を青年金書官にて開催し、~まった中学野f.~il!手lま約 200名に逃する

I＜：盃勺ている占第三は、日本運動倶楽郡を組織し、当時の内M路大臣を

始め、その他朝野の名士数百名を名修会員として大いに野践の宣伝を行

いながらスポーツ界全体の発展に重量猷したことである．日本運動倶楽総

会長には、縛）＂、中沢が尾鯖行縫を績し、交渉して承絡を得、副会長に

は法三事情土の和問題鎌三を縫移し、この運動倶海部が中心となってスト

ッヱタホJレム・オリンピック選手選定ltt主会を羽図のトラック応催し、～三

ーl3 6 -
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l1h弥彦、合楽四三を選出したのである．

逃と酬して自主的な倶楽部の形からiJtJ逃してい勺たわけで、制川、.'{<;t~~f ~i；；持母

かわらず、スポーツ界全体における早縮図野主事官官の続神、そこに派れる

務宇和市《、武士還の精神の~響を少なからず考えることができょう。 そじ

て、第四には、羽田に1'fllllのグラウンドを設け、何人にも自由にll!!Jll~ 

せて、野E事の興隆を図ったことである。 「明治年代において、ー電車会

社が運動織を経営するなどは怨いbよらぬことであった． これは臨Ill庖

士と選手決ぬ史が京浜官1!111の車宇都唱を鋭j;f(して段位を急いだもので、よほど

Cl It見き怒とすまでには傍が折れたことであろう。J・1’と後に飛間総掛1
が曾ゥているように、押川、中沢の営手，，を~~えたスポーツ界全体を見過

した計画、実行力を裏付けるものである．

このように、~，，川谷線、中沢~i川らが中心となった r:;r.; f守俄~邸J が

早稲田大学あるいは腹応終盤大学の野J:-R郎その他ill!動郊のOB速を集め

て、自主的、自発的なま軽いの中で隙々なスポーツの企画を打ち出してい

勺たのである。明治40年代初期の早Ji戦ゆ此、ま群生野IiR反対治織に対し、

当時の早稲田、IJ!応電車E盟両大学のOBがゆ心となりその!ff！；量級を締まえ

つつ、東京府下中学野琢大会を開催し、スポーツ界全体を広〈考慮しな

がら野球界に影容を与えていたのである．

以上、早腹時代において、倒的代の一刻続1~· を引き継いではいたもの

の、 I負けたら恥』、 f何がなんでも勝つ』といった勝利至上主義より

も、品行方正で、節制を持ち、品位があゥて、社会的にも人絡として忽

められることを麗促するとい勺た、ファイ ンプレイや選動家としての品

性、人間性を線Ii:ずる精神が、 ~節目量I控をその中核として生み出され、
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縁付たのである．こうした精神性u、早度商大学のコーチ派遣、今るを

Ii、早慶OBが抑川容量量、中沢E吾川を中心とした「天狩倶楽部・j・＇のスポ

ーツ界での動きに悶織し、東京府下野湾大会を閲織したζ とがどかヲi市議
学野球界にも彬IIを与えた。また、こうした精神を身体にしみ込ませ決4ザ
送手たちは、卒業後マス ・メディ 7の側で仕事をしていく中で、会圏中

等学校優勝野島京大会の神話生成にかかわっていくのである．次節では、

全国中等学校fl~野路大会開俄にあたってどのような神経生成のプロセ

スがあったかを途べていく。

' 

・，，
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。 U：：統的）f；.ふ
2 .金量中等学校優勝野球大会開催に向けての神話形~の~：il セス

ぷ、＇｛；~恥布；議会日
耐え＼際r

明治37年以降鰐限界の覇権札早稲田、腹応の両大学lこ移つだむらめの戦

一高対三声高の定期戦を初めと し・て、東海五県連合中学野E事大会、東京府ヤ

下中学野原大会はど定期戦ある いは、上級のナンパースクールや新聞社

が主催または後緩する大会f)＜関かれ地方ごとに野湾熱はjejまっていうた． I 

しかしながら「省略各大学専門学校を初め野涼伎は可なり普及しでゐた .－~ii 

が、まだ織~ある邦文の野~線開Iさへ制定されてゐない有様で、 殊に中

等学校の野放界は全然地方的であり、主主aに何等の退絡交渉を有せぎる

状態であった。」・”とあるように各地方ごとに分かれて野隙の試合が

行われ、逃征猷合はわずかしか行われていなかったのである．

このような状況で、全国的な線機で野館大会をしかも、中学生の大会

を防催しようとしたのはなぜだろうか．そして、靭日新聞社が明治44年

(1911) 『野球と其害tiIと題して学生野減反対の論織を繰り広げたに

もかかわらず、主俄者として大会開儲を行うようになったのはどのよう

む経過によるものなのか．また、戦臼新聞社は、この全国中等学佼優勝

野E事大会をどのような窓飽をもって開織したのか．この節では、現在ま

での甲子鴎野球の歴史的神話伎をその誕生の緩徐とそこにかかわった入

hの思考、観念iこスポットを当てτ分析する。

( I ）会冨的規模での中等学校野獄大会の発案

会悶大会を発案したのは、維がどのような綴織からなのか、その点に

ついて、朝日新聞社’紛日新聞の九十年』 Ii以下のように記している。

fこの大会は、大正四修理事、当時優勢を跨った京総二中の先.、小菌作

太郎iEのち：＜$：td:入社、印刷局長 ・取締役・社友）と、i高山義三（のち京 f
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販売謀長小西勝一・金士会謀長長谷川万次郎〈号を如是閑〉

村山・上野商社長を動かした。 ・J• 31 とその経織を脚j；！，~ ~~；i~~ふ議
川流干す

るが、この ことについてお山義三は、次のよ うに緯途している。 『太正 （ ~%1；， ‘
"・¥: •c!i;il'~！l\'：・

千ゐ，~，弔

問年の娘散る、四月の未だゥたと1己健する．浴繭鳥羽四塚の母校 （京都 『

二中〉のー隔で芝生の上に寝ころび乍ら、新選手の練習を見るのに店主念

もない時であった．僕は突然「今年の二中は強い。磯野、大原（後の明

大選手〉 の賃金時代までは行かずとも京都の何aにも負けはすまい。一

B
－
 

J
1
0

、、
f
‘
 

つ今年から京都のリーグ駿でやって正式に務者を決めてはどうだJとい

ひ出した。小酋君〈小西作太郎〉は僕の提出量にi1iちに賛成した．そ.::l＇で

（中略）…・・・$・B寺の好敵手京書店ー中及伺志社のこ校4こ先づ交渉4告側

始して見た．此将来郡一中から先量産で代表苦言として出たのが目下穫量援に

居る折図書きであり、伺志社から出たのは新渡戸縛土の秘穫として圃際聯

鐙に使した原因君であったと恩ふ.;It後間もな〈苔等四名の聞で大骨量号事

務職の下栂~も出来た頃であった。 !IEれ宮ふことなく東海五録硲合大曾

にならって折聞社から優勝総を寄附して貰ひ、更に他府flの代表者（It

E寺東海には~知一中、 西には市問中製や間i!§製肢が光って居た）とやる

武合の仲介をして賞つてはどうだとの意見が出た。そこで僕が交渉の任

に禽る事になり、先づ僕は震初京舗の大祭（大阪毎日）支局に否等の計

貨を持って出かける竜王になった。此時特に僚が大筋｛大阪靭臼）より夫

告書を先にした所以は、富田守京都の連動界殊に野球に到しでは大毎の方が ．

ょ、り多く盟締がある織に見えたからであった。ところ/J＜愈外にも、時の

京都支局長花岡敏隆氏の態度は緩めて喜子等の此計3置に気乗りがせぬ鼠に ． 

見受けられたので僕は遂に交渉を半ばにして断然大毎に見切りをづけ、
、
' . 、’・ミ

今度lま大戦とal:りをつける.にした。 . '•?' ． , '>-H 
“ . ' ' 
、

、
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常時大朝は 目下放~1で校側部長をして居る－ ？E者〈一花健蔵） 柊；義務 ；頃
1，、、：神川崎F

の速動記者をやって居られたので、 早速同窓におし、同＃から更に本社
J宅.';' t，ふグ

に錯して貰った。庖が数日ならずして本社から本社遼動犯者回付書~＇.tt温＇＇；rJ；脅 縄
村省三、号そ＊~認） 〈今Ii大毎記者）が悠々僕々に命ひに来られでL尚 ；議議

は~側面Z下、取な る俊勝AJ（の~附だけに止まらず、京昔flの~靭験を初日

が主催し、而も之を会問的に際大し地方代表者の大々的決勝をやらうと

いふ謬にi組むm となり、 会く僕 i.rr. は朝日の意外な~寄託に驚いたが又貧』ζ

思わぬ拾物をする司Iになったのであった。……』・H 、少々長い~11自に

な勺たが、この高山袋三の紀述からは、 当日寺、京都でー舎のカモ持つよ

うにな勺た母校京都二中のために、小西作太郎と共』こ京総の中学校野Jj~

リーグ！被を聞こうとし、京都一中、筒l志社と交渉する。 その綴織の中で

朝日新聞社の玄俄で京都大会、更にはその勝者が全国大会に他局員して臓

を争うというよう にはったこ とがわかる．巡Eめt忠者であラた－TE健蔵に

2部山らが大会の絡を持勺ていゥたのが初日新聞社主般の全国大会縫自主の

きっかけとな勺たわけだ。それでは、朝日新I総社側は、この認の後、 ど

のように全国大会開依を決定したのであろうか. ~山義三の記溢の中に

出てく る田村省三Ii、朝日新聞社が全国大会開備を決定してから中心に

なって大会を作り上げた人物であるが、彼1i、次のように当時の僚子を

諮っている． 『……まことに自に盛んなる野E業界の受を見ている中に、

私はいつとはなしに、東海野I葉大会や大阪の関西野I事大会 ＜!1! rai調理主倣〉

のような各地の優勝校を集めて全国大会をやればi師自いだろ うと思うよ

うになった．しかし、自民然とただそれだけのことで、 どうして実現させ

るかなどと絡}.lljそんなものは考えもしなかった．盛んになヲたとい令

？てもまだまだ幼稚な球界の災情、それにぼう大な綴貨を思うと聖書だ勺

た0 ~ ＇ ・u とうっすらと金悶的線機での野E重大会開鍛への興味を持って
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いたことを明らかにしている．そして、

ウンド（今はない）

方面の係りをしてゐた吉岡笠三郎君（現賓縁新温泉鐙管郎長〉が一日F井，；i,t・:'
を大朝社に訪ねて来た、そうして「街角立派な（省略としては確かにそ

のとおり）豊中グラウンドが出来たのだから、ーっこの夏に向かやって

j{へましゅ、』といふのであった。

そこで貨は私はその以前から多少考へてゐたので『各地の強いチーム ' 

を選抜して、それを量中に集めて野~大倉をやれば箇白いだらう J と答

へた……J • 8 ）と述ぺている．ここには、京総二中の先慧である高山畿

三、小菌作太.更にii!動記者の一花錘ilらの名前は出てこない。それに

かわって、阪急の吉岡鑑三郎が、豊中グラウンドを聞役し、新聞社に何

らかのイベントを開いてくれるよう鎖みにきた状況がうかがえる．すな

わち、京都でIll を争う大会の活を持ち込んだ一花と阪急電車史（当時~函

電車〉が「阪急の番組圏、京阪の香里銅の後を受けてJ・H 逮動が活況
を呈するようになゥた当時、イベント開催のために大阪朝日新聞社を訪

ねたのが同じ大1E四年初夏の頃であって、それをかねてから会国大会の

締懇をうゥずらとではあ ったが持っていた田村省三が結実させ朝日新関

全土の幹部に相淡し、決定したのである．田村は、このことについて、更

に続けて、 「その日、私はすぐ社合総長の長谷川知是関君に前記のgを

して、針.、.，事など私の草草案を撲しく述べた．そこで長谷川｜級長fi阜

:ilf量商事宇都に栂富良して呉れたが、貨をいふと私は経質があまりに膨大

-tの省時の新聞社と Lて一億し物に一都圏近〈を按ずるといふこと

は貨に空前であったーであるため多分組畿は鑓まるまいと内心考へて

ゐたのである、ところが恩ひきや、 三十分の後にIi『巡らう I! Jといふ

ことになった、......J・・3 としており、長谷川知廷闘祉会館長、村山総
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花議'fd,,,
4主総~.；＂… 

平、山ーの商社長他国大会開山！飽に賛成した銭円州地

る． しかしながら、朝日新聞社は、東京朝日新聞社が明治4•年（ I~fl) 
元
凶

に f野縁日時』 を符集し、学生野琢反対の鎗蛾を繰り広げでい 時？葬；~（＇.
これにもカ、かわらず、急車正直下、会圏中等学佼ff鹿野路大会を主催する，

ことを決めたのはどうしてなのか、次項で分H干する。 ..、
'" i>'.:•i" －，、

( 2 ）朝日新聞社 f野ままと其審議aと全国中等学校優勝野軍事大会の関

4催

野球客機論争は、東京朝日新聞社が、明治44年（1911) 8月29日より

9月198に至るまで、 22回（毎回見聞き半ペーテ）にわた今て f野球と

其審議jと題して、野L'J(が有mであると続いたことに鎚因する。当時既

に述ぺたように新滋釆稲造の野~反対語量、明治39年秋以降、応後図問題

に織を発する早慶戦の中止、各組方の中学校長の野縁側圧論議が盛んに

なされ、対抗試合のS禁止、進合大会の廃止が起こっていた時である．

このような状況下、当時の東京朝日新聞は資料3-I .のような記事

を得意Eしている。・”そこで、 IfEまの弊容について多くの絵者の愈見を

迷較すると同時に広く全国中学佼及びそれ以上の学校長に対して野涼が

教育上どのような利害があるかを聞き、 144)81の回答の結果、野波書匹の

ま員醤のない学校－ 38校、野E事絡があうても創節悶もないものでまだ利

害があるかどうかわからない学校－ 9校、これられ校をと除いた98校

（現文のまま）について以下のように分綴している．

利容両方あってどちらともいえないものー ll校

害あって剰なしとするもの 9俊

弊害の方が大きいもの 6 4佼

利益があるというもの 7佼
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3& 利望書を肴えないもの

現在r :::t"需産にして吾入が先づ感じた如〈、記事l主、これを踏まえて、

に行iまれつ、ある野Iまの教育上に及ぼす弊害Ii、其利益よりも多大であ

月e

とした上、 有利Iと有望FJ る.を圏直貨に2量償立つ療に至ったのである，

JfIまはff,行学棄の点で不良なる者自主のそれぞれの怠晃をまとめ、結局、

『健全なる身”は健全なる賓館を造る と云ふ、 運動のをつくうており、

と結論づけている．』本固と全然相反した結果をm.はしてゐる。
安自軍司陸東京朝日新聞のこのようは，~It有望F鎗を指鈍した記事に対し、

f野Eまと其望Ji華a
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約半東京日日新聞総上で、河野安通志らは、中沢鶴川、

神田青年館において統売新聞主俄で、9月16自には、

例l川増車線、媛、

月ねわたり対筑し、

r It疎開.演説会jを開催 し、 野Eまの健全性、身体発途に対する必要性
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パ t ~JJ.開
など説いている。また9月23回には天狩倶楽部主催の繊税制：（；闘争叫祭露骨今

＇•＇＇＂＂諒会

河野安遜志、 f弥次将耳ZI吉悶信号t、飛回怠服、中沢鶴川らによゥて、 J
｛議：1、

野獄後鍵の剣弁が振るわれている．更にIOR 28日には、隣た裳か’ふ浜、銘対しん
：~＇.~'\J11；~ym 

i!雄、押川i容浪が『野原と学生』はる冊子まで出寂して野球発達を懸命

に説いたのである• I・u

以上のような野琢管理軍~争の 4 年後に金陸中等学校優勝野Eま大会が大

阪朝日新聞祉を中心として開催されるに至るのであるが、野猿脊寄鈴を

唱えた靭日新聞はどのような解釈をつけて全国的規模の大会を聞いたの

であろうか。この点について、籾自新聞社は、 『遷動綬伎界における最

も必要なことは、よき綬縫であり、監筏であ り、 更によき憎導者である

－（中略〉……明治末年から大正の初頭にかけて、 Sざましき勃興の

後遺に向かひっ、あったわが運動餓技界の賀状に緩み、我がttが事貨の

報迭といふ在来のfi間使命から一歩を進めて、積極的に各湿の怒絞命を

自ら計聾 して又は後援するやうになったのも この精神から出愛したもの

にタ1ならぬ…・・J l・け と途べ、逮動銭技の尊i ~報通まか らー渉進んで、運

動界の鞭鑓、量定視、指導役として、選重論界を健会なる方向へiJf.くことを

使命とする点を明自主にしている。このことは、大会開催にあた守で、

『・・・…本社同この大会によって全国的に統一ある野旅伎の発達普及ぞ計

ると共に、技よりも If:ろ精神を主と Lて進むべき学生野Eまの•eを発.

せしめんと企てたのである。 Jl・”というよ うに、 f野E事と其箸理事』の

紛争で学生野E求有害t識を唱えていたことに対L 、 学生野Eまのf青神~大切

にし、それを監視、指喜怒する立場で全国的規l躍の大会を側くに至ったと

いうのである。こうして全国中等学校優勝野誇大会は、当初から、 朝日

新聞紙の学生里子Eまにおける f精神』を中核にして大会が創造されていく

のである．野Eま反対2歯を唱えていた朝日が、学生野僚の精神を尊重し、

-l 4 5 -
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ι， Ji＇.、’~j ；《選蓄積
その初神吋つて憐容を生じない学生制界を作ラていく下ど！と19侵！民私

監視、指獅をしようと いう、いうなれば、大義名文を唱えたのであとFシ
したがって、 この「精神Jが、後吋で中等野球、高校野球のl神話感形見

成するファクターとなるわけであるe それではその 「続伸Jとは何か。

当時全国大会開仰に向itて悶村省三と共に会函縫進役をしていた中尾様、i官民

i;t次のように述べている。 r ..・…本大舎の縁語も『凡てを正しく、模範

的にlのー絡であゥたが、こnはまとして本社長村山総平氏を初め現在，，' .，；~ 

の本tt~事務上野将一氏及び大量F創始倉時の宇土台鶴長長谷川蔦次郎氏から

我害事に興へられた精神で、問束十四年間、惑にしてー貸せるこの意気と リ

信僚とは失ばずに終始し得たつもりである。 J’oa1ここからは、 ’凡て

を正しく、僕続的に』仔うことが第ーであると本社幹部から申し渡されz． 
ていたことがわかる．更に、 上野積ーは、大会誕生当時を綴り返って~

のように述ぺている． 「……本社が大正四年の夏、初めて会闘中軍事拳校

優勝野湾大倉の開催を計棄した時には、 S十§者としてこの野湾大倉将来

の隆盛に大きな期待と活望をかけたことはいふまでもないことであるが、 P

それはこの務望を裏付ける強い理想があったのである．われわれは噂必

一年に一回開催する野政大台そのもの、盛行ばかりそ願ったのではない。

特事終野裁の競伎が広く一般祉命に普及すべきこと期待し、 これを貨現す

ることは、一般膏少年の肉鎖的健康と精神的健全とを併せて獲得する一

つの宣要おる基礎的制僚の方法であると信じたのである、即ちさうある

べき安信じたと同時に、さうあってほしいと願ったのである。 JI・H こ
こからわかるように、鈎白新削社 ~i、中等野E事iこ『凡て号是正しく、模範

的なj 膏少年の肉体的健康と精神的健全とを獲得する方法であるという

意昭事づけをし、 こうあるべきだと信じ、またそうあってほしいと願いを

込めて大会を創造したのである．
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( 3 ）全国中等学綬優勝聖子際大会の発足

このよう な経織で、 大会開催の社告を．き、

その社告は、

中等学校の学生の大会 ~;t 、

s・5)
ここからは、

とr ；強調~J たる妙技Jな野~が『男性的J

としての心愈気により線I地方の代表J

り広げられるというメッセージtJ＜読み取

靭目新聞俗、会留中等

学校優勝重FE理大会開催当初から、 「青少

れる。すなわち、

、、...
年の肉体的健康精神的他会を順守て大会

「純な少年選手の神宮襲によって

のみ滋し出される一種郵紛の雰担図書まに共

を創り、

その慰誕生を覚えると悶昭島せざるはなく、

大
阪
朝
E
新
聞
訟

これ等の試合をその場限りのもの

よりもっと続く相手を作って、とせず、

高き綴号室の覇権を争はせたならば、見る

Z再生！！！－｝llRとしての効果も更に高まるに相違ない……J者の興味は勿輪、

川引と当時、回付省三と共に朝日で大会運営に携わった中尾演が回顧し

f綴湖たるとこf純粋さ jているように脅少年たる中学生の妻子怒として

として見せて〈れる全国中等学佼優勝野E葉大会とろJを r地方の代表J

いう神話を伝途したのである．

このような朝日折問主催の全国大会はその後歴史的にどのような神話

、

， ． 、．
0、J

次節で考えていく．

4 7 -

関村省三は、

朝日新聞に ~ecされた。

る。

時に、

を生成してい弓たのか、

、

18、月



.. , 

、
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史における神話形成

大会すなわち甲子鶴野主主がその大会の歴史においてどのような締結を形

成してきたのかを見ていしその中で、特別、主催者である朝日新聞社

や、高校聖子!JR速却がどのように紳認を作ってきたかを分析する．

( I ）舞台・儀式・ f野JS~大会の歎j

全国大会の舞台となる磁場は、初めから甲子閣に決まっていたのでは

なかゥた。 「甲子関J嫁績が、高校琢児あるいは爵校野球を鍛る者に特

刃tJの愈耳告を与えているが、その大会の舞台となるIま績の歴史を鍍り返っ

てみよう。

第一回大会｛ま、豊中球場で行われた．前節で述べたとおり、箕面有馬

電車〈現、阪急篭量生）側から豊中グラウンドをfl)l生したのでイベン ト開

俄を朝日新聞社に依綴してきたいきさつのある琢治である4 ここで中等

野嫁が行われたことは、葉市有馬電車の創始者fこる小林一三が、宝塚歌

劇団と並んで、浪剰たるプレイをみせる膏少年たちの戦いの織として量豊

中隊鳴を提供したことになるわけである．しかし紅がら、この量豊中JJ場

l;t、 rせいぜい六000坪という狭い量生地で、ネット裏の本銀席はテン

ト張りだったが、一塁と三塁にはよしず張りの星雲恨の木造スタンドがグ

ラウンドと縄張り一本で仕切られ、この収容カはわずか四00～五00 

名．他は外野で立ち見するというものだ． 観療は七o0-:-1¥00名ぐら

い集まる程度で六日間ぞ通じての観衆は五000名内外だったJ1・！）と

いわれており、とても見世物としての野稼を観るという舞台装置とほい

-I 4 8 -
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えな舟、ゥた。

簿一司

活危ljをとったため、

が必要となったことで、わずか2回で中等野球と決別する．

阪神宮8鉄がその舞台を提供することで象徴的地伎を獲得していくこ之に

つながるのである．

第三回大会から第九固まで行われた倫尾E車場は、阪神世電鉄沿線にあり、

f公式の野獄グラウンドはなく、公認鍛馬渇だったが、織内に広いきE地

があり木造のスタンドもあったので、便宜上野球グラウンドに利用し

たj I・”ものであ今た。しかしこのE車場も多数のファンを収容し得る大

きな担ll~主席 ttl受けもれてまきらず、 f遂にこの第九回大曾の准優勝戦の日

に至って、愈よ鳴尾巡動場に別れを告げるべ〈決心しなければむらぬ事

態が飼った。 J I I・’のである。 「そのBは午前十時から訳合を開始する

Itずであるのに、その二時間も前から御覧席Iiギツシリ満員とむり、殊

に右翼後方の備の迭は、後から来る人に押されて絶えず大主主のうねりの

やうな動矯を績けてゐたが、時々二三十人づ、場内に押し出されては来

る入l;l係員が他の場所に案内して!If理するといふ風で、兎も角も甲陽中

』喜重時立命tt中撃のlit合を開始したところ、そのE式合の第一回も終わらぬ

うちに、どうしても支へ切れなくなり、何千人といふ多数の人がドツと

ばかりに場内tこ創れ治んで2式会の総績は全然不可能の~懲に陥って了つ

た。 J I I IIと紀録されている。このことから、大疋I3i手（1924）第十回

大会より 5万5千人収容の大スタンドを持つ甲子図様場に場所を移すの

である．

このように琢埼誌が変遷してきたWit:史は、全国大会が見る者と行ラ者と

の分織を押し：進め、見世物と Lてパ7才一マンス化していく過程をその

-1 4 9 -



まま映し出している．

たことに加え、甲子関I草場に移った大会から抱定席き撃を発行し、

朝日新則祉の作る神話的イメー？の中において甲子園という舞台上でプ

レイや儀式を－pfr！懸命行い、見せるものになったのである。 その後大会ザ

（通算28回） 除、 甲子園E事場が進駐軍により占は、戦後復活第一回大会

J

e

 

r
－
e
 
s
e‘
 ．．
 
t
e
 有されていたため阪急電鉄沿線の西宮康場で行われたが、次の停にil! Ej3 

甲子鴎Eま湯は、阪神電鉄との関係を含めて子闘を事lぴ舞台としている。

その土地の神話ともいうべき意味を持つが、それ以上に大観衆を収容で

. ' き、見1l!物伎をR留めるパフォーマンスの舞台としての愈味合いが非常に

強いのである．

この舞台上でプレイを繰り広げるのであるが、野E草のプレイもさ るこ

その0式性にこそ章者目しなければならない。我々がごく当たとながら、

6・，：＂
< ． り前の こととして見ているE式会の前後に筒チームの選手が本塁を決んで

互いに族拶を行う光震は、今や臼本のE事湯更にあ審判jを中心に栂対し、
守忌

らゆるスポーツの絹函で見られるが、大正 4年の大会開催にあたっ-rの

「野＊規則Jt1J定に伴う申し合わせで生まれたものである。これは、

fスポーツマン シップと8:1宇古来の浪士遂とは精神において金〈同ーの

ものであり、 しかして本大命の銭合は織業化せる米飯野球の直却ではな

武士道的fll申を基調とする臼本の里fI:;震を奏厳し普及せしめるたくて、

めの試合であるから、砲に始まって畿に終るべき裁が留の祭主主野Eまに

俗語富然附随すべき儀穏であると去五、ll旨のもとに規定されたのであっ

、ー

フェアプレイとスl I Z Iとip尾演が回臓の中で述べているように、た.＇J 

t、
今、子

" ＂＇.三、
ボーツマンシップが武士道の精神とのアナロツーで考えられ、 1式会はそ
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〈なお、念、の表ねといえよう．

在と は異なっている．〉

からの入更に、第三回大会 〈大正6年、1917) 

• " " j",• 
; . " ' ' ＇～F ＇＇ ・ ；' ( ¥ 

" t .. ． ． ． ． 

主宰
~:J ．．．．

．．．．
 

これは、 問符5月東京芝i市で行われ場式がある．

日中比の三国た第三回極東銭技大会の協会式で、

代設選手団がそれぞれ周航を俸げて入居きしたこと

元早稲回大学野路銘にヒント安Iiたものである。

宮事
九 手!I

で活服したIii戸｛言（大正 4年秋より朝日新聞社に

『里f.£ま復刻』作成入社し、野際審判協会を鍛け、

にv~ わった｝が発2聴者で、彼が入場試を衣が閣で初めて野E京大会で実行

I I 3 l手の綴りと足並みをと撤えて、すべての選手が大会欧したのである．

に合わせて一糸乱れず行逃する入場試は、 Z罪隊の行進とだぶらせながら、

情少年のそして高校野球のイメー クを、見ている者、行っている者の中

に磁成していると考えられよう。

また、 優勝したチームすなわち日本ーのチームに贈られる優勝良Ii、

甲子回野球にとって不可欠のものであるが、この旗f;t、当時の天皇.と

『中等野E事大会などに f錦の御llt』と同 じさ主同じ生地の皇国織である ．

士ti!で優勝旗争犠ったこ とが世間にわかつ ては大問題となることが必至だ

日本国民に とって大きな窓味がI l llと久保図がいう ように、ったろう』

あったに違いfi.い。そして、現在も各県の代猿チームが皇国織の優勝旗

日本中でただー佼が故郷に持ち帰り、それを先を手にするために戦い、

顧にパレードしている現実は何を物館るのだろうか。甲子薗野琢が、厳

に日常生活における思考の枠組としての棒~をシンボリックに伝迭して

もっと深い地平の神路1命的考察に値する問題が

- I 5 1 -

いることにとどまらず、
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手、b
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あるといえる。

以上の｛也、シンボリッタに中等野球のイメーソを示しているものに靭l ＼イ可
。目、.／.'•'1:{曾？－·？（.!< 

日新開地t大正15年（ 1926）訓”二 回大会時に街地した「野球大会の歌ν？川~；，：＼九持
‘バ喝；訟は

がある．佃武周夫作詞、偲時潔作曲のこの歌には（改ページ参照）多く ！富山

の神話的メッセージが散りばめられている。 f若きさ主命を~に嫁げ、正
• • .l・

しく強〈カに生きん. J 『理:'i@ 3寺りを血淑にもりて、雄々しく純くっと
民＆

めて勝たん.J f初陣つ強調車J 「男の子のいさほし銚れてやまん、名を

こそ惜しめますらを主主等。 Jこの歌は、朝日新聞社が会国中等学佼優勝

野球大会を主催することを決めた時から不可欠の精神である I凡てを正

しく、緩節約にJ f純粋にJ r ii lftとしたプレイ Jを行い『地方代表J

としての心窓気を見せるといったものと重なり、朝日新聞社が甲子園野

宝章の神話として形成したものである。

4・t：” ． 、
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車
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曲

一

朝日新関社，

( 2）全国中等学校優勝野球大会に俗ける組織の銀独能

朝日新聞社；金国中等学校野獄大会史，

一一

大正4年 7月1日付ttで朝日新聞社が主催として会圏中等学校優勝野

会箆中害事野球巡~をパックにして全国大会球大会の開催を告げてから、

何らかの自的を共有すを行ってきた。他の鋭敏種自と共に大会を捌き、

野球が独自の方法で大会をとり行ってきたのであるということ院なく、

第二次世界大尊重へと日本の政府が昭和15年（1926）以降、
． 
ι. , ． 
＝ 、
雪0

、

この歴独自性Ii消えていく。

しかし、

向かっていくにつれて野琢組織の単独性、

史的事実から逆に、中等学校野球連盟や朝日新聞主催の金国野球大会の

l 5 3 -

持つ~隊が明らかになる。

る．



昭和15年第二十六回大会は、紀元2600俸の慶祝行療が箆を惨Ifて行わ

れたE寺で、全日本中等学校体育鋭校総カ大会の一部門として野1*、陸上、

硬式及び軟式庭E章、 ill：£君、排球など 8盤B、草書加2200余名体操、水上、

‘ 又一三I I・3甲子園を中心として同時開催tされた。の選手が、

更に、昭和17年になると務の選抜中宅草野球大会、夏の会l劉中4宇野球大

全国中等学校後l勝聖子E京大会は、そして、会も文部1省の指令で中止される。

新たに文書E省及び大日本学徒体育大会iこ総合され、各滋自の続技大会の

朝日新聞は 7月228付けで以下（ホ一様門として行われることとなる．

I II) 
ペーグ多照）のような言語絢で報じている．

＂・e・， 'I •;· 
f昭和17'f-度以降は中等学校生徒の会国約ffZ事大会は毎年 l固とし、「

． 、， 
． 

、，、‘ 
ゐ宅 ι． 
, ' ＂＇＂‘、，
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燥により全国鰍会はいっせいに中止となったが、 ！？年以制時計：；ぬ＇~

これを本省もしくは大日本学徒休育振興会主催の下に別途の形式により
＼！！！、：＇i,\i市対運~1

開催致すことと相成たるを以てJという一片の通騰のほかに何等委、幽を ー＼

iν 多民晶、＂

尽くすことなかりし当局の態度に対しでは、遺憾を禁ぜざるものかあ ザ

る.Jとして強い低抗を示している。昭和16年のJ置は文部l省文邸次官迎 ・見守

そのタト廓間体の大日本学徒体育振興会を動かし、銃後鍛練と士気扇錫会

スローガンとして、各種目のスポーツ絞殺会の音頭を取り、開催 し犬の .... ＇＂舟

今、

‘
 

，白‘
 

である。’ III 

この昭和 17年の大会は、全国中等学校野J)~連盟の公認大会ではなかっ

たため、現在でもその記録は正式に残されておらず、文総省の戦時体育

訓練実施要項の制定に伴い、大日本学徒体育娠興会主催のこの年の全国

‘， 
大会ば、大正4年から聞かれている会関中寄与野琢大会とは耳Ifのものであ

このように会圏中等学校優勝るという解釈が成り立勺ているのである。

妻子E京大会は、文官B省統絡のものではなく、朝日新聞と全国中等学佼野珠

進銭が独自に開催しているものだということが改めてわかる。現在t金

国高等学校体育巡盟と別に会国高等学佼野減速惣が独立して存在し、ま

た各総道府県でも高野速と高体連が並立しているのは、このような歴史

このように朝日新聞社と全国的背無があるためである．甲子園野線は、

高等学校野民主連盟によって組織だてられ、それによゥて神話が形成され

ているといってよい。

さて、前紀のような大会中止の後、朝日新聞社Ii、昭和21(1946) 

11 II 月，21臼付けで、全国中等学校優勝野琢大会の復活開催を発表した．

｛……惨斉！！なる今次戦争によって、歪められた若き心をスポーツによっ

て本然の姿に立ち返らせると共に、 Jf~を通じて民主主後精神の育成を

助長じ、’併せて明朗i関速なる気風を磁成せしめ、将来新生日本の各分野 ＇'.・ J，止、．

、e・
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。。，会場耕苦杯選スポーツ日本の樗主主に~するところ少ながら ;i;;c.ふ,Pi lk＇？.~ 球一打に鎖践するところ、
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害事野1重さらには現在に歪

しかも明文化されたものとして盆要である高校野E事の神話の線として、

f国民性との戸数」「男らしさ 』る．

といった社告での神話メッセ－ '.J。聖子f控主主虫垂jr;a刺たる妙技J

f気r~ らしさ』『勝つことJ「純粋さJf緩／？しさJE草大会の軟での

さらにこの復活の開催を呼

「スポー．ツJ「明朗潤逮J「民主主袋綴神J『若き心Jび働ける文函での

｝十、．「フ ェアプレ6イJ

't!るを信じて疑わぬもの

Jという文

活に向けての文.l;l、

といった宮重量．

f若さと意気J

-I 5 6 -

尊重は、昭和 16~大会の中

そして！？年大会が大

fよから Jの手で行

日本学徒体育振興会によ

3司

自

大正4埼玉の争上告や野

と教育としての理想から

復活することを記してい

際大会の散さらにこの彼

中

民主主幾ー

「全力でぶつかることJカj

「伝統の袴りJー「純真滋耳目lたる青少年』

のスポーツの精神ー

われた ことに対して、

であります。

主、独立、

って

止、

る．



節目ごとに人々に伝達しようとした紳Iである．

この純開催4こ備えて、朝日新聞は金闘中等学校側側の湾問図；f；約機
'V"J;j~~吋

った• I昭和21年2月258、大阪に各地代表者が集まり、顧問に中沢民失、 て

r-Jま－tTへの傾注J

会長に朝日若干聞社主上野精一、副会長に佐伯滋夫を推し、全国中等学校.，，

野球連7.1が全国中等学校優勝野球大会に全面的に協力し、同大会の主催
. " 
V、＝‘〈．
白。’＇ . ' 

•. I・., 
‘ 

団体となること、未組織各府県中等学校野球巡銀支部の結成促進に協カ

することを決議して、全国中等学校野~迷'Jl!は再建されたのである。 l t・s
この席上 rff’球巡~Iま野誠人の手で」という申し合わせを行い、＊鎗総

織の各府県選盟も、 l也の各稲続技団体を包含している既絞の全国中等学

昭和23年（1948）春にさ手続If改革により 6・3・3制がしかれたため金

国中等学校野減速盟は会園高等学校野康連盟へと組織が変わり、大会名

r会国街等学校野球選手権大会Jと改称された。そして、昭如23年は、

このE翌年、8 fJ 13日から第三十回大会が甲子園で開催されたのである．

日本学生野 Jj"f(~草Eが帝1，；きさ れ、施行されるように昭和24年 1月22日に、

なる．高校野~tこ関する各Jtは以下のとおりであるが、この文章により

高校野~の神話がより強化されていくのセある。第四銭付 Jiil 第二十条に

又1;dlれあるときは、日本学生野銀協「学生聖子~の本綾に違脅し、ある

E

－
 

当該野JlJ(.l握手又は当該選手所属の学＆野涼会l立、審綴室のlllを経て、

、いけ
e

・5＋

司

，ザ‘、’
e
一

川

ム

F

校体育連盟各府県1lftBとIt}JI）錨の支惚組織を結成するように錯令しτぃ
． 

( 3 ）神話生成の仕掛けとしての処分

告B応対して：.！ If告、 E重機、出湯祭止又は当該野際部除名の処霊をなし得
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は賀又

! ~ ii 
家事 的
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手 1
る RS

~ I 
~ ·~ 
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fil ~ 
flt し山 、．

~ ~ 
tll の

不動
伐に

湖、．
じて
て は

泊
鼠
零
倍
野
崎
‘
に
掴胴
暗躍
を
担
え
る・

まさに荷役野疎らしさという縛誌をA雌した

． ． 
H ”という像文Ii、

処分することを明書室に唱ったものでおる．$~野1事w会で級定、

J る．

時に、

このようは鎗織と.Ill1.Eにより、歴史的に緩々な中等学佼及び高等学校

このよう伝行a1立、ff~ らしくない行2誌を処分また、警告を発してきた．

甲子関野E棋の？”語に対銃する現実として考えられ、真正なる縛tl;を強化

以下に代表的な事例そしていくI±UトげとしてのIllIi~があるものである．

2事げる．

①アンフぷアなプレイ

（丸亀中学対今治中学〉大正7年郷4回大会の四図予選決勝において

l 5 8 -



川議瀦F惨f

選手が故怠にスパイタするという尋I件が表街化、香川県当局は丸亀中学d ·：~； 

'' ,':i＜”.. ＂＂＇‘ 
の出場を差し止め、今治中学の不戦勝ちとなラた。そして香川県下め公＼ヴザJ

チームは大会制酬となり、翌々年大正9年ようやく終的州桃 川護憲1
、河，.

た． ’tI I 

③位、暴力、恐喝、浴み、交通巡反

野E事巡寺とやその学佼は、 [R,行方正で高校生ら しいことが必婆条件とな

っ て いる。高校野E聖地＜~域として考えられ、数育の場と認織されている

か§である．位、暴力、恐喝、盗みといゥた犯3孝行為lま溺校野Eまにとっ

ては決して恕められないものでみって、 これを表立って処分する ことに

よって、ー績の見せしめ効果を出し、高校野島R伸 i~を強化する仕u十 It.!:;

はっ ている。 （注5 S照〉

．” 

③スカウト、念品の授与

歴史的に見でこの閉鎖が表磁化したのは 3!ft:ある。 1回目Ii、昭和7

年（1932) 9月1日に実鈍された f学生野琢統制令Jの時に克られる。

当時主に球濁を所有する篭鉄会社や地方新聞社が、純然たる営利目的で、

中学チ ームの野琢2式会を頻繁に開催して、事E鉄会社は旅客収入を増やそ

うとし、新聞社は自社の宣伝に努めた．交通貨や宿泊！貨は主催者側が負

担し、金品ら必要以上に授与されていたし、また優秀な技震を持った小

学生選手の寺島海が皮を越し：大きな問題と な勺ていたのである 。このよう

な障害を是正しようとしたのが統制令である．昭和 9年京都商業が沢村

栄治によって甲子闘に霊場した際は、.応里fl:事郎髭督だった腰本海がユ

ニフォームを着て京都商業ベンチに~り、コーチを していた． 各中学の

有＃.‘投手を物色し、入部させようと各組をコーチし で回ったときに沢村

ーI5 9 -
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させようとしていたが、その秋E章受新聞社がゲーリック一行φ全米子、？
一……!Zf）むよぜ

翌（ft手続完巨人f(l~量；注N

？川崎i簿、
x;. 予選i）~ii

上宮Eのようなプロ主主団の強51fi勧誘ばしばしl玄関舗に伝ったが、昭和 ．？］ 

高校里子主主ハワイ迷徒：チ

が邑にとまったのである。

ム編成の必要性があったため、沢村は中途退学、

• 2倉3と共に巨人箪へ入団した。〉

301!' f佐伯i混迷Jが出されることで明穫になる．

・ームが30均三9月12臼に帰国するに先立って全国高校野際連盟副会長佐伯 、
． 、

曾 、達夫がプロ野球のスカウトの包に余る暗躍に対し一行i怒手の在校してい

II ii （次ぺーグ怠Jt≪Jる各学校長に対して注愈省を発送した．

ここでも高校野嫁が I野湾を遜じて将来日本のために役立つ立派な人

r ......余りにも物資欲に走のであ今て間を作る愈外には何もない……J

り過ぎて、 ts佼主主の純真な気持ちを留置っけないようにお願いいたしたい

・・』と肥して純演さを持ち、金銭1-:t是〈動かされない人闘をJYJ惣と し

ていることがわかる．

このことは、ブロ野縁側にも影響を及ぼし、プロとノンプロの協約を

結ぶ端緒とは勺犬。そして全国高校野＊進到の理事会を12月3回大阪で
．． 

開催し、高校野滋選手のプロ球団入団について協議し、資料のような申

し合わせを行い、災効した。けりまた学校当務省には、野ままのための裳

子縁組とか、野E草のために遠隔池から巡れて来る選手などの問題につい

その後注!Iを喚起している．て、

12}! 14日プロ野康実行委員会｛級長鈴木総ニ氏〉なおプロ涼団側も、

｛次ぺージで高校巡手に対する問題を検討、以下のことを決めている。

重き熊） ..・3
これらは、当初から靭日新関誌、及び全国中等学校野路進盟によって

., 
0・刀、！今

’＼ 
. ' 

「模範的Jな青少年らしい人間で
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r iEし＜ J で「純真J形成されてきた

． 

、，

ー

！、

、．、今

－
P

a

z
－

P
F

・O．、s
o
n
g

－－守

J

，
i

・、

a

’
：
一

h

一
－
－

e

’



・・．

‘－ 
' 

であって、対抗神話を作りだす lJJ~ ー
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佐伯途夫よりの在主主主t!J=

全国大会への予選~1.加佼大i£I i年（1922）第八回大会の績になると、

fところがその後野嫁るようになった。〈法 6芸書照）229絞を数え数む

いろいろ福白くない貨は愈よ管・及して本大合も年一年~になるにつれ、

そして・・…か、る鯵校では未だけ U のである．例が見えVI めて予~た。

ただ勝先館、校友舎の若き人たちが、

J 

1.1! 欽に長けず血の~の多い選手、

強い迦ツイ無理をしても強くならう、つことの歓喜に洩らんがために、

手を自校iこ集めようとつとめる傾向に陥りやすいことはいふまでもない．
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れで、

ったJ I % f）のである．大正ll年に既に規定を作らなければ らないほどの

状況に中等学校野球界がなっていたことも驚きであるが、 主催者たる明

日新聞社がいかに中等学校野疎の神経を守ろうとしたかが理解できょう．

この資絡制限決定の例年後の平成2-~ ( 1990) 5月24目、中学生のl:IJ

誘いわゆる f聖子球留学Jについて日本高校野放巡盟が初めて通遣を出し

ている。 It・1 『健全な高校野球を育てるために3と題した巡迭は以下の
とおりであるが、そこには、

I .高校側の抱導者や関係者が中学生の家縫を訪問したり、勧E脅した

りしている事実

2 .高校のOB （会〉や後援会が高校とはかlに中学生を飢餓している

事実

3 . 中学生の進路担当教師と共に、中学野原や少年野~関係者か ら高

校入学について打鯵や4自室長がある事実 .-

4 .λ学以前に中学生を対象とした、いわゆるセレクシgンや絞習怠

加がある事実

5 .高校が中学生〈または少年聖子旅）の訟合を主催または終旋したり、
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中学!J!fl車や少年野絡に寄付やI旨導をtすっている事実

;IJ< Iiっきりあることがわかる。
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現在の高校野E事の実態については、第 5llfの抱印務絞のフィールドワ

ークで述ぺることにして、 ここでは、教育としての野獄という腫念を縄

げてきた甲子館野線において、現実的にそれが事長々な要事実で織されてお

それに対tえする事実や、事~Sf;がこのような彩で生まれているこ とをり、

書己しておく ．

会圏中等学校優勝野E事大会及び全国高等学校野~選手権大会の歴史は、

朝日新聞社と日本商佼野湾連盟による当初からの神話を守り 、その神路

に対抗する事実に対して線南なMl~日jや処分で対処してきた歴史とい って

『男らしく jすべてに rTI.しく 、模範的なJよいだろう。十「純真でJ

でf繍jlflJ の;f脊少年Jが『スポーツマンシップJと fフェアプレイJ ． 、
を見せるという甲子園野球の歴｝~ ~他方の代荻J として f 綴刺たる妙技』

一

「そうではない史附に自由成怠れてきた神話と微々伝それに反する現実＝

占 16 4 -



ある。

、

( 4）メディアの側からの甲子翻神経の強化

一 早稲悶大空宇野隊司~o B刑m穏洲の言説 ー

これまで見てきたとおり、甲子関野践は f純真で』 『男らしく j 『す

べてに正し〈、模範的な』 「1青少年J(J< fスポーツマンシッブJと『フ

ェアプレイ Jの「繍JillJで f地方の代表Jとして f綴刺たる妙技Jを見

せるという神話が、大会当初から主催者たる靭日新聞と全国中等学校

〈高等学校）野球連盟そして日本高校野疎遠盟の綬貝IJや処分といゥだtt

鍋けの機能をも含めて形成されてきた歴史であるといってよい．しかし、

前時代に見られる早紹回大学野琢琢やその務長安部破鎌の精神を引き継

ぐ卒業生が静子聞社に入社して記事を響くことによゥて甲子園野僚の判1路

を強化したこともひとつの袈紫としてある。この頃では、早稲田大学野

まま徳OBで折間経に入社し、甲子鹿野球仲誌の強化に作用した人々にス

ポットを当てる。 、

早稲田大学卒業後、新聞社に入社した人物は、 E戸大初期に活寵した

橋戸信（号を頑豊島、万朝報→東京羽田折間→東京日日新聞）、弓館芳夫

〈小録、策策回日新聞）、布問忠（続完新聞〉、飛回忠順〈抑制冊、。報知

新聞ー・続発新聞→凍京朝日新聞〕らがいる。これらの入物逮Ii、中等野

湾、大古宇野高官の戦~2や批評を11き、スポーツ ・ ジャーナリズムの鳴矢と

されJている．前述 したように全国中等学佼優勝野~大会においてい試合

前後のホームプレートを挟んでの後修を申 し合わせ事項とした『聖子主主規

則Jの制定にかかわり、第三回大会からの入幼試を提案した橋戸信lま、

朝也事T簡に入社して会園大会の運営を先頭にSLゥて行った人物である。

-I 6 5 -
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’：務惑や

野康について限っていえば新聞に多章受侠策したのは、衆国である． : ,. 引.：：~ィ与
" i¥ :'f;J ! ＇.＆）~機器議

水戸中学時代から聖子Iまの線留に明げ主主れたm回は、中学時代の野路生 1議，＇

活を以下のようにlieしている． 「（水戸中学が下型FE哲学に l 対 5 で敗れ ，，｝~ri!\
；もが長

・た後）訟は水府1撲の疫を光栄に包まれながら下りていく下姿Jlを見下ろ

しながら、縦念の熱い添を認としたのである。私は本当にそのころ感激 、

性に富んだ少年であったかもしれな~i.私が私の心にひそか誓ったのは

下品善後￥の大顕であった．私は狸日からその首途にのぼった．私は真剣

になって線留した。玄関で鰍の1圧を解きながら眠ラたことが鎌皮あゥた

かしれない. ~~思でないものが人並みになろうとするには人知れぬ苦労

がある。……（中略） ・・・・・・ボーlレの姿が自に映らなくなるま で私は級友

の泊徳と二人で練習した • J I 30このような猿練習で中学等代を過ごし

た後、明治40年（1907) 4月、早稲回大学に入学野湾都に入部する。そ

こで、安部磯t監と出会い、飛回の野まま観が形威されていくのである．こ

こでは、衆回がいかに安部の野球観に彫鮮され、その後、犯者として中

等野~の批喜平、恩念のi魁示ーすなわちメディア側による神緩形成ー

にii#!＜関係していったかを見ていく。

「人生の修業としての野球、こうしたことをいうと多くの人に笑われ

ると思うが、人間というものは動物とか鑓物とか、それと大して震わり

がないようだ．そ こに変わりがあるとすれば、私の悠飾安~磯絡が口鮮

にいうた f知徹Ii学問から、人格はスポーツからIという重言葉だと思う。

E町市宮音量BE盟主主はl昭和二十四年二月十日、東京江戸川アパートの一室でこ

の世を去ったが、これこそ明治、大正、昭和の三代にかけての聖人であ

り、私の記録からすれば、この人八十五年ノーエラーであった．

野1JRIま単なる遊びごとであってはならない．野原から一つの人生をつ

-I 6 6 -



τぷ~~~~
－ーミ 『

ぬいや4し

かむパこに一蹴心とか－rr入総とかいう刊が生まれるわIti］：~ftq~＇も
が、やはり野琢にら rr儀作法があり、行儀の型！い型fぼをすると多ぐのか10.i.l~：~.；｝1~

叩川滞f."'" 

々に努lまれない。 Iii; 合には負けたが北般の滑 Ill 、＇~主主の !JI JJ~;jヒ、九州の
,,, ...持＇.1 ,;J!\i!r1~イ《

筑前鈴、 会精力をかけたあの試合、本：~ にうれしいと思う。 。二］，；｛＼＼＇ヘ；出

野J;R を時1なるJI帯魚~Jl のように:Jl・える jjif に、心を洗う修制i こそ l'1i校野球

の本質であろう。 品tちのあるティ ームには町1子関の戸俊も集まり、勝た

してやりたくもある． f来年も来いJItグラウンド ・マナーのJーエラ

ーをたたえる負けたティ ームへの心のmm骨組tであると息う。 J I’H ここ

からは安鰍l唆雄の会人rmとしての，'f.＇，位、人総＝スポーツマンシップやフ

ェアプレイ紛神を修養するJI;}として野£1がある という観念をもとに、聖子

ままにおいて、行儀作法、心を洗う修鋭、 /j/,俗、 －l事洗心、一打人税とい

った人生をかけたプレイを滅後し、 JI~fiif.していることがわかる．こ のWI

日新聞におけるg(!!Jiのほか、 「日本の野E事の父＇／；；・4軍機tJ~先生は、かつて

筆者に「スポーツは戦争にとってかわって金位界を支配しなければ必ら

ない。スポーツな ら人間の持つ闘争性を満足させるに十分だし、いっさ

いJfilを泌さずにすむではないか』と説かれた．・・・・・・そして先生が叫ばれ

た戦争にかわるべきスポーツの時代は、先生の（£1!!中には開けてこむか

ったし、世界のスポーツ然は戦後忽迷に潟められたけれども、位界の有

識者はまだ戦争にかわるべき111t-lnt二の安全t.；.巡をスポーツの上に求め

ょうとしていない．

これを恩うと、朝日新聞が今から四十余年前会圏中等学校俊勝野E華大

会を主催したことは、すこぶる点ftといわむければならなかった．もち

ろん当時の朝日がこれを平和運動の－811と考えたり、反戦運動の－IIと
して利用しようとしたのではなく、その』聖旨としてうたわれたものは背

少年の肉体的鍵般と精神的安全に寄与せんとしたにすぎないであろうが、

-l 6 7 -
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を、さらに精鋭I強化するためにしのぎをけずるのであるから、一回より

も二回IJtょく、二回よりも三図、五回と自をI:ねるところに効果がある。

”…われらはそのうえ、司Zj震の練習を特に•fl: している。 E式会が公然の

面前に野球正道を表現し日ごろの鍛錬の良否を紙みるものとすれば練習

という雷鋭からは、平和主義者安商l磯縫の理念に立勺て rfH ＜美しく E号

としての甲子磁を平和のシンボルとして永久に残

このように安郵磁維の考えを吸収しながら中等野Eまに対する飛回の銀

1ま単なるIt備の1tJi下に左右されるものでははくして、試

合そのものからにじみ出る純情の香気にある．中等野球の生命は、袋函

に現れるところの校側の巧flUではない。裏面に潜むt脅浄さにある。その

清浄にして無おなる魂こそ、少年野1車窓の3lであり 、日本野球遂のI号示

これを失うことによって野湾の本遣は誤られ、中等皇軍E事の本

緩線の必要を痛感してともに血戦の舞台に昇るもので

あり、野Eま It合は優勝~の争等のみが 8的ではない．練習に鍛錬した魂

体は亡滅する．－－…－〈中略〉……全国各地の少年野JJJ<ll1は敗れたるも鯵

それぞ・れ心身のa型車~に常磐をつくし、その間なんら遥絡なか

りしことと忽わnる。……つまり試合は単なる優勝を目標として行われ

念i立磁悶たるものとなっていくのである。機々なm臼の宮鋭の中で、

と題する随筆震は彼の考えを代表したものである．

人IHI同士の殺し合い、争E容の滋悠が抹殺される日まで、

行事玉liil'iく美しく勇ましい少年の独敏雄詰として残らねばならない．

していくものとする考えが飛図にあることを理解できょう．
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ましい少年の封11車場j

『少年採児に与う』

るもめではなく、

『〈中君事野Eま｝

でもある。

ちたるも、

て、



.• ；~！、P ，市

．：嚇税引
は人怠毒グラウンドに忍者の修袋をして野線選手の人絡を養成する．周

同 ‘品吋勾’九

省笑に－:i患の修業にしてそのーを失え I！野主事鍛練の、成裂は三止めがたiめ：.；f.,ii.~＼＇.~；許~－t
… 

・（中略）……日本式野球は枝の米~を論ずるものではない．野E憲新：

神を続くにある。その野誠精神Ii一宮にしていえば、 9Eの練習によヲて

、
五、、
i . ＇ψ： 
・＇、、
孔＂’、品＇; . 

つちかわれる.fff;1$愛、母校愛を強絢することはとりもなおさず国家

愛を教うるものであり、 一致団結の図体罰号神は、ーヌLとなって量生に当た

るの心1'気を示唆し、線維約精神は、喜んで図維に殉ずべき暗示を与え

るらのに外ならぬ．智仁湧l;t日本式聖子Eまにおけるtt技の約束であって、

，；目，a

． いまさら貨雷を要するまでもない。…一 J 1 • 3)安部E謀総の野球における

f智仁勇Jを銭tまの約束として底辺におき、勝敗よりも命日頃練習で鍛

日.., 
' 

その草地の精錬強化をす線した潟、人絡をmくために野球の紙合があり、

るために何試合も行うのだという。そして一致図絡め団体繍神や犠牲的

精神lま、一丸とな守て敵に当たる気阪や困難に当たゥて殉ずべき人絡を

養成するというのである。

こうした中等野滋に対する飛田の怒怨ば、東京銅日新聞誌上、でも明確

3月15日から18日まで 4回にわたっに霊をされている。昭和11年（1936) 

て連続された r興行野Eまと学生野~J と題する特集には、 興行野践と比

較しながら学生野~のあり方が飛回によって示されている。昭和 ll年

f日本のE軍隊を今日あるものとした3月16自の朝日新聞では、(1936) 

苔等が愛敬する先入E求士の精神といふものは狗に!It費量そのものであって

血を涙を汗をその t•心に注ぎ込んでゐる。貨に無線の凡てを入れ込んで

日本武士道に混和せしめ今日いふところの野E章治を錫絡した．その吐血

的足跡を恩ふならば、決してこれを続E手続し見也物携してはならはいと

思ふ． ・・・・・・ （中略） ・・・・・・正統日本野減量flちアマチュ 7野l)Jであり、特tこ

、0

・
t込
ジe－
 

祭主主野DRであらねばならない。……苔電事はそれ等の是非を鎗ずる必要よ
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t差せねばならない。

神について

修養の逮成が重要であることを繰り返し言及している．

社に入社した野JJl<選手たちは、
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高校里？球の神話をメディアの自由l；から形成していったのである。
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ll~』に用いられたのが鍛初であり、

きたペースボールをすべて野E事と表すことにする．

、

t主2）野球を取り入れた学校の生徒がいずれもエリートであ q たことは、

下の量をの尋常小学棒銀者の うちで、より上級の学校に進学した者

3・，＂
.，~.· 

の割合を見ても明らかである。 〈単位%）

中学へ 家業へ 師範へ｛高師j 場門へ 大学へ

明治252手 0. 8 0. 6 0 •. 07 

明治33年 3. 7 o. 7 0. 7 0. 2 

明治~1年 4. 0 0. 4 (0. 02) 1. 2 0. 3 

大正 2~ 3. 9 o. 4 (0. 03} I. l 0. 3 

大正 8年 4. 3 I. 9 o. 4 (0. 03) I. 3 0. 3 

大正15iF 8.3 4. 1 o. 6 (0. 04) I. 8 I. 3 

昭和 5年 7. 8 4. 8 0.5(0.04) 2. 0 1. 6 

昭和10年 6. 9 5. 3 o. 2 ( 0. 03} 2. 0 1. 4 

, 

’J 

〔菊幸一；近代日本におけるプロフエヲショナル ・スポーツの
成立形態とその社会的条件に関する研究ープロ野

琢の成立を中心にして ー ．教育学l専士論文，筑波
大学. 1988, p. 309.より）

注3）この他にも、一高の選手の中には、怠練習をした史実が多く獲さ

れている．そのひとりに守山信太郎がいる。明治34年5月2日倹

浜アマチュア倶楽修に 5対 6で民主れた後手守山は、官雪辱を期して、

毎回線留に次ぐ練留を重ねた。そして彼は、 野~官官倉Miの煉J[\!

：3
0元
号

、．
1
0

、・
1

ゐ

司

4

・6

、

k

e
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ロールをつけるためにピッチング緩習を した．

て左腕が湾曲し、

り、そ してまた投路線習をするといったことを繰り返した。守山

はその後、その獄練習が実り、 35年 5月IO日の対僕浜アマチAア

倶楽想織で4対Oの完封勝利e収め、 r大投手守山Jの名を移げ

た。 13.. 

注 4）明治32年3月、 一部lま二高（仙台〉からIJt戦状を受け、野琢と業

道のます抗2式会をすることになった。以下、大手口琢士の『野Eま百年』

によると、 仁川…一向は受けて立ち、盛大な壮行会を聞いた。四

月七日 、 校庭に六00の学生集まり、戸主俊 E撃が先~に選手を中に

して後織に送日lj隊が続き、よ!11不忍池伴から隊ffiを組んで上野駅

に向かった．歩武鎗然、

一送第一F高等学校選手ノ遠征ー

’..危う＠・＇ L舗

の長流が靭風にひるがえる。西郷鏑像前の送別式にはさ学生代表埠

＠， 

谷語まが悲壮な口調で1t征をおくうた。 llf！転I万銭、柔道館万歳の

芦は上野の山をゆるがすばかり.J 13llとある。釈まで選手、応

媛団に送日11する者が同行し、送EIJの辞と万餓で見送る壮行会Ii現

在の甲子園E求湯に向かう高校チームとそれを見送る学校、池元の

人身にも閉じ光景である＠

さらに、明治39年（I 906）に防姶されたー高対三高の定期戦に

おける応援団の熱狂はすさまじいものがあったとされる。当時の

一高選手君島一郎（明治41年結）と三荷量S手木下道雄｛明治41年

卒〉は、三高同窓会総で対践を仔い、その応援について以下のよ

- I 7 2 -
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うにffr勺ているのセ抜粋してみる。

f木下 ・・・・・・一筋の応援は、竹竿を持ち出して地磁をPflき、砂峻

りを起こしてわれわれの珂I!絞をしたけれど、 ……J

『君＆ -(.}jの応媛団結一塁側に小さ〈！”じ込められて、まわり

"" ~.ot 
はみんは三高の f)ft鋭、半鎚、舷、~主主、錦織、骨骨l帆にチ

ャルメ ラおよそ音の tU る器物 I~ 何でも持ち込まれたが．

‘一目、．

・、。、
’ .. 
”・

なかには石油の笠き倍を絶え1111なくたたきつづけたもの ：：や

がいる． 霊式合開始前からの怒筒、潟声、ウワォーと いう

＆・
闘の7封． そのやかま しいこと級々しいこ と。 fill手の うし

ろにいる三笠アンパイヤーの判定が外野に聞こえないか

ら、 ニ~手の僕がリレーして、外野へ向か つて、 い ち い

ちポールボール、またストライタストライタ.J I ＇・3

一節 、 三高両校と もこの~l射殺で、 母校の名著去を目指けての応綴

はすさまじいものであった．竹字、放、手鐙、飯、太車室、銅錦、

ラッパなど音の凶る物をすべて持ち込み試合中絶えunな〈それら

の脅と、怒声、 E耳声が空びかったことが惣像できる。時代Ii、下

るが、絞っかの li;~にもその熱狂ぶりをみることができる 0 II t I 

- I 7 3 -
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1"f. J:t I ）大正7~~ （雪lJ I自殺〉
の－~ （大正 7£匹、

三高校庭〉

続戸回線?tfl.に ~I8され、中
絵主将を先頭に、織を圧して

~々と入場する 一高ナイン． 

． 
写真 2〕狂気乱舞の三高.£511

図〈大正10年、 l月
6目、第14回総、 三
高佼ff)

.‘ 
み＿，＝＝＝＝；
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lj
 

・．． 

写~ 4）ー慌の決死的応綬ぷ
り
臼い布lま何でも彬の
先につけて、数布ま

で踊（ ~こ化けての応援
である．
対早大戦〈於 戸It

日本学

~場、大正初期〉

より平成元年（1989）までの15勾，，聞に、

Ht真とい生野E事協会の審査室が、対外鉱合祭止あるいは、議告、

｛数字Iiった処分を決定した事例は以下のようにまとめ られる．

このような議似の ~IJ なく表示している 。 ）対外総合終止、警告、

コーチ高校生らしくない行おにおjする処分の他に、総長、監修、

高校野Iまの神話の不正な行為に対しても処分が下されることは、

をー層強化する働きを持つといえよう。
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注 5）昭和50年（19 75) 
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唱会

日本学生野際協会審査室会餓の決定による処分

£f. lQ'. 

Z事由
穆民の~ 31 lJI 什・
(II内での U!団側殺害事〉

万 き

者自 tt.i 

恐 lllJ 

OJ 主嘗

強 ~ Its ~ 

う担 理事

紛 "tr. 4陣 行

島3 女 4語 行 * 遂
女 児 い た ず '::> 

飲 樋

喫 短

号動阜に関わ白るらの
事既P与野辺転、自動車窃
盗、飲酒遺伝、事故等〉

バイクに関わるもの
（無免併運転、バイク窃
浴、 ai並行語、 羽I故害事）

不 正 5段 E巨

プロ 入団絡の総定途 反

不正入t式とセレクション
中学生の入制lテスト

そ の ｛也

7 5 7 6 7 1 1 8 7 9 8 0 8 

2 3 3 9 7 7 

2 2 

2 1 

2 

1 

1 2 

2 



年 jg: 
7 5 

事 自

明II員の総力者I例・
2 

( f車内での集団制裁等〉

万 ~I き

窃 盗

恐 喝

イ努 答

強 ~ ｛お ~ 

発 l(J 

姉 女 豊島 行

婦女暴行米遂

女児いたず 勺

飲 滋

喫 媛

盗自（無、動飲免車併酒に運迎転紙関、、わ事自る動故も等患者の） 耳

バ無イ暴免ク許走に 関転為、わバ事る故イも等クの
盗（ 、 行迩 、 窃〉

不 正 発 尊i

プロ入団等の匁定違反

不正入試とセレクション

中学生の入鶴テスト

そ の 他

・” e

1 6 

3 

1 

2 

一山 由

7 7 

3 

’＜，：.＇f,l；出唱2持軍ーし
.~’e 

1 8 7 9 
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2 
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1 
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園田園田盟国E園田・

絞iSil 1阪より〕

一 一
8 2 8 3 8 4 8 5 8 6 8 7 8 8 8 9 骨t

11 7 I 2 5 1 6 I 3 I 0 I 0 I 2 9 

9 8 3 3 2 3 3 1 

4 2 2 5 2 2 5 

l 3 l 0 

一 ． 

2 

1 2 
． 

一

2 

2 

3 2 3 4 2 1 9 

4 

5 2 2 5 2 2 

一
3 2 l 6 l 5 

2 2 

6 5 3 3 2 2 3 l 

〈朝日新郎社 ；朝日新制．
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浅 6) 

朝日新関社主催 全国中等学校優勝野Eま大会へのf$1J日状況

夕、 よみ
!l! lit 

lit 由来
JI! 神 Jl L収 京 大 総 兵 山 山 回 古 朝 摘

金？噌司立法国
Jt ｝指 IJt 阪 除 協 臨 両

l't 備考
羽 京

” 
陸 州 廊 ti 州

ι大正4年 Ill 111!1 3 8 7 11 7 6 6 8 72 I虫 理l絞

，、ふ~：.， 5年 !11211! 9 16 9 8 " 10 5 8 8 8 10 
150 ~ Zお’

. !-',;. 6il' 1113国 9 16 京i. 10 11 12 9 5 10 7 6 10 100 * 329 • 

＇＃＇、T牢 Ill＇回 7 16 9 12 10 12 12 ' 11 6 6 14 (137•) 3J1 ’ ，，’ ． 
J・ I 8'1'• 1115111 II 16 9 

’ 
10 
1‘ 10 3 13 6 ？ 4 134’ 315・

I 9年 1116也 5 7 I 16 10 6 13 15 11 5 12 7 II 16 157’ 草車 ’ 

’10年 1117悶 II 12 16 14 13 19 .11 II 6 14 1 10 12 3 初7’ 3SS ’ 

’H年’18 l!l 8 20 8 10 路 2l 割 17 9 14 6 12 IS s 3 229 * 422 • 

’12卑 lll91l 12 23 7 12 10 12 創 Z> 19 1 18 ？ M IS 8 3 2A3’ 4置’
’13年 !lllO図 14 制 7 6 12 IS 2目 Z2 21 6 19 6 14 17 6 言S’ 391 ， 

酔 llir・ !11111!1 16 7 19 10 9 7 17 28 2S 2川 8 19 8 14 18 12 14 耳目z• !al’ 、
":' ISif. !lll21!l 18 15 18 21 12 10 16 21 31 訂 25 12 19 6 16 16 10 12 6 10 3 怒I’ 518 • 

! ら馴2年間初 1015 24 II 9 18 お 31 幻 26 18 24 8 21 20 29 17 6 13 3 現!9’ r.ll ， 
£吟：！：同 311'!Hl4回 2210 18 28 8 13 II お 22 お 沼 19 24 8 21 20 Zl IS 1 18 3 00’ 544 ’ 

｛お幸一：近代日本におけ るプロフェッショナル・スポーツの

成立形態とその社会的条件に関する研究ープロ野

球の成立を中心にして ー ．教育学湾士2童文．筑波
大学， 1988,p. 56. より〕

t－
 

,. 
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第4j主

‘ 

1・

2回戦2試合について初勝者、甲子鑓スタンドで

I .視勝者の特徴 ー 甲子園スタンドでの観戦者との比較からー

決勝戦、司自決勝戦、

しぐさなどの紀録（ピデオテの観戦者それぞれについての会話、視線、

テレビ中継の映像及び音声の内容分析からは、以下のープによる）と、

ような特徴が見出せる。

スタンドでの観戦者は、まにポールを中心にして選手のプレイを追う

マウンドからかなり速い位越で見ているため、選手の愛情などはわ

からない。得点経過はスコアボー ド、 打者の名前は打順tG示ボードを、

そして投球の判定は、カウント縄示デンプを自分で見て、情報を入手す

ヒットかエラーかの打放については、記録掲示ランプを注視る。また、

する．全体的に会館It少なく、歓声や驚嘆した芦が主である。

選手のプレイ、表情・しぐさなどを、テレビ干見施者は、これに対して、

クローズアップされた映像で見、それに伴うアナウンサーや解録者の情

幸程を受容する。特別、以下のような特徴がある。

ファインプレイ後のスローモーシ aンを凝視する．

②回と図の問、表と獲の問のアルプススタン ド応援団リポー トや織元で

応媛している状況に関する映像 ・音声に反応する．

③打者の打鰹成績の字孫、アナウンサーの記録に関する情報に鋭〈反応

この雄司会、特に成績の優れている打者を

①ヒット、

それについて会話する．
、
E
U
 

注視する。

＠選手の故障に関することえ正ど、選手についてのまEかな情報を聞きなが

- 1 R 6 -
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その巡手の クローズ7ッブされた映像を減視する．

以上から視聴者lま、逃手の表情を側近に見ながら記録や巡手に関する ；守合；二

：；気円以
情報を受容し、更に t＇；／ トやフ 7インプレイのスロ ι モーションを見る ；てび買い

り、

．、‘
 

－v
 、
、

ことで全国高等学校野路滋手権大会テレビ中継の印象を深めていると符

アルプススタンドや地元での応援に関するリポート

。
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2 . テレビ中継における映像・音声の内容分析

( 1 ）映像の内容分析

映像はその中心的な事象から分叙すると、 キt，ラクターとして、ピッ
’？？ 

十e‘、、 1

チゃーとバッタ一、 ピッチャーのアップ、 フ7インプレイの野手のアヲ 、，、ι

プ、 ヒットを打ったランナーのアップ、ランナーの状況を示すもの、監

管のア γプ、 ダッグ7ウトの様子を示すもの、応援阻 ・地元での応t震の

人々のアップ、応援団・地元での応~の状況を示すもの、 スタンドの

人々の状況、 その他となる．非キャラクターは、宇Il事その他ボールのfr

方、 スコアボード・打順惚示ボード、 !l!や内J!fスタンドの毘線、放など

を映したもの、応、後の小2忠良なと、 その他に分類できる．それぞれ句時

聞については、表4-I • 映像の内容と時r.lll$(に示すとおりである。

それによれば、キャラクタ目のアッ．プiJ＜多〈、 ピッチ宇一、パヲター、

野手、 ファインプレイをした野手、 ヒヲトをtr勺たランナーのそれぞれ

のアップが準決勝臓で全体の42.1%、決勝戦で39.0%を占めている．こ

のことは、選手の綴の表怖がは勺きりわからはい甲子鈎スタンドでの餓

戦者が、 ボールの行方を中心にゲームを見ているのと異なり、鳴らかに

選手の細かな袋舗やしぐさをテレビ視勝者が見ていることを示すもので

ある。 そして特別、 ファインプレイをすればその後で平均13.5秒、 ヒッ

トを打てば平絢 8.2秒、 その選手の表情やしぐさが映し出されることは、

1本のヒットの後平均12.4紗のスローモーシaン再生が行われるのを会

めて、 :iB手のイメージを深〈印象づけることになる．

また、応媛に関する映像は、 キャラタターのアップとその他を含めて

噂決勝唱~6. 4%決勝戦5.9＂あり 、打Eまやポールのみを映し出す映像より

も多い。選手の細かは愛情 ・しぐさからの神路生成に加えて、応後四や

-I 8 8 -



地元での応援に関する紳認が生まれる根拠となろう。

表4ー1. 映像の内容と時r.a数

準決勝戦 決勝載
i、，

時間（秒〉 割合〈%〉 時間｛抄） 制合〈%〉
ピッチャーとバッタ｝ 2332 2 4. 1 2373 2 6. 1 
ピッチャー｛アップ〉 1639 1 5. 9 1450 1 5. 9 
バッター〈アッフ．〉 1960 2 o. 3 1469 1 6.ぷ1
野手（アッフヲ 255 2. 6 370 4, 1 

キ ファインプレーの
。野手（アップ〉 13 0. l 98 1. 1 

ヤ ヒットをrrった
ランナー（アップ〉 310 3. 2 160 1. 8 

ヲ ランナーの状況
司．

405 4. 2 363 4, 0 

ク
監督〈アップ〉 562 5. a 458 5. 0 
ダッグアウトの儀子 27 o. 3 257 2. 8 
タ 応援団，地元での応媛

〈アッフ．〉 577 6. 0 503 5. 5 

応援団，幼冗での応I愛
〈アッフツ 39 o. 4 34 o. 4 

スタンドの人々 77 o. a 1 2 1 1. :.3 
その他 540 5. 6 501 5, 5 

E十 8636 8 9, 3 8157 8 9. 6 

非 打Z主ボール 49 7. 5. 2 453 5. 0 

キ スコアーボード，
ヤ rr 示ボード 145 1. 5 88 o. 9 
ラ 空，肉野スヲンドの

タ
鹿糠，綴 50 o. 5 32 o. 4 
応援に関ずるもの 。 。 34 o. 4 
タ その他 1 9 o. 2 。 ' 0 

小 E十 7 1 1 7, 4 607 6. 7 

スローモーション 323 3. 3 337 3, 7 

合 言十 9670 1 0 o. 0 9 1 0 1 1 0 o. 0 

‘ 

1 ・、
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( 2 ）音声の内容分針

‘熟.（~＇：~~対liki;
音声については、人の戸としてアナウンサー、解鋭者、場内アナウン 伊同

、：·~｛A~、持l~i：~伊
ス、選手、応媛、校歌にカテゴリー分けでき、 また人の戸以外では、 拍 窓.~1；·~.

手 ・歓声、応援団の声や昔、その他場内の昔、サイレンそしてその他が X'l'~.J:H1\j 

カテゴリーとしてあげられる。念的には、アナウンサー及び解鋭者が多

く（世相決勝戦57.52%、決勝線60.16%）次いで応援の音声（同じく、 32.84 

%、 27.29%）応後図、アルプススタンドで応緩している人々、地元で応

援している人hへのイ ンタピューま た綜リポート （飼織に、 2.58%、

4. 08.96）のj阪であ った。アナウンサー及び解説者の言説に加えて応授に

ついての音声が内容として多いことは、映像と共に応緩に関する神！＆を

生んでいることを示すものである． （袋4-2. 参照〉

更に、アナウンサー、島事鋭者の言説の内容を検討してみると、以下の

ようなカテゴリーに分類できた。それは、ピッチ令ーのtt・3持分t斤や織

子 ・状況について、パッターの名前・成績・技術分.fr・f宵般について、

ヒットの技術分析について、ヒット以外の技術分桁について、ランナー

の状況説明、監督紹介、作畿の予惣と僻｛高について、ゲームの展開につ

いて、スタンドの状況について、天候について、実況、 そしてその他で
．． 

ある0 :I量的には①織々な萄で、後術についてのこと（綱決S聖戦13.50%、
・－ ．．．．． 

決勝戦16.20%）②作厳及びゲーム展開についてのこ と（同じく 1o. 41%、
－・．．

7. 33%）③打務成績、記録についてのこと〈向じく 、5.56%、5.90.？ぢ〉

の順である。また、特に優れている打箔’や、故隠を持ちながら役げてい

る投手についての細かな備銀提供がなされている。 （ ~4-3. 4-4. 

番参照〉

アナウンサー、島平鋭者i>＜、 このような妓街、成績、記録といった内容

について言及している時聞が、品世にボールを.iiiい選手のプレーを描写す
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'!:1円:ii1（~n為

るだけの蜘の時間よりも多いこ と比 企図的削求選手粗大丸 験炉

レピ中継ω

内容が大きく影響すると考えられる。

しでは先に述ぺた裁合であるf)＜、

ムの応援が聞こえるため、 量3事響力は大きく、応1'31IIIやま血元で応媛してい

る人々に関する リポートを含める と、 線勝者が応援にますして持つ情級掻

ー白一．は非常に多いといえよう．

ト1

一

' 、

§-f自の内谷・と1時間数

i悼決勝絞 決勝較
時間〈秒〉 ．割合（%〉 時間〈秒〉 割合〈%〉

人 アナウンザ｝・ 3891 40. 2Q. 3892 '12. 76 

」窃旦肉盤ア者ナウシス
167 1 1 7. 28 1584 1 7. 4 0 

の 153 1' 5 9 169 1. 8 6 
退手 2 0' 02 。 。

"/If 応援
〈り＊ーヲー 〉 250 2. 58 371 4, 0 8 
絞欧 4, 6 o. 48 8 1 o. 6 9 
小1十 6013 6 2' 19 6097 6 6. 9 9 

人 I自手・歓声 288 ’2. 98 407 4' 4, 7 
の
応そtのサ量2盤イE畳レ血ン二重盟ー童

3176 32. 84 2484 27. 2 9 
声 15 7 1' 62 100 1 • 1 0 
以 22 o. 2 3 7 o. 0 8 
外 その！出 I 4 0' 14 6 0. 0 7 
小1十 3657 3 7' 8 l 300'1 3 3. 0 1 
合計 9670 1 oo. 00 9101 100. 0 0 

自 1-

主主4-2' 

I
I
I
－
！
・



、..
u叫

音声の内容と時間数事長4-3. 

（決勝峨）ーアナウンサー．解説者について ー

'. 

アナウンサー
時間（一秒旦〉’i重割一合 （%〉

.... ,, ::'-'•\: .. ~ 

リボーヲー他 . '・ ' 
時間《悶E 冨11合〈%〉 時間｛秒｝ 割合（%）＇＇

ピッチャ｝の 鴻. •,,,fdi~i 

；＼.鍾v乏絞タ首ー二す車分の析温
150 1. 6 5 238 2. 6 2 
239 2. 6 3 1 3 8 I . 6 2 

• 
，，ぺi・i十4

名まえ l 9 1 2. I 0 。 。
成績 375 4. l 2 。 。
f支術分析 6,8 o. 7 5 206 2. 2 6 
情報 1 0 0 I. I 0 。 。

野手の名まえ 1 q, 3 I. 5 7 。 ． 

ナ 分析 188 2. 0マ I 7 6 1 . 9 3 
ヒットの
f支術分析 1 l 7 } , 2 9 233 2.56 

ヒット以外の
2責．分析 20 O. 2 I 78 0. B 6 

ランナーの
状況 50 o. 5 5 。 。

監督忽介 28 o. 3 1 。
f乍戦の予1浮懇価と

166 ) . 8 2 19 9 2. 1 9 
タぽ』ムの展開 14. 4 ) . 5 8 ) 5 7 1 . 7 4 
Bili義 162 }. 7 8 。 。

テ｝ムの特徴 241 2. 6 5 ) 0 4 I. 1 2 町酔 町酔’，

ス一タ盛シ藍ドの
165 } , 8 1 。 。371 4.. 0 8 

状況 33 o. 3 6 。 。
天候ー 34 o. 3 7 。 。
実i兄 1226 I 3. 4 7 。 。
その他 52 o. 5 7 55 o. 6 0 ． ' ... ・. 
合S十 3892 4 7. 7 6 1 58 4 1 7. 4 0 371 4,. 0 8今

， 

－
－
－
 

e

e

－－一－

－－－，ー，ー・ー・・－－ O H・・・・”ー『同時国・e訓・－－‘ー－－・・・“‘・・ーーーーー 網目・ ・--. ・－・－・・

• 
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…
時
点
曜
講
一
遺
品
腿
盟
諸
一
紺
一

宅V幽胸

袋 4-4.音声の内容と時間数

ー アナウンサヘ島市ll{!者について （準決勝紋｝

アナウンサー ｜ 解思考 I ・'J＊－ター1自 吋汁や
時間〈秒） I割合 C%)I I湾問（重量〉 ｜割合 C%>I 時間 （砂）｜割合（%）＇ . 

27 6 
137 

19 4 
24-3 
14 4 
1 0 1 
96 
60 

U

一m
一μ一か

問亘
書
一
店
長
一
端

2. 851 415 
1. 421 164 

o. dー企8
2; 781 329 
1. 861 229 
3. o 5 I o 
I. 1 3 I 12 2 
O.IJ.91 0 

o. 2 s I o 
1. 241 0 
14. 421 0 
1. 121 20 
40. 24 I 1 671 

- 1 9 3由

4. 29 
1 . 7 0 

り1;:¥''',

0 
0 

1. 5 8 
0 
0 

0.92 

1. 0 5 

0 

0.50 
0 

3.40 
2. 37 
0 

1. 2 6 
0 

0 
0 
0 
o. 2 1 
1 7. 2 8 

， 

25 0 2. 50 

25 0 2. 50 

即時ー・・・．．．．．



吋翠塑問

<3):fllm患者の同l数分l庁

，
O
B司1
9

視聴者の特徴は、コド滋第 If窃の比較分析からわかるとおり、

サヘ解説者の音声やクローズアップの映像、また応援に関するリポl清涼h
ト4こ強〈ひきつけられるものである。そして、視聴者の受けた神路作用

は、そのような特徴を鍛若に示し、かつ高官簡で見られた映像や音声の内

容に適合するものであった。

すなわち、総決勝戦においては、記録についてのアナウンサーの雷説

や、解説者のファインプレイに対する鋭明、そして応綬団員や応援の生

徒の映像や音声から、神話として「ヒーロ四位J f一所懸命さ J f鯵カj

『一体感Jを受容している．

また、決勝戦については、ピッチャーについての情報総供、エラーに

ついてのS車線、ファ インプレイに対する 説明、応援の映像や音声から

「一所懸命さJ 「努力J 「一体感J f郷土意織J 「友情」といった仲話

作用を受！？ている．

これらを、紳括のモデルに適用すると以下のようになる。

B

P

・－
h
’’・・－
ツ
』一

ヒ

・一

四割す一
連
主
紡
…
醐
回
窪
6
r

一

線
声
一
験
室 釜ζ之上i

安亨na録
ヒーロ｝夜1

政蕊T事語字訂豆厚の忘憂元主プレー
音声lfA:後まで全力で駿空三Eほしい

録後まで頑張。銀〈
-'1i懸命「吉

戻盃唱をすでた！.~度

4回の，.. ~山再開潔センターの好返書提｜
『よ〈級えられています• J I 

lファインプレー l
I 地道な努元l

映像18圏直繊細学咲女子生徒の漆
懸面白面昆媛

-'Wr懇色さ

一l9 4 -



映像チアガール，応録図員
I r私達も暑さに負けないで頑強りまずから，

音声選手の皆さんもがんばって〈ださい．』

テアリーターの署員しながらのl[,t量
汗まみねの応媛団

映像

二重重金主
笠金金m

一 一一一｝ーー

映像｜夫運授手の笑顔 I 
音声｜『表情には．鳴るさが見えます.J I 

I f高みを忘れたかの笑顔i
｜すがすがしさl

．
 
．
 

4図表鉱山商業~手の2遠鏡ワイルドピッチ
『4速I呈，ピッチャーも疲れているのでしょう.J 

峡f像
音声

れからのエラー

p
i
j
j

・、
l
p
a
g

－

－

j

l

p

e

0

．
。
、

：司l
s

s

l

、
、
一
一
白
Y

I

、
．

0

・

，

．

守

合

、

j

1

1

；
i

！
F
F
I
・
e

・－
E

f

f

a

－
－
・
：
‘
、
，
lj

J

s

i

s

o

－－

．

．

．

．

 

、，
z
・
・
le
e

－

－

－

・

0

・目，
t
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．
 

e

問

e

冠
。

映像19困2死から天理3塁手ガッツポーズから1塁悪送聖堂｜
音声lrしめたと思ったのでしょう• J I 

l土埋場のヱラー｜
川断l

松山商業アルプス熔の78才の表情
『老いも萱告もー俸となっての応

映像
奮＇~

ー体怒

映像 対戦して負けた学絞の信子，うちわ，メガホン
奮声 r1弾ち彼いてきたのも．各学佼の力も借りて』
r各伎の友情t；：支えられてここまでき乏した』
『対級相手が弘法の分までと残してい・ったもの』

昼盗盟2茎傍
友情1

地元m店街「初優勝Jと害かれた僧沼
明日からバーゲシセールの貼紙
r勉元でも盛り上がヲています．』

映像

加
VS
 

仇日叩一上高ワ一周晶一の一で一主一郷
倫
一
地
Z

一所懸命さ

議蚕面蕗雇

天理録手の射をおさえる
肘ゆアップ，灸の跡

音声Ir肘の痛みt<:耐えて榔ずでいます．」
『肘の痛みはまだ残っています．』

-I 9 5 -
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おいて「一所懸命さ J f郷土窓織J 「一休員長J f努力J 「友情J

としてのヒ ーローj

ことがわかる。

3 .金関商等学校野球選手継大会テレビ中織におけるテレビの利• t苦

作用

会恩高等学校野球選手権大会テレビ中継において映像の内容として、

①選手の表情やしぐさのクローズアップ②応援団、応援席の人々および

地元での応緩の人々の表情やしぐさのクローズアップ③ファインプレイ

の野手、ヒットを打った選手のアッ・プ③スローモーション、音声の内容

としては、アナウンサー、解説者の①技術②記録③作駿、ゲーム展開＠

選手についての情報⑤応援に関する説明などと、応援の音や筒が、。節約

に多いことがわかった．そしてこれらの内容の量的な彰響もあって、割司

総省に甲子箇野ままの神話といえる『一所懸命さ』 「郷土意識J 「｝体感』

「努tJJ 『理惣としてのヒーローJ f友情jをもたらす．

ーI9 6 -
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2冷

3事ち重量 文化的コンテクストの地平に怠ける衿話fド用の爽鉦

ー池田町でのフィールドワークからー

これまでの研究で、甲子園野球Ii、 f純真で』『努らしく』『すべて

4こ正しく、穫量車内なJ r脅少年』が fスポーツマンシップ』と fフェア

フ・レイ』の『精待』で r地方の代表Jとして 12覧剰たる妙技Jをみせる

ものだという神話を、朝日頼関祉や中等学校 ｛高等学校｝野縁遠盟によ

って神話に反する事実を処分するといった仕続けを使いながら、そして

飛図様測ら早稲回大空宇野総郵で活＂ した選手途が卒業後頼関祉に入社し、

メディアの側からそれらの神話を生成、強化していく働容をもったE肝炎

を含めて、I.I!史的に滋成してきたことを明らかにした． そして、現代に

おいて、特別、テレビ中継が量的わるいは質的に『すがすがしさ』 r-

所懸命さ』「友情』『一体感J f努力 Jr礼儀正しき』 f郷土意識』と

い ったものを神話として伝達し、解釈していることがわかった．

本軍事では、こうした印子鴎野球の神話が現実の社会、コンテクストに

おいてどのように生きている人間 ー生活者ー に最多響を与え、シンボ

リックに解釈されているのか、甲子関に出場し、全国優臓を飾勺た池岡

高校の地元、t草島築地問町に赴いてフィー1レドワータしたものをそノlグ

ラ 7 として配す．ぞうすることで、甲子鹿野~神話と現笑社会仁生きる

人聞とのかかわりを繍き出せ、なぜ、甲子園野＇＊の縛話に引き寄せら九

るのかをその心鎮のレベルからttl写できるだろう．

..、1.,, I 
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1 .主I.II・ 方法.le凶

( I ｝民族誌的記述の方法
‘’‘ 

『…原俊民に隠する研究で、ほんとうに訟の関心をひくものは、彼ら

の物司事に対する見方、世界観、原住民が呼吸してそh.によって生きてい

く生活と現実の息吹である．あらゆる人間の文化は、その文化をつくる

者たちに、 一定の世界像を与え、はっきりとした窓除を示す• J B.札

J

‘‘ 
E
ハ吋、tr 

’、.. 

Malino11skl1》

本書障の主題l;I:、甲子Ill野綾の神話が文化的コンテクストにおいて、ど

のように寝解されているのかを、具体的に描き出すことである. ~ 1耳E

先行研究の検討 1. 本研究の系裕 ですでに述べているように、本

研究は甲子図野球がいかにシンボリックに意味解釈されているのかを碗

究するものであり、象徴と解釈の側面から文化研究をすすめていくさ学問

的系譜に位置づけられる． C.Geert2は文化を「入閣が自分自身ではり

めぐらした意味の縞』とした上で、 rこの意味の重なった繍遣をきわめ

て正確に署長すものが民族誌である. J引と述べた土で、 f~臓の象徴的

体系としての文化がコンテクスト｛脈絡）において民族誌によって碇述

される. J引として、文化とその解釈の研究において民集まま的記述を鍵

唱している．この民族隊約記述について彼は、 f長期の主として質的な、

また現実の生活によく参与した、しかも、限られた地蛾における、しつ

こいほどに綿密な現It!!調釜J”といった特殊伎と脈絡性において広IE聞

に後々なことを解釈し、記述することを数多く積み象ねていく事が民族

誌記述であるとした上で、民族It学者iまf現t也の人びとやその仲聞が行

っていることについての彼ら自らの解釈（依ム2文化）に闘する我々

，（民族稔学者）自身の｛二次的、三次的）解釈を記述すること j引が重

-198・



要であるとする．そして、

人類学的解釈がどこにあるかを示すことにある．

れを追跡すること、

ることによって、ある時点においてのみ起こった一つのできごとをJ記

録の中で再び見ることのできる記事にするのである．』“として、社会

的対話の涜れを追跡し、議きしるすことが民族主主学者の使命であると述

べている．

従って、民族誌は、狭い範屈においてその脈絡の上で、現地の人々の

行動、対話の窓味を読みとり、記述するといった『厚みj を持つもので

なければならないのである．この点について、 J.しPeacock除、 『民族

誌的理解が、原住民の生活と民族書志家の解釈との結合の上にたって生み

出されるものならば、そのような理解は単に rx鶴族はYやZを行う J

といったようなかたちで要約されるべき佐賀のものではあり得ない．人

間の生活は、採集され、保存され、縛物館の陳列楊や体系的な見flり図

の中に並べられてしまう標本などではないのだ．解理択は、それが主体と

客体の、民族誌望まと他者との栂互作用をえぐり出すからこそカがあるの

である. J 7）とした上で、 「民族毒事家l土、彼の感受牲を手提かりにして

他者（原住民）の世界線を解釈するという作業』別であると述ぺる．

フィールドワークは、民族誌学者が失肉体とー貸してかかわり、様々

な人々にインタビューし、情報を体系的に集める f参与観察Jである．

民族まま家自身が、現砲の共肉体に巻き込まれ、巻き込まれることで現地

の人却の価値や観念や経験を『共有しJ、行為の意味を解釈できるので

あるJ f民族誌家は、必然的にフィールドワークと呼ばれるさまざまな

いゲェルでの人間との出逢いに港き込まれる．隠れた場所に::ftち；川対象

ー 199-



民族誌船主現地のA~のι；r＇~！J;~l
活のiiれの中で得た彼自身の経験にむとづいて、そこから民族誌と呼ぽ、

から超然として観察し記録するのではなく、

川ものを糊していくのである・時鯨と現地の人々が協力し月 l
はじめて民族俸という成ータと解釈とを積み上げていくことによって‘

この民族幾重量の参与観察におけJ引と言えるのだ．巣が生まれてくる．

るデータと解釈との積み上げ、．そしてその記述といづたー遂の民族誌の

→仮説の是否の検討といデータ方法Ii、仮説→絢査および実験 ... 

った笑証主義的モデルをもっ社会科学者のそれとは異なる．民族誌家は、

これほど針首位をもたず、「一定の段階まではこの手続きに従うが、 フ

し、民銀

自分自身自らデータをつく りあげる作業に誌豊臣自身が参加することで、

そttをその中で現地の人4が『むのごとをどう意味づけし、かかわり、

どういうかたちで袋現しているかという釜織に注目する JIllのである．

『彼ら（現地の人これらの民族誌記述のためには、 J.L.Peacock は、

.t( ）の価鎗や.念や経験の充満したかたまりから蒸留された形式であ勺

セレモニー、民話u敬、て、意時事の rE事みJを持った炎現である儀礼、

r ~－ 原俊民による哲学的な会話を逐語的に記録する J12’,e.要があり、
:g脈のZ志望医はこのような厚みのめる関係の中に自らを巻き込みながら、

わた した背後に見え隠れするパターンや原理を鎗いだしてゆくことで、

ちはその:t:除の隻餓な混乱をつき抜けて一つの深い型車解へとたどりつく

と述べている．、，－a
 
s
 
J
 

ことができる．

民族誌学者信人の体殿として自分民悠誌は、以上でみてきたように、

自身を現地人の中に見出しながら、現他人独自の体系的で厳密な思考方

そこで必要なことは、

原住民の会話を記録することも含めて『茎伝説話な

主去や彼らの解釈を「厚く」記述するものである．

出逢いによる体験を.彼 J 10》ィールドワークにおける調査、
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視点ですべてに対して目配りする』 10 ことである．

うように、 「人類学は対象に向かつてシャープにというよりはむじるソ

フトに焦点を当てる．対象だけを袋〈写しだす代りに、人須学は対象と

その周辺環境とのあいだの境界をぼんやりした調子のものに変え、それ

によって対象とその周閥、会最や背景すべてを鏡野の中に収めようとす

る．』 S引のである．この全体への複点、ソフトなフォーカスの中にあ

って民族総量産は、 I本質的で基本的なものの探求への情熱と、厳しい自

然我懸のもとで人々の生活を鮮締に観察するときに人類学者が依鎚する

厳穏なリアリズム JI 6l のもとて？現実をからめ取り、 解釈し、民主主誌を

re述していくのである．そのとき C.Geert2のいう『厚い記述』をする

ために、 「見知らぬ人びとの生活に我々を援触させる和争的主llt.JJ17) 
こそが 「厚い記述Jをするための大きなカとなるのである．

( 2 ）池鹿町におけるフィールドワークの方法

このフ 4ールドワークの主題は、千豊田町の人々が、昭和46年（1971）初

めて全国高等学校野球選手織大会に出場して以来‘選抜大会で優勝した

り、週握手稲｛；夏の大会）で優E揮を副首ったりする中で、磁成されてきた池

田高校野まま舗のむつ甲子面神話を、コンテタストにおいて現絶の人々が

どのように解釈し、神話を生きてきたのか、そして生きているのかにつ

いて、池岡町に赴き、観察し、対話を しながら、民族誌を編み上げ、そ

れによって甲子関野球がコンテクストにおいて人身とどうシンボリック

に関わるのかを明らかにすることである， B.K.Malino悶kiが、フィール

ドワークについて、 『いろいろな事実の具体的データを広範囲にわたっ

て象めることが、野外調査記長の一つのだいじな点である．ほんのわずか

の例をあげることではなく、 手のとどく範箇にある可艇なかぎりたくさ
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んのZ事例を調べあげるのが義務であり、事f?IJを祭主量することにかけては、

最も明確な知能の海図をもった調査者が最もよい成織を修めるだろう．

しかし、調査の資斜が訴すかぎり、この知能のii図は現実の海図となら

なければならない. J 1引と述べているように、池田町民の人口や暮ら

しについてできるだけ多くの図表を取り入れながら、生活全体のよで、

さらにll!!田町民が生きている世界観の中で、甲子園野E震の神話をいかに

解釈しているのかを自分（本論分の著者たる私）が解釈し、記述してい

く．

著者は、 2回にわたって池図町を訪れ、フィールドワークを行勺てい

る．そのlftIは以下のとおりである．

:111 1回調査昭絢63年（1988)7月288～8月15日

徳島県立治国高等学校が、第70回全国高等学校野線選手線大会に出湯

を決定した予選大会より全国大会で歎退するまで、池岡町の人々がどの

ように池田高綬野総都とかかわるのかについて、 f豊田町に滞在しながら

参与観察し、 :l述する．池田高校が甲子園大会で敗退するまでの綴要は

下記のとおり．

7月29日

徳島県予選決勝で鳴門市立工業高校に 2対Oで勝利し、全国大会出喝

を決定する．

7月308

，池関駅前商店街には r祝池岡高校Jの綴り紙や『とんどは全国優勝だ』

あるいは‘ 『祝池田高校甲子園出場Jの検断幕がはられる．
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午後 3時からの池回日高校野線僚の練習には、

収録にやってくる．

7月31日

池田高校野球部特別後録会総会開催される．

四回放送カメラマン、スタッフが泡田高綬野~留を取材。

8月1日

池田高綬野線鶴特別後援会役員が寄付金集めを開始．

8月3日

全国大会に向けて、 .lfiAなどを運ぶパスが先発隊として出発．

8月4日

午前7時すぎから甲子鴎にむけて出発するレギュラー選手、自Z長、：監

管の壮行会が阿波池田駅前で行われる．

8月6日

織選会の結果池田高校は、 6日目 2闘機第3総合で浜松商業と対戦す

ることが決まる．

8月8日

:•:'.· ：；事70回全国高等学校野まま選手権大会開会式．

8月14日

池悶高校、浜松商業に 2対 3で初戦敗退．

この中で、池田高校出身者、蔦文也監t語、同問康志コーチ、四回放送

スタッフその他、池閏町の人々にインタビューを行う．また、池間町や

池田高校についての沿革や社会統計の資料収集などを行っている．
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第2回調査 平成元年（1989)11月18日～ 11月25日

第1 回調ヨEをふまえてより深く池岡町民のコスモロジ一、 甲子園野~

の神話の解釈について.;t;文也監督ほか池図町の人々にインタビューし

ている．

2. 池間町の風土・人口・獲量提

徳島県三努郡泡困町は． 京総 133度48分39秒、 ~tll34皮 l分24秒に位

置し、総面積167.79114、iヒを露関岐山脈、商事を四国山地にはさまれ、吉野

JI(の波丸にそった山にE到底れた土地である．土績を離琴平時Rから山また山、

トンネIレまたトンネルを放付、無人駅を過ぎた先に、 1事北を山と山に侠

まれたところが、四国の交通の賓と古くからいわれている阿波治団釈で

ある．これが池岡町民たちのま聖書駅で、甲子留大会にも壮行会後、選手

途が見送られて出発するところである．駅前は、商店街であり、三百メ

ートル四方に密集してパチンコ屋、自主錦、喫茶店、果物1夏、飲み恩．責

堂、そして大手スーパー 〈ジャスコ）が並んでいる．この駅前を進撃「る

と上野台地があり、池間高綬ほか、幼縫図、小学校、中学佼がある文教

地伝ど：なっている．ちょ うど池聞町を見降ろす位置Eである． ｛写真参照）

駅前の商店街をすぎるともう山が固め簡にかぶさって くるようにあり、

工場や商店、 1Jf器所といったものは見えなくなり、家屋が点々とするだ

けである．山と図遂と吉野目｜が東西にずっと走っている．池関町は．表

1に示すとうり、回、畑や原野をあわせると全体の 70.80%を占める．
' .. 

・人口は昭和63年（1988）現在で、zo.508人（男9,722入、女1o. 786人｝

世帯殺は 6,930世帯である．着陸2池図町の世帯数、人口の縫移でわかる

ように人口の減少、特に男性人口の減少は著しいものになっている．

-204 -

主
‘ ν！ 
! ,¥'< 



‘ み

3、’’、．
0，，鉱、、、
fi.i＜，；＇＇！），、．
" , .. 
府八…

1 If:! •’.. 
＇口 ι、‘
t、、J＂、ャー・e、二...、‘、
f. ,;, ， 、、 e
こ主ム

阿波池図駅より池国高校を望む

池悶高校のある上野台地からみた浴田町

205 



( i置、味噌、醤油）、菓子の製途そして農業に加えて山地を利淘した製

材、木工業が産業の中心になっている． 「四国のへそJとして古くから

幹線道路の便が良いため、商業としての販売カも備わっている．しかし

ながら、表3. 4でわかるよ うに就業人口に変化がみられる．昭和45年

の徳島新聞では、以下のような役割Eがみられ、産業形態の変化とそれに

伴う人口減少、過疎化、老齢人口の治加の問題について心怖が吐露さh.

ている．

「きびしい逃磁の村 行政関係者はどう克ているのか

過疎に明け暮れる私の節手喜にも、 本年は雲が少なく、鳳い地膚がくっ

きりと見えてまいりました．何となく春が近づいた~じをする今とは言

え、やはり六百メートルもある侮絡ですから、朝夕の風IiJI身を還す寒

さです．

私も辺地のカグノに生まれましたが、なんとかして生きがいのある節

事務所の方々のカをお願いした．その青年時代はなつかし い過去のJ患い

出となってしまい、今iま若い者がだれ一人としていない都蒋には、’Eー

の鎌金作物である業タバコ1収納悠備にいそしむ人々も鋪人と老人ばかり

です.uも数年前から.関織に出かせざに出ては農繁期に帰ってきて百
姓をやるという方法でしたが、 t主術を身につけてと思い池田技館専門学

校配管工科の生徒として実習にはげんでいます．
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今日も型車さにたえて遜学する道ばたの周知もついこの間まで緋地であ

ったはずなのに、今は針葉樹が勢いよく育っているありさまです．果た

してこれからの山村農業はどのようになるのであろうか、ヨザえれば芳え

るほどに顕が痛い思いです．

三月には晴れてE事業し、故郷に妻子を残して大阪にまZ献することにな

っています．生まれ故郷の繁栄を祈るが、我々のカだけではどうするこ

ともできない山地農業．農業がしたくても隣地に木が育つ今ではどうす

ることもできない姿を、行政関係者はどう見ているのでしょうか．年と

ともに明かりがーつi闘え二つ消えて、回畑に草木が繁る全景U：、農業人

としてきびしくてなりません・これが本当の図の姿でしょうか. J 19 l、
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開ければ馴氏の糊れていく 土地、農業出れたふ 糊

したくてもできない状況、 33才にして軒を残して大阪に就職しな刷、＇.；ft

ばならない事情が刻明に記されている．池田町はこの当時から』監察構造

の変化とそれに伴う人口減少、 過疎現象といった問題を抱えて きたので

ある．袋ち老申告人口の推移でもわかるように老船人口の剣合は書店主健ii:!ti 

加している． 、

このよ うな、風土、自然環境にあって、 池岡高校 （普通科）にほとん

どの町民が進学していく．~節ではこ う した泡田町の自然環絡をふま え

て町民が池図~佼にどのよ う な思れを抱~、 地問潟校の精神性がどのよ

うに作られたかについて述べる．

3. 池町高校と池岡町民 －？曲岡高校気豊富のii~と自然環ll戸 、

,I 

池田高校は、大正11年（1922).月徳島県立泡問中学佼として創立し、

昭和23年（1948)4月に学制改定により徳島県立池岡高等学後となった後、

全日lli'Jの智通料、農業斜、 そして定時制の普通科、農業科、重芝居E利の設

置やそれらの統廃合といった歴史をもっ．現在l;t、会日制普通科だけと

なり、 三好郡東銀谷山村に.祖谷分絞ー農業科をもっている．官官舗のよ

うな自然環穫の中で、池田高絞め気貨はどのよ うにa.li!tされてきたのか、
池回高校野正軍部の基盤になるこの池田高校気質にスポットをあてよう．

徳島県立池田高校編集による50周年記念誌には、以下のような雷貌が

ある．前PTA会長で同校卒業生真鍋忠雄Ii、 rf車たれ 1情たれ！明朗たれ I' 

とHして池田高校の生徒自民を次のように示している． r ...私は f~棋がで、

索直な、明るい生徒、 そして思いやりがあって辛抱強い生徒』であって

ほしいと思う．今白という時代l;t、山もJllも空気もあらゆるものが自然
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のまま、 純粋なままを磁織されつつあるだけに、自然のまま‘

. 1J、賢い人間よりも、関舎の、 温かい．

池校4立、 田舎で軍司激がなく、 自信会の学校にいつも遅れをとっていると忽

いこみ、 ひけめを！$じている生徒諸君もあるや伝聞いているが、it校生

は、毒事会の人々が憧れている大自然の鴻漫な窪、 f宅さh.ていない生き生

きとした山やJll＇：：恵まれている．…なんら卑下すること 、ひげめを感じ

ることはないのである．量豊かな傭鎌を持つ、 費者4十な、素直な そして俣

気強くて明るい人間として大きく成長してほしいと思う次第である.J 

20》 また同じ記念誌には、 F高めよ。質重軽剛健”の風』 21）や F滋校生

に期待する”貸契剛健” の気風樹立』 22》 と題した文書Eや rii!!授の発展

を街念しつつaというテーマの中で「…『山獄武士の精神 Jといった野

武士約「質実槻鍵JといったものJ23) を理想に掲げることの重要性を

貌くなど「質笑剛健』の気風が池図書E絞に求められていることをま聖解さ

せる．この『質実捌健 j の精神は、 i也図高校の産省銘として f f(~剛健

を本旨としよう 生活l主事t紫に、 人間関係Ii誠実に、 そして心も体

も強くたくましい人間を育てるという本絞め校訓の現役的意織をよく痩

解し、自己形成に努めよ うJと穏わ九ており、 r 1t~健Mil6t Jの精神が池

田高校気質の中絞にあ ることがわかる． このよ う紅、池田が総会と達っ

た大自然の中にあって、 --nで級会に対する後れがあることを忽めなが
ら、 繁＃トで、索直で、明るく、 総~~長い入間と して望書笑剛健の精神をも

って生活することがlli:lJだとする気質が治図書高校に醸成されてきたとい

えJ:う．；

ト！， .こう した気貨は単に学校においてだけそうあるべきと教えら札るので
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泡関町全体でt豊田高校生を『我が町の子らJとして見、十常4三池 ，，；；.＂＂長

ザ‘1&7戸

隠高殺生らし くあることを望んでいる ． 野線郎のコーチで、保健体育科、記i:rf!i~緩

はない．

生徒が重き型、学期ljI震の箸方等の身だしなみ、＊行に教諭の問問康志は．

ついてまず規則正しく 、 池田高校の紛糾こあっ た生活を ほとんどの学生、’＇1{t1J~~

｛徳島 ｝市み • •;. 『こういう湯浅だk思うで．が行っていることについて、

‘
 

遊ぶところがあったらなたいにいろいろなむのがあって、練習した後、

池田の町Tの人 もぞ うすると｛選手には）生活絡事事がほとんどや．

‘ 
亀田町の人の眼を窓織し

池田の&ITは、小さい．総が何をやっ たかはすぐにうわさとして広まっ

すぐ人の自をi@!図町において恕どうりて？ないことをすると．てしまう．

現在池田町の飲食店に勤務池田高校出身で、引き；、憶の種になるのだ．

ずる篠田早苗l;l、・池田町民を称して f委総レポーターやね．」と述べ以

この人はどんな人やって、' i9>の人はどんな人や、下のようにつづけた．

だからあの入ってどんな人かなっ間かれるんよ．いろんな人が聞くし、

あの人はどん3～4人．多い時ii7～8人に聞いて図る．ていう場合、

あの子はどういう子ってみんなで聞いて話な人やって．小さい時から、

すんよ．会う前からその子のイメージをつくゥてしまって、みんなから

いやな奴やといわれてしまっている子と はいやな人やって思勺て会うん

いい人患い人のことをみんなうわさしてあの人はああだっていう．

このよ うな町に対して fいろいろ聞か九るやろ．』彼女は、

よ．

あの入どんな入やって言わ九て、おの人は…・“なん

は言われん．

Jという．・・4、町を 『出たいわ．Jと言うた後、

そh.がいやなんよ．

で言いいたくないんよ．

ちょっと地図さないなか町にあってλの関心は他人のうわさであって、

国Iのステレオタイプに会わないこ とをすると懸いことをしていると言わ

Jと、

・．．．．．． 
k が唱•1重だkJ怒っとるんじゃないかな．

ている．
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れる土療なのである。 「隣の人は、

くないわ．隣の人のことなんかよう知っとるんよ．それくらい、

かいなんかね． 』と篠間早誌がつづけるように地悶町は君事い山の

中の小さな世界なのである.i世間高校気質を背景にして、

続4こ「らしさ』をまめるのはこのようなコスモロジーから考えられる．

そして、この池田高校の気質は、甲子閣で活路してから後、袋蘭化し、

常日頃から池田高校生らしさを強調されるようになゥた．泡岡高校東姐

谷分校の教諭阿部隆（徳島県Jr華町野高校出身｝ ＇止、 「池田高校、甲子園

に行ったt量殺の誇りいうか、プライドはごつい（すごく〉あると思うわ。

生徒も（生活指導の砲で）安の毛なんか中にはへんなんもおるけどな、

そろっとるし、絡に女の子なんかぴしっとしとるよ．靴下なんかまっ自

だしな．常にみんなに見られてるって感じがあるみたいやわ．』と、池

凹高校が甲子閣に出て、泡田高校神話を待つようになるとさらに池田高

絞の気質を表に出しながら、治佼の神話を強化しようとするのである．

そして、 t豊田町民の ff買が町の子ら Jという意織から篠田早苗が言うよ

うに、泡回高校生、特に、野まま総員Ii、 r池図町の人にしこまれるJの

である．

4.池田町民と甲子園

( 1 ）池岡高校と甲子関

池間高4査が甲子留に初出場したのは、昭和46年（1971)第53回全国高等

学校野球選手権大会（ここでは以後、夏の大会という｝である。昭和49

年（1974）第46回選抜高校野球大会（以後センパツ大会という｝で準優勝

し、 『さわやかイレブンIとマス・メディアで盛大に取り上げられ一躍

注目を浴びるようになった.11人中8人までが池間中か地図ー中（いわ
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4去

、夜議議；、、＞：＜巡誌＇＆＆守：
ゆる地元｝出身者で町民同国の予倹遥が全国で2 位になうたと大騒ぎ＇if［~~ザ

甲子国大会に出織するために務員を 100人近〈もかかえ、した．
以
北
叫
門
司
一

の

か
ロ

な

ア

い
の悶凶四ように練習に明け暮れ、加熱しすぎた高佼野裁の決況に、

忘れてHたAの高綬生の野ままから11人でやってきて載った池田高殺に、

池図高校ー甲子Ill-rさわやかさ』の神話はまずここで作らh.たえる．

といってよい．

その後、昭和50年（ 1915）第47図 センパツ大会に出場、 昭細5~年（ 1979)

この鎗優勝時には泡関町を自パ1161回の夏の大会では噂優JIしている．

選手がジープに乗ってパレードし、総長、監督E、イの先週Fで後媛会長、

（ぺYチスり15入中地元出身者3人．文字通りf豊田町挙げて熱狂した．

江上などを鍵

池田して初の金問制耳目．つづく昭和58年第55回センバツ大会でも優勝．

全国から注目さ丸、 報道陣も全国から速臼大勢詰めかの絶頂期を追え．

その夏の大会では、 夏 ・春・夏の三進籾がかかったがベスト4.

この57,58与でt豊田高授の強者ぷワが会図的にメディアによって

ける．

トーナメシトというー飲もできない中ぞ勝ち抜いて

しかし、

パントや縛告で細かな野~を盟主債の

イメージ波及する．

いかなければならないこともあり、

管理のもとでやってきた高校野球史で、 1£氏にZ事いられ.打で豪快に打

ちまくて勝っていった池田高校は『さわやかで、のびのびした 』また、

手控『高校生らしもりといった神話がメディアによって生成され、また、

田町の人々もその神話を過して野球部を見ていたという．

ここでその熱が冷める不祥事｛元穆員を含む自動車1事故｝で59年セン

『夏・＊斜IllJ c fイレブンJ、パツ大会の出場辞退に退い込まれる．

という イメージをここでメディアも見ている人も海田高校に重ねたとい

水野、昭和57年(19SZ）第64回の夏の大会で畠山、そして、

、”、．だが、ここで冷めたと元 PTA金長氏．
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品期刊

1 、：·／f~＇議it;1N
こからー段と古都内での結束も強まり、昭和60年（1985）第57回センパツ大

会ベスト 4、61年のセンバツでは三たび全国優勝している．その夏、‘そ

して62年のセンパツ｛ぺスト4）と夏の大会にも出場、調査を行った69

年の夏の大会出織は3年連続であった．次項では、この昭和63年（1988)

夏の予選で優勝し、 甲子箇行きをまためてから甲子園で敗退するまでを逃

いながら、池回目fの人々がどのように泌岡高校の野謙とかかわっている '..-'.IS 

のかを記述する．そしてその中で 『さわやかで、のびのびした、高校生

らしい池高Jという池国高校の甲子園神話が、どのように池田のコシテ

クストの中で解釈されているのかをみていく． （池田高校がこれまで甲

子聞大会に出湯し、それについて新聞報道されたものは、く資事司1＞を

参照．｝

( 2 ）諮問町民と甲子園ー1988年夏ー

池田町に生まれ、山と川に閉まれながら育ち、ある者は官官市に出て暮

らし、またある＇＊＇主、この地にとどまって働害、一生を終わる．個々刻

々の人生がある中で、池田町民に共通した世界観．恕訟の持組みとも、っ

たものが前節で少しながらみられたように存在している．この地に生ま

れ育つことで無意織のうちに身体に しみ込むこのようなコスモロジーに

焦点をあてながら、 池田高校野球部の甲子間大会出場決定から惇子闘で

の試合終了までのプロセスを池田町で追いつつ甲子園とどうかかわり、

その中で 『さわやかで、のびのびした、高校生らしい港湾Jの神騒がど

う意味解釈されているのかをまE述する．
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①寄付金 , ;;tsfr爪議長t
., .. 

昭和63年(1988)7月29日．県予選決勝は1時間40分という早い届韓関で、 iザザ
弘一一件》

港関寓t交が鳴門市立工業高校を2対Oで破り 、全国大会出場を決めた．

沼田町内は、優膨決定と閥的に r祝it!岡高佼甲子園出渇』や『こんどは’J号j

全国優勝だJの横断幕が張られる.3年連M＆、ここ10年間に挙・Iあわ 志会

せて10回目の甲子国出場とあってかなり償h.ている．

7月31日には、治図町の都建設センターで池岡高綬野球線符別後緩会

総会が関かれ2000万円の募金目標と応援団の波遣について決定される．

この池田高校野球郁特別後媛会は、甲子飽出場が決ま今た崎のみ総会を

聞き、各It!!媛ごとの宅寄付金額と集めてまわる人の決定を宥う． まさに資

金集めのためだけにあるむのである． ｛池田高校野球傷後鑓会ii別にあ

る．）名誉会長にその時の池図町長を置き、会長は大和外科病院験長大

和英二氏、副会長に桜険会（沼田高校卒策生の組織｝会長そして歴代 P

TA会長及ぴ全国各地区の縦後会代表者を配置し、その下に綾f&人（各地

区ごとの費佳者）をおいている． ｛次ページ参照〉

阿波池田駅前で古くからn<館を経営する内田和刺は、寄付金を集める

組織について「地元はほとんど卒業生だし、この辺の店はずらっと（特

別後t盟会の｝世話人だね． ” イレブン ”｛昭和~9年（197 4) ）以後、岡田

くん｛現在池田高絞保健体育科教諭で野湾告書コーチの肉回線志のこと｝

の出た54年（この年の全国高等学校野球滋手権大会で滋優勝している．）

から組織的になったね.10年間で14図（；実際にl:t10回｝春夏合わせて出

とるからね．治問は大口の企業ないて~ll. Jll之狂｛徳島県内の地名｝

とか大昭和なんか1000万単位で出すけど、う ちは級織でちょっとずっ集

める．室長の能力、は、池中、池高だから．遭うところから来る人l土い会い

し‘この触銭にま詳鐙ひkつだからお．さ りげなく、さーゥとお金が集ま
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池田高校野球部甲子園出場特別後援会
一ー

三好郡選出県緩会続員．邸内町村長. ftllll長会銀~. it!!羽町IA会続長.jC車問町長.JC 
II除却後媛会長．元野If,鮒10白書；民

』高鍋埠雄

大和真ニ

内因企次郎.~思81畳一．丸副『簿二．周＇！！！＇I雄一郎. lll! 1111 Jf1瓜今滅縦機．且正草野．市，山下
厳．河野卯ー自~. i高野直餅，泣川税Ill,Ill鍋倭夫．笹岡正夫．水IOI:{布

図村健夫．務調吉次

間

I; 竃

h島区賞優唱

I品拠地斑・西．本木町 訟繍 陰 16 傍寄舎町 量l・画 4自民事列
2 島西・lit.！島宮下 山本茂晴 17 級野．新1U 新居 E帯
3 持続町 ~t·Jtf·中．観霊会 真鍋 10：：郎 竹図友治18 司Ell'. 

新町 Ill・中・西 19 佐Jfilき ID.本 態市
4 繍 HI 文雄
北新町東・西 20 三縄 竹園勉弘

5 かじゃ町.Ill町．本町 笠井熊太郎 21 三底 属高野 1'勝

中湖．炭ljr通 22 E阻まE 氏周 衡平
6 倒野眠且
f手足過.JI!中遍 2l 三野 河野 gp－郎

中町．筒llJ!l!:S 24 辻 島 E邑 !It治
1 Jl鍋体太郎

井内 阿佐光子商町本商事．谷町 25 

8 街地被鮒．大過．大過活 中村茂明l 26 足 tt 谷 線 智

9 西町火i皿．大通階事1 ID H 迅I且 27 昼間 能野 司量

10 鍬E甚 JI(・中・西 平 Jg Ill ~ 28 Iii .IJl 間続倭夫

II 矢耳E，西中道 山 Ill 事弘 29 三名 岨 flt行康

12 豊臣町軍・酋僻ljQ窓・語 大 Jj j£ 
1ll酋繍苔

車 使関定夫
30 

宮被13 地網 m・~t・芭．高友 m鵡雌畠 西 Ir 

14 駅前 m ・ ~t 犬山正夫 31 主t・ Ell 大 和 哩E

上野火過．上野中大通 32 Ill光
‘ 
小谷鯵己

IS 紙調 I!/ "' ~馬 蔵本願償丸山 Ill・ '1，・ ~t，土亦欄 33 

［治問高校野球部史編集~員会：遵甥への道一徳島県立池田高佼野球部

より］1984, p, 351. 
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るからお.i鹿高はうまくいっている．ほう でしょう． Jと述ぺている． 、

災際、 世話人をやっているこの旅館は全国大会に出湯ずるごとに 5方向

を寄付している．

また、駅前で飲食店を経営する女主人（宮崎県出身）は、 寄付金につ

いて 『3千円、5千円、 l万円と ｛寄付金額が）あるみたい． 今どき、

映画見に行ったって3500円くらいするやろ．ち千円で2～3時間楽しま

せてくれるんやし． Jと述べた上で、 『ぞれに‘池凶の4存ーと酔たちもよう

世話にをつ左るし． 前の幸霊長先牛｛鶴岡事E太郎氏‘昭和 54年4JI～57 

年3JI ｝が九州大掌出身で開銀だったこともあってよ〈面倒みてもらっ

な工＆ つらいとともあゥたんやけど‘殺長先生がょう励まして〈れたん

全． 校長先生やめてタクシーの運転手やってたんやけどもう死んでしも

うたけん． Jと自分と治回高校との関わり を自分の人生の上で呼び起こ

しながら、 今の自分が生きている池図町の代表たる野E究部の会図的な舞

台での活路に寄付をするという行為によって余計、感情移入し熱中する

のである． またその飲食店に勤める女性は｛池田町出身｝は、 Iよム1'.

山の中のいなかやし． 楽しみゅうたA理事後しかないけん．こんなん住ん

どったらせといこkぽっかりやし． いうてもわからんヒゃけんのう．』

と自然環境そして前簡で述べた ようないなか町池岡町独特の人間関係と

いった閉鎖的な池田の状況から自分をー時約に解放させてくれる郷土の

代袋たる池国高校野球部に毎年、夏、期待し、寄付をし、 一体化するの

である．

それでは、治回高校出身者の者はどうか．池図高校出身者で現在地図

町から40分程パスで鑓られた山中にある東祖谷中学伎で教員をしている

福原勉』士、 r寄付金？ 一口3000円． 兄弟3人とおじさん入オ1てすごい額

や． 一室長で l方円くらい践しとるから、 そりやすごいで． （出費のこと｝

-217・



でもテレビでそh.だけ楽しませて〈れる a J後の場合、

もあり、また、自分自身高筏在学中が昭和49年の”イレブン・の後で池

田高校が注目されていたこともあって、甲子闘での池田ナインを心理量的

に近い箆後で見ているといえよう．

池田町出身者、その中でも？を岡高校が甲子留で活癒するようになった

ここ 10年間に卒業した老い年代kそうでない者そしてj世田町出身者でな

い:ffとは、寄付金という行為自体でもそれぞれ違った窓隊合いをもって

いる．しかしながら、自分の生まれ育った沼田町の自然環療やコスモロ

ジ一、そして自分と甲子園との関わりの記1!.さらに池田町と自分との

関係のI!史を再ilil~ しながら、 全国民の注目する大舞台で活緩する吸が

郷土の代表たる選手たちに自己を技~し、－~持ー動に感情移入するとい

う行為には、共間体験として自分の生まれた抱悶町そして現在自分の位

む池田町と自分とのつながりを蒋確認させる意味があるのだ．それでは、

共肉体験として優勝パレードや祝賀会、そして自ら甲子園に応援に行く、

甲子園詣ではどう窓味づけられているのだるうか．

$パレード、祝賀会、甲子園認で

前述した駅前旅館で働くゆり（高知県出身者）は、パレードや祝賀会

について次のように鮮明に記健 している． 『岡田先生の時｛昭和54年の

全国高等学綬野~選手線大会準優勝｝はすごいなんていうもんじキなか

った． 徳島からパレードしてな．白バイ 2台で先導して、ジープ4台だ

ったかなここ巡ったけん． （旅館の.の通りの方を指して〉このF商店街

の通りもできたぼつかしゃったし．一番前に大和後緩会長乗って、二番

目に優勝旗待つてな. J rあれからは、高校生ゃけん、もうやらななっ

たわ．みんな｛クラッカーを）パンパンやっとたし．何回先生はま草緩や
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けど．いい隠しとるわ.J f祝賀会？役劫でやってな．

57年｝も役場や．水聖子ん時｛昭和58年）は学校でやったL.縄問 （I昭和

6 1 ~）ん時も役場ゃな.Jと優勝や継優勝した怖に行われたパレード

や彼賀会についてあの時は・ヘこの時は…と非常によく記僧している．

？＆関商綬の甲子閣での漏出iが自分~のUl!1意のレフγレンス.;f~イントに

なっているかのごとく である．このA誌について.JI(細谷中学で数民をし

ているi車問高波出身の翁宇11別立．開涜157~匹、 581匹に会開優勝した時 it悶

高校に在学していたこともあって次のように述べている． r＊野ん”は．

学校でも観賞会ゃった し．ごっつ う（iH乎の｝みんな緊張してな．こな

いや． （直立不動の姿勢する）悠釘Jしたね．学校以外の人もずいぶん来

てくれたし．』と その当時を今そこにあったかのように表現する．そし

て『甲子園 l悶寄って応綴したん．ごっつう気合い入るし.Jと甲子聞

に踏でることで自分自身が昭子創の郷台に上がり郷土の代裁として選手

とまさに一体化して応綴した経験を！5り、さらに地自粛佼を2事業したと

いうプライドにもつながるという. ?1;村はつづけて、 『大学に入って、

自己紹介で、徳島県立治問高校なんてい うだけですごいは、そりゃ．野F

~舗のやつなんかでも、 3年間練習終わった後．総締めの仕却し続けて

も、池回目fの野球部っていうだけでいいから絶対やめへんで．池悶とい

うプレッシャーなんか全然 ｛ない｝．池闘っていうだけでいいもん. J 

と甲子園という会聞がjに注目される舞台で．野球筋が金問御＇lWし．そこ

に自分が甲子自由に直緩行勺ていたり．続賀会に多加したりするといった

体験をもっていることで、自分が池悶禽f費出身であるということを再認

織し、自己のアイデンティティ（注2告書鮒｝を明確にするのである．脈

館の従業員ゆりが fこの辺の人l孟、ほとんど甲子舗に行ったよ． 』とい

うように池田町の人々は、ほとんどがこれまでに i聞は甲子閣に行き直

-Zl9・

-
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け将棋詰
祝賀会~＇；，.

甲子図書者でとい勺た歴史的な共同経験を個々人がそれぞれの人生の中で、

、

体験しているのだ．後その舞台で応鍛し、 こうしたノTレード、

川
川
ザ
礼
m

，
とトン，A1 ポスンレア

可ノレ品仏れそ、正、・
hv

句

φ金の時3象深いらのと して記傍し、

さこのような個々入の休取は自分主治園町のかかわり、して刻み込tr.

らに自分とは何者かというアイデンティティの再確t~の場 となっており、

こうしたことの延長線上に寄付をする行為もあることがわかる．

8月4日行わ九もうひとつ、甲子回大会出場に伴う失肉体験として、

' ':. 
‘ 

8月4日．

s:aであるjgif! 4l訟はかなり前から来ていたらしく、保護者の人来る．

や特E•I後絡会の入だちにあいさつして図っている．特別後t霊会の嗣郎兵

f包めでとうございます．ら事辛僚が来ると出迎えてあいさつをしている． 』

「おはようございます．今日はありがとうございます. J 

甲子園という全国大会に出発する祝いの＋日4立、と挨拶する高橋郡長．

6時50骨、選手15名がそろうて駅前に到着．すぐに壮行日なのである．

会々幼である駅前械のいつもは駐車場になっているとこうへ行く． 選手

の保護者もその後を固まうて来る.)ij監督もそして大和後媛会長もお孫

さんを逃れて歩いてきた．後II会の人たちはしっかりネクタイをして参

加 している． 壮行会は開始さ札る． 甲子園と泡回町の関わり7時8分、

JZO人ほどになったろうか． 老人そし

をシンボリックに署員現する儀式のはじまりだ．

、徐々に見にくる入の数も湖え、

｛写真望書

た壮行会について述べよう．

69静'40分頃から阿波漣回駅前に入が集まって

と声をか~tられ、

可E中岩手努！がほとんどだが、子供達や革まい女牲の姿もみえる．

照，〉
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泡岡高校長大西I{忠氏の倹jJ
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図1のよ うに並んだ後、徳島県高等学綬野王室連盟井上理事軍長4こよる開

会の喜平、 そして徳島県高等学校野縁遠盟栗回議範会長の言葉がある．

l品恥 徳島訓蹴量岳銭

~I附由子；棚持 l九w制
~II 語｜ 糊町民珊BUJ!~~； 110
町l 量
的 b 事

剖 引退手

-7＂ン 7.

手，j鞠F ー「 I 仁豆雪ゴ
I 問檀担凶似 I l i血a1町司人iJ l 

図1 1989. s:4.池Sill伎野稼鶴甲子園出発栓行会

「 おはよ うございます．久しぶりの本当の高校野~ 8 よりが震ってま

いりました．ここ池岡町にもみなさん'jjが迷袋三たびの甲子随への笈を

もぎとってきてくれま した．いよいよ晴れの伶舞台であります.l留学の

皆さん方はひどりひとりが心に残るプレイを心がけてほしいものであり

ます．こんなに早朝から非常にたくさんの池田翁殺を愛し、池邸前綬野 ~f. 

望者自Eの皆さん方を信じて支持してくださるたくさんの支持者の管さんが

お見送りにおいでいただきました．私ども主催いたしました県の高綬野

縁遠盟もこれに治した うれしさはございません．ただ皆きん方に巾し上

‘

槍

l－
－
 

J
・
匂
な

げておきますが、管さ ん方はなるほどるゑ.s.-'..徳島県池田高校野球留の

務員でありますが、も う今は且主2滋Aであります．どうぞ旦五P1i血盗

包主主主ム土~~昔認を心からご期待を申 し上げたいと思います．ど う ぞ長

了荷量でありますので、健康には、特に御留tをされて、こんなにたくさ

んの御期待に応えるべく、存分の御活織をお願い申し上げまして壮行の

ごあいさつに代えます．御健闘を祈ります．ありがとう ご~いました. J 

一向拍手の中、野王者部長、重量管Ii顕を下げる．ふるさと地聞の代表以上

院今やこれまでの甲子園での活履から ［日本の漣高Jという形容初まで
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ついて表現されている．

1¥監督から選手の紹介がされる． 「お4まようございます．選手の紹介

をさせていただきます．ピγチャーの桜問． （始手｝｛選手はl歩前へ

出て礼をする．｝キャッチャーの杉本． （拍手〉フ Tーストの和田．

（泊手）セカンドの大村． 〈治手｝……・・』 といったような形でベンチ

入りする灘手15名を紹介する． （写真参照）

この後、朝日新聞社徳島支局長穂正和氏の激励の言葉がある．

『おはようございます．徳島fl昔話のあのE豊富買のー瞬から早くむー週間．

巡司王諸君には、あいさつまわりとか、練習とか、毎日忙しい日々が続き

~して体調維持が大変だったろうと思怜ます．今日ここに元気な 15人の

瀕を・みしていただいて安心いたしました．い・よいよ甲子園ですけど、甲

子閣といっても別に蔵本様式事とかわりありません．ただ大きな広い球場

で観客が多いというだけです．アレーそのものはあの趣本のすぼらしい

銭術を発御していただければあの大俊勝旗を手にすることは、決して不

可能ではない．私たちは確信しております．夏．暑い盛りでございます．

水も交わります．宿舎も変わります．健康には十分注意されて平常心で

どうか素晴ら しいプレーを見せていただきたいと患います．健闘をtliり

ます. J 

そして、沼田町長真鍋忠雄氏の激励の言葉が紙〈．

rおはようございます．いよいよ出陣の朝がやってまいりました．お

めでとうございます．皆さんは、それぞれ甲子闘をめざして＋までいく

日もの関本当に血の出るような激しい練習に耐えてきて‘今日のこの臼

を迎えたわけでございます．司子聞にまいりましたらー様一打、全精魂

を込めて悔いのないま式合をしていただきたい．そういうことによって会

たたび大優勝館が漁間町に構って〈る．このような気がいたLます．町

lf
p、

V
I
1

－h 

’＂ ,,, 

。〉、
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どうぞ体に気をつけてがんばってき民を殺げて応援いたしております．

てください． J 

‘
 

スピーチlまt豊田高校が甲子簡でどうスピーチの鋪後には拍手があり、

どんなイメージで甲子園大会にのぞんでほしいか、戦って隠しいか、 そ

して郷土のみんなが応録しているといった期待と希望そして激励の言葉

で尽くされている．次は、特別後t援会長大和真二氏のスピーチである．

もう皆さん方とは先だってー績に、「おはようございます． 食務をし

て壮行しました時にし令べりましたのでもうし守べることはないのです

その後8月1日、特別後媛会の役員の方々が4つのグループに分かカ人引防毒.＇:;; ' 

三好都会土にあいさつにまいりました．どこへまいりましてれまして、＂＇＇時lfl~
が！

どうぞひとつ甲子園では大いもよくやったぞ、待ちかねておったぞと．

f；：活穫して期待どうりのものを、成果をあげてくれという非常にうれし

十、
・’

もうこの焼売の三醤郡が~舗総意 ιの甲い嘗業をいただき去したので、

0

e

 
a

“．
eφ

、e
寸る

g

今
‘
、
、
九
O

Ar

小

子園出織に湧いているとい うことを壮行のことぼとさせていただきます．
1り；，；，，・2‘

集会議員杉本氏よりメッセージ

」

県会言副長阿Ill氏、

がんばってきてください．

そして徳島県知事、

が届いていることが報告された後、徳島県高等学校聖母縁遠観察国会長か

がんばってください．』というら激励金が「おめでとうございました．

言ヨ廃と尖に、治国高校後長大西It忠氏に渡される．

まず野球11主将4盛岡週握手より、御礼の袋拶に移っていく．

f今日lま朝早くから僕たちのために壮行会を飼いていただき、ありがと

甲子留では皆さまの期待に応えらtlるよう精ー杯がんばうございます．

ってきますのでよろしくお願いします．本日はありがとうごぜいました． 』

という曾策があり、地図書富校校長大西m忠氏よりあいさつが緩く．
r －曾お礼申し上げます． 本日は遠方よ り高野~葉商会長、弁上理事

その後、
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長．

また、地元の皆様方に多数おいでいただきましてこのように壮行会がて？

きますことをまず厚く御礼申し上げます．県大会で優勝できましたのは、

蔦Wi1'の.tfi越した統率力、 j9j告書部長、岡田コーチあるいはNT Tの川原

コーチのすぐれた指導力と選手の不断の努力、池高金紋服鋼、 金生徒の 、
力一杯の応鑓ということが原動カと思いますが、 ｝番~々としては第一

1‘. lit 

の優勝の原動力は大和会長をはじめといたします、後媛会、地兎の皆様

方の物心両面にわたる媛かい御協力、側支flのお憶とここにあらためて

尽く御礼申し上げます．
L、

選手一向今から出発するわけでございますが、 甲子園は晴れの舞台と

いう考えでなしに、あくまで線智綜合の延長と考えまして日頃の鎌習の

成果を充分に発御するというのびのび左した、 また徳島県の代表として

恥ずかしくないような、いつも海軍ま曹が言って総ります． 二盤ム盈~

う締神でさわやかに載って まいりたいと患います．今後とも、栂変わり

ませず御協カ、担事支銀、御声織のほどをお願いいたしまして、 簡単でご
． 

ぢいますがお礼の言葉といたします． どうも本日はありがとうごぜいま

した． （写真司書照）

そして最後に桜険会（i世田高校卒業主主の組織）会長内間金次郎氏によ

る7f娘三唱でおわる．

『おはようどさいます．皆さん本当にこの度はおめでとうご~います．

それでは甲子園にまいりましたならば、池悶？高等学校桜陵向窓会の会員

はもちろんのこと池図町民、 f草島県民、 会悶の皆さん7町が、 主2怠ム主1

前世田帯電事隼鐙の健闘を待ちのぞんでいることと思います．どうかあちら

へまいりましたならば、 健康に充分注意して縁先生方の教えをよく守司

て、 そしてきわやかを‘興しいプレーをして〈れますことを心から期待
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いたしまして万歳三唱いたします.ifさん方どうかよるしくお厳いした 料全
~ 

ι＂ ＇子、
;:: '\i~tl,：~j＇：野手

いと思います．

｛芳歳 I) 万重量 1~国高等学校野球部

.. ＇日（万歳I) 

万歳 I（方議！）

万歳 1

｛写真参照）

壮行会はこの方議三得の後、徳島県高等学校野尿道盟副理事長吉崎氏

の閉会の吉揮で7時20分に終7した．

也、十

i

r－
－

？
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この制だけは無料で見送りが選手たちはホームに入り、壮行会のf妻、

ii王子と約60人できるので壮行会に集it:ゥた人たちもホームに移動する．

岡山行き爾鳳2号が入ってく7時49分、の池図町民がホームに入った．

';( :,.:;i~’御

自然と万歳る．選手速はグリーン事へ乗り込む．手をふる人却の中で、

、
．・
・，＇・＂

」の声も大きくなり、発射のベルが鳴るが担骨きおこる. • rがんばれよ． 
． 
－ 

‘、...、

とがんばゥてこいよという患いで自然と胸が再耳鳴る．

いかにここ 10年間、＇iiま.夏このようなti:行会を行い、池田町民は、

この無念織の行為のうちには、も事事通のことだとしてふるまっているが、

、
‘e ，・相i¥ti4：’

自に見えない池田町と甲子鴎をつなぐ糸がある．i~ti;j\*!tr 
選手を前に主主ぺてそ九らを中心にして集ま

。、、‘．
 

館長、監督、

っているかのようで4まあるが、図Iでもわかるように莫の中心は池田高

この儀式l！、

これらの人校綬長から左に5人並ぶ儀式の長老格といえる人間である．

物のスピ』チこそが池田高授の甲子園神話を表出し、再生産しているの恥
肘
必

『ふたたび大優勝貴重が池図町に婦 ヮてくる』r B本の池iiiJ 

「さわやかな美し

である．

『地元の三努都が会~...…甲子隠出場に幼いている J

そして『のu:のびとしたJいプレー』といった期待と待望のメッセージ、

「なつかしい港開高等学後のr－聖書入宛という精神でさわやかに緩う J

-2Z7・



過去の甲子聞の歴史の中で、健闘」といった言葉には、

fさわやかで、日本の池~Jとなった事実にもt曽Lて、優勝し、

びとした J油田高校の甲子園神話が少なく tもこの壮行会と いう儀式の

池田高校の学綬関係者の鈎の中には生きていて、特別、長老絡、 その神

話をもっ池高が『なつかしさ」と共に甲子園の大会で活躍してくれる之

とを期待しているのである．

これらのを世間高校神絡を表すメッセここに集まった人身は、そして、

この失調体験から、泡笛高綬と自分とのーージを繰り返し聞きながら、

自分と池田高校野総締さらに自分と池田との毒事を再体Itを直接体験し、

自分の~突の中にこの共肉体験を刻み込むのである．確認しながら、

これまでにみてきたように治問高授が甲子園大会に出渇し、そこです者

壮行会といっ躍することで治関町民l;i様々な共同体験をす る．寄付金、

甲子園絡でとた毎回出るごとに行われるものから、パレーに祝賀会、

このような共いうことまで様々なit接的な体験を治団町民はしている．

自分と池図町との結びつき、そして、自分とは何者かといっ肉体験は、

こh.こそが泡田町民主甲子聞とたアイデンティティ硲I：！の機能をもち、

『さわ壮行会にあって除、こうした中で．

のびのびした、高校生らしい?ti!絞Jの神話が妥当医絡の人物途の

のつながりを示すのである．

やかで、

メッセージとして発せられていることがわかる．屯 r

l唱；、
！活

習〉’古

:• 9 B寺からの

＠お盆と甲子園野J:I

8Jl 8目、第70回全図書高等学校野球選手権大会開幕の朝．

照会式がはじまると駅前の商店街はー略的に静かになる．駅前の旅館で

自分のm;c高

－ベ

働くゆりもテレビの官官を行き来しながら車様子をみている．

がんばりやlJと声をかける．f高知商さんや、

”228 -

知肩車灘高校が出ると、

、
L
川
九
リ

・
6

｝

、

i
 
i
 
’
 

尻

島
’F I、l



じっと凝観している．そして『がんばりや．治国語E絞が行進する．

だが次の瞬間、治図高校に続いて符巡する高校をIJメラカf映し出す声．

と『もうええわ』といって仕事に絡をだす．商店街も一時的なだけで、

8月14自におこなわれた池田高校の総合の時のような静けさはない． 、

8月10日を過ぎると徐々にお盆のため帰省する人が多くなった.i司Z事

には家族づれが目立ち、関西や関東からみやげをもった若い女性や男性

虫色元代表の治固定t買がこの略お会で帰省することと、が多くみられる．

二重の意味でアイデシティティの：再硲織に甲子閣で試合をすることは、

お輩、野球、阿波繰り一自分そして、阿波踊り．胞につながるようだ．

自分の生まれ育った重量所を再軍軍認し、 聖子~l:踊りに浴の祖先を認織し、

1£的なエネルギーをぶつけるかのようである．

8月138.予定されていた甲子園での池田の猷合は雨のため明日に廷
、J

期された．駅前商店旨衡にただ一店舗だけある大手スーパージ守スコ一階川～＼t;;.:J
入、

甲子園大会期間中必ずテレビ放送を賀県し出している．にはテレビがあり、

昭和57年度（1982）に全国優勝した時のビデオを繰

wwa
－－般車
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た

総合のないこの日は、

り返し映し出している．大差であるし鉱泉むわかっている試合だが、

えず10人程度がテレビを綴ている．夜の駅前飲食店lま久しぶりに関東や

関西そして徳島市から帰省し、問題Zの友人たちと騒ぐ20代の若者でこ み

合っている．盆に帰省しても家でくつろぐことはせず、同窓の友人と孤

...一
. 白白

..  • ：旬免i》。ι＞：＇＂． . 

甲子f明日は、を合わせそして阿波踊りを筋。て戻っていくのである．

Jと毒まい男女そして飲食店に勤務する篠田固と阿波踊りで大騒ぎじキ．

早苗lj;言う．

8月14日．今日から3日間行われる阿波踊り の音で町全体がそのリズ

午後O時すぎになると池田高校対浜松商業l’＇ ,. l・ ムに捕れているかのようだ．

の試合がはじまるということで、露首店街からは徐々に人や草の散が減つ
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どの1者でらテレビの前に人が集まうている．ていく． it図町において、 ‘

書き言Eした試合が行われている筒、町民はテレどをどうみているのか、

試合が始まると、ものは資料2＇；：来すとおりである ． 選手のアレイぷり

そして実況される脅声や映像に様々を言畿を投げかけながら、本当に自

分のチームとして治国高校を応怨しているのがわかる．また甲子園に過

去応援に行っている人がほとんどなので、甲子聞との心想的距般が近く、 ． 

』とか、『ワシが甲平関宥かさとんだら‘調聖書すんなり勝τへんのかを．

rs量I裁になったらな.J いかんのか一．対話の中で「にいち.ん、

v
d

、υ

ピンチになり、負けそうなと

J 

池岡高校が、というやりとりも聞かれる．

ころで持ちこたえたあたりの場面では、治岡高校が甲子園から漣図町へ

『高松まで震って釆おった．婦ってくることをシンポリ γタに表現して、

ザ

Jと言うのは、甲子劉に出向島し綴戸大循渡っとったわ．首の度一枚や．

心象の中で甲子園への遣のりが意識さtLている池高野球海と一体化し、

ていないと出てこないものである．

‘ 

選手や監智そして応媛のチアリーダーたちが自分の知っているまた、

にいさんkとの疲に｛選手が）いr i依田勝つ左ええ栓．人物とあって、

」とか f事笠原い うたらrこの予？」というようにテレビに映しゑム~－

認出される選手を自分たちに近いすぐそこにあるものとして言語阪にし、

これまで甲子園で泡図書E後が治療

織するのである．

；事盟主管がいなければ、

のびのびした、 2高校生らしい池高Jの

池図町民は、

できなか勺たし、 rさわやかで、

テレビに霊場する；葛文也の方言言丸出しの、神話もなかったと思っている．れdi＼~i@"
甲子園ではのぴ嘗綬とかわらぬ振舞いといった野放図な伎絡を野容し．

のびやらせるしかないという薦文也の考え方の表れたる「：攻めまくる』
' • ＂、、‘t、

「打ちまくる J攻撃野2ltの戦惨を紙会では必ずそうするものと思いなが

:¥. ¥'I：.イ」μ
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司R言π‘喝容守’

てきた控室史を、個々の磁の中で量産らせながら、試合を見ているのである． , ... ,.t¥¥ i."Xi：句

ら、

のびのびした、高綬生らしい注高」という神醤は、 J;文『さわやかで、

也をその中絞にして、；首自身のパーソナリテイ四もあって、総合のたび
4・． 

ごとに池田町民の悩獲によみ返り、再確認さtt.るのである．

試合は3 時間37分、 4書簡選手の扱lヂた 216~韓日を左中間にサヨナラヒッ

『あー！ J トされて、延長14回裏2対3で池田高殺が破れて終わゥた．

「1到戦て’ございますか．」そして、という貨と同時に「やられたヘ

j と溜息にも似た声を残してテレピfもう煽 りだけや．という声の後、

の前を被れていく．

自らが池田の盆踊りたる阿波鵬りである．先舗を認書醸し、この否定は、

、

生まれ甲寄った~·を確認する盆It 、商緩や幼い頃からの友人に再会するこ

この自にカオス約時・~聞を創出し、とで自分とは何者かを再認識ずる．

、
、

リズム、時間生まれてから無意識のうちに自然と休にしみついた踊り、．‘． 
の涜れをもっ阿滋織りで一気に自分と油田町を結びつける凝集エネルギ

ーを11予もさせるのである．甲子園野域がこの盆t:II!なることで、 t豊田町、

にa己アイデンテ 4ティを著書忽し、自分民i土、カレYダリー｛周郷的）

と池田町との結びつきを再認淑しているといえよう． 

． 

＠池関町民と甲子園

全国大会出場を決めて甲子個で負けるまでの縫過池間百高校野球留が、

を池田町にてフィーJレドワークし、記述したことは以上のごとくである．

甲子関詣甲子園出場にi半う寄付金やパレーに祝賀会、

‘・
よ 3

0‘ 
池阪の入荷t立、

でそして、儀式としての壮行会などく共同事策〉仁多加し、共通体織す
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J 

ることで、 自分と池田町、

のゆで思い起こしながら、 自分とは何者であるかといった自己アイデン

ティティを繍1gするのである． そこには『さわやかで、 のびのびしたJ

高官綬生らしい~Mi』という甲子園神話が治安の歴史の中で生まれ、甲子 ．

劉で活路し、 日本の池iWiになったことをJ患いおこさせる栂会（壮行会に

おける長老織の人物による激励の言集や銭拶など〉が含まれている． ． 」

うした共同体験の上に、池田町でテレビ観較することは、 自分と地図高

校との毒事を~め、 一体化し、 選手の戦う姿に感情移入し！黙f.!tな声錫を送

ることになるのである．また、池困にあってこのような甲子園野線が、

UI.先や自分の家族、生まれ紋郷を阿波踊りという無意識のうちに身につ

いたリズムにひたる盆でMmiiするのと向じ時期に仔bれることで、 IJ 

レンダリー（周期的）に、 まさに夏のひとつの行事として自分とは何か

を明夜にする般会なのである．甲子町野l:RI立、 i豊田町にあって、 偲λ4鋼

人が、 その人生に沿いながら、 自分とは何者であるかを認殺させる文化

的なパフォーマンスなのだ．

甲子留野総と泡田町民とのかかわりは、以上のように理解できるが‘

その中で、 「さわやかで、 のびのびした、高後生らしい池高官』という。申

子国神話はどのように傍られてきたのか．池田町民が、 i曲目高野球の中絞

とlgめる蔦文也ii’Eにスポットをあてよう．

5.神話生成の中核ー盟主智恵文也一

i也岡高校の甲子園での活躍そして締結は、Eま'Ifである嘉文也氏が原動

カであるといっても過言ではない.Jt;文也氏のライフ・ヒストリー密造

そのパーソナリティ形成.seと甲子園とを筒遂づけてみよう.' ( if って、
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蔦文也氏は、大正12年8JI 28目、徳島商業の役員である父、事時吉のも

とに5人兄妹の長兄として生まれる．徳島師範付属小学校に入学するが、

ヱリート としての自分や父に対しての反発からがキ大将として突っ張っ

ていたという. 6年生の時、ピッチ・ャーとして県大会で優服している．

徳島商業 l年の時は、野縁却を指導していた父に対する反感と、 17、18

裁の上級生の封建的な慾皮を織って一時テニス豊臣へ．しかL、昭和14、

15年には、稲原監脅の事青神面ii＆の綴佐野線i：：反発しながら三度甲子園

に行く．昭和16年慶応大学の受般に失敗．向志社大学経済学舗に入空宇．

高校時代と遣って自由な雰囲気の中で野殺に興じた．昭和18年、学徒動

員がかかり、二等水兵として佐世保ヘ．その後鹿児島、土語、静岡、教

の~~、姫路、百』型原と移動．軍隊経験の中で、食物に対するいじまし

さと恐怖心から溺を飲むことを覚えた．また、ひとつの型にλれ、規則

正しく管穫することへの反感を抱きながら、信俊尊I:の軍主要性を.倍し

たという．昭和20年天理市 ｛旧丹波市｝で終峨を迎え、すぐに同志在大

学に復学．そこでは自分の将来とか何かの手殿としてではなく、純粋な

形でスポーツすることのおもしろさや楽しさを鎌わった．また、ピッチ

ャ ーとして奮罰する自分に優魁感を覚えたという．昭和21~9.f.I. 日鉄

広畑に入社するが、食積事情の怒さから霊22年徳島へ帰郷し、日本通運

へ入り、野稼チーム『オール徳島Jの一員としてアレイするようになる．

昭和25年3月11日挙式．しかし笠12日より単身でアロ疎団東急フライヤ

ーズに入団するため策宗に行く．このブロでの生活は大きな挫折となる．

三度しか登板できず、背番号16をもらっていたことで巨人草川上氏と対

比され、酒におぼれるどん底の時代を経験する．そしてその年の暮れに

は徳島へ帰郷後、治国に来る.1!!26~ 4月から池田高校社会科敏織とな
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'1.7年からは正式に監督に就任．後媛会を作り、り、

Jという監督生活を送るよ うになる．けど祭しかった． 昭和30年秋の県

大会に決勝まで初めて進出するも徳島商業に O対11で敗退．その後、・35

四国大会に駒を進める．地元後援金も熱狂し、年春の県大会で初優勝し、

かなりの数が応鑓に行ったという．その支には‘il四国大会まで進出し

甲子園初出織は、 開たがあとー歩で甲子園大会初出場lまならなか今た．

－ 

． 
和46年のこ とで監脅威任以来日年目であった．

これら蔦文也氏のアイ デンティ ティ形成の廃史から池田高校の甲子園

での活躍や「神話」を直接作り出すいくつかの特徴がみられる． .文也

のこれまでの雷説と、第2問調査のインタピAーから述べていこう． 主事

ii氏は鍛え子の畠山選手と自分が似ていーには、野放図の性格があ る．

『（ 畠山選手は｝はみ出しもんることから以前次のように言っている．

ひと．くせもふたくせもあるタイプゃな．怠孟塁本．重注主主1ちゃ うか、

人のことを考えずに公司揮をまき散らしょ，思う ととを ）~ ヴ J .，. ッ 1: • こ与占

はたのこ kを傘£んる．弘がそれとー績ですわ．人のi!li惑をきえん左‘

言いたいとl:~パンパン曾った. ＇立たのおる人にいろいろ迷慾がかよ占

J H’ ~文也像世Eの教え子で現在コーチをしている同校保健体育かる．

盗ムえム.ii-r 1:1'ずIfいうし科教愉阿国康志l立、蔦のことを f窓車エ品

』と した上で今までどこへいっても人気でるんやないか．ムム住ニfl.
自分Jと言う．の池回高校の活躍も r;gきんやからできたんやむいか．

の思ったこと震いたいことをどんどんやっていくということについて、

特別後援会会長の大和典こも鳶監督を普干して試のように述ぺる．少し長

j.Jjちそれとそうさせる環境、

いがインタビAーから引用すると、

r :Iiさんは、mっからの野滋好きやね．

そのふたつが交錯する．熱中することができる守ん育ちゃったからお．
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性格と環境があったち申うことで？すね．

それ以外のこと、例えぽ家庭のこととか、家のつき合いのこととか、そ

んなこと全部奥さんにまかせっきりにしてしもうて、自分はもう野~－

.でやる．それで、非常に頭のいい人．才fl::隻かな人.；量、務淡なんか

お聞きになったことがあるかどうかよく存じませんけどね．非常に頭の

いい方ですね．そしてその野君主というものを過して自分のその人生を考

えていく、 普学を考えていく．そういうスタイルですね．ぞれがやっぱ

り人にアピールするんじキないですかね．やはり、 :iさんのアビールゅ

うのは、ー童書をものがやはり、甲平田でのテレビで映って〈るベンチの

盗電車手みてもね」」ととFつのものに徹した人間にみ主ふ風貌もあるし‘

号室曾もあるし‘ぞり令ゃっIi'η人垂直聖7する．どんな人でも魅カ的に見

えるわな．あま り八？？鍵人はね‘そり a号、やづtぎりアピールしませんわ

怠. J と、自分ιの思ったことをなりふりかまわず、ー筋にやる人物ど蔦

を’干している．そして、 『そういうその池田高校に対しての傘隼金ニJI

>:t動家っていうものをみんなやっぱり轡していますね．地売の人ti. J 

とつづける．この佐絡は、 野磁の駿街、厳略面でも~響を及ぼす． 『守

り、守りぼっかしいいよったら、作聖書が消極的になる．攻書量的な野ままが

できんようになってくるんですよ．攻撃を主にしてやっておった窃合、

稽緒的になるんですね．このブ＇；iJ<fl1つ率が多いからね．やゥぽし．高t賀

野Ill!S立、金.e;パットでしょう、消緒的にパント左かそういう殴4告を使う

た企きほ負けるわ．なぜかち申うたらお、パシトではー点しか取れんで

しょう．…そういうときは、その一点を争う、議事障に魚をいはらはらす

るよ Jうをゲーム4こをつてきますから‘かえっτブレヴシ吋ーがか力、る気

JというようにJ;監督は攻撃を野綾の中心に据えてい

る．昭和63年（1988)7月29日の徳島県予選決勝も「気楽に打たすとい告
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ン中は練習のほとんどを打聖書練習にきいている．昭和関与の全国犬会を

前にした練習では3時間のうちi:iとんどを打撃練習とその聞にさきu ＼·；~fj恥
守備ノ γ？i！最後の20分ほどであった．山をいただくグラウンドに、2 

つのピッチングマシーンとパッティング ・ピヲチ守ーによって 3つのパ

ッティング・グージに向かつてボールが走る， 140Xmを超えるスピードポ

＿，レ、 130K11のポールそしてピッチ々ーがプレートより2mくらい青年で役

げたボールを、 1番打者から般に、 規定より慮い llOOgのパットでフIレ

スイングするパッティ ング練習が中4：、なのである．

1ili監督は、 「凶国の野減っていいますが、 やっぱり松山商業みたいに

手がたく、 All密にやる野聖書はどう思いますか． Jという質問にこう答え

ている． 「そういう野球もそり令必要ιキけんど、 平侯がのびんを、 そ

んなことしてた．らな．野球の銭術的にな．巨人の土田君みたいになって

しまう． あんなプロ野Eまで、 あんな短くもっTな、打ちよる． なーんや

魅力がない． Jせこせこと 1点づづとっていくよりも積径約に、ブレγ

シャーのかからない野援を選手の将来も考えてのびのびと大きくスイン

グさせているのである． コーチでありi豊田高校敬諮問国康志は 『どんな

に（守備が） うミまくなってもエラーiまする． ffって返さなならん．だか

ら打つ練習をする．』と：奮が言っていたとした上で、 『打ち鯵つのが痩

惣や． ま、なかなかそうはいかんけど． Jと途ぺ、 r 量産密な野~じ守な

己注ムそりゃー．本銭且まと思うは．』と蔦の~－中心の野~を言干して

いる． さらに第三の特徴として、甲子聞という舞台に上がった時のリラ

ツクス・ムードがある．巡手だった当時をふり返って問聞は、 f甲子箇

にいる時と、、. ~ 

、降、ー ｛泡図 ｝にいる時とまったくころっと変わるわ．里王

阻』主いったら本当自由や．そのへんの操縦術がものすごううまいで．い
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きってもできへんもん．つも試合でむあんまり何もいわんけどな．

アレヴシャーかけないでやら初めから何も雪わんで‘ないんやったら‘

』と甲子置でのびのびとやらす蕊監笹を表現した方がええからじゃろ．
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山あいの町の子供たちに

する．
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一度でいいから大潟を

見せてやりたかったんじゃ

池図.綬野JI郵

鳶文也重量管一

目標はあくまで甲子個出場にある．と求められた色紙に司書＜Ji;にと勺て、

J; Ill身の甲子園大会そしてプロ野球での緩験をふまえて四国の図舎に住

、．

そしてむ子どもたちに f大海Jを見eてやることを目標とするのだ．" ；・占十

そうした思いをシン解き放ってやる．『大海Jに出た．ら選手を自由に、

『甲子園まで守？ったらポリックに表現しているのがこの色紙であろう．
、一今．H．
 
、

生徒たちをリラッタスさせてやれぽえIIかなことまでいうことはない．

うまいこr Lうガミガミ言bんこっちキね．えんじ奇から．

、
高唱

、.＇：－

Jというよう

Jそして、

とムードに持っていって、
一．、． リズムにのせていく．

のびのびtプレイさ

のせる、

甲子闘ではまさに 『大海Jに遇握手を解き放ち、に、

せようとするのである．

＇・.、。：

この：蔦文也は池図町民にあってどう位置づけられているのか．：蔦l立、

jといわ駅前の飲食店に勤務する鎌田早苗が r池高あっての池田町や．

れる池岡高校野球部の中核ではあるが、池田のコスモロジーにおいて野

やりたいことを どんどんやっていく佐織は~一筋に徹し、 野放図で、

その辺のおっさんと言う感じでみんなに受けと『すごく殺しみにあ る、

1品、，
、＇i：：、円ι。，，， .、1 ' 

l.•,'i戸E ' 

他とかく閉鎖的で、図舎町の池田Ii、
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人のうわさ話を多くしているところである．

それとは反対にズパズパ自分の雷いたい事を奮い、全国が注目する舞台 ，i J：♂却
τ：刈湾f謀議

司 、冬山
示

テレビの前でも治問町とかわらぬ綴舞い、 tf動をみぜる:Iにに上カ旬、

地図町民は引きつけられるのである． しかLながら、蔦自身ii.泡回町 、1
の人身との関わりについて、 「だけんど、結局、学校でもなんでもな、

t‘；0: ・，、
浮いでしもうたらまずい．池田の町でも浮かんよ うにしとらなあかんを． j 

というよ うに治田町独自のコスモロジーの中に自分があるこ とを絶えず
． 

意書草している．:g文也は rf患の学校から監督をやゥてくれという声があ

ったことに対して）わしゃーもう、ほんま、池回にお世話になっとるん

じキで、そんなこといわれとるけんど． 池田いうたら弱い略に助けてく

れた人も必るし、 ほんま‘ ほんなこと、 やつはし そういうような人に

対してそんなことはできん．優勝したからちゅうて、学校かわって給料

もらったってなLプロ野緩や.J と自分でも治聞を緩れず、 治団とい う

地で、池回高校野球都を監督し、 作ワ上げてきたことを明確に窓議して

いる．このように蔦文也Ii自分でも漣回町という土地で監督しているこ

とを充分意.し、又、池田町民も自分速の町にあっては出現Lにくいパ

ーソナリティの持ちまといった窓織を持ちながら、 シンボルとして認織

しているのである．

このように蕩文也のパーソナリテ 4 を i'1~ にして池回高校U甲子園で

活継し、神話を作ってきた． それでは、蔦自身は、 池田荷役の神話をど

う2思議しているのだろ うか．

『今までl番印象深い試合い うたら、 『さわやかイレブン1ゃな． そ

うじ~ － 弱いチームであそこまでもっていく． それがおもしろい．水野

ん時4立、 あれは、 ほんまに『強い』ゥていうチ』ム． 弱いのを強うにす

る．どういうふうにして上位に進出するかいうのがやゥばり、 その過程
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がやっぱりな．ん一、おもしろいわな．

年夏｝あのドカペンとやゥて｛慾決gで香川選手のいる浪商とあたり2

対Oで勝利する）全部かなわんといわh.た時に、ああいうときのピシャ

ーッ！ と やる． 膨負のお もしろさやま~. 』 と何試合 もの中で、さわやか

イレブンを活文也は、印象に残るものとして準げている．そして『さわ

やかで、のびのびした、高校生らしい池高Jという縛言語を意識し、 そう

あってほしいと麟いまだそうだったことを次のように述べている．

『さわやかだった左いうのはあった．けど、今はもうさわやかだって

いうのはないよ．はっきりいって． ｛高段吟らしいといわれるこ k~） 

§miこしkったけんどなあ．最近ではも ういかんな、はっきりいうて．

ええ子もおるけんど、感い子もおる．どこの望号球舗でも抱えている問題

ち申うのは池聞もある．』というように、過去において 「さわやかで、

高校生らしい池．高Jという神話を作り上げようとし、また実際『さわや

かJであったことを認めている． しかしながら、同時にそのような神話

がすでに過去のものであることをはっきり雲汲しているのである．昭和

63年（1988）の全国大会に出場する様、壮行会において油田高桜長大西.

忠氏が、 『さわやかに破ってまいりたいと思います.Jと述べているよ

うに蔦監督をはじめとして学校関係者は、 fさわやかで、のびのびした、

高校生らしい池高Jの紳話を生成し、そして再生度したいと考えている

ことがわかる．この点について、コーチで赦言告の何回康志も f銭ム必品

きわやかさっていうのは鎗舗煮詰直している付ど、最近の子らはそんなに

うまくいかんね．高校生らしいゅうた勺て、合理的やし、自分のために

ならんこととか、例えば、打つのはおも しろいかむしらんけど、ラ ンナ

ーになって走ったりというの似、 さけたりするけーのー．さわやかさい

うたって、やっぱり、その年の佐賀にもよるけーのー. Jとさわやかさ

-239・
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や高綬生らしいといったj豊田高綬の？申請を意識し、そうあってほしいと

願っていることは確かだが、現実問題としてそうではないことを明らか

にしている．

『さわやかで、のびのびした高校生らしい池高 Jという神話はと もか

くも高文也のパーソナリティ形成史にのっとり、蔦の野放図の住格、次

感野草壁そして甲子国でのリラックスといった独特の特徴によって、：蔦自

身にも意識されながら作られてきたことはこれまでで理解できる．しか

しながら、現在において、監倍、コーチ、そして、積畏といった学校に

関わる者たちが、なんとかしてそのような縛言語的イメージのチーム伝し

たいと考えるが、その神経は現織には生きていないのである．後錨会長

の大和莫二氏の言説は、神話とJ;文也そして現在を明砲に表現している．

fさわやかさゥていうのは、やはり49年（1974 lのイレブンにありますb.

その時に『さわ．やかさ IPアピールしましたね．ぞれJ；！‘＆lんとう に山

の手で‘書官会ずれしてない．で、みんなそのいなかの近くから遭ってき

て、いわゆる都会ずれしてないっていうか‘いなかの純絡な勺でいうか．

辛ういうものが~のまま野猿に出てきた．それ多 f きわやか Iというん

主主二怠．今の高校生は必ずしも『さめやかJではないと思いますね．昭

和49年当時からみればね、くらべものにならないと思います．それは、

やっぱり社会のせいもあると思う．著者のお、ものの見方やヨ替え方がず

い分変わってきたと思いますね．だけどもその中でどうお、そういう

fさわやか』なものを生み出していくかという蔦先生の考え方と生徒と

の考え方とが必ずしも一致しないところがあると思う．そこに.先生の

苦悩があると患いますね．だけ九ども、世相が変わ勺てきたという、も

のの雰え方も変わってきた．その中で：芭さんはやっぽりぞの Iきわやか

きl争その中で求めてい土う左誓悩している左黒いますね．それが今の
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敗戦にもつながってきていると思います．去年（昭和63年夏の大会｝出 、'i?;; '%}'' 'J 
t 

てますね． 今年の春も、夏も、また来年（平成2年｝の春も出れないて干

すね． 3. 4回．そり令、やっぱり、 生徒の質が、貨ではなしに、練習

震がどうとかなんとかという問題よりも、 そういうところに問題がある．

ぞれはだけど‘池田高慢に限ったもんではないんやをいか． 主主主亙1':

生はそ ういうものを会めτいく．やっぱり獄事r者ですね．彼はね．」

6. テレビ烏による池田高校神話の生成

rさわやかで、 のびのびした、 高校生ら しい池高Jの神話は、：蔦flt密

を中t棄に過去に．おいて作られ、そして現在もその神宮置を生きようとする

忽いがあることは前節でわか勺た． それでは、 メディアは どう得議と関

わるのか． 実際、治図町やt豊田高校を取材しながら、 テレビ局の制作者

（カメラマン、スタッフ） lj、池田の神話をどう考え、 子レビを通じて

岡県し出すのであろうか．昭和63年 (1988）金限大会出場時に取材しにきた、

スタッフを追いながら分野する． ｛第l回調査のフィールドワークより｝

池悶高校-Ji甲子園出場を決めた翌日、7 Ji30日のグラヴンドl立、常連

のファン以外にたくさんの見物人そして待1晃容組を制作するための取材

隊が動いていて賑々しい． 毎年甲子園大会を中継するテレビ~I立、 選手

のプレイを追いながら、 アナウンサー、 解説者のコメントそして適当な

タイミングで応録する音を入れたり、担賢々 なiJメラアシグル、選手のア

ヲブの~備を交えつつ、 甲子鴎野球を神話を作り、鶴強して伝えている．

笑際に、 テレビ局の人たちはどういう窓図でどのように取材しているの
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だろうか．

• 

i＼，＇：叫ザ）＇

司．

fわしはもう先生にずばり震うんですよ．のように述べてくれた． こん

……なかなか言うてくれるまでえーと｛長〈｝かかなこと言うてって．
． 
1予、
' i、。！作る上においても、いろんなことをんI~言うてミ「やっぱりね、

,,. '.I，）~ rダ：ぃ、。

こんなこと間きたいんや、

J 

れても使えんて．ずばり、先生、

る．

こんなこと

』と製作者の怠図を知

E需にtJメラの前にいる蔦監督らに寄っていることがわかる．

ずばり言う方がいいもん．言うてっていうもん．

そして、

きめていかなく勺ちキ．r IAったやつ全額出せるわけではないのだから、

そうやって言うてもらわなんだ、費tわしも厚かましうなってしもうて、

そして泡回高授の神話Jと続ける．がすまんようになってしもうたな．
？ ？ 
ιド J、＇、五？；〈、． 
令Jワ＠
‘寸p

r泡図めイメージi之大事にしちよるよ．こう述べている．について、

ド目。ぉλ

スポシサーがついてい〈ら出して地図が出るとみんな見て〈れるけん．

』と池田高校のこれまでの神話をスポン〈れて‘伺lまのもんじゃけん．

サーや視聴率をふまえた上で、事強化して伝達しようとする意図がみえ

画面に出てくるのは、池図高校の選手逮や監省、実際にアレイし、{i' ' j i.~f i・／＂‘i礼、，E
コメン事実は事実であるけれども、 カメラ・アYグル．

る．

『もうひと’コのストーリー』

コーチである．

そしてき主体のf構成の仕方によって、

筏聴者に伝えられていることがはっき

ト、

fもうひとつの事実Jが作られ、

りとわかる．

甲子聞大会で活環すること

自世田i!i&i申話の進環佳と再生81

高綬主主らしい池iViJという神話Ii、：蕗

7. 

のびのびした、

文也監告のパーソナリティと鰐重量観を中核に、長年、治問高綬重野草食却を

－
a
与

eLKL 

それが、

-242 -

rさわやかで、

その議怨が作られ、指導する中で、



で、 メディアによ って取り上げられ、

れてきたものである．しかしながら、

議が存在し、 自然環演とそこからくる池田高絞気質とが積み重なゥて形

成されたものである．

そして、 この締結は、 甲子闘に出場するたびごとに、池田町民に繰り

返し表現される．甲子関出場に伴う寄付金や壮行会とい った共肉体験Ii、

自分の人生史における池田町と自分との関わりを再認隠させ、 自分とIi

何かといったアイデンティティの再認裁の場であり‘ 過去における甲子

図での治癒そ して池田高校神話を思い起こさせ、反JSするのである．

さらに、池田高校という学校教育の場で、 甲子聞に行った波高として

見られているという怠織から、 『さわやかで、のびのびした、高校生ら

しいJ漣高生という神話を強化していこうとする雷動がみら九る． こ7

したことは、 地図荷役策担谷分絞教諭の阿部援が、 rゑ車主主主＆ 笠£

阻盤ゐ 直結牛らしきっていう殺嵐があって． :i監唱皆っτいう人がおって、

野綾部が中心になゥて学伎のイメージを作った っていう感じ． 且ム立1'、
また虫学校がそのイメ ージに沿勺てでrれが全国でそのように紐遊きれて．

きて〈るっていう殿じ． こ九位量高対あるは． （：生徒）個人の窓識として

見られとるなっていう豊島じあるは． Jと表現していることでも明らかで

ある．

治団町にあってその自然環袋やコスモロジーを背景にした抱国高校気

貨を重~m1こ して、 町の代表としてi也田高校が甲子園大会に出渇すること

から、 li文也のパーソナ リ ティや野~鍍を中核に、 テレビ局の意図もあ
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のびのびした、高校生らしい泌高』という神話が「さわやかで、

その神話を強化しこの神話は、池回高校において、そして、

って、

作られた．

甲子関大会にl:ll織を決めるたびごまた、ていこ うとする意図がみられ、

共同体験としての寄付金や壮行会とい勺た·~曜の中で自分のアイ

再び心

と4こ、

デンティテ4を再確認すると共に、 t世岡高校神話を応、い鼠こし

こうしたととから、治関町民にtゥて池高め練話i;t、に:tilむのである．

以下のような逮環性をもって、再生産され、そして蒋解釈されていると

いえる．

逮現住

「さわやかで、

重主、阿波踊り
｛カレンダりーなアイデンティティ
の再認識｝

｛野一絡攻撃野球
甲子闘でのリラックス

t豊田高校気質

自然環浅

、

のびのびした、 ~殺さ主らし いを臨海神 話』

櫨
揖認

会

再
会
貨
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行
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甲．子園大会出土骨

li文也

t豊田町民のコスモロジー
（閉鎖性、書官会へのあこがれと
抵抗といった回舎意識）

産生官刊レ’u役
割
欄速の絡神高池唱五

ー

に－
J

、
図
バ

-Z44 -

野~，..

テレビ局

十月h



－
E

－一

一

宮

。一、

8 . 神話に対抗する務~ －対統祢諸の生成ヘー

前節で述ぺているように、治国高校の締結lま、今日でも述明書伎をもっ

て再生獲されていることがわかる．しかしながら、 5.神話生成の中篠

-ii文也監督ー のところでも述べたとおり、高文也監督や悶悶康法コ

ーチが、神話を窓識し、実際にそれを生きようとしているが現実には、 ～ 
それに対抗した事実が見られる.:i;Jヒ也は、治団神話が、過去のもので

あることを認めた上で、次のように述べている．

『（油国高校野球部が、過去において）さわやかだったとL、うのはあ

った．付ど、今はもうさわやかだっていうのはないよ.l;tっきりいって．

｛寓後生らしいといわれることを〉回艇にしとったけんどなあ．盆返Zこ

はもういかんな．はっき りいうて a ええ子もおるけんど、撤い予もおる．

どこの野綾部でも絢えている問題ちゅうのは池田もある．』『（さわや

かさという浴田高絞神話について｝実際はな、そんなことないな．高商

もっておる．ええ蘭と縄基い函とな．そtl.が、今一番街織に出とるはな、

うちは．絡将なんと、そうでない野~ぽかりしとる子とな． 室長盆主去

っで牟ちょっと路にきて．たばこ吸うたりを．そういうのも、今年のチ

ームにはおるわな．世の中ii~、こんなに穫量曜にな る もんじ々 itんなJ い

ろいろな粉怒がありおるでな．野球に銭びつけて、これは野球ずるのに

はマイナスか、プラスかち申 うこ とを考えないかんな．な．それをプラ

スかマイナスかちゅうのをなかなかわからん子がおる．な. J i池田高校

の締結生成の中級となった：薦文也のめざす高校野~';t、 rやっぱりとう、

バランスがとれてな、いかんけんな. 3つがな．体土お性根 k宇壷街土 a

特に高校野球は、そうじ々な．蛾3震としてやるのはゼニもうけでこ0咋

ゃるからな．これは織~ゃないんやからな. Jというように、禽校生と
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して、生活のなかですべてにバランスがとれ、

として成り立っていなければならないのである．

勉強が入っとらんやつがおる．一部に入って、

たばこ吸うたりな．する．

引き起こす問題にjj(を痛めている．

蔦は、現実に起こっているこのような問題のー図は、

野ままだけをやりに鴻図書5申平聞大会に出場したいがために‘以外から、

いわゆる野総留学してくる状況｛池田野~mtに在籍する、校に入室詳し、

高校野縁部員としては、蔦の方針で県内の中学校を卒業Lた著書しか入学
2

・ミ1
・03
3

‘，A2

しかしながらこれはたてまえで、袋店抱県内の中学校以外させていない．

中学3年の2学期もしくは3学期に、徳島県内の中学校に転の生徒は、

名目上そこを卒業関じ三好郡内にある三好中学校》して、

次のように述べる．）にあるとして、

絞4多くは、

して池図高綬に入学してくる．

『油田にきたι｛甲子聞に｝いける kこう思う土る. ！.うとるけどそう

青年剣の忽想主義にはやっだけんもう、は……．現実はそうではない．

ところが現実はそ うでなてはしってるな．夢をみてここへ来るんじゃ．

悩みも何られ、けどな．思 ？？とゴ
もうlまなけんど、思う通りになかなか現実としで 、：:f.'}1

c!'.f1j 
、事

い．そういうところからいろいろ問題が起こってくるわ付じゃ．欲求不

主ι.Ql阜企誕よi占そこの、欲求不満におちいった時に、満になってな．

ど主をきちん土倉えてやって〈れり々ええやけど..f-h.がもうすぐこう 、

いやらしい．生からの非行少年いうんやゆがんだ方向へ走ってしまう．

そういうふうになったら口実をつけて鰻む干どもも雪うし

そJそういうなこ tを言うし．

ないけどな．

平等にやらきんからじゃ．

うまいこと成功した場合は、

-Z46帽

ほなけん、

い遜りになった予は．

アム工ゑ隼単品

ヲ、



ιl ' 

、｝
• • 

はならん． ほなけんど、
、：者〈か：1＼！＊＇］市

欲求不満におちた時のその人聞のとるべきJO.rt: 
で1番ええのが、ゃっIfり自分が水油をちょ っとひとつさげてからおの3ぷy;，編

ごとを勿£るち申うふうにしてくれη令ええんにa ぞうはみんなせんけ

ム立品 よ丘三ゑa 」平成2年 (1989)11月の時点で 1. 2年生音II提は28各

であり、池田町を包含する三好郡出身者は14名、 その他の徳島県内出身

者が9名、 残り 5名l主、大阪、京銀、広島といった関西国出身者である．

コーチで教輸をしている阿国康志も「地元の子Jと「よそから来たの』
、＂＇． 

という義務を使って、 r t里元の平らは‘教術lまな〈てι牟 こ主主ニよ重

ったらー棄I奮やし‘非常にまじめに何でもするけE、彼絡がついていか

ム企主aよそから来たの位、 合想的やb.枝術はうまいけんど． 中学校

のときは、 うまかったか知らんけど、その.をグヲと析らなあかん．パ

キンときれいに折れた予はよう伸びる． じキけーへんに折れて‘ヘムえ

方へ符ってしまれ:t:>る．Jと甲子園大会出場を目援に、野聖書のためだけ

に副主回高校に野波留学してくる他県出身の巡手が自分の期待にそぐわず、

捻折して問題を起こしている現実を述べている． このように野波留学し

てくる選手は、 リトルリーグやポニーリーグまたはシニアリーグ出身者

である．

蔦や岡困は、綿布回大阪の、リトルリーグ． ポニーリーグそしてシニ

アリーグによる選手l冒の厚さを認識し、回合の弱さを fリトルリーグと

かボーイズがないJ (Ji）といった袋現を使い、 甲子園に出場し、賜つ

ためにはこのような選手が必要であることを認めながらも、技術だけで、

野~ばかりを考えている彼らが思うように勝てないあるいは、 レギュラ

ーとして使ってもらえないことからくる非宥イヒした行為を問勉観する．

ここには、日本の野E震のシステムすなわち、プロ野球を頂点とし、 リト

ルや;r,ニーリーグから、シニアリーグそして甲子副大会で活環してプロ

-247” 



選手になるルートが存在している著書実と、甲子園神話を窓富雄し、高校生

らしい、バランスのkれた会人間的な発達の中で草野E震を考えようとする

J;や岡田の意識とのせめきf合いがみられる．油国高校の神誌をF厚生産し

ようとする者とブロへの道、純粋にチャンビオンスポーツのみを考え、

野球だけを考えようとする選手との現実的なBl執なのである．

高校ー甲子園

シニアリーグ、ポニーリーグ、中学校

リトルリ ーグ、 ボーイズリーグ

図ラー 2.プロ野縁を頂点とした日本の野磁界
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このように野球を生活そして人生において中心に，えようとする選手

の存在は、プロ野E事を頂点とした日本の野111!界が、掴 5-2.に示すよ

うなシステムをもっていることの証左である．地図での、持者に対ttす

る現実からは、このような図式が見えてくるのだ．こう した システムの

存在とそのシステムの中で生きょうとする選手｛特に徳島県外から野E書

留学している選手があてはまる｝は、選手本人だけでなくその織をも傘

き込む．平成元年11月の第2回開査の崎、 2~主主のピヲチャー訟休秀一

郎は、京事Z出身であるが、このflt績もまた中学の時から、泡岡町にアパ

ート を借りて住み、入学後緩留を毎日見に来る生活を緩~tている．松＃

巡.：（＞の母績は、以下のように述ぺている． r （京都の3尊重量から息子が ）

鴻悶日Tへ行きたいっていうからびっくりしました．中学 3年の時．こ今

ちへ来まして．徳島県内の中学じ令ないと入れないんで、ふたりでこ。

ちに却をたんですJはじめて浩田に象る崎、あの山の中を列車でゴトゴト

錆られて;fl勺てくる崎にね、紙、.争中疎開Lていたもんですから、ぞ

れ思い出しましてお．何か、ジーンとくるものがありま した．そして:I

さんの家の紛のあの古い町並みがすごく良かったんです．だから、ここ

だったら子どもを預けようと思いました．それに失fl＿ 雪設をやってま

して．量豊－200人を鍾tるII曹軍司世田にレギA ラーでは会かったんです付

~ － 甲子腐朽ぐ 15 人の取にλ勺たんですね．子どもの時併に． 鎗えを事

キあかん‘いうんで寸よ．息子がちょうど‘昭和47隼生まh.で‘ rさわ

やかイレブン ，の年に生まれたんですよ．イレブン？活路した!f;>fl:きん

kいう方がーあの平が符〈止とろだった荷量E・；＇＆” の保母子しτおられ

るんですよ.Qlfgをことに．』自分の経験そ Lて、父畿の野~ との関わ

りを合めて、過去に甲子園で活砲した池田でその神r&を生きることを，

みて池図に来た子どもを.ICIJする自分をこのよ うに述ぺる．中学の3年

． 

、・
1、a1 

． 
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時より高校を息子秀一郎が卒業するまで、

『3年たったら、むこう｛京都｝へ戻りますが、

ぃょうかと思いj母綴はひとりでアパートに住んでいるのである． 「 '3•

に｛息子と）話をするわけじキないんですが．罪容に｛息子が〉入ってい

るし、ごはんも貌は堅実で食べて、盆は学校で、~はあのレス トラン（学

校からsoo.くらい行った吉野川沿いにあり、そこで療に入っている翁は

食べる．｝へ行って食べるんですよ．歯車習Jiてちょっと言葉かわすぐら

いで．たが重fJ~ 壱みている主みんをの綾子がわかりますかι‘毎回野に

来てます．自在習日てれば安心ですから. Jと11月の寒い夜も、ナイター

の練~の中、毛布を下半身に理事いてじっと見つめている．

こうした、保護者に対して、そしてそのような行為に走らせる絞況を

：蔦文也はどうisじているのか．以下のように言っている．

『篠宮普賢．に来る人いうのは‘ほとんど笠原が多いんで．過軍事Il二＋．

来んでもええのに来よるんで．ほんま‘はっきりいうで争うです．子供

が練習しちよるんだから、ほっときキええんじゃ ．いちいちいちいち来

て． 心配なんやお．ほんな‘ ニ子供のこト舎かまって‘ 弓~~きがかわいそう

ヒ~－か i って自由にちした労が£え．』と過’lに子供に包をかける、

保護者に対し、批評した上で、その状況を次のよ うに述ぺふ rょムヱ

もええのに来kる平もおるわ．わしらに言わしたら．わしは、もう来て

もらわんでもええのに、来とるちゅうな．そりゃのう、どういうこんか

ちゅうたら、来んでもええと雷うとんのにの、子供がどうしても泡回へ

釆たいちゅうとん．観がも う、 結局負けてしもうて、子供が来て、殺が

そこにおる． （；訟林秀一郎の母般のこと） J 

池図に行ったら甲子鴎に行けると思う子どもに対し綴が自分たちの

緩験をふまえて過剰に子どもたちに緩する現状は、 「卒業したら大学へ

-zso・



……Jという母殺の期待もあり、

神話と対抗させる現実を生んでいる．

「さわやかで、のびのびした、日高校生らしい泡高 Jの神話は、

監f習をその中核にし、 t世田町の自然環媛、町民のコスモロジー、さらに

そこから滋成されてきた池田高校気質を基盤にして甲子闘という大舞台

に出て滋怨した控室史の中で、メディアの窓図もあって、作られた．それ

は、甲子園出場に伴う共同事業や学絞教育の場で逮現役をもって、再生

産、再確認されてきている．しかLながら、現在では図ぢ ー2.に示し

たような、白本の野球界のシステムが存在し、神話とは対抗する事実が

そのシステムを生きる選手によって生み出されている．池田高校の神話

は、過去を思い起こさせ、自分とt世間の関わりを蒋確認させるg識の上

での鎮であるが、現実』こ起こるそれに対抗する事笑とせめぎ合っている

のである．
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注1)

ったものが、寛政から慶応年間に栂つぐ相加で23戸となり、

の戸事毒事事において、全戸数239戸のうち、

石油発動織の導入で手工業から織械工業になり、

統計では、県下のたばこ製造業134工場のうち74工場を人口 25. 739人

の治田町で占めていたことがわかる．明治30年たばこ専売法が施行さ

” 

アイデシティティという語に関して、男E原1替は、 E.H. Eri ksoliの定

f自分自身のなかに一貫「第ーに、

fある種の本質的伎絡を他者と

尊重から次のようにまとめている．

して保たれている芳一位J、第二に、

岡崎に両者の相互関係を表す．す永続的に共有すること』を意嚇し、

なわち個人を個人たらしめているある中銭的なものと集団の内的著書集

この概念は多様な要繁を含の本質的官官分とをリンクする機ftillである．

取り替えのきか－

ない社会的役flのパターンを身につける自我の統合線制 J2·7 ~ ..であう。〈。、今、。

み、第一に個人的存在証明の窓織された感覚、第二に倒人的性格を持

続せんとする無意識の努力、第三に自我綜合、第四に集団の理想h≪¥i高

性への内約違平静の維持を伺時に表現するJ25》としている．そして、

『エリクソン本来の用語はくエゴ・アイデンティティ＞として発途諭

的見地から、資年期または号11き延If'された青年織に類在化する主要な

f…くアイデエrが、〉6
 
2
 
J
 

自我機制として限定的に用いられてきた．

ティティ＞は r自分は何者であるか Jの自己定議と、

備 25Z・
、．
、．
．’． 
＠， 

、．＠

れて以来、たばこ導流の工場として存続している．

注2)

沿線~j~J.j
．＼、＇.｝t：：！れ妥m~
：，；~：：‘ち111吟

2・：、‘

ぃfr;i~、注：

::_i?l＇~三栄簿

。;, t，＇；~：；；誌が将ιヘ・
‘‘｝併、r草
‘ヘ、

治図町においてた4まこ度業のE霊史4ま酋く、天司JI3 年 (1783）にー戸だJに；f~gf
3 総~｛6

明治3年 九、~／~町議

r tt'Jみ農 J36戸、刻み慶応雇：：：；；

われた日庖いが105戸であった．明治27年(189（｝、 29年には蒸気線開、 、；言
明治35年（1902）の県 ・"! ',• 



て、

の合計以上の何ものかである． している．

泡図町における自分個人の存在証明（personaliden-

V
B
V
a
－
－
 

d
《

v
f勺
一
正
勺
At

：ムv
、
h

τ
含5
 身許証宅月、帰属証明といった集団帰属寵明（groupidentity）。tity）と、

．‘ 
‘’ 

の総合としてアイ デンティティというS置を用いている．

「環境に対する留人

心理系の個体内におけるカ動的体制の適応の仕方を規定するような、

働人の生活史に沿ったパーソ耳目原彬は、と定事量できる．であるJ”3
I）人生の比較的初期に形成されて、ナリティの液成を見るためには、

話）人生の後半に形成される相対的に意請書的持続する定礎的な告自分と、

－機E主的な王将分とを区別する司慌が重E震であるとした上で． R. A.l.eVine 

の見い出したパーソナリティ・ジェノタイプ（genotype元塁、発生墨｝

現象墾｝に区別し、とパーソナリティ・フェノタイ7・（phenotype顕裂、

持続的な住

3。、

パーソナリティ・ジェノタイプは、ある他人に固有の、

型軽止や－・適応め待費bにま祭く関わり、認知、衝動、向や気官官であり、

幼児この裂は、イヒといった変換の隊カとして現h.るパターンである．

司降、．人生後期の§£迭と学習を規定する．期から脊年期までに獲得され、

幼児期における級のジェノタイプの源泉は、繁図的発生によるもの、

（または貌代り｝への反応・感受・フラストレーシ軍ン・受理fのパタ

無意識の7Tンタジーと失わーン、緩からの分援の際の恐怖と僧惑、
、

青年期 ~:ggるまとりわけ、れたものへの同一援のパターン等のほか、

、
でのtlfl経織とそれによる抑圧形成のパターンが定要であるとされる．

-253・
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本論文では、

G. ii. A 11 por tの検討から、

注3) 

パーソナリティ Ii,

適用している．



こ九に対して、

”に、パーソナリティ ・ジェノタ イプの派生体として符成されて‘相

対的な自立伎を獲得するもので、フェノタイプの本体4立、 tt会的な役

割遂行のパターンであるとされる．このタイプ4立、人生後期に鉱大す

るを士会図のなかで、個人の行動仁義緩されていく可視的な規期性であ

って、社会的E重度、価値、集団関係、技能、知識、選吏F停に現れるそ

の人らしさの一貫性である．フ£ノタイプの日常的によく見る表現Ii、

個人のマンネリズムや祭止などで、 それら111際主主議の衝動に対する防

衡の表現がしだいに固定化し、規範化したものである とされ、個人の

位向にとどまらす、 祉会婚に共通の位絡を示すことがある．したがっ

て、このタイアは、 主と して現在の環境庄カに反応し、 社会の支配的

な規範がここ‘に浸透すると される. 32》

本論文では．以上めよ うな鰯念と方法から、蔦文也のパーγナリテ

ィ形成史と甲子園神話について、以下のような枠組みでイYタビェー

調査から分析している．

①:Iiの青年期後期までに形成さ札る解くべき人生の課ll及び課題を解

8脅しよう kする独特の形式をパーソナリ ティ・ ジェノタイプの中犠

としてとらえ考策する． （：父との悶系、野球とのかかわり｝

③引き延ばされてきた符年JV!Ziぴ初期の車農家生活において、 t度のVilli

を通して社会的セクションでどのように働きかけようとしたかにつ

いて考察する． ( ll号車量生活｝

③社会図の中で． 指導者としてのパーソナルな課題とその解決方法に

ついて、パーソナリテ4 ・フェノタイプとして考える． ( I!園高畿

の監督と甲子園｝

• • 9 3》

：’、－
，L、
e

－1

・， 

a
A
陪
川
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督と池田町民のコスモロジー）この観点で、

、． 

宣．

＠、

，． 

‘ 

・‘

．
‘
，
 

である．

ー Z55-

神話形成の中核ー蔦文也監督ー

． 



く資科l>

以下は池田高校がこれまで甲子聞大会に出場し、それについて紡間報

道されたものから抜粋したものである． ｛朝日新聞のスポーツ而.e:島
平11からのマイクロコピー復写による． ｝

司 256・
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昭和49年(1974)4月5日＇ 6 8. 
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12時I（）分駅前の喫茶店．’121式会が終わってテレビにかじりついていた

数人のフ7ンはき あはじまるぞという怨じである．

油田高校の学後紹介．

『出'kぞ. J 

『あれみたら、きれいやな漣図も．」

スタンド応t書店を映し出す

『だれぞ、知ってる人がでるかもしれん. J 

峨力分析

「池悶l;l守備カと後手カがあれじ＋なあ. J ( 5がついている｝

阿波踊りの指も突如、

『浴田ι:ilごろからおどりがでるんやろか. J 

( 1回袋 ：海図攻穆｝

『4.5. 6……14、符って11日目や、もうダレとるやらな.J 
fこれはしてみなわからんしけんの．』

ショートゴロ、 －Jlヘシ量一トバウンド

『ア 1』 fうまくいかんわ、なれるまでは. J 

入金みも消t自動車Eι滋ゥた．

r ：＆きんの人徳やね．東京でもお.l!I!元凶外i士吉世間!ti樋しますよ．素

朴~ ｝＇.＿ とろらあるしな.:I先生のな‘,f-うゅうのがなええんや．』

と東京から帰省してきた三好16出身のおじさん．

( 1式合がはじまるので列恵を途中下車したとのこと｝

「嫁が池校出身で勝っと知らん人もどんどん電話くれるんですよ. J 

ー171-
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(2図書量：池田攻撃 〉

パントで送る． 解脱「甲子園理店法ですむ．Jに、9をい． 2アウ トラン

ナ－3 J:t. 

『あーあ ！』しかし、 ここで311打が出てー点．

『やっぱ打つ fいくら打てんいうてもお．J 

f入ったで． 』

ボールカウント 0-3から寝間2塁打． 二点目．

『おー IJ 「打つ打つ． 』 『やはηItめですね．

< 2回ウラ〉

〈。 2アウトからエラーがでる

「あつあゥあー． 車E・だったね.~トのは． J 

ランナー lJ1からセンタ－1'. 『あーJ

し念、し三援でチ土ンジとして fん一． J 

< 3 図袋：沼田署k’~ ）

』包鑓月官舎，lL 出す左手レピの前へのη~す．

女4生リーダー

『女ゃな． J ここでポリ且ームを上げる．

ノーアウト 1JIからライトフライrあー、残念． 』

1アウト l墨でヒ ＇)fトfあー』

2アウト2• 3.Jlで応援腐を写す．

『it図はほうぼうから来るでね．入賞1があるで．池田だけやゥたら知れ

とるけどな．事ーさん%の二子も応盛岡スゥ在るってたけどを． 』と貫生元の

おじさん．

3アウト． 『あーあ． J 

< 3回ウラ〉
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『rいっぱいじ令な．浜松商応緩席．

‘：. '( 

、試

（パス） 90台！ I J 

アナ rrr倒t豊田で潜えたのでしょうか． J 
r打倒池田 l打倒巨人か IJ に笑い．

』

, .. 

何が守備じ骨．『またヱラーじキ．

1
 
4
 

J笑い、

お手伝いのおばち守．んが
j 

『詮主金主よムム払
3
i号

J・

． . :.-:, 
＂苫

』

1-1からストレートはずれて l-Z • 2アウト 2塁カウント

GS.r・ エラーが出て

、＇i~ 外をみて、

l 

' ：＇＂＇、•·\'I 
f汁

t 
'・ 

i i 
、

‘j
d

，‘、J
h

i

、、11j
v

a叶
o
，
－
M
R
U吋
「
ル
器
、

？

1

1
 

「』ましい lJ 

ヲェアボール

ほしいなー．『あー、：主，

「にいちゃんいかんのかー．

引
い、．8
、，

－h司

．．
 ‘
鋤
匂
凶
事
喝
4

・

3

・h吋匂

・．

ん｝Ji!け 1 顔見知りの必じさんが入ってきて、おぽち令んがきく．

』

Jとおじさん．r骨量腸戦になったらな．
！、
,, ... ＇ι刀，I l 。
f’ 

Jとおばち守ん．みんな符〈でそりゃ．『並~ム品

t 甲子園との心理量的なIm儀式戸、何回も行っていることもあってすごく近い．
、．4、
，
 

( j選手が｝にーきん左この霊長にいるLな．『治図勝っとええな．＇、・ー
J 

桜間｛泊四のピッチ守一）のア γプ．
;,Y!; 
l互不、. . .、
‘ 
3・Z
''.)'.• 
' ,, 

p Lのとき桑田に俄とるしな．『この子扱げるとき帽子が績へいくな．

~＼i）~；： E のぶ J

;{i' 

．白零

) に

（~ .• 、
J I r芋TでfTていっ土る．

、，（4間署員：池田攻撃〉
rおもしろいな．」

『あれがうけるんですよ. J 

『もの言う左き歯入れ』，るかな．

『産主ム主主

、－
' ・' 

' '" 

'.,':・,ii -
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I[ 

、
: :: 

『歯ぐらい入れたらえ i.J 

f酒倣むと鍍さんがつ容まとっ kるな．』

『象やってあそこにマンションできて. J 

『マンションだろ．』

2アウト 1塁からレフトヘ飛怒

『あー、 とっとるでや目．』突い．

『軍事としとったらなー.J 

（スローモーション）「ほしかった. J 
' 
点、( 4図ウラ〉

おばちキんはカレーを食べ食ぺまたコーヒーの笠をけずりながらそして

お客さんに『いらっし令い 1』といいながらテレビに注13.

／ーアウトでレフトフライ．

rこり守入った IJしかしアウト．

・3
f、

r桜偲いうたらどこの平？ J 

rどとの-::ir-やら知t.,ん．』

くち図書長：池田攻撃〉

f R高知のピッチャーは欲しかったな．』｛前日高知商業が敗退している．｝

rあっち、こっちから誘いがかかるのにちょっと値打ちが落ちたな． 』

出ここで一回喫茶店を出て町へ．阿波踊りのハッピを者た子供たちが自

転車に祭って走っていく．ジ守スコの1＇苦．テレビ中般の官官にいすが4

w;;;;.・ .. ’ 列．おばさん、おじさんが並んでみている．その数日名．新関祉のカメ

ラマンがふたり来ている．
：

！

凡

k
v
d
‘

F
i
u
J
μ
ふ
川
uv

・sノーアウト 1 塁．キ守γチ－＼＇ーからま鯵j聖堂、 悶－~セー 7.

fあー I』笑い．座布団持ちのおばさんや、コーラを飲みながらのおIt
》、、、
J

3

8
〈

f
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、，

さんなどかなり.をすえてじっくり見ている祭子．入口にあるため必ず

みんな立ち どまって見ていく．

1アウト2JlでシEートゴロ三塁アウト拍手．それほど愛情を変えずに

じっとみている．

2ペースヒットが出て、 2対1と誕生高リード．

r ＂ーゥ 』下をむく人もある．

2アウト2J1、1All惜しいところフ 7ウル

食い入るようにみつめ、肩にカが入る．

レフト前ヒ γト

「はよ一、l:kよーJホームイン． ( 2対 2)

くやしがる「同点じ骨、 J

fだめじゃな．負けおるで.J 

f負けたらどなれしょ．』

ライト線フ7ウル

『またじ.. J 

~·を軍司そうとキャッチャーが投げるもセンターへ．

『あーあー 1』『キャー！』という若い入の声も．ショートゴ口、

『また IJアウトで、 肩のカがぬける．

雪国ウラが.わってー商店街へ．各店仁4主人もいをい．

6図ウラ終了時土佐努司へ入る．店員の夫婦と績なじみのお客さん3人

でテレビを見ている．

( 7困袋：池図攻撃〉

ノーアウトでセンター前ヒ・yト．

『ょっし守山』アナ「 2本自のヒットです. J 

『2本目. J 
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『これが（この打者が） 2本自や．

f、

』

まるでアナウンサーと会読ま しているようだ．

パントで2皇＇ :tースアウト、

あー』次の瞬間はさまれる．

J 

『あっ、

『暴走しとる．大a暴走じ々 ．
リプレイをみて、

ほんまに治高は．

J 

fなにをしよるんや、 、J 

' Jかなり強い口調．「応綴せんぞ、ほんまに．

< 7図ウラ〉

NH Kから朝日放滋にチャンネルを変える．

r NH  Kはやっぱだめや． J 

r E震がそろいよるわ． 』

1アウトからレフト前ヒット

『金書IIJlJそろいよる．r－.；めや」 J 

リアレイをみて

J 

2アウト 3香西尾で

「これにきづきやられたんや．』

浪費E今？ガーlレア守プ

』「被＊のチアガールはプスぽっかりやを．

、

．．． 

サードゴロで

「あー 1サードはレ＜￥.：＜.ラーやけどへたゃな．
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、
’ム
ー＂・ 8、

’3 

話L
{1・，＇' I a叫h'i’h

さえw

てき

( 8 図書聖： ：海図~’l )

NH  Kに変える．

リ司

、＂＇

『もっと楽勝に見えるかと思ったら盟れんを.It揮すつむ阻んまに. J 

また朝日1k迭にかえて、ー番4手本からの聖子打順

『いけ一．打って打。て打fうまくれ．』

「flー、 初球からいきよるな. J 

シEートゴロ、エラーする．

fあ一、 ゃうた．ゃうてくれてたわ．め勺たに出えへんからな．』

伝令が出て

r 機関は絶対｛パントを｝やらんがを．打つをき4まワイワイやるが. J 

パント

r送ゥた 1ゃったやった．』 ． 
ノーアウト 2塁.tiウシト 2-2で3番千石77ウル

「あああああー、会終あたっとらんわ．』

三昔日

『あー. J窓bず”を下に向ける．

f低めの一一.... J 

2アウト 2塁．伝令が出る．

2アウト 1.2 Iになっτ、

『長打力がおるのは、あるんじ令けん. 1’inチンといけばな．』
－~l fJt 
「なかなか、このピッチャーうまいこtタイミ ングlまずしたり するな.J 

セカンドフライ

『あーだめや．うまいこtタイミングはずさtl.とるは．』

『だめだめ. J 

-277・
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CM  E寺にNH Kに。

く8回ウラ〉

「NH Kみたら打たれるん．尾簸さんやないといかんわ.J 

（朝日放送の解説者は、箕島南監督の尾纂氏）

センター前にポテンヒット

『あらあら、エラーや. J rあ1:1.ーか．』

1アウト 1塁

2アウト 2.!%

rあーよかった．』

ショートゴ口、深いところから

『エラーしおったら野球やらんぞ．』

(9図表：池国攻撃〉

r tトりあいに弱いけんを.J 

『あ、撮っとる. J三振でアウト．

2アウトでアナ「攻めて殺めて吹めまくる池田野~……. J 

『攻めkらせんてゐ J

4車問から振り．

fあらっ J

『一般できるからええわ、民放は. J 

(9岡ウラ〉

『12点くらいとつとったらええのにな. J 

fコマーシャルせなんだらな．』

『もう、そっぽむいてしまうわ．』貧乏ゆすりの主人．

『カーブ J三振1アウト fよし. J 

fあのタマだけ. J 
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仕る

ボールカt浮いて 1-3 rあー』下を向く．

センターフライ ． 「助かった. J 

「左パ ッターは金額カーブでいいんら令う．』

ショート積へのゴロ、

rt;い』「おいおいおいおい、もー. J 

リアレイをみて

rとれん. J 

『使いけ、額l』

r いかん、コントロールない.！：ゃったらいいけど．』

fカーブはい怜が直盟主lま高め浮いとる.J 

ライト線ぎりぎりのファウル

『これで3:2事自か、ライトぎりぎりは. J 

『カープ行けよ.tJープ、 jJープ.＇？｝ープぞ．』

9回ウラ終7「玄舗｛瀞図町長｝に曾うてこないかんを．甲子園手？って

住主主ュエι 〈ピヲチャーを） J 

治省チア'IJ-1レが破る

『下から 2λteんてドブスぼつかしゃ. J 

センターフライを打ち上げる．

r あああー、クソボールじ令ないか．あんなん．』

1アウト．

『きのうの練習はパタパタゃったんらしいで． 甲子園の室内練習翁で．』

『よー待ちきらんと 開いて しもうて打ちよるで．』

三振．

『あーやられた．まるっきりヤマはずれとるわ．』

サードゴロ、 3アウト
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岸． 
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3主

' 恒

． 
『あらとらないかん． 』無言で下を向く．

< 1 0回ウラ〉

fカーブ打たれ出したら、ほおるタマをいわ． 』

rピッチャ－≪へのftえ尚もむずかしい．』

「まだ、 マウン ドへ1回もいかんという．J 

fピッチャーょう代えん監督なのに代えるかい． J 

キャ ッチャーのアップをみて、

r Ill大会ではえらいよかったのに．甲子彊いゥたらダメゃな．

「三遊閉ままけたらおわりじ守な． J 

『ウエスト 1倒もせんな． 』

カウント 2-2からカーブで三振

『あ一、 よかった．J （上を見上げて｝

r 2-2からきめままはあの;f,-Jレって向こうもわかっとるな． J 

『ワシが甲乎銅いかなんだら検事すんを町鱗てんのかな． 」

甲子関への心湿的なHI!雛はまことに近い．

< 1 1図袋：泡図攻撃〉

ファーストファウルフライ 4‘ 

『またダメや』 『なんであんな打ち上げるんだろな．J 

『打てよ－§£. ボーンと． J 

『打てるんUこれ （4番鳥谷｝ か6番の和也じゃな． 』

『打てそーで、 みように打てんピッチャーゃな．

2アウトフ Tーストファウルフライ

『あかん． 』 『イシコースはくるわ．カーブはくるわ．

急桝

< 1 1回ウラ〉

デッドボール
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fあ、 デッドボールJ

「ピッチャーか． J 

f鍵1Jがないなってきとるんやな． 榎出したれやら一． J 

酒屋のおじさんが入ってきて

r負けよるがいな． 』

rせこい試合しよるな． 』

『またパントじキゅうて．』

J苛ント

rカバー、 カバー． J 

「内野安打！ J 『豊亙盗ぷ立a

『もう 1g{ランナー関係ないや付んな． J 

ワイルドピッチ． ノーアウト2.3思．

思わずテレビの1;に体が向かう．

選手がマウンドにいく．

『はじめてじキけんな． マウンドょったの． J 

カウント 0-2から o-3 • 

rパテてもうとるわ． 』

フォアボールで満翠．

r満塁や． J 

f友やろ． 』 fホームゲッツーが最高やけどな． 』

rあらち、 握力が劣えとんじキ． J 

『桜閉じキのうて畠山が出土るんちキうかぬ J笑い

センターフライ、 センターがスライディングキャッチ、

『タッチアップしとらん！もうけたー． 』大騒ぎ。

fゲッツー．
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「これでなんでタッチアップせんねん．J 

「ランナー出るわJ

2アウトからサードゴロ．

『おーおーおー J大騒ぎJアウトで、「しっかりやれ．

週曜戸犬錘縫っ土ったわ．首の度一段や．r高松まで戻って来ておった．

；・2

』

< l 2図書受： itm攻聖書〉者3：ぅ
、｝;t;i

J rこんどはこっちがええわ．

センター前へ

』手をたたく．「ぬけたー．

,; 

~i., 
11.~· 
2・1、
《
究

こう．「たたきつけて、

いつ主2丘之ーr iE主主主宰で殺めをいかん．「送ったらいかん．打て． J 

」

阻んb、狩いうて．

J 

『蕗さんが打て打て回らいけ‘ J 

r Itにかえた11番.l§尾？大村？」

r好きなよーにやらせも一． 』

『うなぎみたいなやつゃな．野岡も． J 

fつかんでもつかんでもヌルヌルヌJレヌルしとるわ． 』

セカンドフライでダブJレプレイ

下一
mJ叫
ん
肘t

t
a弛

nF

－L
 

こう合った A…・・・．

rグッツーとられたって．

ン工品

匂ー

＠生，．
. " 、.... . 

「血圧あがるあいやも一．『あーあ．
寄

書

」J 

『心臓が止まらんなんだらええゃない．

もう次 ~i.

J 

『もう代えてやってもええんじキないか．
寺
ヰ
』
一P
T

J 

フ才アボール．バッター桜問、

m
A
V
H
a
m句
、
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『さっきセンター誰ゃった．

『よーし．
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rここで打ったら役者ゃけんどなー⑮』

「Mv Pよ. J 

レフト前ヒット

rょっし守、よし今一. J 

2アウト 1. 2 }iバッター杉本．大費量り、

「ウワーッ ！J 

「一発ゴボーン！と打て！』

ゼンターフライ

rいけいけいけ ！いけ！ J 

rあー．」

奥さんは、 rせこいで. J 

『こん会ん見よゥただけで什.Lこならんでゐ I

< 1 2国ウラ〉

アナ 「試合開始12時42分ですからもう 3時間です. J 

rもう 3時間じ々.J 

アナ「 15領自の三銭！ J 

f記録つてなんぼ？ J 

なじみの客が外をみている．

『車、走っとるん？」と、主人

「まだ、責辞っとるのおるをの』と$.

サードゴロ

「ああいうゴロやて、ミスしおったらいかんで. J 

f永井はどへタゃった. J { 0 Bの選手｝

( 1 3図表：池図攻撃〉

『2番からやろ j 『はよ、やれやー.J 
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：旬、4

' " 、v’a

センター前ヒヴト

『もう姑息な考えしたらいかん.4番打たせ.J 

センターフ ライ

『あー. J 2アウト

ランナーディレイドスチール

『いけいけいけーJ2アウト 3Ji 

「ここでl本がないじ守けん、こまるな．エラーからんだι1点じ々け

ん．」

「キャ ッチャーがとるのやめた言うたら．パスポールでいいんじeきん

に. J 

r tJープ.Iまーっておるんか．」

「まっすぐぽっかりやったけんど．カープ、 iJ ープじ~. J 

「あー j

三援．思わず後ろにひっくり返りそうになるま人．

< 1 3悶ウラ〉

レフト前ヒット、ノーアウト l皇、

『これぽっかりじキ．さっきからヒヤヒヤにしどうし．血圧だってあが

っとるぞ、かなり．』

初怒ファウ1レ

rはじめは、あんなボールち守うわ．』

「そうや、カーブや. J 

三娠でチェンジ、

「あれでは、穏健えんわな．捜ゃったら押し出しもあるしな．」

< 1 4図表：池田攻祭〉
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『これ（甲平聞に｝桁かんでよかったな、大将．』

『行とったらきのう 5時半まで飲んで大変や．

これで終わって帰ってこないかんし.J 

fょっしキ．あーちょっと足らん足らん．』

2アウト、ランナー桜悶のアップ、

「もう澗でJ息しとるさに．』

2アウト l塁、ライト線フ7ウル

fあそこぼつかしゃ.4本も吉本む．』

ランナー桜悶のアップ、

『ひいひい言うとるで．』

『恐怖の9呑バッタ由みたいに山口よんできたろうか. J （過去に活践

した遇握手の名まえ｝

「いかーん』

チェンジ．

< 1 4回ウラ〉

明日の仕事について訴すま人と:r.

センター官官

『あーあ. J 『またや、もうあかん. J 

）＇＼ ント

「もうバントでもなんでもゴロが阪がったらヒヤヒヤするわ．』

rまた、これに回ってきたん． 」バッター加藤．

「イライライライラ、ほんまに瀕にくるやっち々・ J

r騒りが手につかんのやろ. J 

腐っていた子どもをつれて、その父も入ってくる．

1アウト 1. 2塁、蔦監督のアップ、
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「蒼さんも妙に締彩がをいんじ令. J 

バント、ピッチ守ーとれず．

rっかめない.J 

『握力がないんやな. J 

「もうあかんわ. J 

2アウト満浪、

スクイ ズ、フ 7ウル．

『あ一助かった. J E買をみあわす主人と客．

『三娠しかない．』カウント 2-0 • 

fよしょ しよし ょし. J f勝負じ守. Jアナ「200Et 1§1」という．

r 200線やて．」

フTーストゴロ、 3-2-4のダブルプレー．

『よし守、よーし. J 

2アウ ト2・3'1. 

r気抜くなよ. J 「との 1君事勝負じキ.J 

『あれ、ボーIレいわれるのと、ストライクとえらい遭うよ． 」

『また、高めや．』

『も うHIしてもいいんじ守ない ｛フォアボールを） . J 

フォアポール、

「も一高いんじゃ. J 

2アウトitt.m、左中間へのヒ ＇)Ir. 
fやられた一. J 

『1田隆でどきtいますか．』といって出ていく客．

2対3で訴事公商業にやぶれる．

綬歌終了、 スタン ドヘ挨拶後、ぺンチで帰り支度のナイ ンを映す．
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2対3で敗退．

』

i民俗商業に延長14回、

』

『もうAliりだけや．

？鹿田高校l主、

じっとみている．

fまいったねー．

とか、『わやじキ．も一Jとか、『せこいわ、油田町の人々は、

「せこい』といういい方で負けたことを言い署員す．『どじゃごじ咋．

期待『わやJI；上だめなこと．弱いとか、

J 

みみっちいというより、t主、

無茶苦茶のことである． 

． 
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イ守ー：r
本術文は、甲子園E車線が文化的パフォーマンスとして、 「像やストー

リーの東から織成された、我々の意訟の表JIを決定するための思考の持

組みーモデルであって、ひとつの共肉体においてその集団意識の中で、

f固定化』したコノテーションとして共通の解釈を呼ぴ起こす作用をも

つものJである神話をどのように伝送し解釈されているのかを明らかに

することが目的である．そしてこのために、歴史、現代におけるメディ

アの作用、さらに実際のコンテクストの場で神話の生成、伝途及び解釈

について考察した． ｛図書量畷｝

甲子沼野球は、日本武士道の務神を背景にした、元気の精神たる校風

の発織の場としての滋合－~重量主義と線神修養を釜本にした猛錬習、さ

らにこれを会枚挙げて応後するといった『一高精神』とそれに続く、早

慶時代の安部磯継の考え方（I窓際平和主滋を袋盤とし、 f必ずしも勝負

にあらず』と考え、運動室長の品位や人間性、フェアプレイを霊視する

4骨量はこれを武士道の精神とアナロジーで捉えた） ）をその理念の翁絡

とする．そして、地方ごとの中等学綬野球大会が、いくつか行われてい

た状況下、朝日新聞社が、金属中等学校｛高等学校）野球連盟と共に、

全国大会を開催する中で、 I純真でJ 『男らしく』『すべてに正しく、

穫量量的な』『青少年J iJ~ rスポーツマンシップJと fフ:r.7プレイ Jの

「特神Jで f地方の代袋』として ri!~Jたる妙技 J をみせるという甲子

間野球の神話を、それに対ltする事笑を処分Lながら康史的に政成して

きたのである．

このように歴史的に醸成されてき た神話は、現代においてテレビによ

り伝途~れていることがわかる。テレビ放送の量的、質的分析により、
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rすがすがしさ』「一所懸命さJ 『友情』『一体感Jf努力J f礼儀正

しき 』『郷土意議Jといった争申請的メッセージが、テレビを通じて伝途

されまた餅釈されているである．

それでは、共同体の中で甲子箇神話が、どう解釈さh.、そ九をどう生

きているのか．これを考察したのが、池岡町における7ィーlレドワーク

である．そこでは fさわやかで、のびのびした、高役生らしい泡高1と

いう神話が、 自然環境と町長のコスモロ ジ一、 池田高校気貨を基重量と し

て、 蔦監穏を中核に、 メデ 4 ア〈 テレビ馬｝の~・もあって生成 さttて

きたことがわかうた．そして、 その神話を、 甲子回出渇のたぴごとに、

自分のアイデンティティ磁fiの:m:el< も含めて、泡田町民の~織の中に再

生産され、解釈されるのである．しかしながら、現実に怠いて、日本の

堅持~のヒ エラルキ ー稀透を~mとす：る選手途によ って神話に対銃する事

｛ 
ι 

実｛野球のみを生活と宣誓えること、非行、処分、過保護）が生じている．

ii!岡町において「さわやかで、のびのびした、 高校生らしい池高 Jとい

う神話は、これC対鈍する事実とのせめぎ合いの中にあ り、 練話を主主き

たいとする意識と現実との確執が起こって いるのである．

この池岡町でのフィールドワークの結果は、池田というコンテクスト

の中から示されたものだが、現代社会において甲子関野球の神話が人々

の中に生きていることそして、それに対挺する事実とのせめぎ合いの中

で、 神話を再生虚し、 解釈しようとする人間の意識を写し出す．反神緒

的Z事実を偲援しながらも、甲子園野猿の 「高校生らしさJや 『膏奉J

f脅年J像を惹起する神話を肯定し、 期待し、 それに感動する人聞が見

えるのである．

これまで、 体育学にあって、甲子聞大会が鍛育と して、学校のク ラブ
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活動においてやり過ぎ、行きすぎを讐告してきた．しかしながら．その

歴史、メディアの作用さらにコ ンテクストにスポットをあてτ、人間と

甲子園野線とのかかわりを広い視野をもち、その中で、具体的に考える

ことはなされなかった．

現在高校野球が験育上問速であるのは、まさしく本論文で言うところ

の神話とそれに対抗する事実の~呈という関係が、 ~t監にからみ合今て

我々の目前にあるということだ．野球のみを生活の中で考え、リトル・

リーグ、ボーイズリーグ司シニア・ リーグ吋高校野球吋 （大学野綾暗社

会人野まま）→プロ野球という日本野球界のシステムに生きる選手を、チ

ャンピオン・スポーツへのま置として明確に位置づけ、そとで養成~九る

選手や監督・コーチと、甲子聞神話を純粋に数育の場で生きよ うとする

者とをはっきり区別しなければならないのである．本研究から、朝日新

聞社、高野速さらにメディアが、今後甲子臨野球の鈎訴をどうf云遺して

いくのかがその問題を解く iJギとなることがわかる．本研究l主、教育の

現翁にあゥて縛話を純粋に生きるか、それに対Jtする事実を生じるチャ

ンピオン・スポーツへの遂を明砲に作っていくか、そ九を考える務突の

具体的な思考を提示することに寄与する．
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f甲ミ子園野球の神話作用J

I .甲子園野球の歴史的神話性

く歴史〉

一湾事官事申
『心を疋し〈身を修むる』ための鱒城主遺産
綿神修.の場としての寄宿舎

↓ 
「校友会J

元然の精神たる佼鳳の発錫の場としての賦合一必勝.£•
精神修費量、猛練書 一銭鎌主.. 

日本武士遂の締1申

→『書店次目l?J司会後応綴
壮行会
。 rー湾~鎌菅」
③膨利玄上主尊重
③会後殺げての応繍

早慶時代
早祖国、度応大学への伝矯
大学選手の中等学校へのコーチ滋遺

！日制禽等隼枝主催の中等争後野fl夫会の開催｛各燈方で｝

安部破S量｛医際平和主a量、 f必ずしも9Jt:にあらずJ、
フェアプレイ、遭動家としての品位や
人間住の鑑視＝武士道｝

軍璽彊自一

、－＂JVャーナリスト ！ 
と｜しての元選手 ／編戸頑鉄

押，，，・担E’R闘・割問

全国中等学校優鵬娘夫会 ｜←口藍語E
- .I. 

全－等学設野綾選手権大会 ・ー一一一一一
・舞台、儀式、 『野稼大会の寂J ！←｜阪神電鉄｜
・組織の単独往 ・一一一一一一
．持誕生震の佐醤けとしての処分
r施実で』『男らしくJfすべてに正しく、袋縫的なJ
r宵少年』が rスポーツマンシヲアJとrフaアアレイJ
の『紛争事』でr処方の伶段』として、 r謝”だる妙銭』
をみせる辛子姐町毒

．．
． 
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n.現代の申E子園野鷲神話

く定号学〉

.. 

マー
;id 

d民

テレビメディアによる練謡生成｛質的、量的なメヲセージ）
『すがすがしさ』「一所懸命さ』f友情Jf－嶋君llJ『努力J『純血正しきJ『鱒土窓繍』

J[.コYテクストの地平における甲ミ子園野猿神話
くフィーjレドワーク〉

鴻回目高校神話fきわやかで、のびのびした、高校生らしい池高』
得債の再生度と解

テレビ局→

、．

『甲子園llJ出窃

薦文也
↑ 

司自国高校気質

池飼町民のコスモロジー

自然環袋

お傘、阿波踊り（カレンダリーなアイデンティティの再確l)

野放図の性格、攻懇野媛、甲子園でのリラックス
共同体•＞ー寄付金、壮行会、パレード、 続演会、甲子園鶴で
寅笑期健、 『沼周町の予らJという窓君臨

’閉鎖性、 録会へのおとがれ~ii正統l: ~ ＼＿，たいをか意識

千四国のいなか、山の中という線嶋、過疎現象 ↑j 
N.申予園野疎の神話的意味 「対質する・英」→対お神話

日本’蛾界のヒエラルキー
綿随を..としての＠手間野湾神宮昔に鎗せられる事是々

。カレYダリーなアイ亨Y苧イ苧イ寛也均‘式としての甲子園
＜•合鈎鋸忽舗tc r•』にt31tる竃鳴のよUlllし｝

。甲子信幡町淘酬による r._.Ja邑. r•奉』自民‘『こども』のイメージの
肯定ならびに、自己着盤の硲定化ご二それを活性化する対筏神信

l｝金 2）宥淫
3）ヲイ口、内歯車告発
4》鯉~

5）唱匝と子夜膚わり
6）ドラフト会頭句洞窟

:y 「ー

場
合＇

抗．



で？一

引用・重~~考文献一覧

この号l.lfl・参考文献ー践は、各寂ごとに引用文献と桝文献を区別し、：.＇Yi総
重き考文献については、アルファベヴト般に列記している。

序章引用文献

I) J.J.ilacAloon，光延切符・択； ：文化的パフォーマンス．文化耳目輸，J.

J. MacAloon綴；世界を映す鍍，平凡社， 1988,p. p. 11-12. 

2) V. Turner，今栂総太1.R；リ ミナリティとパフ才ーマンスのジャンル，

J. IJacAI oon緩；世界を映す銭．平凡社， 1988,p. p. 38-39. 

重S量5・~献

l ）紛日新関投 ；朝日新聞， 1986.J J. '19. 

2) K. Blanchard, A. T. Che ska; The Anthropology of Sport An 

Introduction, Bergin l Garvey, 1985. 

3) J.G.Cawelti; llyth, S y・bol,And Por曲l』la, Journal of Popu Jar 
Culture, Vol.8・l, 1974, p. p. I・9.

4 ）柴原修，今防人．杉山光信，山本管士綿；身体の政治佼術．新'1'蛤．

1986. 

5) R.Lipsky; Toward a Political Theory of A1erican Sports 

Sy皿bolism,J.C. Harris, R.J.Park ; Play, Ga1es l Sports in 

cultural contexts, Human Kinetics, 1983, p.p. 79・92.

6）臼本体育協会 ；国立銭銭湯鐙ヶ丘縁伎湯歴代有料入ta券発売ペスト

J 0.月刊国立餓絞燭＇ 1984年5月号．日本体育飽会， p.p.6-9,1984. 
， 

7 ）総合ジャーナリズム研究所；スポーツ番組の変遷，総合ジ令ーナり

話；：：1:・
-2 9 3 -



I同

j円。

J見

ズム研究，No. 92，東京社. p. 33, 1980. 

第 I意引用文献

~ 

A・
' 

I ）梶原景昭；象徴紛，総司1健男繍；文化人級学15の思愉．中央公倫tt .~ お

1984, p. p. 205・207.

2) Ja11es G.Frazer;The Golden Bough, A Study lnMaglcand 

Religion, Abridged Edition, !lac・illaa, 1925. 
3) E•i le Durkhe i圃；古里子清人駅；宗教生活の原初形態｛上｝｛下｝．岩波

望書店， 1915. 

4) Sig11und Freud；高続殺孝．下家主事三沢；精神分続入門（上）｛下｝．新

潮1':t.1977. 

5 ) 8. K. Ma 1 I nows k i.ー静岡和夫， t骨回袋郎訳； !i太平洋の巡洋航泌者．

中央公員会社， 1~61, p. p.338・339.-

6 ）同上c.p. 340. 

1）向上書.p. p. 339-340. 

8) M. Mauss，有地亨ら駅；社会学と人類学I, D ，弘文盆＇ 19 76. 

9) C. Geer! i ， 吉国 ~~吾ら駅 ； 文化の解釈学 I •是fti8店. 1987, p. 24. 

10) E. Leach ，脅＂＇係．宮坂敬遠訳；： 文化とコミュニケーシaン．紀鴎

屋書E店. 1981, p.9. 

11) Y. Turner，今福飽太奴 ；1）ミナリティとパフォ ーマンスのツャンル，

J. J. llacA 1 oon絹；世界を映す鏡．平凡社， I 98 8, p. p. 38・39.

12) J. J. llacAloon，光経明洋訳； 文化的パフォーマンス，文化E壁面歯.J. 

J. MacAloon編 ；世界を映す続，平凡社. 198 8, p. p. l 1・12.

13）向上書， p.p. 28・29.

14) V. Turne r，大tc洋一訳；パフォーマンスとしての人類学．現代思想，

-2 9 4 -



’
聖
之
、
si却さ
ha

－
a

－
 

》．，
 

1981. p. p. 79-SG, Voし9・12,

再＂＇＇

1983, 三省笠．見世物の入額学，15）山口昌男；見世物の人級学へ，

． 

p. p. 1983' 

p. 14 5. 

16) Roger Cal I lois，久米1噂釈；神話と人間，せりか型i'f≫号．

一忘れられた言語一．

9-36. 

17) Erich Prom札外村大作!tR；夢の精神分街

p. 203. p. J>. 9-29, 1971, 東京創元社，

, 
lnternational &ncycJopedia 18) Victor Turner; Myth and Sy皿bo I, 

Crowe I I Col I itr and llac皿i11 an, or the Social Sciences lO, 

p.578. 1968, 

19）向上智， p.5 78. 

p. 579. 20）同上司書． 
． 

p. 5 79_. 21〕問上舎，

p. S 79. 22）向上容，

p. 578. 23）同上B,

p. 5 78. 24）向上書，

p. p. 26-19 41, 国分敬治訳；：伸gとt士会，劃l元社，25) B. K. Ila I i『1owski. 

p. p.154-155. 

44. 

26）向上tr'

p.p.154-155. 27）閑上書:F' 

International Encyclopedia of the 28) V. Turner; Myth and Sy・boI, 
' 

t，、

p. 578. 1968, Crowe! l Collier and llacmillam, Socia I Sci enc es JO, 

p. p. 1-28. 1940, 上巻，縫風..29）松村武lit ；神話学書·：~
，． s
 

－

u
、．

みすず書房，｛中沢紀雄訳；今日のトーテミスム，30) C. J..ev i •Strauss, 

． 
' －？.~！＼－ 

p. 16 6. 1970, 

挙手；l’



。，
E 白h、
ーをき

守t

p. I 6 7. 3 1）悶上誕~. ・．

lnlernalional Encyclopedia of the 32) V. Turner; Myth and S Y悶boI, 

、

p. 579. 1968, Crowell Collier and l.lacl'Dil Ian, Social Sciences 10, 
、

1976, みすずllE号．大4語保夫IR; l野生の思量~ .33) C. l.tv !=Strauss, 

p. p, 21咽27.

34）向上司11.

岩波宅書店， 1986,文化人級学の視角，

p. 22. 

35）山口図~；神路の綴るもの．

p. p. 134・157.

．、zee竜
J
1
j
j
 

hr

・－
 

中公文庫，歴史・祝祭 ・紳宮古，36）山口昌男 ；締結的始原兇トロッキー．

p. p. 174・176.1918, 

何出望書房新社I:.37）吉岡敬彦＋山崎n選考委員会； ：神E古学の知と現代．

p. p. 30・40. 1984. 

今Ill悩太自宅；’Jミナりティとパフォーマンスのジ令 ンル，38) V. Turner, 
.、、

p. p. 38・39.J. J. ldacAI oonlC；也界を写す鏡，平凡社， I~88, 

主

、

光延明洋釈；文化的パ7ォーマンス．文化理論，39) J. J. Ma cA I oo n, 

、，
－－
 

i
 

1988, p, p, 11・12.平凡社，J. llacA loon編 ；世界を写す鎖．

ヴィクター ・ ターナー，山口8男語~.40）山口昌男 2見世物の人類学へ，

z

－
a
、t
i－
－

i
t
，s

－’

i
 

p. 145. 1983, 三省堂，見世物の人類学，

岩波書房，1977年10月号， No. 640, 思想．41）中沢新一 ；街路の鈴学，

p. 127, 1977. 

． 
f
a
a
t
2
 

i
s－－
s
 

i
l

、

J

h

 

o

i

 

l
i－
－

i
i
；
：
九
日
H

《

i
1
i

，t
l；
l
t

：

42）向上e.P. 12s. －vhυ

・2
、，．

R

，
 p. 128. 43）同上..

7クロパットと鍛物芸の紀中沢新一釈；サーカス ー44) P.Bouissac, 

p. p. 19-20. せりか望書JH.1984, 喜善治，

、

-?.96-

p. p, 136・137.45）前褐寄41) • 



大級洋一訳；パフォーマンスとしての人類学，46) V. Turner, 

1981. p. p. 79-80, Vol.9-12, 

p. 23 4. 知の秘書宅，背土佐，1977.4 7）山口昌男；神話と想像力，

p. 23 4. 48）岡上策．

p. 23 9. 4 9）悶よw.

p. 24 0. 50）問上m.

p. 24 0. 51）岡上容．

p. 2~ I. 52）岡上欝．

53）花鎗光；ロラン・バルト，みすず笹房， 1985,p, p. 122-123. 

1981,p.p.15” 紀伊闘屋書店．梶原嫌昭訳；縁徴と総会，54) V. Turner, 

光延明洋叡；文｛t約パフォーマンス，文化JI鎗．

207. 

55) J. J. MacAloon, 

p. p. 1 1・12.1988, J. J. MacAI oon編；伎界を写す鋭．平凡社，

今穏健太沢；リミナリティとパフォーマンスのテャンル．56) V. Turner, 

p. p. 38-39. 1988, J. J. MacAI oontQ；世界を写す鍵．平凡社，

現代思想．大総洋一択；パフォ ーマンスとしての入額学，57) V. Turner, 

t
e
e

－’
 

l

l

i

 

l
i－
－
 

、eq

・3

（
l

』

I 981. p. p. 79・81.Vol. 9-12, 

山口昌男纏；見世物の人V. Tar oer, 58）山口昌男；見世物の人員質学へ，

p. 145. 19 83, 三省堂．実質学，

the Balinese Cockfight, 59) CI if fGrd Geer l z ; neep Play: Notes on 

R. J. Park; Play, Games l Sports in by J. Harris and cd it. 

Kinel ics, 1983, p. p. 39”77. Human contexts. Cultural 

国民劇・国民60) Robert to Da Matta：社会の〈内なる〉スポーツ

克也物の山口昌男綴，Victor Turner, 祭としてのフットボール．

。。

・．

p. p. 246・287.

-2 9 1 -

1983, 三省堂，入額学．



r‘＇＂＇己’’己 F·~一、 ι

宇司、‘ι‘

見世物の山口昌男翁，Vi ct or Turner, 61）山口昌男；相検の字省総，、..
.. ' 
l’ 

p. p. 317・326.19 83, 三省主主，人類学．

P Jowand Ritual: in play, Liminoid, 62) Victor Turner; Lim in al 

Sports, Ganes li Play, 』nSy11bo logy, in Comparative Bs say An 

p. p. 123-164. 1983, Ki nc ti cs, Hu田an

as Ritual; Inter pre tat ions fro圃 Durkhel11Sport Birrel I, 63} Susan 

p. p. 354・376.1 98 I, Yo 160・2,Socia I flo『ces,1 n to Gof[man, 

、、

Cheska; Sports Spectacular: The Social Ritual Taylor 64) Alyce 

the Socio・tn and Susan Oirrel I; Sport Marie Hart 。fPo1ve r. 

巳

i

l

i

－
－
 

i
a
u判
H
H
j

一
4干
1高
3
8
R
q
b量
曹

I
1司
E
f
3

：
。
九
g
v
d
H
j

、、、ー‘～
uh

－
－
4

守
，
、
，
円
、

－e
h
g

｛

？

”

司

九

｝

戸

‘
F

・、
h
e
t

－e？l

〆一・

3

6

0
t

、
．

ー
ι
2

・

f

i

1
l

e
e

－

－

－

－

－

－

a

m

w

・8
、
l

E

－

－

－

－

－

a

f

t

・－

1981, Bdition, W・.C.Brown Co•pany Pu•. , 3rd. Cultural Process 

p. p. 368・383. 一．
" 、・、、

and Ritual: Dra11a 国ichael Stein; A1erican Deeg ao, 65) Mary Jo 

Socio logy, 。fSport I nlernatio自aI Review Nebraska Poo tbal I, 
町』

p. p. 31”44. 19 78, Vol.13-3, 

66} Margaret Car lisle Duncan; The Syabolic Di•ent ions of Spectator 

p. p. 29-36. 1983, Quest Vol. 35, Sport, 

Po I i Ii ca I Theo rr o l A圃ericaa Sports a Richard Lipsky; Toward 6'1) 

ー

Games and R. J. Park ; Pia y, J.C.Harris by Edi t. Sy皿bo Ii s附．

p. p. 79・92.19 83, contexts, H U傭anKinetics, In cultural Sports, 

Kl l圃er; Sport As Ritual: A Theoretical Approach, 68) Scot to ． 
The Study Anthropolo.gical Study o[ Play, the lo r Associat l on 

p. p. 1977, Leisure Press, 。fPlay: Prob! e田sand Prospects, 
' --

－

t
 

白

1

li

t
i－
－
se－－， 

？

4

・s
e

a
－－

、

e

－e
，‘． 

干

e

、

．

筑波大学体育科学スポーツに関する研究n• 

44・49. 

69）総本純一 ；メヂィア・
.. 

れ
れ
川以

p. p. 43-52. 

-2 9 8 -

19 86, 系紀要Vo19, 

；主必



and Political Values, Journal 10) R.H.Prisuta; Televised Sport 

p. p. 94・102.19 79, 。fCom1uoi cat ion Vo129-1, 
act ion rep I ars-ldeology, J. Clarke: Highlights and 71) A. Clarke, 

by J.Harcreaves; S p・rI, C1l tu re Edit. I he皿edia, sports and 

p. p.62・87.1982, and I dcology, ，‘
 
・

in !lass-Bowl: My th! c Spec tac le, R. Rea I ; The Super 72) Michael 

p. p, 90・117. 1977, Prentice-Hall. Inc., Media.led Cul lure, 

LI ve 73) Ha l”i”el st eln; Tele• is lo・Mrthand The Aaerican llin~. 
in Television Uyth and the Amer!-and lhe TV Event, TV Sports 

p. p. 233・252.p. p. I・8,1984, Pr aeger, can Mind, 

7 4）前fQl169). 

p. p. 90・117. 15）前nltf72)• 

P: p. 233・252.16）前掲IJ73)

＃考文献

1984. 岩波唱If16' I ）青木保；儀礼のMt徴性．

J.W. Loy.JR.；圃ediasport: hot and cool, Sport, 2)S.Birrell, 

． 2nd the sociology or sport. rea.de r on society a culture and 
i
l
l
 

－

i
 
i
 

p. p. 296・307.1981, Lea Ii Peb iger, edit. , 
。、
‘
 ．．
 

矢島忠夫訳；レヴィ＝λトロー福沢由~子，加腸E査．S) P. Cressant, 

1973. p. p. 82’110, Vo I. I・5,現代忽惣．スの世界．

R~play : Liv i1g out The『eIn 4) R.Cura1ings; Double Play And 

，
 

aq
 
’E－
 

nud l
 
－
 

命
ヲ
色

合

nu
・．
 

ー白
H
V
M
V
 ’』

『司・t
 
l
 
u
 

内
l
ur
 
‘。1
 

MM

－
 

n
M
e
 

nu

－
 

肉

v

・
。fJournal Television Land, 

p. p. 73・82.

、

1978. ~n喬訳；社会学的方法の鋭継．岩波書店，5) B. Durkheim, 一．

1974. みすず司~Bf.J 11喜多循訳；社会学院..

-2 9 9 -

gg,喬，6) E.Durkhe i園a
、



1984. せりか寄与野．中村恭子訳；神話と~爽．7) IJ. llliade, 

l 97 3. London, 8) R. Pirth; Symbols: Public and Private, 

有望E附，

ーメディア ・

11.J図隆治，村武M一線；文化人鋭学を学ぶ．

10）援本純一；メディア・スポーツに関する研究 cr > 

9 ）務当~if. 男，

1979. 

”F .. ; ...ち
・1
、

1985. 第12回東京体育学会資事tスポーツ研究の経織と可能性一．
、，

1988. S軽自員tl.l ll舗爪大三郎；はじめての格造主義．

197 3. 日本放送出版協会．12）飯板良明 ；現代社会をみるE艮．

WI!! 

! 11 

' ¥1 

総談役， I 976. 13）右四3定一郎； ：文化人類学入門．

~t岡誠司潟訳；宇宙樹・神話・歴史記述V. Topor ot, 14) V. Ivanov, 

岩波書店，ー モスクワ・タルトゥ・グループ文化記号論集 一 ．., 

1975. 島文社，杉浦忠夫訳駒；神語学入門，K. Ke reny, 

1983. 

15) C. G. Jung, 
.,,, 

1985. 16) J. Jus1e1ak; Les so・rcesdu sy・boI is11e, Sedes, 
1977. 筒音t白書店，17）河合獄絵； 昔話の練局．

B.llcPherson; Becoming involved io physical activity 18) G. Kenyon. 

Physical Act iv! ty: and sport: a process or socialization, 

． ， 

l 973. Academic Press, Hu・anGrowl h and Development, 
｝

E
1

・
‘。．，j‘
 

Illusion 3: Notes on the football 19) K.Kerrane; Reality 35, 

Jo urn a I of Popul a『in Conte111porary Pict ion, l四agination
o

t

 ・0、HV

p. p. 83-98. l 97 4, Vol.8-2, Culture, 

20）近総i訴；新聞I.ラジオ・テレピの内容分析及び受け手の反応分析，

1959. p. p.卜2九州大学体育学研究l・ I , 

21）近厳衝；スポーツ新！刻及び週刊誌のスポーツ配事の内容分析と続望書

、ー。

p.p.129・139.1960. 持吉岡学芸大学紀妥I0, の反応分析．.；，曹司...

日ii;;•,;
！ ． 

-3 0 0 -話f



,, 
. ¥' 

ょ・・：・.. 
··.~；九・？”l

－－，． 
22) C. L~vi:Strauss; L' anthropologie Face Aux Proplemes Ou 

Modcrne.サイマル111FJi会， 1988.
' 、＇ .¥ 
I I ' ' 
♂e 、。 23) C. L~v i:Stra附．有地亨，伊勝周司， 山口俊夫駅；マルセル・モ凶 見事

。l 、 ス鎗文集への序文，社会学と人類学 I，弘文愛， 1973,p. p, I・46.

24) C. L~v i:Strauss, Ill Bl廠遊訳； i践しき熱祭，中央公論tt,1967. 

25) C. Lev i=Strauss, I中沢紀雄訳；今日のトーテミスム，みすず鈴鹿，

1970. 

． 
‘ 町． 
た己目.，じ，＇! ' ' 
‘ v ’ 

26) J. W. Loy, 8. D. lie Pherson, G. Kenyon; Sport and Social Syste町S,

Addison-Wesley, 1979. 

27) J. J. MacAloon ; An Observer・sView of Sport Socio logy; Sociology 

。fSport Jowrnal, Vol. 4-2, 1987. June, p. p. 103・i15. 
28) J. J. MacAloon; Double Vision: 01 y圃pit Ga酎esand A・eri can 
Culture, J.O.Segrave and O.Chu・ ; The Oly1pic Ganes in 

Transition, Human Kinetics, 1988. 

29) J. J. MacAloon; Encountering Our Others: Social Science and 

Olympic Sport, The Pirsl International Conference on the 

Olympics and Bast/West and South/Nor th Cultural Exchange in 

the World Syst e圃. 1987. 

30) J. J. MacAloon；；祝鍛の中の著書者 一 現代オリンピックにお砂る遊び

とパフォーマンスの諸ジャンル，山口昌男， V.Turner副首；見t!t物の

人類学，三省:i,1983. 

31) J. J. MacAloon，光J!明洋釈 ；近代社会におけるオリンピッ クとスペ

クタクル理輪， J. J.MacAloonll.光延明洋ら訳；世界を映す鎖，平

凡社. 198 8. p, p. 389・442.

32) B.McPherson; Socialization into the role of s'porl consumer: 

' - ~ n I 



． 
、． 

; ' 

、．、．
，． 

、

． 

＇＂日，.' 
“ 

可1

A lheorr and causa l田odeI, Univ. 。IWiscons i’・
33）総本俊一 ； 「努力 J 型か ら r~妹J 型へ

135号，サンケイ出版， 1984, p. p. 50・61.

34) D.llorris, 白井尚之訳；サッカ｛人間学，小学舘， 1983. 

35）中村雄二郎，山口局男；人級学と哲学の問 一 文化人級学への期待

と注文， 恕惣No.62，理想社． p. 167. 1985. 

36）大西国男；父兄のマス・コ ミュニケーショ ン接触とスポーツ閥，心に

ついて，茨城大学教育学都紀要！？， 1967. p, p, 209・227.

37〕大西国男；中学生のマス・コミュニケーシaン接触とスポーツ関心

について， ま定減大学教育学部紀婆16,J 966, p, p, 283・304.

38) B. G. Rader, 平井磁択；スペクテイタースポーツ，大修館書店．

198 7. 

39）佐伯聴失f:'1；現代スポーツの社会学，不味堂， 198 4, p. p. 273・309.

40）潟水論；捌かれたスポーツ人類学の扉， 体育科教育，Vo I. 34・2,

198 6, p. p, 52・53.

41) E. Snyder, B.Spreilzer: Fa11ily influence and involve皿enI in 

sport, Reseach Quartely 44 (Oct.), 1973. 

42）祖父江孝男；文化人類学のすすめ，自信談社． 1976. 

43) P.M.Sohuhl, 11. L. UI ley, J. Seznec, F.Hard, M. El lade, 野町悪事，

絵村一男， 高田勇，加政光也．久米樽訳；伸話の系俗学，平凡社，

1987. 

44) D. Sperber, 菅野宿樹訳；人類学とは何品、 その知的枠組を問う．

紀伊国屋書店， 1984. 

45) 0. Sperber, 菅野1r.:1樹SR: ；倣徴表現とはなにか 一般象徴表現総の

紙み，紀伊鼠度調書店， J 979. 

-3 0 2 -



46) A. Sw ingew’ood，稲I醤飽夫llR：大衆文化の神話．

・?s・c＂＇＂＇『ヲEナ

Fields, 47) V. Turner: Dra1as, 

1974. Press, Cornell Univ. H U冊anSociety, 

j

il

t

 48) V. Turner ; Myth and Symbol, 

Social Sciences 10, 

l 916. 思索抵，百Z倉光m訳；儀礼の過程，

582. 

49) V. Turner, 主ii'

1985. !/J草書房．50）上野千鶴子；徳造主緩の曾験，

1974. 筑摩哲男．51）絡線忠夫編；人類学のすすめ，

i

l

i

t－i
 

E ‘z 

i、、ーも,., -. 

J. 52) D.Q.Voigt: Myths After Baseball: Notes on Myth in Sports, 
、

Play, Games l Sports in cultural and R. J. Park, C. II a『ri s 

p. p, 93・106.1983, Hunan Kinet its, contexts, 

1982. 岩波車rrc.53）山口昌男；文化人綴学への招待，

1983. E，宕波書店，54）山口恩男；：文化の詩学 I' 

1975. 55）山口昌男；：文化と両級住．岩波1J底，

1978. 4苦滋書店．56）山口昌男； J知の遠近法，

i
f

！
 1977. 脅土社，57）山口昌男；知の祝祭．

1975. 筑隊司器廃，58）山口畠努；：道化的世界，

1984. 白水社，・I~ 悶万毒E鏡．59）山口昌男；演ずる観客

－ 

• 
197 7. 中央公紛It,60）山口昌男；：本の神語学，

調尊厳社，61）山口畠努；河mのコスモロ ジ一石田英一郎の思巡！と学問，

、
・’ f I 

1986. 

198). p. p. 64・76, Vol. 9・7,現代思想．山口昌男；構造とテクスト．62) 

63）山口昌男；民俗芸能としての相機 ー パフit- 7ンスとコスモロジ

19.87. p.p.1・13, 

-3 0 3 -

民俗芸能研究第5号，一． 



64）山口昌男 ；仕掛けとしての文化，背土社.1980. 

65）山口昌男；新車混入綴学的思考，筑摩書房， 1979. 

66）山口昌男，市川浩；身体論とパフォーマンス．学鐙主士，

67）山口笛努 i精鋭における儀礼と宇宙観，

告第15集， p.p. 99・130, 1987. 

68 ） 吉国数彦，松村－ J)!J ；神話学とは何か，有望~f,制， 1987. 

69) D. Zi I Iman, J. Bryant, 8. S. Sapolsky; The en Joy匝enlor ratching 

sport contests, Sports, ga11es, and play Socjal and psycholog 

ical viewpoints, Law『enccEr lbaum Associates, 1979. 

第 2毒z ~Im文献

1 ) R. Barlhes，沢村局一釈 ；紀号室詳の原理，零度のエクリチ :2.- Jレ，

みすず司書房， 1~71. p. p. 195・20I. 

2 ）花粉光；ロラ ン・パJレト，みすず書房. 1985, p. p, 122・123.

3 ）清水紛；スポーツの伸話作用に関する研究一念包高校野E事選手燈

大会テレビ中継におけるテレピの神路作用について一， 体育 ・ス

ポーツ社会学研究6＇道和君臨院， p.p. 215-232, 1987. 

4) R. Barlhes; Roland Bart hes par roland barthes, Seu ii, 1975, 

p. 170. 

5 ）同上容， p,164. 

6) R. Dari hes，沢崎治平訳；テクストの快楽．みすず司IiB手， 1977,

p. p. 86-87. 

7 ) R. Barlhes，花輸光釈；；文学の記号学，みすず讐房， 1981,p. 37. 

8 ）宮u掲唱J4 ) . p. 108. 

9 ）前IS・6) • p, 53. 
。n A -

" 



10）前t~1!J 2 ) , p. p. I 2卜122. 

1 1）前t~W 2 ) , p. p. I 23. 

12）前掲穆2) • p. p. 123. 

13) R. Barthes，沢村13－欽；記号学の原理，零度のエタリチューJI-.
みすず書際，1971. p. p. 195-196. 

1~）同上容， p.p. 196・197.

15) R. Barthes; Mythologies, Editions du Seuil, 1957, p.p.199・200.

16）前l~W 2), p.108. 

17 〕 Jll)j~ ~ 1) ' p. 11. 

18) R. Bart hes，沢崎浩平訳； S/Z，みすず害傍， 1978,p. l 0. 

19）前燭l!J7),p.JI. 

20）前燭t::18) • p. 141. 

21）前倒瞥 4), p7J61. 

22）前II!§ 2), p.111. 

23) R. Bart hes，花給光RR，テ クストその理~，現代思想Vol.9-7，情土

． 
事土， p. 77, 1981. 

24）向上c.p, 77. 

25）向上嘗.p. p. 80-85. 

26) C. L~v !=Strauss，大自書保夫訳 ；野生の思考，みすず書房＇ 1976, p. 

28. 

27）菊幸一；近代日本におけるプロフェッショナル・スポーツの成立形

態とその社会的条件に関する研究 ー プロ野Iまの成立を中心にして

教育学樽士論文．筑波大学，1988.
’ 

28) Denis McQuai I, 竹内締郎．三上俊治，竹下俊郎，水野博介駅 2マ

スコミュニケーションの理論．街頭illi:.1985, p.53. 

-'ln"-

ー
；？、‘
 
'・: ' ; 

‘ 
ii 

－ " 

_,;.! 



、e
・

も， 

－マ白、

、。、e
' ' 

司

、・

’J占、ー・，，
。、Jペ

ョ‘
3・
' ＂＇、一守
‘＇ ,,, ＇な＂、・，，' 。正ヤ

j、

29）同上容，p,56-58. 

、

30）同上容，p.68-69. 

31）向上智， p.68・69.

32）向上智，p.p, 145-146. 

33）同上司~. p. 150. 

34）向上書，p.148. 
， 

' 

高・ 35) Myles Breen, Par rel Corcoran; ~lylh In The Television Dis-

course, in Co旧111unlcalion !lonographs, Vol. 49・2,1982, p, p. 127・

136. 

36) C.Greerlz，吉田偵語ら訳；文化の解釈虫学［ I l ，岩波~店， 1987,

p.24. 

37）向上容， p.40. 

38）同上..p. 14及びp.26. 

39）同上容， p.32. 、

重き考文献

I) R.Barthes; I.・e阻pire des Signes. 

2) R. Barthes, R. Howard trans; The Eiffel To1Yer and other 

1ythologies, Hi II and Wang, 1979. 

3) R. Bartbes，花輸光沢；記号学の官険，みすず望書房. J 98 8. 

4 ) R. Bart hes，花輪光沢；物絡の締』草分析，みすず担~E再 ， I979. 

5) R. Barthes，沢崎治平釈；第三の意味 映像とS罰則と音楽と．みす

ず書官房， 1979. 

‘’－？ 
6 ) D. J. 8 oo r s l in，星野線美．後藤和彦訳．幻量三の時代 マスコミが製造

する事実．東京創元社， 1964.

，、，、 。



，！

i
 

J
W
F
U

－
－
一

，
 

’u
 

.... . ' 
‘＂ ．、 1、2

－
一
‘
，
e

白昼

、

t
 ．
 

8 ) P. Bourdi eu，石断続己訳；紛巡と実践

7 ) P. Bourdi eu，今村仁司， ii.!!道修択；実践感覚 I• 

ューl，新評論. 1988. 

9) P. Bourdieu，桑田程彩訳；身体の社会的支II党，

治技術，新野論. 1986, p. p. 79”02. 
4
i
a
 
J
p
o
 

y
u
k
J
一

rwv
，E1～
 

i

‘t
 

a

－－ 

‘
’
 ．
 

、、

10) P. Bourdi eu，回原音和訳；どう したらスポーツマンになれるかース

ポーツへの絃会学的アプローチ 栗原捕手ら縁：身体の政治技術．

新喜平総，1986, p, p. 44-78. 

11) Bulletin S.T.A.P.S. :Anthropologie des technigues du corps, S. 

T. A. P. S. • 1984. 

12) Bu I let In S. T. A. P. S. ; Corps Bspace - Te田ps, S. T. A.P. S., 1987. 

13) M. L. De Pleur, S. Ball-Rokeach; Theories of llass Co111unicalion, 

3rd Bd i l. , Lo_ng田an,1966. 

14) B. B. Dennis; The lied ia Society evidence about 111ass co11munica-

I ion in a阻eri ca, W証.C. Brown Com pan r. 1978. 

15) V. Eco et l.Peizini; La semiologie des Mythologies, Co冊目unica” 

lions, No. 36, Seui I, 1982. 

16 ) V. Bco，池上嘉彦釈；記号翁I. Il，宕波書店，1980.

l7)Y.Eco，渇弁繁男釈；；依~性における創巡．現代恩惣， Vol.14-7, 

脅土全土， p.p. 99・115, 1986. 

18) D. M. Fon l eyn，湯河京子訳；TheMagic of Dance バレエの魅力，

新司書館， I 986. 

19）徳井憲彦．山本哲土編； actesNo. I～Ho.丸田本エディタースクル

t

・2守4
2
i
s
s
’S
1

出版音i.1986-1989. 

20）早川善治郎，藤竹映，中野収，北村田出失，悶砲店主之；マス ・コミ

。，、内



. ' 

、‘
、

。I白O
i." 

・・.；，1＼＼＇、、

~ 

旦ニケーション入門． 有受階！新型t,1979. 

21）市川雄； 1/t削のコスモログー，動革審開， 1983. 

22）市川雅．行総と肉体． 田知書店， 1972. 

23）池上潟彦； エーコの記号給， 現代思惣， l'ol.9-9，背土社， p,p. 

174-187, 1981. 

-' 、：

' ' 1984. 岩波~rn.24）池上嘉彦 ；記号翁への飽待，

25）北村自由夫；テレビ・メディアの記号学． 有信At' 1985. 

26) J. Kri steva，原図邦夫訳；記号の解体さ詳 セメイオチケ I' せりか

容E号， 1983. 

27) J. Kri steva, 中沢新一， 原田邦夫，杉浦翼手夫． 総後ill訳；記号の生

成総 セメイオチケ 2' せりかm房， 1984. 

28) m.図臼出男 ；！姿としぐさの中世史， 平凡社， 1986. 

29) R. Laban, や11沢和夫tR；身体遺Iiici)習得． 白水柱． I 985. ‘F・

30) L.A. S.A. (Laboratolre de Soclologie Anthropologique de 

L'Universlt6 de Caen); Lectures de Pierre Bourdieu Cahiers 

Ou L.A. S. A. Ho. Special 8・9,I'' semestre, I 988. 

31) J.Mander, 鈴木みどり訳；テレビ・危険なメディア ある広告マン

の告発， 時事通信社． I 985. 

32）丸山去三郎；バルトとソシューJレ 記号学と雲籍学の問題をめぐ勺

て， 現代思想， Vol. 8・7,務土社． p.p.63・71, 1980. 

33）丸山義三郎 ；文化のフェティ シズム， 理~1,t·房． 1984. 

34）丸山達三郎 ；フ zティシズムと快楽，紀伊闇屋書店， 1986. 

35）丸山室三線； 言葉と熊窓議.Mil是社， 1987. 

36）丸山圭三郎 ；生命と過剃， 河出書房新社． 1987. 

37) D. Mi Iler and J. Branson; Pierre Bowrdlen: culture and praxis, 



‘
4
3
 

‘
 
、1．、y’

初

ユa

哩・：. 

、
遺
骨

。fculture, Allen & Unwin, 1987, p.p.210・225. 
38）中村雄二郎 ；ロラン ・バルト と1己号学について，現代思想，

7，型f土佐.p.p.72’76, 1980. 

39）函館一線編；ユリイカ Vol. 16・9，背土社. 19 84. 

40〕野村雅｝ ；ボディランゲージを鋭む 一 身ぶり空間の文化一．平

凡社. 19 84. 

・" ,・ ,.,,. 

41）佐務級．細谷m，竹内高~811，藤竹焼編；：社会学セミナ－ 4 社会心

JJf マス・コミュニケーション，有斐閣.1972. 

42）官.Schramm，学習院大学社会学研究室訳；新版マス・コミュニケー

ション マス ・メディ アの総合的研究，凍京創元社. 1968. 

43）多国道太録；しぐさの臼本文化，筑摩書房， 1972.

44）竹内部郎，児島和人綴 i現代マス ・コミ zニケーシ aン論＊金体像

の科学的理解号をめざして串．有斐閣. 1982. 

45）内山労炎，関西1!$1三，竹内線郎. i:l；付明縄； 畿~ 現代の社会とコ

ミュニケー シg ン，東京大学出版会， 1973.

46）字滋彰；『ミトロツ－・再銃，現代思想， VoI. 8・7.ft土社， p.p. 

200・206, 1980. 

47) I. P. Winner and T. G. Winner，今＃成美訳 ；文化記号鎗入門，現代

思惣，VoI. 6・3,p.p.110・171,1978. 

48）山図貧；マス ・コミュニケーション研究の展開．芦書房， 198I. 

49）山脇鍛編；ライフサイエンス Vo I. 13・1I，生命科学振興会， 1986.

第 3章引用文献

1 ）庄野.信編著；六大学野E窓会集， よ著書，改造社， 1951, p. p. s・6.



ゃー戸町問、

2 ）町二蹴怯側一

p. I. 3 ）前掲書I) • 

p. 2. 4 ）前掲容2) • 
、
、．$、t、‘一＝九 A
ム二＞、ヌ3・1
＇.｝§久

p. 7. 5 ）前掲接I) • 

p. p. 1・8.6 ） 前 t~書 I ) • 

" 

p. p. 9・I0. 7 ）前11!書 I) • 

8 ) ITtl t~答 2 ) • p. 3. 

p. p. I I・12.J 955, 9 ）大手目球土；！野湾五十年， 時事通信社，

IO）翁幸一；近代日本におけるプロフェッショナJレ・スポーツの成立形

プロ箆t1*の成立を中心にして態とその社会的条件に関する研究ー

1988, p. 75. 一 ，数宵学1等土論文．筑波大学，

1929, p. p. 44-47. LI）田原茂作；日本野主主史．原主主閑種F店，

p. 41. 12）悶上智，

13）岡上容. p. so. 

p. 77. 14）前掲書I0) , 

p. 24. 15）前褐書lI) • 

1976, p. 23. 16）大和滋土；！野滋百年，時事通信社，

p. 24. 11）向上書．

p. p. 46・48.18）前掲書l0) • 

p. 17. 19）前掲書 l) . 

j 

木村毅編；1903. 20）第ー高等学校校友合；！野滋筒l史校友命維誌号外，

p. 178. 1972, 鼠問書房，第10巻スポーツ封書，明治文化資料叢書，’ 
21）第一高等生詳校校友会野球昔日編 ；：第一高等学校野旅怒史 一 明治二十

改造社．上巻．四年頃まで一．庄聖子＆信編著 ：：六大学野~全集，

一ー 。t I¥ -

i
1
1
1
8
 



1931, p, 19. 

p, 20. 

p. 179. 

22）向上容，

23）前m曾20) • 

a－i
’；1
3
J
1
・，‘
aat－－
z
z
t
’・0
・毛・4
－uza

1札4

p, 180. 24）前掲窃20)• 

玉、p, 22. 25）附掲容21). 

26）前渇奮20)• 

. ＇・＇＇・. ' ; ；ヲr
．‘＇＇ ・・:S . . . . 
｝白、白

． 
p. 116. 1978, 昭和出版，

p. 180. 

27）路橋左門； 1日制高等学校研究，

p. I 06. 28）向上書，

1事ー高等学及び第一高等学校苦手筏要望*GI;I句陵誌．p. 228, 29）向上1'],

も

1930, p, 3. 佼寄宿祭．

p, 132. 30）向上替，

p. 137. 31）前掲番27)' 

p. p, 61・63. 18 67', 32）中~炭；野J'Jl( • 高ijJllJど栄主主，

p, i 83. 33）官官傷害20)' 

p, p. 38・45. 34）前t局番16)• 

第一高等明治28年（1895)' 35）第一高等学校校友会編；絞友会維箆．

p, p, 231-232. 1895, 学校校友会，

p. l 0 I. 1972, ペースボールマガジン社，36) ~島一刻l ； 日本野まま創世記，

p. 189. 37）前傷害20)• 

p, i 89. 38）前褐§20)• 

p. 190, 39）前掲1f20) • 
・．

p. p. 230・231.40）前俗書20)• 

－
 

内
V，
匂

勾
5
nv

尚
7
b．
 

l
 

の
A
U
aア
L

－
 

白

ν

．
 

内

u
，

41）前fl寄20)• 

p. 197. 42）前flll.20)• 

，、． ．

p. 202. 43）前m書20)• 



田町司曙町 、

;・; 'Kc 

。？、

; ' • i.• ・' 
0・いe。J

44）大手日E書士；高校野＇＊五十年．時電算通信社， 1856, 

45）阻烏総夫；！野球使用，愛知県立第一中学校校友会．

23. 

46〕日下裕弘；明治朗における 1武士約J' 『武士道S的野威信条に関

ポーツ社会学研究4，道和智院＇ 1985' p, 3 3. 

47）前fS答10)• p, 54. 

48）前嫡禽44)• p. p. 7・8.

49）前掲m44>, p. s. 

SO）五十公野滋ー；臼本三湾人.i!!界文庫，1968,p, p, 119-120. 

SI ）前~~慾 l ) • p, 4 5. 

52）前掲篠 I) , p. 4 5. 

53) ]jijfg寄16),p.103.

54）安部磯経；！野球と共に三十年， f脅年と理懇．関倉i.!fEゑ 1936, p, p. 

300-301. 

55）前fSW50)• p. 129. 

56）前掲l!!50)• p, 135. 

57）前掲筈50)• p. p, 144-146. 

58）官官総省 I) , p. 4 6. 

59）前掲1!i16) ' p. p. 92・I03. 

60）前掲窃50)' p, 190. 

61）平野正靭；役手の位置i（後編｝ ，野主主手報4' 1905, p. 138. 

62）伊第四剛 ； l野~，貧永宣告， 1911. p,p, J・2.

63）安部磯簸； ・早稲回大祭野球選手の米関行に就いて，薦制緩，明治38

年 3月26日. i 905. 

- Q 1 9 -



’、
、＂＂＂.

ー

’＂ 、p
' ζ ‘ 

' ． 
i 

64）安徳磯縫；国際競技の怒~，運動界， Vol.12-2, p.3, 1931. ，~：：’ 

65）安宮匹磯継；図際的銭技，迩動也界6号， p.p. 1『 3, 1908 ..’ 曇‘Z
＼川吋活t帆；1~~，＇.；； 丹予汀

66）釧II磯i雄；箆際競技の序務，巡動界’ Vol.12-1,p.4.’1931. 、引：！jj肉況もm
ょ・ジ~＇.f(ii.'!I

67）安官区間隆雄；鍛校運動と勝敗のFJ!,念，運動世界9号.p. 3, 1908. 

68）安吉事磯雄；余の野Eま鍛， ff I軍基手報10号， p.p. 293・294.,1912. 

69〕安審B磯雄；競技巡動と勝敗のFit念．運動世界9号， p.I, 1908. 

70）安部磯総；：学校と運動，運動世界16号， p.p.l-5, 1909. 

71〕安部副世絵；公平なる競技，運動界Vol.12-4, p. p. 2・5.1931. 

72）安部機縫；運動家の不節制，運動界VoI. 11・8, p. p, 2・s.1930. 

73〕安邸機縫；運動家の心得ぺきこと，逮動界VoI. l 1・1I, p.p.2・5,

1930. 

74〕安部副提起t；選動の精神， jヒ原鉄総編；アルス大道!J!hli'll Iii位億総， 7

ルス， 1926,p. 3. 

75〕安告書後援； j武士遂と逮動餓銭，逮動世界is号， p.I, I 90 9. 

76）安音ll機雄；！野球の三徳，編戸信網；最近野f,'J<術，開文I官. 1905, 

p. p. 199”211. 

77）前掲寄50)• p. 140. 

78）前ff:¥轡 I) , p. p. 43-44. 

79）前掲御 I) , p. 44. 

80）前総密 I) , p. 44. 

81）綴弁湖一郎：聖子J;j(• ff J:若年報賞i5号， p.p.110・117, 1907. 

82）脅木務ー；勝敗は冷視すべきものか，野E草年綴Ji5号. p.p.149-

152, 1907. 

83）神宮炎三； 維慾，野球年事日現i8号. p. p. 179-185, 1910. 

84）得川容線；最近野琢術に序す．緩戸信；最近野＇＊術， I噂文鎗. 1905, 



p, p. 5・7.

p. 3, 月明ドてースボーJvVo 1. l・I, 85）仰Illi審銀；大日本的ベースボー1レa

運動世界 4-J,p.p.Z・4,

1908. 

86）仰Illi怠浪；野球を武滋とせよ，

p, 310. 87）前tm衝50)

1986. ベースボーIレマガジン；±.88）飛関税洲；野球生活の思い出，

g
e

－
－

t
 

－

e
 

，z
・
0

、
346. 

89）向上警.p. p. 34 6-353. 

90）向上ilf.p. 303. 

91）岡上ttf'p. 353. 

1929, p. 256. 92）朝日新聞社；五十年の回iii. CVI日新I間社．

1969. 初日新l前社．93）紛臼ffrfill社社史編自主~； 朝日新聞の九十年，

． 
' ． 
‘ 、

p.p. 296-297. 

朝日新聞社；：会問中等穆校野路大命史，94）高山義三；；犬舎の由来．

p. p. 122-123. 1929, 

朗日新朝日新制怯；甲子関グラフィティ I' 95）図村木箆；誕生まで．

p. 98. 1984, 聞社．

忌

p. p. 103・1929. 96）国村省三；斯くして大舎は生れた第ー回大合大命史，

104. 

干
に
、
r
h

’f
f

？

t
j

一

t
e
Nず
ぷ

、

f
is
c
‘J

E
’

司

3

、．，、、・
2

，‘

p. 97. 97）前褐書95)' 

p. I 04. 98）前掲司F96) . 

上巻，99）朝日新聞；野~と :Jt~君主．庄野銭信綴著；六大学野球全集．

初日新聞社；朝日折聞（明治44~平および．p, 142. 1931, 改造社，

マイクロフィ ルム複写コピー．8 Fl 29臼より 9月29日〉

’‘・

p. p. 140・143.100｝前掲害 1) ' 



) 

I 

. ・－..も・’ 

I 

101）前Ilall 92) ' p. 355. 

102）布1lfiltll92) ' p. 256. 

103）中尾悦；十四年間の図版， ~~18 折聞社，

l929, p. p. I ・2.

104）上野紛ー ；：全国中等謬佼野E華大命第十五年を迎へて．務日新聞社；

金問中等移佼野E京大命史. 192 9，序．

105）大阪総！日新聞社；会闘中等学校野球大会を防俄す 社告，

7月l臼， 1915.マイクロフィ 1レム線写コピ【より転載．

106）前ISi§103). p. 4. 

107）久保図諸行；高校野路五十年．時事i通信社，1956, p. 30. 

108）朝日新聞社；会闘中等製校!JJf隊大合史．朝日新聞社』 1929, p. p. 21・

22. 

109）前IGV107), p. p. 41-42. 
． 

110）前m≫ 10s>. p. s3. 

111 ）前拘置5108), p. 53. 

112）椀俗世F107). p. 8. 

113）前姻tJ108), p. 22. 

114）前nae1011. p. p. a2・33. 

115）前掲轡107), p. p. 197・198.

116｝朝日新聞社；昭和17年7月228.初日新附tl:.1942，久保田衛行；

高校野E事五十年，時事迩｛宮社.1956' p. 210.より

117）前188107), p. 21}. 

118）朝日新聞社；昭和21年 1月21iヨ． 朝日新聞社. 194 6，久保田高行；

高校野放五十年，時車普通信社. 1956, p.218・219.より

119）前掲嘗107), p. 219. 

，、‘ F



120）日本学生聖子E京協会；臼本学生野放憲章．

？？司司－
• . r 

p. 33. 't 2 I ）前10窃108),

p. 156・157. 122）前鍋稽108), 

123）全国高校野球巡製；プロ!fflまの勧跨に関する過逮，

1956, 

124）金制校野山；剛山手のプロ側入団についての＊＇ ' !,. ~w;;t~i~~l場
時~i盈信社．久保凶高行；高校野湾五十年，

1955. 昭和30年12月38' せ司3項．

昭和30~ 12月l4125）プロJl!fI事実行議員会；街校逃手に対する取し合せ，
i
i
 19 55. 日．

p. 4 7. 126）前渇後108),

p. 47. 127 ）前 1~1»108). 

p, 46. 128）前渇笹川8),

1990. Wl日新聞社．129）紛日朝iI締役；＇l日新聞平成2年 5：月25日，

ベー飛回総洲；野Eま生活の思い出．130）飛回線洲；怒海と破産担と野球．

z
j
F
i
J汁
緑
川
W
9

1986, p. 37. スボールマガソ ン社．

朝日新聞社．朝包新開昭狗3I年8月13臼，131）飛田締洲；－！.$決心，

1956. 

ベースポー飛回総洲；！野E孝生活の思い出，132）飛図お洲．平和の象徴，

！
 

p. p, 354・358.1986, ルマガジン主f:'

ーら、、H

ハミース133）飛回総洲；少年嫁士に与う， 1lt回榔昔ff；野JlR生活の思い出，

p. p. 4 3・54.1986, ボールマガソンIt.

134）飛回総桝i；興行野球と敏生野線，初日新聞社；朝日新聞，昭和il年

3月16日，

朗日新関tl.；朝日新聞，昭和Il年

1936. 

135）飛回総洲；興行野Eまと敏生野線，

. .’‘ 

193 6. 3月17日，



ι、・e
’り；、

一
f 

136）大和凍土 ；！野琢百年．時事通信社， 1976, p. p. 7 3・75. 

137 )f司上書.p. 66. 

138）君島一郎．木下道雄；緩鰯 ・一.i¥'/i三商戦．

昭和46~jお 4 号， gEる｝郎；日本野E草創世紀，ベースボーlレマガジ

ン＋土， 1972,p. p, 180・183. 

139)ijffft6喜久雄； 一高三高野球史，！日一高， 三高野E事昔日有志. 1954.の

グラピ7.及び中沢不二nt£法修，浦肉体太（！$編；野球史，東京都新

聞社， 1957，グラビア．より

第4fit 参考文献

I ）清水諭； Mythologyof Sport-Japanese and担lgh Schoo I Baseba 11 

in Depth Structure, Sport and Hu聞anis圃 Proceedingsof The 

Internal ional workshop of Spor1 Socio logy in Japan, 1990, 

p. p. 215・221.

第 5~ ヨIJ!l文献

I) 8. K. Mal ioowski；寺図和夫．益田俊郎訳； ；大西洋の遺浮航海者．中

央公鎗枕.1967, p.340. 

2) C.Geert s；吉閉鎖寄ら訳；文化の解釈さ芋 ［I J ，岩波書F店.1987, 

p.p.6-11. 

3 ）向上容. p. 24. 

4 ）同上書， p.40. 

5 ）岡上容. p. 14. およびp.26. 

6）向上書. p, 32. 

7 ) J.しPeacock，今福飽太郎；入額学と人類学者， 緒波書店， 1988. 

－ 

、－‘．2 、、



p. 218. 

、・．

p. 218. 8 ）向上容，

p.149. 9 ）悶上哲if• 

p. 153. 10）向上書~.

p. 156. 11）問上智．

p. 157. 12）向上容，

p. 157. 13）向上谷，

i

l

i

 

－

－

．

、

、

｝

e

‘，

。！0
・I
r

．－

a
e
e

、。！・

ν
叱

eャ
ー

1

0

1

；
0

・
e

l

ω

℃
話
、
子

・・
0

0

・、2
7

1

E

e

－－0
・－

p. 11. 14）同上書，

－
 

A
H
V
 
1
 ．
 

au 
15）同上嘗，

p. 24 7. 16）同上望書．

p. 28. l ！）前f~審 2 ) ' 

p. 82. 18) 官官掲聖書 l) ' 

徳島行政関係者はどう見ているのか，19）大黒明；さびしい過疎の村

月白
' .一1970. 昭和45年 2月22日．新聞社；徳島新聞，

－
 

戸、Jvnhuv 
舗の‘
u
p
h
M
V
 －
 

肉
U
F

．
 

au 
1972, 20）徳島県立池銅高等学校；創立501司年，

．
 

p. p. 63-64. 21）向上容，

p. 64. 22）向上書，

p. p. 64”65. 

－
 

an噌l
 ．
 

p
 

19 83, 集英社，

23）同上容，

24）蔦文也，山際淳司；強うなるんじゃ！，

近代日本の心理＝歴史研究， t野25）巣原彬；！歴史とアイデンティティ

p. 12. 1982, Ill社，

p. 12. 26）向上書．

p. 13. 27）向上書．

心理学約解釈ー，

p. 13. 

29) G.W.Allpor t，詫摩武俊｛也訳；パーソナリティ

，、， ，、

28）同上容，

．、、、e

1
J
リ
b

h
p
a

：ぺ
、f
J
一「二〉
V
5
J
i一汗
ム
ハ
ト
ハ
ム
8
山
内
町
い

h
J
S
J
o
f
j
e
h
o
j

l

i
l－

－
 

山
角
川
、
二
日
紙
、
司
、
ぺ
福
山
以
来
必
勝
。
．
に
3
1
i
j
s
j
q
J
w
d
九
一
波
議
議
選
議

a

‘
、
刷
、

γ

号、
3
・8ぺ、手、一・けていいにど
J
《

e

－e

、‘
e
J
3
A
e
g
o

－‘＼，
n
h

e
o
o
’’i
h

．、いい、
J
t
sむ
ぷ
8

0

・e

・
e

・
－
、

。、



自

白、
aずt、2 匂

ん‘九」、匂

新E制土， 1982. 

30）附拘王監25) • p. 39. 

31）前絡¥1§25) • p.40. 

32) fi~tlill書25) ' p. p. 40-4 !. 
山

h

z
’宅
B
2
8
e
‘，

Z

司

J
e
e

、、、

子
・
0

・
j
o
e
’r

，，、、ムnp

参考文献
~ ． 

l ）籾臼新聞社，朝日新聞徳島地方販売飯1988.8. 5. 

2）後磁議E霊；ああボッケモン“野1君”の名付it続 中.W.;B軽脇中校長l云，

教育出版センター， 1983.

3 ）五十公野清一；日本三E華人．世界文緯l, 1968. 

4 ）久保田高行；高校野嫁百年，時事通信社．

5）毎日新聞社；｝）ljflll l億人の昭和史 センパツ野~so年，毎日新郎社．

6 ）毎日新聞社；高校野~ ああ仮性三闘塊，毎日術関投，J977. 

7）総尾俊治；ああ甲子飽！！高校野球然的史，スポーツニッポン新聞社，

、z、

1976. 

8 ）三縛良三；小林一三 独創の経営， PUP研究所.198 3. 

9）小此木啓吾；フロイト，言語談社. 1989. 

10）小此木啓吾；フロイト その自戒の軌跡，日本放送出版協会.1973. 

11）小此木曽吾； i現代人の心理術遊．日本放送出版協会， 1986.

12）咲村敏；小説 小林一三（上｝（下｝. 114絞社， 1988.

13）佼E車道輸；甲子闘の心を求めて，報知新聞社. 1979. 

14）清水鎗； f甲子園Jの神E古学．へるめすNo.22，岩滋書書店， p.p.19・

29, 1989. 

15）清水鎗；甲子岡野球の神話分析 ー 記号学からテクスト分野へ〈池

回町・88年夏〉．体育 ・スポーツ社会学研究会綴；体育 ・スポーツ



i阿，

’J九I

; '" 

社会学研究上道和書院， p.p.27・49,

!G）城井峻失：“聖子球”の名｛寸I;j'鋭 中将庚伝．

tt. 1988. 

17）相馬単司；センパツ物Jl,l，毎日新1111t.上， 1988.

18）徳丸壮也；甲子留の真実，引1々:fil.1980. 

19) ~春、鳥県立池田高等学校； 65P.J年記念総桜i後， 1987 .

20）主主因IJl1；隣は舞いおどる甲子園 高校野球務電器輸．ザイマjレ出版会，

1977. 

21) It;文也；攻めダルマの教F持論． ごま畿房，1983.

22）生方幸夫；さ わやか駁土たち ・いま．笑知出版＇ 1983. 

23）山際淳司；スローカープをもうー疎，角川都府， 1981.

24） 山本一郎．近緩唯之．殿悶駒吉 i 甲子園 ・ 熱戦の紀録，河出~l秀新

社. 1976. 

ぷ：l~ ょ： 初大和琢土 ；真説 臼本野球史《大正編》・ペースポールマガツン払
1977. 

26）米沢総；甲子図野球，成祭主主. 1976. 

27）好村三郎；汗と涙のお校野球．山手書E房. 1976. 

28）好村三郎；白球よ掬ぺBlの甲子園 高校野Eまの心と技，朝日新聞社，
， 
1ζ・＂
、

1988. 

句、..
'J右＂＇、今、口、、T

’＂ 

' 


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29
	30
	31
	32
	33
	34
	35
	36
	37
	38
	39
	40
	41
	42
	43
	44
	45
	46
	47
	48
	49
	50
	51
	52
	53
	54
	55
	56
	57
	58
	59
	60
	61
	62
	63
	64
	65
	66
	67
	68
	69
	70
	71
	72
	73
	74
	75
	76
	77
	78
	79
	80
	81
	82
	83
	84
	85
	86
	87
	88
	89
	90
	91
	92
	93
	94
	95
	96
	97
	98
	99
	100
	101
	102
	103
	104
	105
	106
	107
	108
	109
	110
	111
	112
	113
	114
	115
	116
	117
	118
	119
	120
	121
	122
	123
	124
	125
	126
	127
	128
	129
	130
	131
	132
	133
	134
	135
	136
	137
	138
	139
	140
	141
	142
	143
	144
	145
	146
	147
	148
	149
	150
	151
	152
	153
	154
	155
	156
	157
	158
	159
	160
	161
	162
	163
	164
	165
	166
	167
	168
	169
	170
	171
	172
	173
	174
	175
	176
	177
	178
	179
	180
	181
	182
	183
	184
	185
	186
	187
	188
	189
	190
	191
	192
	193
	194
	195
	196
	197
	198
	199
	200
	201
	202
	203
	204
	205
	206
	207
	208
	209
	210
	211
	212
	213
	214
	215
	216
	217
	218
	219
	220
	221
	222
	223
	224
	225
	226
	227
	228
	229
	230
	231
	232
	233
	234
	235
	236
	237
	238
	239
	240
	241
	242
	243
	244
	245
	246
	247
	248
	249
	250
	251
	252
	253
	254
	255
	256
	257
	258
	259
	260
	261
	262
	263
	264
	265
	266
	267
	268
	269
	270
	271
	272
	273
	274
	275
	276
	277
	278
	279
	280
	281
	282
	283
	284
	285
	286
	287
	288
	289
	290
	291
	292
	293
	294
	295
	296
	297
	298
	299
	300
	301
	302
	303
	304
	305
	306
	307
	308
	309
	310
	311
	312
	313
	314
	315
	316
	317
	318
	319
	320
	321
	322
	323
	324
	325
	326
	327
	328
	329
	330
	331
	332



